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                          は    じ    め    に 

 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、汎用機やオフコンなど、ホストコンピュータの標準フロッピーディ

スク形式であるＩＢＭ形式フロッピー（ＩＢＭファイル）と、パソコンの標準であるＷｉｎｄｏ

ｗｓファイルを相互に変換するためのソフトウェアです。 

 
  おもな用途としては、汎用機やオフコンのＣＯＢＯＬデータと、パソコンのＣＳＶ形式ファイ

ルとの交換・プリント形式ファイルとの交換・ＷｉｎｄｏｗｓＣＯＢＯＬデータとの交換などが

あります。また、ＣＯＢＯＬのゾーン形式・パック形式をはじめ、豊富なコード変換機能をサポ

ートしています。 
日本で販売されたほとんどのホストの漢字をサポートしており、拡張漢字テーブルも標準提供

しています。 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０では、Ｗｉｎｄｏｗｓ７上での動作をサポートしています。 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のマニュアルには、導入編、解説編（本書）、コマンド編、マルチレコ

ード編、プログラム応用編があります。 

 
２０１０年４月 

株式会社 富士通ビー･エス･シー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright 1997-2010 株式会社 富士通ビー･エス･シー 
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                        本書で用いる表記法 
 
 
        ●本文と画面のパラメータ類の表記法 

 
        ｛Ａ｜Ｂ｜Ｃ｝      Ａ、Ｂ、またはＣのうち、どれか１つを選択します。 
                            省略はできません。 
          Ａ 
          Ｂ                同上。 
          Ｃ 
        （Ａ／Ｂ／Ｃ）      同上。 
        ［Ａ］              Ａは省略できます。 
        ［Ａ／Ｂ／Ｃ］      Ａ、Ｂ、またはＣのうち、どれか１つを選択します。 
                            省略が可能で、その場合は下線を引いたＢを選択した 
                            ものとみなします。 
          Ａ 
          Ｂ                同上。 
          Ｃ 
        （Ａ／［Ｂ］／Ｃ）  同上。ただし、［  ］でくくったＢを選択したものと 
                            みなします。 
        Ｘ  ・・・          Ｘ類を  Ａ  Ｂ  Ｃ  のように列挙します。 
        ｎ、ｎｎ、＜ｎ＞    １０進数を指定します。 
                              （＜＞は表記上の記号で、入力はしません） 
        ｘｘＨ              １６進でｘｘです。Ｈを省くこともあります。 
        ↓                  改行を意味します。リターンキーのシンボルです。 
        ａ                  下線部を入力します。 
        ａｂｃ↓            下線部を入力し、リターンキーを押します。 
        ＣＴＲＬ＋Ａ        コントロール（ＣＴＲＬ）キーを押しながら、Ａキー 
                            を押します。コントロールＡと読みます。 
        ＾Ａ                同上。 
        ｄ：                ドライブＡ：やＣ：など、任意のドライブ指定を表し 
                            ます。 

 
 
◆注意  ----  実画面と差異がある場合がある 

  本書に示す画面と実際の画面には、若干の差異がある場合があります。あらかじめ、ご了承く

ださい。 
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第１章  概  要                                                                        

                １．１  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７とは 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、ＩＢＭ形式のフロッピーディスクを利用してホストとパソコンのデ

ータ交換を実現する、オフライン型のファイルトランスレータです。ＷｉｎｄｏｗｓＯＳ上で動

作し、ＩＢＭファイルとＷｉｎｄｏｗｓファイルの相互変換ができます。 
 
●さまざまなホストに対応 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の対象とするホストは、ＩＢＭ形式をサポートしているシステムに限ら

れます。現在、非常に多くのホストがＩＢＭ形式をサポートしており、ＩＢＭ形式がホストの標

準形式だといえる状況にあります。そのため、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を使えば、さまざまなホス

トと容易にデータ変換ができます。 
 

          ホスト                        パソコン 

                                            変  換         

                                                               Windows 
                                            F*TRAN 2007        
 
                             ＩＢＭ形式 
                      (ﾎｽﾄのﾕｰﾃｨﾘﾃｨでｺﾋﾟｰ/変換) 
 
      ------ 多くの ------ 
      汎用機（小型～超大型）                              ＰＣ（ＤＯＳ／Ｖ機） 
      オフコン・ミニコン 
      インテリジェント端末 
      データエントリ機器（ﾊﾟﾝﾁﾃﾞｰﾀ） 
      小規模専用機器 
      その他 … 
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第１章  概  要                                                                        

 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７によるファイル変換の利点 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は遠隔地とのデータ交換には適しませんが、つぎのような利点を持ちま

す。まず、最大の特長は、 
 
      メーカーの壁を越え、さまざまなホストに対応でき、 
      データ加工能力が高く、Ｗｉｎｄｏｗｓのさまざまなソフトに対応できる 
 
  ことです。汎用性が高いのです。また、 
 
      変換速度が速く、自動化も容易 
 
  です。このため、運用コストが安くすむのも大きな利点です。 
  そして、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、 
 
      ウインドウ上の項目を設定するだけで操作することも 
      コマンド行方式でバッチ処理として実行することも 
      ＯＬＥオートメーションを利用してプログラムから操作することも *1 
 
  できます。言い替えれば、 
 
      ウインドウ操作による使いやすさ・覚えやすさ 
      コマンド行方式やＯＬＥオートメーションによる定形業務の自動化のしやすさ  *1 
 
  を両立させているのです。また、 
 
      マルチファイル・マルチボリューム対応 
 
  です。ファイル数が多くてもファイル容量が大きくても問題ありません。 
 
  パソコンを含め複数メーカーの機種が混在している“マルチベンダ環境”では、Ｆ＊ＴＲＡＮ

２００７は上手に使いこなしたいソフトウェアです。 
 
 
  *1)ＯＬＥオートメーションとは、外部からＦ＊ＴＲＡＮ２００７を操作するインターフェー

スのことです。 
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                  １．２  Ｆ＊ＴＲＡＮⅢとの比較 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はＤＯＳ用のＦ＊ＴＲＡＮⅢの機能を踏襲しています。ここで、簡単に

Ｆ＊ＴＲＡＮⅢとの比較について述べます。 
 
●ソフトウェアの構造 
  基本的な構造そのものは変わっていませんが、メニュー部がＧＵＩ部に変わったことにより、

操作しやすいインターフェイスになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のコマンド体系はＦ＊Ｔ

ＲＡＮⅢに準拠していますので、そのままか若干の修正でＦ＊ＴＲＡＮⅢの資産を活用できます。 
 
              Ｆ＊ＴＲＡＮⅢ                 Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ 
 
          メニュー部   バッチ部 *1           ＧＵＩ部     バッチ部 *1 
 
 
                コマンド部                         コマンド部 
 
       *1）コマンドプロンプトからの実行、バッチファイルの内容としての記述、 
          他のアプリケーションからの利用などを意味します。 
 
●動作環境（ＯＳ） 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、ＷｉｎｄｏｗｓＯＳ上の３２ビットアプリケーションとして動作し

ます。 
 
            Ｆ＊ＴＲＡＮⅢ    Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ *2 
        ＭＳ－ＤＯＳ            
        Windows 3.1  MS-DOS ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ    
        Windows 95   MS-DOS ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ          ＷｉｎｄｏｗｓＯＳ 
        Windows 98   MS-DOS ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ    
        Windows NT   ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ    
                               
 
      *2）コマンド型で実行する場合は、各ＯＳの 
            ＭＳ－ＤＯＳプロンプト  または  コマンドプロンプト  などを利用します。 
 
  サポート機種、メモリ、媒体については導入編を参照してください。 
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●メニュー部とＧＵＩ部の比較 
  Ｆ＊ＴＲＡＮⅢでは、コマンドをタイプして変換処理等を実行していました。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、ウインドウ上の項目を設定するだけで変換処理等を実行できるよ

うになっています。これによって、試行錯誤が容易になり、操作性が飛躍的に向上しています。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮⅢのメニュー部とＦ＊ＴＲＡＮ２００７のＧＵＩ部の対応はつぎのようになっ

ています。 
 
              Ｆ＊ＴＲＡＮⅢ                      Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ 
    １  ＩＢＭ←→ＤＯＳファイル相互変換     ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換 
                                              Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換 
    ２  仮想ドライブの設定                    － *1 
    ３  ＩＢＭファイル名・属性一覧            ＩＢＭファイラ *2 
    ４  ＩＢＭファイルの削除                  ＩＢＭファイラ *2 
    ５  ＩＢＭディスクエディタ                ＩＢＭファイラ *2 
    ６  ＩＢＭディスクの初期化                ＩＢＭディスク初期化 
    ７  ＤＯＳコマンドの実行                  － *3 
    ８  ＤＯＳプロンプトへ直行                － *3 
    ９  セットアップ                          変換設定／ホスト選択 
    －                                        Ｗｉｎファイラ *4 
                                              スクリプトファイルの保存／実行 *4 
                                              ＩＢＭディスクコピー *4 
                                              ＩＢＭファイルアロケート*4 
                                              ＩＢＭファイル属性変更 *4 
                                              ＩＢＭディスク属性変更 *4 
 
    *1）ファイル名にフルパス指定をすることで実現できます。 
    *2）ＩＢＭファイラの中で、ＩＢＭファイル名・属性一覧、ＩＢＭファイルの削除、 
        ＩＢＭディスクエディタの機能を実現しています。 
    *3）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の機能としてはありませんが、 
        各ＯＳのＭＳ－ＤＯＳプロンプト、またはコマンドプロンプトを利用することで 
        実現できます。 
    *4）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で追加された機能です。 
 
 
●コマンド部の比較 
  コマンド編を参照してください。 
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                        １．３  ＩＢＭ形式とは 

 
●従来型の標準 ---- ＩＢＭ形式 
  ＩＢＭ形式とは、元々コンピュータどうしの簡易なデータ交換の実現を目的にＩＢＭ社が開発

したフロッピーディスクの形式です。 
  その「簡易な」という目的のため、ファイルの管理方式は個々のシステムに依存しない、なる

べく単純な取り決めにされました。ホストのデータ管理システムとも親和性のよい形式です。し

かし、 
 
      レコード指向である 
      固定長レコードしか許されない 
      サブディレクトリのようなものはない 
      ファイル名の拡張子もなく、ファイルの整理がしにくい 
      動的な空き領域管理がむずかしい 
 
  など、古めかしい形式だともいえます。 
 
  現在では、多くのメーカー・システムが「○○社標準フロッピーディスク形式」などと呼んで

ＩＢＭ形式をサポートしています。ＩＢＭ形式は、 
 
      本家ＩＢＭ社の手を離れた、ホストのフロッピーディスクの標準形式 
 
  であるといえます。 
 
  ＩＢＭ形式を採用していないシステムでも、ユーティリティツールで、システム上のファイル

とＩＢＭ形式のファイルを相互に変換できるのがふつうです。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、そのユーティリティツールの１つです。 
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●ＩＢＭ形式の発展 
  実質的標準としてのＩＢＭ形式の歴史は、８インチ１Ｓ＝片面単密と呼ばれる、容量が約２５

０Ｋバイトのものからはじまりました。約１９００枚のパンチカード相当のデータがペナペナの

シート１枚に収まってしまうのは、当時としては画期的なことでした。 
 
  その後、プログラム・データ記録媒体として“もっと高容量を”という要望に応え、８インチ

２Ｓ＝両面単密（約５００Ｋバイト）、８インチ２Ｄ＝両面倍密（約１Ｍバイト）と倍々に容量

を増していきました。 
  高容量化はこれで止まり、５インチ２ＨＤ、３．５インチ２ＨＤへと、「８インチ２Ｄ互換」

を保ちながら小型化が進みました。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はこの中で５インチおよび３．５インチの２ＨＤに対応しています。 
 
          ８ｲﾝﾁ１Ｓ          ８ｲﾝﾁ２Ｓ          ８ｲﾝﾁ２Ｄ 
                                                            

              ◎                ◎                ◎ 

 
 
    ２５０ＫＢ                                         １ＭＢで止まった 
    ではじまり              高容量化の流れ 
                                                  ５ｲﾝﾁ２ＨＤ 
                                             
                                                      ◎ 
                                              

                            時代 
                                                  ３.５ｲﾝﾁ２ＨＤ 
                                                               ３.５ｲﾝﾁが主流 
 
 
 
◆注意  ----  ８インチの２Ｄと、５インチおよび３．５インチの２ＨＤ 
  Ｆ＊ＴＲＡＮシリーズでは扱うことは出来ませんが、３．５インチや５インチにも２Ｄという

規格があります。しかし、これらは８インチの２Ｄに比べて容量が３分の１程度しかありません。

それに対して、３．５インチや５インチの２ＨＤは、８インチの２Ｄの容量に合わせて策定され

た規格です。 

８ｲﾝﾁはもうほとんど

使われていない。 
1995 年頃に製造も中

止された。 

５ｲﾝﾁもほとんど

使われていない 
2001 年頃に製造

も中止された。 
 

小
型
化
の
流
れ 
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         １．４  Windows のファイル（DOS形式）とは 

 
●パソコンの標準 ---- ＤＯＳ形式 
  インテル８０ｘ８６系のＣＰＵを搭載したパソコンの標準ＯＳとなった、マイクロソフト社の

ＭＳ－ＤＯＳ。そのＭＳ－ＤＯＳのディスク・ファイル管理形式をＤＯＳ形式と呼びます。ＤＯ

Ｓ形式はパソコンの標準形式といえるでしょう。 
 
●ＤＯＳ形式の特長 
  ＤＯＳ形式には、今述べた互換性の高さ以外に、 
 
      バイトストリーム指向で、スペース効率がよい 
      階層的ディレクトリ管理ができる 
      ファイル名に拡張子をつけることができ、整理が容易である 
      動的な空き領域管理ができる 
 
  などの特長があります。 
 
●ロングファイル名 
  ＤＯＳ形式では、ファイル名（８文字以内）．ファイル拡張子（３文字以内）という制約があ

りましたが、ＷｉｎｄｏｗｓＯＳでは、最高２５５文字までのファイル名（複数のピリオド［．］

の使用も可）を使うことができるようになりました。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、ＤＯＳ形式をベースにロングファイル名をサポートしたファイル

をＷｉｎｄｏｗｓファイルと表現しています。 
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                  １．５  ３つのファイル変換機能 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７には、３つの（実質的には４つの）ファイル変換機能があり、 
 
    テキストファイル変換 ------------------ おもにソースプログラムの変換に 

    データファイル変換１／プリント形式 ----   〃  市販ソフトとのデータ交換に 

    データファイル変換２／デリミタ形式 ----   〃  市販ソフトとのデータ交換に 

    ランダムファイル変換 ---- Windows COBOLの順ﾌｧｲﾙや BASICのﾗﾝﾀﾞﾑﾌｧｲﾙなどの交換に 

 
  と呼んでいます。これらを目的に応じて使い分けます。どれもＩＢＭ形式←→Ｗｉｎｄｏｗｓ

形式双方向サポートです。 
 
●テキストファイル変換 
  おもに、ソースプログラムの変換に使います。生データの変換やリストファイルの変換にも使

えます。 
 
    ＩＢＭ側（固定長）                    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（可変長） 
    HELLO.                                HELLO. CR LF 
    EARTH -- <KI>水の惑星<KO>.            EARTH -- 水の惑星. CR LF 
 
    GOOD LUCK.                            GOOD LUCK. CR LF 
   [EOF]                                  1A  [EOF] 
 
●データファイル変換１／プリント形式 
  おもに、ホストのＣＯＢＯＬデータと、市販ソフトの入出力用テキストファイルの変換に使い

ます。 
  固定長項目、区切り文字なしのテキストファイルを項目別に分けて変換できます。もちろん、

レコード全体で１項目とみなす、単純な変換もできます。 
 
    ＩＢＭ側（固定長）                    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（固定長／最終欄可変長） 
     3地球    EARTH    ｱｰｽ                3地球    EARTH    ｱｰｽ      CR LF 
     4火星    MARS     ﾏｰｽﾞ               4火星    MARS     ﾏｰｽﾞ     CR LF 
 
     9冥王星  PLUTO    ﾌﾟﾙｰﾄｰ             9冥王星  PLUTO    ﾌﾟﾙｰﾄｰ   CR LF 
   [EOF]                                  1A  [EOF] 
 
●データファイル変換２／デリミタ形式 
  おもに、ホストのＣＯＢＯＬデータと、市販ソフトの入出力用テキストファイルの変換に使い

ます。 
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  可変長項目、区切り文字（デリミタ）つきのテキストファイルを項目別に分けて変換でき、コ

ンマ区切り形式、タブ区切り形式、スペース区切り形式の３タイプが扱えます。 
 
    ＩＢＭ側（固定長）                  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（可変長項目） 
     3地球    EARTH    ｱｰｽ              " 3" , "地球" , "EARTH" , "ｱｰｽ" CR LF 
     4火星    MARS     ﾏｰｽﾞ             " 4" , "火星" , "MARS" , "ﾏｰｽﾞ" CR LF 
 
     9冥王星  PLUTO    ﾌﾟﾙｰﾄｰ           " 9" , "冥王星" , "PLUTO" , "ﾌﾟﾙｰﾄｰ" CR LF 
   [EOF]                                1A  [EOF] 
 
  一般に、市販ソフトで「テキストファイルの入出力ができます」といえば、以上のうちコンマ

区切り形式か、プリント形式ファイルを指すのがふつうです。 
  とくに、コンマ区切り形式は、パソコンのデータベースや表計算ソフトの最も標準的な入出力

ファイル形式で、ＣＳＶ（Comma Separated Value）形式という特別な名前がついています。こ

の形式は、市販ソフトへの入力操作がとても簡単なのが特長です。 
 
●ランダムファイル変換 
  おもに、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬの順ファイルやＢＡＳＩＣのランダムファイルの変換に

使います。 
  項目別の変換ができる点では、データファイル変換１／プリント形式とよく似ています。しか

し、改行コードも区切り文字もなく、固定長で、レコード長を意識しながら扱う必要があります。 
 
    ＩＢＭ側（固定長）                    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（固定長） 
     3地球    EARTH    ｱｰｽ                3地球    EARTH    ｱｰｽ 
     4火星    MARS     ﾏｰｽﾞ               4火星    MARS     ﾏｰｽﾞ 
 
     9冥王星  PLUTO    ﾌﾟﾙｰﾄｰ             9冥王星  PLUTO    ﾌﾟﾙｰﾄｰ 
   [EOF]                                 [EOF] 
 
  バイナリ変換（レコード全体／一部を無変換で通すこと）もできます。機械語ファイルを扱っ

たり、アップロード／ダウンロードデータを扱うときに便利です。 
 
    ＩＢＭ側（固定長）                    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（レコード長の意識不要） 
    xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx       xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 
    xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx       xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 
 
    xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx       xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 
   [EOF]                                 [EOF] 
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                             １．６  補助機能 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、豊富な補助機能を提供しています。ＩＢＭ形式のディスク・ファイ

ルを管理するものと、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルを扱うものがあります。 
 
●ＩＢＭディスクの初期化 
  パソコン上でＩＢＭ形式にディスクを初期化（フォーマット）することができます。 
 
●ＩＢＭディスクの複写 
  パソコン上でＩＢＭ形式のディスクコピー（複写）をすることができます。 
 
●ＩＢＭディスク内領域のアロケート 
  パソコン上でＩＢＭ形式のディスク内領域のアロケート（領域確保）をすることができます。 
 
●ＩＢＭファイラ 
  ＩＢＭファイラはつぎの機能を持っています。 
 
  ①ＩＢＭファイル名・属性一覧 
    ＩＢＭファイルについてのかなり詳しい属性をリスト形式で見ることが出来ます。またここ 
    から各ファイルのファイル名をダブルクリックすることにより、ファイルのデータ域を 
    バイナリ編集することが出来ます。 
  ②ＩＢＭファイルの削除 
    ＩＢＭファイルを削除できます。 
    この機能は、ラベルに「削除した」と印をつけるだけなので、うっかり削除したファイルを 
    後述のＩＢＭディスクエディタを使って復活させることもできます。 
  ③ＩＢＭディスク編集 
    ＩＢＭファイルの中身の表示・修正ができるバイナリレベルで行えるエディタです。 
    インデックス領域とデータ領域の双方を直接編集できます。 
  ④ＩＢＭファイル名変更 
    ＩＢＭディスク内にあるファイルの名前を変更できます。 
  ⑤ＩＢＭファイル属性編集 
    ＩＢＭディスク内にあるファイルの属性を変更できます。ＩＢＭディスク編集ではバイナリ 

情報を直に編集しますが、ＩＢＭファイル属性編集ではインデックス領域のファイルラベル 
の各項目をＧＵＩのコントロールにより適切に編集できます。 

  ⑥ＩＢＭディスクボリューム属性編集 
    ＩＢＭディスクのボリュームラベルの内容を変更できます。ＩＢＭディスク編集ではディス 

ク内のバイナリ情報を直に編集しますが、ＩＢＭディスクボリューム属性編集ではインデッ 
クス領域のボリュームラベルの各項目をＧＵＩのコントロールにより適切に編集できます。 
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●Ｗｉｎファイラ 
  Ｗｉｎファイラはつぎの機能を持っています。 
 
  ①Ｗｉｎｄｏｗｓファイル名一覧 
    Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの一覧を見ることができます。 
  ②Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの削除 
    Ｗｉｎｄｏｗｓファイルを削除できます。 
  ③Ｗｉｎｄｏｗｓファイル編集 
    Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの中身の表示・修正ができるファイルエディタです。 
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                       １．７  セットアップ機能 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、このセットアップ機能でさまざまなホストへの対応を実現していま

す。コード変換の方法を設定する機能がその中心です。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を購入しインスト

ールをすませたら、必ずセットアップの作業をしてください。セットアップはホスト選択と変換

設定により行います。 
 
●ホスト選択 
  使用するホストに適するコード変換表を選択します。 
 
●ＡＮＫコードの設定 
  ホストで採用しているＡＮＫコード系がＥＢＣＤＩＣコードかＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコード

かを設定します。この設定はＡＮＫ変換のときだけでなく、バッファのクリア、ゾーン形式やパ

ック形式の数値の変換、その他でも参照される、とても重要なものです。 
  ＥＢＣＤＩＣコードのカタカナ版／英小文字版の切り替えもできます。 
 
●漢字変換方式の設定 
  ホストで採用している漢字体系がどの方式かを設定します。ふつうは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７

が標準提供している漢字変換方式のなかから、どれか１つを選ぶだけですみます。 
  各漢字変換方式の設定内容はすべて修正可能です。たとえば、漢字対応表に定義されていない

拡張漢字の扱い方の変更などができます。 
 
●漢字対応表の設定 
  ホストの拡張漢字や外字（ユーザー定義文字）などを、利用者の意図した漢字に割り当てるた

めの漢字対応表を設定します。漢字対応表に登録された内容が変換時の漢字コードに反映されま

す。ふつうは、標準提供の漢字対応表を利用します。 
 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬベンダの設定 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ上で使用しているＣＯＢＯＬがどこのベンダかを設定します。この設定は、Ｗ

ｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬで使用するデータを変換する場合に重要になります。 
 
●ホスト種別の設定 
ホスト種別を選択します。ＩＢＭのオフコン「eServer i5」「eServer iSeries」「AS/400」のど  

れかであるか、その他の一般的なホストであるかを設定します。 
 
●ホストエンディアンの設定 
  ホストの２進数値項目の格納順序（正順、逆順）を設定します。この設定は、ホストのＣＯＢ

ＯＬの２進数値項目データ等を変換する場合に重要になります。 
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●ブロック配置モードの設定 
  ブロックの配置の方法には、一般の方式（トラック境界をまたぎ、空きセクタはできない）と、

日立の方式（トラック境界をまたがず、トラック末尾に空きセクタができる）があります。どち

らのモードで動作させるかを設定できます。 
 
●ＩＢＭディスク形式の設定 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で使用するＩＢＭディスクの形式を設定します。ふつうは、一般のＩＢ

Ｍディスク（１．２ＭＢタイプ）か、三菱のＩＢＭディスク（１．４４ＭＢタイプ）のどらかを

選択します。両方とも使用する場合は、優先度の高い順にアクセスするモードに設定することも

できます。 
 
●コメントの変更 
  設定を変更したら、適当なコメントをつけておくことができます。 
 
●ＡＮＫ変換表 
  多くのホストはＥＢＣＤＩＣコードを採用しています。一方、パソコンはＪＩＳ８／ＡＳＣＩ

Ｉコードです。両者のコード変換の方法には確固とした標準がありません。 
  そこで、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ではほぼ標準的と思われるＡＮＫ変換表を提供し、それを利用

者が個々の事情に合わせて修正できるようにしています。修正操作はとても簡単です。 
 
＜コード変換表＞ 
  以上の設定は、ファイルに保存できます。それを「コード変換表（ファイル）」と呼んでいま

す。拡張子は．ＣＣＴ（Code Conversion Table）で、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の動作を決める重

要なファイルです。複数のホストとのデータ交換が必要なときは、ホストの種類に応じてこれを

何とおりかにセットアップしておき、使い分けることができます。 
 
＜環境設定＞ 
コード変換表以外にＦ＊ＴＲＡＮ２００７の動作に必要なファイルとして、漢字対応表ファイ

ル（＊．ＫＫＴ）、ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩファイルがあります。これらのファイルは初期状態とし

て、標準インストールモードではユーザデータフォルダ配下、２００６互換インストールモード

ではインストールディレクトリ配下にあるファイルが使用されますが、別のフォルダにあるファ

イルを使用する事も可能です。この設定は環境設定で行います。 
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                          １．８  特長のまとめ 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の特長を、以下にまとめました。 
 
●初期コスト、運用コストが安くすむ 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７とフロッピーディスクだけで運用できます。特別なハードを付加する必

要はありません。オンライン接続よりもはるかに安いコストで導入・運用できます。 
 
●さまざまなホストとのデータ交換に利用できる 
  ＩＢＭ形式はさまざまなホストで、事実上の標準フロッピーディスク形式として採用されてい

ます。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を使えば、それらとのデータ交換が容易に実現できます。 
 
●実質４とおりのファイル変換機能をもつ 
  テキストファイル変換、データファイル変換、ランダムファイル変換と呼ぶ、３とおりの変換

ができます。データファイル変換は、さらにプリント形式のファイルの変換と、ＣＳＶ形式に代

表されるデリミタ形式のファイルの変換に分けられます。つまり、実質４とおりのファイル変換

機能が用意されています。それらを、目的に応じ柔軟に使い分けできます。 
 
●マルチファイル対応で、ワイルドカード文字が使える 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの指定にも、ＩＢＭファイルの指定にもワイルドカード文字（＊）が

使え、マルチファイル処理ができます。関連ファイルの一括処理が容易です。 
  ワイルドカードは、ファイル名の記憶があいまいなときや、ファイル名が固定していないとき、

短い指定ですませたいときにも役に立ちます。 
 
●問い合わせモードがある 
  ファイルの変換・削除などを実行するかどうか問い合わせるモードがあります。ワイルドカー

ド文字を使ったとき、ファイル名を確認しながら安全に処理を進めることができます。 
 
●マルチボリューム対応、双方向ともサポートしている 
  ＩＢＭ形式にはマルチボリュームという概念があり、フロッピーディスクを何枚か組みにして、

１枚のディスク容量（通常１Ｍバイト）を越えるファイルを作成できます。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００

７はその変換をサポートしています。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７なら柔軟なマルチボリューム処理が可能です。ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向（連

結）とＷｉｎ→ＩＢＭ方向（分割）の両方向ともサポートしています。操作ミスをなくすために、

ボリューム順序番号の制御も行っています。 
  逆に、マルチボリュームのＩＢＭファイルを強制的にシングルボリューム扱いにする機能もあ

ります。 
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●ＵＳＢドライブ使用時のＩＢＭフロッピーへのアクセスが速い 
  ＵＳＢドライブ使用時は、内蔵フロッピーディスクドライブと比較してＩＢＭフロッピーへの

アクセス速度が高速です。 
 
●ウインドウ設定方式とコマンド行方式を両立させている 
  ウインドウ設定方式では、ウインドウ上の項目を選択・入力するだけの簡単な操作での実行が

可能です。試行錯誤が容易で、初心者にも向いています。また、コマンド行方式で使えば、定型

処理のバッチファイル化が容易に行えます。Ｖｉｓｕａｌ  Ｂａｓｉｃなどからも呼び出すこと

ができ、定型業務化や組み込み用途にも向いています。終了コード（エラーレベル）で正常・異

常の区別ができ、バッチファイルのなかである程度のエラー処理ができます。 
 
●ＯＬＥオートメーション対応 
  ＯＬＥオートメーションに対応していますので、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をユーザ作成のアプリ

ケーションの「部品」として使用でき、より細かいコントロールをすることができます。 
 
●使いやすいファイルレイアウト設定機能 
  マップ設定オプションで細かい変換方法を指示できます。マルチレコードレイアウトもサポー

トしています。設定はウインドウ上の項目を選択・入力する方式ですので、簡単に行うことがで

きます。設定時にＩＢＭファイルやＷｉｎｄｏｗｓファイルの内容を確認することができます。

さらに、設定に従って変換をした場合の結果をシミュレートすることもできます。 
 
●過去のバージョンのパラメータファイルが使える 
  上に述べたマップ設定オプションのところで、過去のバージョン（Ｆ＊ＴＲＡＮⅢを含む）で

サポートしているパラメータファイルを取り込むことができます。パラメータファイルはふつう

のテキストファイルなので、メモ帳などで作成・編集できます。 
 
●ヘッダやトレーラを付け加えることができる 
  ＷｉｎｄｏｗｓファイルにしてもＩＢＭファイルにしても、固定的なヘッダ（見出しレコード）

やトレーラ、エンドレコードなどを必要とすることは多いものです。それらを本体ファイルの変

換と同時に付け加えることができます。 
  これにより、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの前処理・後処理の必要性を、大幅に減らすことができ

ます。 
 
●定数を挿入することができる 
  ファイル変換の際に、各種の型（ＡＮＫや漢字の文字列、バイナリデータ、表示形式、ゾーン

形式、パック形式、2 進項目など）の任意の固定データ（定数）を挿入することができます。 
たとえばＣＳＶ形式に変換するときに、あらかじめＥｘｃｅｌの式を埋め込むこともできます

（ただし、どんな式でもというわけではありません）。ＬＯＷ－ＶＡＬＵＥ（００）やＨＩＧＨ

－ＶＡＬＵＥ（ＦＦ）、空白を埋め込むことも容易です。
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●ＣＯＢＯＬのＣｏｐｙ句（登録集）を読み込むことができる 
  ＣＯＢＯＬのＣｏｐｙ句（登録集のメンバ）から、マップ設定のひな型を自動生成できます。 
変換したいファイルを定義しているＣｏｐｙ句が入手できるときは、マップ設定の手間を大幅に

減らすことができます。 
  多くのホストのＣＯＢＯＬ、ＷｉｎｄｏｗｓＣＯＢＯＬに対応しています。ソースの形式にお

いては、固定形式、可変形式、自由形式をサポートしています。 
  項目名を見出しレコードに反映させる機能もあります。 
 
●スクリプトファイル機能をサポート 
  一度、設定／実行した変換作業をスクリプトファイルとして保存しておくことができます。こ

のスクリプトファイルを使って、試行錯誤（変換設定の修正）や自動実行（エクスプローラ等か

らスクリプトファイルを起動して変換を実行させること）も容易にできます。 
 
●コード変換表をカスタマイズできる 
  ＡＮＫ変換表や漢字変換方式などを設定するコード変換表を、利用者が自由にカスタマイズで

きます。自社用にカスタマイズしたコード変換表をいくつか作っておき、それを切り替えながら

使うこともできます。 
 
●各種漢字変換方式をサポートしている 
  さまざまな漢字変換方式をサポートしています。ＫＩ（漢字イン）／ＫＯ（漢字アウト）があ

るときでも、ＫＩ／ＫＯがないときでも、それぞれに適した変換ができます。 
  漢字変換方式として、各種の方式をコード変換表に登録しておくことができ、きめ細かな調整

ができます。 
  漢字変換のレパートリーは、富士通ＪＥＦ（１２ポイント／９ポイント）、富士通Ｆ９４５０

内部コード、日立ＫＥＩＳ、ＮＥＣ内部コード（Ｅ／Ｊ）、ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ／Ｊ）、東芝漢

字、三菱ＭＥＬＣＯＭ漢字、日本ユニシスＬＥＴＳ－Ｊ、カシオ漢字、新ＪＩＳ（８３年版）、

旧ＪＩＳ（７８年版）、ＩＢＭ漢字などです。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のサポートする基本パターンに合うなら、さらに新しい漢字変換方式を

追加登録することもできます。 
 
●拡張漢字変換をサポートしている 
  ホストの拡張漢字（ユーザー定義文字を含む）にも対応しており、おもなホストベンダ（富士

通、日立、ＮＥＣ、東芝、三菱、日本ユニシス、日本ＩＢＭ）の漢字対応表を標準提供していま

す。漢字対応表は漢字対応表エディタ上で編集できるので、利用者の意図した漢字を対応づける

ことができます。漢字対応表に定義されない範囲外の漢字は、ゲタ変換、クエスチョン変換、ゼ

ロイー変換と呼ぶ３とおりの変換方式のなかから１つを選んで変換できます。 
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●ホストのゾーン形式、パック形式をサポートしている 
  ホストのＣＯＢＯＬの内部数値形式であるゾーン形式（符号なし、符号つき、分離符号つき）、

パック形式（符号なし、符号つき）の変換をサポートしています。小数点もサポートしています。 
  ＪＩＳ８系（東芝のシステム）のゾーン形式、パック形式にも対応しています。 
 
●ＢＣＤ形式数値をサポートしている 
  ＰＯＳ端末などで採用しているＢＣＤ形式数値（符号なし）をサポートしています。 
 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式、パック形式をサポートしている 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式（符号なし、符号つき、分離符号つき）、パック形

式（符号なし、符号つき）の変換をサポートしています。それらとホストのゾーン形式（符号な

し、符号つき）、パック形式（符号なし、符号つき）、ＢＣＤ形式数値（符号なし）の変換ができ

ます。 
 
●日付データ変換をサポートしている 
  日付データを指定フォーマット（ＹＹＹＹＭＭＤＤ、ＹＹ－ＭＭ－ＤＤなど）で編集して変換

する機能をサポートしています。西暦年下２桁、和暦年のデータを指定範囲の西暦年４桁に拡張

する機能もあり、西暦２０００年対応にも幅広く活用できます。 
 
●２進数値変換をサポートしている 
  ＣＯＢＯＬ、Ｖｉｓｕａｌ  Ｂａｓｉｃ、Ｃ／Ｃ＋＋などで定義できる２進数値をサポートし

ています。それらと文字形式、ゾーン／パック形式数値の変換ができます。 
 
●バイナリ変換をサポートしている 
  バイナリ変換をサポートしています。機械語ファイルの変換やアップロード／ダウンロードデ

ータを扱うときなどに重宝します。 
  また、ファイルの一部にふつうの変換方法が適用できないデータがあるときに、最後の手段と

してバイナリ変換を使うこともできます。 
 
●ＩＢＭファイルの拡張形式をフルサポートしている 
  基本形式（標準、Ｈ型）のサポートに加えて、拡張形式（Ｅ型）もフルサポートしています。

ブロック長、論理レコード長は規約上の上限までサポートしています。 
  一番よく使われる２ＨＤ－２５６のディスクならレコード長・ブロック長の最大値は６６５６

バイトですから、事実上、制限なしと考えてかまいません。 
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●ＩＢＭファイルの半拡張形式をサポートし、規約はずれでも受け付ける 
  ラベルに基本形式（標準、Ｈ型）の表示がしてあるのに、セクタ長を越えるレコードを作った

り、ブロック化したりするシステムがかなりあります。本来はＩＢＭ形式規約からはずれていま

すが、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ではこれらを「半拡張形式」と呼んで、自動的に拡張形式に準じて

扱います。 
 
●自動アロケート方式で、レコード件数の見積もりがいらない 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換時に、ＩＢＭファイルを自動的にアロケート（領域確保と形式設

定）できます。やっかいなレコード件数の見積もりは不要です。 
 
●手動アロケートもできる 
  ＩＢＭファイルの領域のみを確保（アロケート）できます。確保した領域をあらかじめ任意の

値で埋める事もできます。 
 
●東芝のＩＢＭ形式（ＪＩＳ８ラベル）に対応している 
  一般に、ＩＢＭ形式のラベルはＥＢＣＤＩＣコードで記録されていますが、東芝のシステムで

はラベルをＪＩＳ８コードで記録するのがふつうです。ただし、ＪＩＳ規格とは異なる東芝独自

のＩＢＭ形式です。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はこれをサポートしています。 
 
●日立のＩＢＭ形式（空きセクタあり）に対応している 
  日立のシステムで作成したＩＢＭファイルは、ブロック長が大きいとトラックのおわりに空き

セクタができて、ほかのシステムとの互換性がありません。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はこれをサポ

ートしています。 
 
●三菱のＩＢＭ形式（１．４４ＭＢフォーマット）に対応している 
  一般に、ＩＢＭ形式のフロッピーディスクは１．２ＭＢのフォーマットを採用していますが、

三菱のシステムの３．５インチディスクでは、１．４４ＭＢのフォーマットを採用しています。

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はこれをサポートしています。 
 
●ＩＢＭディスクの初期化、ＩＢＭディスクのコピー（複写）ができる 
  パソコン上で、基本となる９種類のＩＢＭディスクの初期化ができます。また、ＩＢＭディス

クコピー（複写）の機能を使って、ＩＢＭ形式のバックアップディスクを作成できます。 
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●ＩＢＭファイラ、ＩＢＭディスクエディタを内蔵している 
  ＩＢＭファイラは、ＩＢＭディスク・ファイル属性の一覧を見ることができ、ボリュームＩＤ

／所有者名の変更やＩＢＭファイルの削除ができます。ＩＢＭファイラからＩＢＭディスクエデ

ィタを起動できます。 
  ＩＢＭディスクエディタを使えば、ＩＢＭファイルの内容表示・修正ができ、ファイルレイア

ウトの調査も容易です。インデックスシリンダのなかにあるラベル類の表示や修正（ファイル名

の変更など）も可能です。ラベルに関する基礎的な知識があれば、規約はずれのラベルを修正す

ることもできます。マップ設定オプションと並列に動作させ、データの確認をしながらファイル

レイアウトを設定することもできます。 
  上に述べた機能で、削除してしまったＩＢＭファイルを復活させることもできます。 
 
●Ｗｉｎファイラ、Ｗｉｎファイルエディタを内蔵している 
  Ｗｉｎファイラは、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの一覧を見ることができ、Ｗｉｎｄｏｗｓファイ

ルの削除もできます。ＷｉｎファイラからＷｉｎファイルエディタを起動できます。 
  Ｗｉｎファイルエディタを使えば、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの内容表示・修正ができます。マ

ップ設定オプションと並列に動作させ、データの確認をしながらファイルレイアウトを設定する

こともできます。 
 
●複数の環境を作成できる 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で使用される設定ファイル類をフォルダ単位でまとめて複数保存でき

ます。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の起動時にこのフォルダ群のどれを使用するかを指定でき、たとえ

ばさまざまな作業グループ毎に複数の環境を切り替えながらの使用が可能です。 
 
●ＩＢＭディスク及びファイルの属性値を安全に変更できる 

  一般的な規格から若干外れたＩＢＭディスクからデータを取り出したいときでも、ディスクの

中身のバイナリ列を直接いじることなく、取り出しできる状態へと変えることが出来ます。 
 
●ＩＢＭディスク内のファイルの名前を変更できる 

  ＩＢＭファイルの名前をディスクに書き込んだ後に変更することが出来ます。 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

                        ２．１  媒体種別と仕様 

 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で扱うＩＢＭディスクの媒体種別と仕様 
  ＩＢＭ形式のディスクは、物理的形式によって９種類に分かれます。下表に、その仕様を示し

ます。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、そのうち、２ＨＤが扱える３種類をサポートしています。 

 
   ＩＢＭディスクの媒体種別と仕様 *1 
     名    称     分     類   ﾌｧｲﾙ ｾｸﾀ   ｾｸﾀ/ ﾄﾗｯｸ容 ｼﾘﾝﾀﾞ ｾｸﾀ   総容量  ｻﾎﾟｰﾄ *2 
                               数  長(B) ﾄﾗｯｸ  量(B)  数   総数    (KB)  基 拡 初 
    2HD-256           両  高        256   26   6656   74   3848    985   ○ ○ ○ 
    2HD-512      2HD      密   71   512   15   7680   74   2220   1137   － ○ ○ 
    2HD-1024          面  度       1024    8   8192   74   1184   1212   － ○ ○ 
   *1）ｾｸﾀ長(B)、ｾｸﾀ/ﾄﾗｯｸ、ﾄﾗｯｸ容量(B)、ｼﾘﾝﾀﾞ数、ｾｸﾀ総数、総容量(KB)の項目は、 
       すべてデータ部についての値 
   *2）サポートの水準 
       基 ---- 基本形式の読み書き      ○  規約どおりのサポート 
                                       －  規約に含まれない 
       拡 ---- 拡張形式の読み書き      ○  規約どおりのサポート 
       初 ---- ＩＢＭ形式への初期化    ○  規約どおりのサポート 

 
  このうち、２ＨＤ－２５６の形式が最も一般的に使用されています。基本形式、拡張形式につ

いてはつぎの節以降で述べます。 

 
●東芝形式ディスク（ＪＩＳ８ラベル）のサポート 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、東芝形式（ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩラベル）のディスクもサポート

しています。ふつうのＩＢＭ形式（ＥＢＣＤＩＣラベル）に準じて扱います。 

 
●三菱形式ディスク（１．４４ＭＢフォーマット）のサポート 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、三菱形式（１．４４ＭＢフォーマット）の３．５インチディスク

もサポートしています。ふつうのＩＢＭ形式（１．２ＭＢフォーマット）に準じて扱います。 
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◆参考  ----  ８インチ互換モードについて 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は８インチディスク互換モードを持っています。以下の表にあげる書き

込みモードでの読み込み、書き込み、フォーマットが行えます。これは３．５インチおよび５イ

ンチのディスクを８インチの１Ｓや２Ｓと同じ形式でアクセスする機能です。 
  また８インチの「２Ｄ」については、５インチおよび３．５インチの２ＨＤと全く同じ仕様と

なっています。 

 
   ８インチＩＢＭディスクの仕様  
     名    称     分     類   ﾌｧｲﾙ ｾｸﾀ   ｾｸﾀ/ ﾄﾗｯｸ容 ｼﾘﾝﾀﾞ ｾｸﾀ   総容量  ｻﾎﾟｰﾄ 
                               数  長(B) ﾄﾗｯｸ  量(B)  数   総数    (KB)  基 拡 初 
    1S-128            片            128   26   3328   73   1898    243   ○ ○ ○ 
    1S-256       1S       単   19   256   15   3840   74   1110    284   － ○ ○ 
    1S-512            面  密        512    8   4096   74    592    303   － ○ ○ 
    2S-128            両  度        128   26   3328   74   3848    493   ○ ○ ○ 
    2S-256       2S            45   256   15   3840   74   2220    568   － ○ ○ 
    2S-512  *1        面            512    8   4096   74   1184    606   － ○ ○ 
    2D-256            両  高        256   26   6656   74   3848    985   ○ ○ ○ 
    2D-512       2HD      密   71   512   15   7680   74   2220   1137   － ○ ○ 
    2D-1024           面  度       1024    8   8192   74   1184   1212   － ○ ○ 
   *1）２Ｓ－５１２は一部のメーカーしかサポートしていない 
 

 

◆参考  ----  ２ＤＤというディスク形式について 

  現在、ショップにおいて売られているディスクの大半はＤＯＳフォーマット済みの２ＨＤ形式

ディスクです。これと並んでよく売られているものに２ＤＤという形式があります。２ＤＤと２

ＨＤは外形がとても似ていますが、Ｆ＊ＴＲＡＮではご使用になれませんのでご注意ください。 
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                   ２．２  ３つのデータ交換形式 

 
  ＩＢＭ形式では、確実なデータ交換を実現するために、 

 
      基本形式（標準データ交換形式・Ｈ型データ交換形式／ＢＤＥ） 
      拡張形式（Ｅ型データ交換形式／ＥＢＤＥ） 

 
  という２つの「データ交換形式（仕様）」があります。ラベルに関し、それぞれかなり厳密な

規約が定められています。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、ＩＢＭ形式の規約からはずれたＩＢＭファイルも処理できるよう

に、 

 
      半拡張形式 

 
  というデータ交換形式もサポートしています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７固有の概念です。 



第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

                             ２．３  基本形式 

 
  基本形式は、ＩＢＭディスクが普及した最初のころから定められていたデータ交換形式で、

「制限が強い」ことと「単純である」ために、互換性の高い形式です。 
  標準 ---- 標準データ交換形式（８インチ互換モードの１Ｓ－１２８／２Ｓ－１２８用）と、

Ｈ型 ---- Ｈ型データ交換形式（２ＨＤ－２５６用）の両者に本質的な違いはありません。セク

タ長、最大ブロック長の違いぐらいです。本書では両者をまとめて基本形式と呼びます。 

 
    基本形式 
    データ交換形式             規              約                           ｻﾎﾟｰﾄ 
                    ・ファイル名は８文字以内､英数字のみ､特殊文字不可 *       ○ 
      基本形式      ・論理レコード長＝ブロック長＝１～セクタ長               ○ 
                        セクタ長を超えるレコードを作れないし、 
    （標準／Ｈ型）      ブロック化などもできない 
                        そもそも論理レコードという概念がなく、 
                        要するに、１セクタ＝１レコードという形式である 

 
   *）＠、＃、￥、＄は英字扱いすることが多い 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

                             ２．４  拡張形式 

 
  拡張形式は、大きなレコードが作れたり、ブロック化ができたりする柔軟な形式です。その代

償として、ファイルの管理方式がむずかしいものになっています。現在では、非常に多くのシス

テムが、拡張形式をサポートしています。基本形式だけのサポートでは制限が強すぎるためです。

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、この拡張形式を中心にサポートしています。 

 
    拡張形式 
    データ交換形式                  規            約                        ｻﾎﾟｰﾄ 
      拡張形式      ・ファイル名は１７文字以内､英数字のみ､特殊文字不可 *1     ○ 
                    ・レコード形式（すべて固定長レコード） 
      （Ｅ型）          非スパン形式      非ブロック化・非スパン              ○ 
                                          ブロック化・非スパン                ○ 
                        スパン形式 *2     非ブロック化・スパン                ○ 
                                          ブロック化・スパン                  ○ 
                    ・ブロック長＝１～トラック容量（セクタ長×セクタ数）      ○ 
                    ・論理レコード長＝ 
                          非スパン形式  ---- １～ブロック長                   ○ 
                          スパン形式 *2 ---- １～９９９９                     ○ 

 
   *1）＠、＃、￥、＄は英字扱いすることが多い 
       また、ファイル名は８文字以内に制限することが多い 
   *2）スパン形式は、標準的なデータ交換規約には含まれない 

 
 
◆参考  ----  レコード形式の意味 

  ブロック  ：１ブロック内に複数レコード（レコードの全部または一部）が存在する。 
  非ブロック：１ブロック内に単一のレコード（レコードの全部または一部）のみ存在する。 
  スパン    ：１つのレコードが複数のブロックにまたがる。 
  非スパン  ：１つのレコードが複数のブロックにまたがることはない。 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

                            ２．５  半拡張形式 

 
  半拡張形式は、基本形式と拡張形式の中間的なもので、本来は規約からはずれています。しか

し、現実にはブロック化などをしているのに「基本形式」の表示をしているようなシステム・ソ

フトが多いものです。それらも扱えるようにするために導入したのが「半拡張形式」の概念です。 
  半拡張形式のＩＢＭファイルは、ほぼ拡張形式に準じて扱われます。たとえば、大きなレコー

ドを作ることができますし、ブロック化もできます。ただし、スパン形式はありません。 

 
    半拡張形式 
    データ交換形式                  規            約                        ｻﾎﾟｰﾄ 
      半拡張形式    ・ファイル名は１７文字以内､英数字のみ､特殊文字不可 *      ○ 
                    ・レコード形式（すべて固定長レコード） 
                          非ブロック化                                        ○ 
                          ブロック化                                          ○ 
                    ・ブロック長＝１～トラック容量（セクタ長×セクタ数）      ○ 
                    ・論理レコード長＝１～ブロック長                          ○ 

 
   *）＠、＃、￥、＄は英字扱いすることが多い 
      また、ファイル名は８文字以内に制限することが多い 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

                       ２．６  マルチボリューム 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、双方向のマルチボリューム処理をサポートしています。 

 
  マルチボリュームとは、ＩＢＭファイルを複数のフロッピーディスクに分けて記録し、全体で

１つのファイルとして扱うことです。大きなファイルでも容易にデータ交換できます。また、ボ

リューム順序番号の制御もしているので、確実なデータ交換ができます。 

 
    ０１／Ｃ      ０２／Ｃ      ０３／Ｌ    ・・・      ボリューム順序番号と 
                                                        マルチボリュームフラグ 
              ＋             ＋                          (C=Continue , L=Last) 
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              全体で１ファイル 

 

                  ホスト                                    パソコン 

                                                                ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 
      ＤＡＳＤ 
          など                          Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ 

 
 
                        ＩＢＭ形式 

 
                                                           Windowsファイル 
                                                             （ＤＯＳ形式） 

 
  また、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７にはマルチボリュームのＩＢＭファイルを強制的にシングルボリ

ューム扱いさせる機能もあります。そのマルチボリュームの２枚目以降のフロッピーディスクだ

けをアクセスしたい時に使います。 

 
  なお、スパン形式のＩＢＭファイルに対してはマルチボリューム処理ができません。スパン形

式の場合、１レコードが２つのボリューム（フロッピーディスク）にまたがってしまうからです。 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

              ２．７  ＩＢＭ形式のサポート上の制限 

 
  ＩＢＭ形式のディスク・ファイルに関するサポート上の制限事項を述べます。 

 
●欠陥シリンダの交替処理は未サポート 
  欠陥シリンダの交替処理はサポートしていません。欠陥のないフロッピーディスクをご使用く

ださい。 

 
●セクタ入出力エラーは処理中断 
  セクタの入出力でエラーが発生すると、変換処理を中断します。 

 
●削除セクタは読み飛ばす 
  ＩＢＭファイル中に削除セクタ（ＤＤＡＭ：Deleted  Data  Address  Mark）があると、それ

を含む「ブロック」を読み飛ばします。本来は削除セクタだけを読み飛ばすのが望ましい処理で

すが、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ではほかの機能との関係で、その方法は採れませんでした。ただし、

ＵＳＢのＦＤＤをお使いの場合は読み飛ばすことが出来ませんので注意してください。 

 
●セクタの削除はできない 
  削除セクタを新たに作る機能はありません。ただし、削除セクタのあるＩＢＭディスクのディ

スクコピー（複写）をした場合は、削除セクタとして書き込みを行います。 

 
●空き領域管理ラベルは不要・じゃま 
  空き領域管理ラベルとは、データ部の空きの部分を管理する特殊なファイルラベルです。少数

ながら、このラベルを必要とするシステムもあります。ふつう、このラベルは、 

 
      名前はＤＡＴＡ、もしくはＤＡＴＡｎｎ 
      ＢＯＥ（領域開始アドレス）＝ＥＯＤ（データ終了アドレス）で、空ファイル 
      ＥＯＥ（領域終了アドレス）はデータ部の最終セクタを指す 

 
  のように設定されています。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はこのファイルを特別扱いせず、一般のＩＢＭファイルと同等の単なる

空のファイルとして扱います。ですから、むしろ邪魔になります。 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

 
●特許ＪＩＳ形式は未サポート 
  ＩＢＭ形式によく似たフロッピーディスクの形式として、おもに特許出願に用いられる「特許

ＪＩＳ形式」があります。おもな特徴は、ラベル類がＪＩＳ８コードで記録されていることです

が、ほかにもいくつか異なる点があります。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ではＪＩＳ形式はサポートし

ていません。 
  東芝形式もＪＩＳ８ラベルですが、特許ＪＩＳ形式と東芝形式は違うものです。混同しないで

ください。 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

              ２．８  ＩＢＭ形式の互換性について 

 
  ＩＢＭ形式のディスク・ファイルの互換性に関する注意を述べます。 

 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で扱うＩＢＭ形式の媒体種別 
  ＩＢＭ形式のフロッピーディスクは何種類もあります。その中でＦ＊ＴＲＡＮ２００７にて対

応している媒体種別とその性格を知っておく必要があります。 

 
  ２ＨＤ－２５６ 
  データ交換用として最も普及している形式です。 

 
  ２ＨＤ－５１２ ／ ２ＨＤ－１０２４ 
  データ交換用にはあまり使われていません。しかし、データ処理用としてはかなり使われてい

ます。また、２ＨＤ－１０２４の方が２ＨＤ－５１２に比べて使用頻度が高くなっています。 

 
●データ交換形式 
  データ交換形式にも注意する必要があります。互換性を優先させるか制限の少ないことを優先

させるかで、基本形式と拡張形式のどちらにするかを決めます。データ交換する相手のシステム

の事情にも合わせなければいけません。場合によっては半拡張形式を使います。 

 
  基本形式 
  基本形式は、１セクタが１レコードの単純な形式です。そのため、大きなレコード長をとれな

い、ブロック化ができずスペース効率が悪いなど強い制限があります。その代わり高い互換性が

あります。 
  なお、基本形式には、「論理レコード」の概念がありません。ブロック＝レコードと考えてく

ださい。 

 
  拡張形式 
  拡張形式は制限の少ない柔軟な形式ですが、システムごとに互換性のない部分（独自の仕様拡

張や仕様制限）があります。ときには、その非互換部分のためにデータ交換ができないこともあ

ります。さらに、システムや変換ツールによっては、拡張形式自体をサポートしていないことが

あります。また、拡張形式をサポートしていても、論理レコード長やブロック長などに強い制限

を設けていることもあります。注意が必要です。 

 
  半拡張形式 
  本来は規約からはずれていますので、あまり使うべきではありません。その他の注意は拡張形

式に準じます。 
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第２章  ＩＢＭ形式の扱い                                                             

 
●日立のＩＢＭ形式 
  日立のＩＢＭ形式は一般のＩＢＭ形式と異なり、ブロック長が大きいとトラック末尾に空きセ

クタができることがあります。この問題に対しては、「一般モード」か「日立モード」かを変換

設定のブロック配置モード項目の選択で切り替えられるようにして対処しています。 

 
●ＩＢＭファイル名の後半 
  特殊な用途に特化したシステムでは、ＩＢＭファイル名を８文字以内に制限し、残りの９文字

分を管理情報の記録に使っていることがあります。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７からは、ＩＢＭファイ

ル名が異常なように見えます。 

 
●推奨する形式 
  基本形式で間に合うときは基本形式を使ったほうがよいでしょう。拡張形式を使うときは、 

 
      独自の拡張機能・拡張仕様は使わない 
      あまり大きなレコード長やブロック長は避ける 
      スパン形式は使わない 

 
  ことなどに注意してください。また、 

 
      ファイル名も８文字以内 

 
  にしておいたほうが無難です。 

 
  なお、２ＨＤ－２５６の拡張形式は互換性が高いので推奨できます。これは、最も一般的にデ

ータ交換に使用されているからです。 

 



 33
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                                      第３章  

 

       変換の仕様 



第３章  変換の仕様                                                                   

        ３．１  漢字シフトコードＫＩ／ＫＯについて 

 
  以降の説明で、頻繁にＫＩ（漢字イン）、ＫＯ（漢字アウト）という用語がでてきます。単に

ＫＩ／ＫＯと表記しますが、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は実際にはホストの３つの漢字シフト方式を

サポートしています。 

 
●ＫＩ／ＫＯ方式 
  狭い意味のＫＩ／ＫＯ方式のことで、漢字文字列をＫＩとＫＯではさみます。 
  一番多く使われている方式です。 

 
    ＡＮＫ文字列  ＜ＫＩ＞  漢  字  文  字  列  ＜ＫＯ＞  ＡＮＫ文字列 

 
 
●ＫＩ＋長さバイト方式 
  東芝のシステムで使われている方式です。漢字文字列のおわりを示すＫＯがない代わりに、Ｋ

Ｉのあとにその長さ（通常２～２５４）を示すバイトをつけます。 
  この方式は、少し取り扱いが難しいのが欠点です。 

 
                                        ｎ          ｎ：長さバイト 
    ＡＮＫ文字列  ＜ＫＩ＞  ｎ  漢  字  文  字  列  ＡＮＫ文字列 

 
 
●ＮＥＣ暗黙シフト方式 
  ＮＥＣの内部コード（Ｅ／Ｊ）で使われている方式です。ＫＩ／ＫＯを使いません。文字コー

ドを調べて、それがＡＮＫ文字か漢字の第一バイトかを判定します。 
  パソコンのシフトＪＩＳコードと、少し似ていますが、それほど使いやすくはありません。ま

た、英小文字と数個の特殊文字が使えないという大きな欠点も持っています。 

 
    ＡＮＫ・・・  漢  字  ・  ・  ・   ＡＮＫ・・・ 
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第３章  変換の仕様                                                                   

              ３．２  ファイル変換機能の使い分け 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、３つの（実質４つ）のファイル変換機能、 

 
      テキストファイル変換 
      データファイル変換１／プリント形式 
      データファイル変換２／デリミタ形式 
      ランダムファイル変換 

 
  を使い分けることができます。“うまく使い分けなければいけない”といったほうが、正しい

かもしれません。 

 
●典型的なデータ形式 

 
      ＩＢＭファイル                                  Ｗｉｎｄｏｗｓファイル 

 
  テキストファイル変換 
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         ソース                                              ソース 
       プログラム                                          プログラム 

 
  データファイル変換 
                                                          プリント形式 
                                                            ファイル 
       ＣＯＢＯＬ                                         デリミタ形式 
         データ                                             ファイル 
                                                          Windows 
                                                          COBOLデータ 

 
  ランダムファイル変換 
                                                            ランダム 
                                                            ファイル 
                                                          Windows 
                                                          COBOLデータ 

 
        バイナリ                                            バイナリ 
         データ                                              データ 
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第３章  変換の仕様                                                                   

        ３．３  ファイル変換機能の使い方のポイント 

 

■テキストファイル変換 

 
  テキストファイル変換は、おもに、ソースプログラムの変換に使います。 

 
●ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換 
  コードがＡｎｋかＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在かを指定するコード設定オプションが重

要です。 

 
●Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換 
  コードがＡｎｋかＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在かを指定するコード設定オプション、Ｉ

ＢＭファイルの形式を指定するＦＤ設定オプションがとくに重要です。ＦＤ設定オプションをデ

フォルトのままにすると、８０欄カードイメージになります。 
  Ｗｉｎファイル側の各レコード末尾に、必ず改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）がついて

いなければいけません（ただし、最終レコードに限り改行コードがなくてもよい）。 

 

■データファイル変換１／プリント形式 

 
  データファイル変換１／プリント形式は、おもに、ホストのＣＯＢＯＬのデータと市販ソフト

の入出力データ形式（プリント形式≒固定長テキスト）の変換に使います。 

 
●ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 
  項目別に詳細な変換指定をするマップ設定オプションがとくに重要です。 

 
●Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換 
  項目別に詳細な変換指定をするマップ設定オプション、ＩＢＭファイルの形式を指定するＦＤ

設定オプションがとくに重要です。 
  Ｗｉｎファイル側の各レコード末尾に、必ず改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）がついて

いなければいけません（ただし、最終レコードに限り改行コードがなくてもよい）。 
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第３章  変換の仕様                                                                   

 

■データファイル変換２／デリミタ形式 

 
  データファイル変換２／デリミタ形式は、おもに、ホストのＣＯＢＯＬのデータと市販ソフト

の入出力データ形式（デリミタ形式）の変換に使います。コンマ区切り（ＣＳＶ）形式の変換が

とくに重要です。 

 
●ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 
  項目別に詳細な変換指定をするマップ設定オプションがとくに重要です。 

 
●Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換 
  項目別に詳細な変換指定をするマップ設定オプション、ＩＢＭファイルの形式を指定するＦＤ

設定オプションがとくに重要です。 
  Ｗｉｎファイル側の各レコード末尾に、必ず改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）がついて

いなければいけません（ただし、最終レコードに限り改行コードがなくてもよい）。 

 

■ランダムファイル変換 

 
  ランダムファイル変換は、おもに、ホストのＣＯＢＯＬのデータとＢＡＳＩＣなどのランダム

ファイル（ただの固定長ファイル）の変換に使います。バイナリ変換もできます。 

 
●ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 
  項目別に詳細な変換設定をするマップ設定オプション、Ｗｉｎファイル側のレコード長を指定

する出力レコード長オプションがとくに重要です。 

 
●Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 
  項目別に詳細な変換指定をするマップ設定オプション、Ｗｉｎファイル側のレコード長を指定

する入力レコード長オプション、ＩＢＭファイルの形式を指定するＦＤ設定オプションがとくに

重要です。 
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              ３．４  ＩＢＭ側の扱えるデータ形式 

 
  ＩＢＭディスク上のホストのデータ形式をどう扱えるか示します。◎○△の意味はつぎのとお

りです。 

 
      ◎    直接扱える 
      ○    直接扱えるものと扱えないものがある 
      △    直接は扱えない。前処理や後処理が必要 

 
  ソースプログラム（固定長）  ―――――――――――――――――――――  ○ 
      漢字あり  ――――――――――――――――――――――――――――  ○ 
          サポートしているタイプ  ―――――――――――――――――――  ◎ 
          サポートしていないタイプ  ――――――――――――――――――  △ 
      漢字なし  ――――――――――――――――――――――――――――  ◎ 
  ＣＯＢＯＬの順ファイル（固定長）  ――――――――――――――――――  ○ 
      漢字あり  ――――――――――――――――――――――――――――  ○ 
          サポートしているタイプ  ―――――――――――――――――――  ◎ 
          サポートしていないタイプ  ――――――――――――――――――  △ 
          ＫＩ／ＫＯあり  ―――――――――――――――――――――――  ◎ 
          ＫＩ／ＫＯなし  ―――――――――――――――――――――――  ◎ 
      漢字なし  ――――――――――――――――――――――――――――  ◎ 
      数値項目（ゾーン形式、パック形式）あり  ―――――――――――――  ◎ 
      数値項目（ゾーン形式、パック形式）なし  ―――――――――――――  ◎ 
      その他の数値項目あり  ――――――――――――――――――――――  ○ 
      その他の数値項目なし  ――――――――――――――――――――――  ◎ 
      日付データ項目あり  ―――――――――――――――――――――――  ○ 
      日付データ項目なし  ―――――――――――――――――――――――  ◎ 
      レコードタイプあり  ―――――――――――――――――――――――  ○ 
      レコードタイプなし  ―――――――――――――――――――――――  ◎ 
  ＣＯＢＯＬのＩＳＡＭファイル  ――――――――――――――――――――  △ 
  データベースからの抽出データ  ――――――――――――――――――――  ◎ 
  その他の言語の入出力ファイル  ――――――――――――――――――――  ○ 
      文字データのみ  ―――――――――――――――――――――――――  ◎ 
      バイナリデータあり  ―――――――――――――――――――――――  △ 
  ＮＣデータ（ファナック互換など）  ――――――――――――――――――  △ 
  ＰＯＳ端末のＢＣＤ形式数値項目  ―――――――――――――――――――  ○ 
  各種バイナリファイル  ――――――――――――――――――――――――  ○ 
      ・ 
      ・ 
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        ３．５  Ｗｉｎｄｏｗｓ側の扱えるデータ形式 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側のデータ形式をどう扱えるか示します。◎○△の意味はつぎのとおりです。 

 
      ◎    直接扱える 
      ○    直接扱えるものと扱えないものがある 
      △    直接は扱えない。前処理や後処理が必要 

 
  ソースプログラム（可変長）  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
  テキストファイル形式の文書ファイル  ―――――――――――――――――  ○ 
      行末に改行コードを入れたもの  ――――――――――――――――――  ◎ 
      行末に改行コードを入れていないもの  ―――――――――――――――  △ 
  バイナリ文書ファイル  ――――――――――――――――――――――――  △ 
  プリント形式ファイル（固定長テキスト形式、ＳＤＦ形式）  ―――――――  ◎ 
  デリミタ形式ファイル  ――――――――――――――――――――――――  ○ 
      コンマ区切り（ＣＳＶ）形式  ―――――――――――――――――――  ◎ 
          固定長／可変長項目  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
          全項目引用符くくり  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
          文字項目引用符くくり  ――――――――――――――――――――  ◎ 
          Ｋ３フォーマット（見出しつき）  ―――――――――――――――  ◎ 
          Ｋ３フォーマット（データのみ）  ―――――――――――――――  ◎ 
          コンマを含む項目のみ引用符くくり  ――――――――――――――  ◎ 
          引用符なし  ―――――――――――――――――――――――――  ◎ 
      タブ区切り形式（可変長項目）  ――――――――――――――――――  ◎ 
          文字項目引用符くくり  ――――――――――――――――――――  ◎ 
          引用符なし  ―――――――――――――――――――――――――  ◎ 
      スペース区切り形式（可変長項目）  ――――――――――――――――  ◎ 
          全項目引用符くくり  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
          文字項目引用符くくり  ――――――――――――――――――――  ◎ 
          空白を含む文字項目のみ引用符くくり  ―――――――――――――  ◎ 
          引用符なし  ―――――――――――――――――――――――――  ◎ 
  ＳＹＬＫ形式ファイル（各種あり）  ――――――――――――――――――  △ 
  ＤＩＦ形式ファイル  ―――――――――――――――――――――――――  △ 
  ランダムファイル（ただの固定長ファイル）  ――――――――――――――  ○ 
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  ＢＡＳＩＣのランダムファイル  ――――――――――――――――――  ○ 
      ２進数値項目あり（整数）  ――――――――――――――――――  ◎ 
      ２進数値項目あり（浮動少数点）  ―――――――――――――――  △ 
      ２進数値項目なし  ――――――――――――――――――――――  ◎ 
      レコードタイプあり  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
      レコードタイプなし  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬの順ファイル／行順ファイル  ――――――  ○ 
      数値項目（ゾーン形式、パック形式）あり  ―――――――――――  ○ 
      数値項目（ゾーン形式、パック形式）なし  ―――――――――――  ◎ 
      その他の数値項目あり  ――――――――――――――――――――  ○ 
      その他の数値項目なし  ――――――――――――――――――――  ◎ 
      日付データ項目あり  ―――――――――――――――――――――  ○ 
      日付データ項目なし  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
      レコードタイプあり  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
      レコードタイプなし  ―――――――――――――――――――――  ◎ 
  Ｃ／Ｃ＋＋のデータ形式ファイル  ―――――――――――――――――  ○ 
  各種ＩＳＡＭファイル  ――――――――――――――――――――――  △ 
  データベースや表計算ソフトの内部形式ファイル  ――――――――――  △ 
  その他の市販ソフトの内部形式ファイル  ――――――――――――――  △ 
  ＮＣデータ（ファナック互換など）  ――――――――――――――――  ○ 
  各種バイナリファイル  ――――――――――――――――――――――  ○ 
  ダウンロード／アップロードファイル  ―――――――――――――――  ○ 
      ・ 
      ・ 
      ・ 
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              ３．６  テキストファイル変換の仕様 

 
  テキストファイル変換では、ＩＢＭファイル（固定長レコード）とＷｉｎｄｏｗｓテキストフ

ァイル（可変長レコード）間の変換を行います。１レコードが１行に対応する、改行コードつき

のデータが対象です。ソースプログラムがその典型です。 

 
  以下に、テキストファイル変換のコード変換機能、レコード編集機能、ＥＯＦコードの扱いを

示します。 

 
●コード変換機能 
  テキストファイル変換のコード変換機能は、下表に示すとおり比較的単純です。 

 
      コード変換機能 
      ＩＢＭ側コード              Ｗｉｎ側コード                    変換方法 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ        ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ、漢字なし  ＡＮＫ変換 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）                〃                      〃 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）                〃                      〃 
      ＡＮＫ・漢字混在            ＪＩＳ８、シフトＪＩＳ漢字混在  ＡＮＫ・漢字 
                ＫＩ／ＫＯつき                                        混在変換 

 
 
◆注意  ----  ＫＩ／ＫＯがついていないと漢字変換はできない 

  ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換のときは、ＫＩ／ＫＯがついてないと漢字の変換はでき

ません（ＮＥＣ内部コード（Ｅ／Ｊ）を除く）。ＫＩ／ＫＯがないときは、代わりにＩＢＭ→Ｗ

ｉｎデータファイル変換を使って、項目別に分けて変換する必要があります。 
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●レコード編集機能 
  テキストファイルの代表であるソースプログラムを例に、レコード編集機能を説明します。 
  ホストのソースプログラムは、レコード長は８０バイト（８０欄カードイメージ）が中心で固

定長である、改行コードに相当するものはない、タブは使わない、などの特徴があります。漢字

を使わない限りホスト間での互換性は高いといえます。でも、漢字を使うと、表示イメージと実

際の記録形式が違い桁位置がずれていく（ＫＩ／ＫＯが入るため）、システム間で互換性がなく

なる、などの欠点もあります。 
  一方、パソコン側のソースプログラムは、改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）でレコード

の区切りとし、可変長である、レコード長にはあまり制限がない、タブ（ＴＡＢ＝０９Ｈ）が自

由に使える、スペース効率がよい、漢字が自由に使え半角・全角の区別をあまり意識する必要が

ない、といえます。 
  ホスト文化とパソコン文化の違い、とでもいったらいいでしょうか。このギャップを埋めるた

めに、かなりのレコード編集機能が必要です。それを下表に示します。 

 
      レコード編集機能 
          機  能                          説          明 
      改行コード付加  無条件にレコード末尾に改行コードを付加する(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      改行コード削除  無条件にレコード末尾の改行コードを削除する(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      行末圧縮        無条件に行末のスペース類を切り捨てる(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      行末伸長        無条件に行末にスペースを詰める(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      タブ圧縮        連続スペースをタブに置き換える(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      タブ拡張        タブを連続スペースに置き換える(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 

 
 
●ＥＯＦコードの扱い 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のテキストファイル変換では、ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向の変換時にはＥＯＦ

コード（１ＡＨ）をつけない、Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換時にはＥＯＦコード検出でも物理ＥＯ

Ｆ検出でもＥＯＦにする、というのが省略時の動作です。 

 
      ＥＯＦコードの扱い 
          機    能                        説          明 
      ＥＯＦコード付加  ファイル末尾にＥＯＦコードを付加する・しない(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      ＥＯＦコード検出  ＥＯＦコード検出でＥＯＦにする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      ＥＯＦコード透過  ＥＯＦコードを一般の文字扱いする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
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例１）ふつう、固定長←→可変長の変換になる 

 
    ＩＢＭ（固定長）／改行コードなし          Ｗｉｎ（可変長）／改行コードつき 
                                                                            CR LF 
                                                          CR LF 
                                                                          CR LF 

                                                                    CR LF 
                 ・                                        ・ 
                 ・                                        ・ 
                                                                          CR LF 

    [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例２）ＡＮＫと漢字が混在なら、ＫＩ／ＫＯの挿入・削除処理が入る 

 
    ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（可変長） 
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    HELLO                                     HELLO CR LF 
    KI はじめまして  みなさん  KO             はじめまして  みなさん CR LF 
    KI 私の名前は  KO F*TRAN2007              私の名前は F*TRAN2007 CR LF 
                 ・                                        ・ 
                 ・                                        ・ 
    GOOD-BYE                                  GOOD-BYE CR LF 
    [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例３）全角・半角スペースを使い分けていれば、Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換にも使える 

 
    ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定長） 
     1 KI水星    KO MERCURY  ﾏｰｷｭﾘｰ            1水星△△* Mercury ﾏｰｷｭﾘｰ CR LF 
     2 KI金星    KO VENUS    ﾋﾞｰﾅｽ            2金星△△  Venus   ﾋﾞｰﾅｽ  CR LF 
     3 KI地球    KO EARTH    ｱｰｽ            3地球△△  Earth   ｱｰｽ    CR LF 
                 ・                                        ・ 
                 ・                                        ・ 
     9 KI冥王星  KO PLUTO    ﾌﾟﾙｰﾄｰ            9冥王星△  Pluto   ﾌﾟﾙｰﾄｰ CR LF 
                                              *）△は全角スペース 

 
◆注意  ----  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換時のシフト節約度を弱にすべし 
  この例３のような変換をするときは、変換設定／漢字変換方式の「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変

換時のシフト節約度」を「弱」に設定してください。そうしないと、ＫＯの位置がレコードごと

にずれます。 
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例４）ＡＮＫのみで、Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換なら、固定長変換もできる 

 
    ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定長） 
                                                                               CR LF 
                                                                               CR LF 

                                                                     CR LF 
                                                                               CR LF 
                 ・                                        ・ 
                 ・                                        ・ 
                                                                               CR LF 

 
例５）ＡＮＫと漢字のみでＫＩ／ＫＯつきのＩＢＭファイルは、項目別変換できる 

 
    ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（最終項目可変長） 
     Ａ         Ｂ          Ｃ                Ａ      Ｂ       Ｃ 
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             KI          KO                                                   CR LF 
             KI          KO                                             CR LF 
             KI          KO                                          CR LF 
             KI          KO                                                   CR LF 
                 ・                                        ・ 
                 ・                                        ・ 
             KI          KO                                          CR LF 
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   ３．７  データファイル変換１／プリント形式の仕様 

 
  データファイル変換１／プリント形式は、おもにホストのＣＯＢＯＬデータと、市販ソフトの

入出力形式の１つである、プリント形式ファイルの変換に使います。 
  プリント形式ファイルとは、各レコードが改行コードで区切られている、固定長のテキストフ

ァイルのことです。各項目の桁位置、幅が一定していなければいけません。固定長・固定欄でな

ければいけないのです。なお、プリント形式ファイルはＳＤＦ形式ファイルとも呼ばれています。 

 
  例外として、Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換のときは、最終項目に限り可変長でもかまいません。 
  以下に、データファイル変換１／プリント形式で可能なデータ変換機能、レコード編集機能、

ＥＯＦコードの扱いを示します。 
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●データ変換機能 
  データファイル変換１／プリント形式のデータ変換機能を下表に示します。 

 
      データ変換機能 
      ＩＢＭ側データ                Ｗｉｎ側データ                    変換方法 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ          ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ            ＡＮＫ変換 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）          〃                              〃 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）          〃                              〃 
      漢字（ＫＩ／ＫＯなし）        シフトＪＩＳ漢字のみ            漢字項目変換 
          〃                        シフトＪＩＳ漢字、ＪＩＳ８混在      〃 
      ＡＮＫ・漢字混在              ＪＩＳ８、シフトＪＩＳ漢字混在  ＡＮＫ・漢字 
                ＫＩ／ＫＯつき                                          混在変換 
      半角英数カナ                  全角英数カナ                    ＡＮＫ化・ 
                                                                       漢字化変換 
      全角英数カナ                  半角英数カナ                    ＡＮＫ化・ 
                                                                       漢字化変換 
      文字形式数値                  文字形式、Windows COBOL *1      ﾆｭｰﾒﾘｯｸ変換 *3 
      符号なしゾーン形式                        〃                  ゾーン変換  *4 
      符号つきゾーン形式                        〃                      〃 
      分離符号つきゾーン形式                    〃                      〃 
      符号なしパック形式                        〃                  パック変換  *5 
      符号つきパック形式                        〃                      〃 
      符号なしＢＣＤ形式                        〃                      〃 
      ２進形式数値 *2                           〃                  ２進数値変換*6 
      日付データ                    日付データ                      日付項目変換 
      特殊データ                    特殊データ                      特殊ﾃﾞｰﾀ変換 
      *1）Windows COBOLの符号(つき／なし)ゾーン形式、分離符号つきゾーン形式 
      *2）COBOLの COMP-4や COMP-5などの形式 
      *3）Numeric、DispZone、ZoneDisp変換 
      *4）ZoneDisp、DispZone、ZoneZone変換 
      *5）PackDisp、DispPack、PackZone、ZonePack変換 
      *6）BinDisp、DispBin、BinZone、ZoneBin変換 
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●レコード編集機能 
  プリント形式ファイルは、基本的には固定長ファイルです。その意味では、ホストの標準的な

データ形式と似ています。しかし、項目単位の編集・加工ができないと使いものになりません。

下表に、データファイル変換１／プリント形式のレコード編集機能を示します。 

 
      レコード編集機能 
          機  能                            説          明 
      タブ拡張          タブを連続スペースに置き換える(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      改行コード付加    無条件にレコード末尾に改行コードを付加する(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      改行コード削除    無条件にレコード末尾の改行コードを削除する(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      空行無視          Ｗｉｎ側の、改行・改頁コードのみの行を無視する・しない 
      項目別変換        項目別に分けて変換できる 
      項目削除          不要な項目を削除できる 
      項目長変更        項目長を変更できる 
      項目組み替え      項目の順番の組み替えができる 
      空項目挿入        空項目を作ることができる 
      定数挿入          任意の値を任意の形式で挿入することができる 
      ＫＩ／ＫＯ挿入    漢字項目の前後にＫＩ／ＫＯを挿入できる(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 

 
 
●ＥＯＦコードの扱い 
  プリント形式ファイルはテキストファイルの一種ですから、ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向の変換時には

ＥＯＦコード（１ＡＨ）をつけない、Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換時にはＥＯＦコード検出でも物

理ＥＯＦ検出でもＥＯＦにする、というのが省略時の動作です。 

 
      ＥＯＦコードの扱い 
          機    能                          説          明 
      ＥＯＦコード付加  ファイル末尾にＥＯＦコードを付加する・しない(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      ＥＯＦコード検出  ＥＯＦコード検出でＥＯＦにする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      ＥＯＦコード透過  ＥＯＦコードを一般の文字扱いする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
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例１）ふつう、固定長←→固定長の変換になる 
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                                                                            CR LF 
               ＩＢＭ                                   Ｗｉｎ              CR LF 
                 ・                                       ・ 
                 ・                                       ・ 
                                                                            CR LF 
  [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例２）項目別変換ができる 

 
  ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定長） 
   Ａ    Ｂ       Ｃ    Ｄ                  Ａ    Ｂ       Ｃ    Ｄ         CR LF 
                                                                            CR LF 
                 ・                                       ・ 
                 ・                                       ・ 
                                                                            CR LF 
  [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例３）最終項目のみ可変長でもよい（Ｗｉｎ→ＩＢＭ） 

 
  ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定欄・可変長） 
   Ａ    Ｂ       Ｃ    Ｄ                  Ａ    Ｂ       Ｃ    Ｄ         CR LF 
                                                                      CR LF 
                 ・                                       ・ 
                 ・                                       ・ 
                                                                         CR LF 

  [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例４）改行コード、または改頁コード* のみの行は無視される（Ｗｉｎ→ＩＢＭ） 

 
  ＩＢＭ                                    Ｗｉｎ 
 A                                        A                                 CR LF 
 B                                        B                                 CR LF 
 C                                        C                                 CR LF 
 D                                          CR LF 改行／改頁 
                                            CR LF 
                                          D                                 CR LF 
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 *）改頁コード＝ＣＲ／ＦＦ（０Ｄ０ＣＨ）またはＦＦ（０ＣＨ） 

 
例５）項目長の変更（縮小、拡張）ができる 

 
  ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定長） 
   Ａ    Ｂ       Ｃ    Ｄ                  Ａ    Ｂ     Ｃ  Ｄ             CR LF 
                                                                            CR LF 
                 ・                                       ・ 
                 ・                                       ・ 
                                                                            CR LF 
  [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例６）不要な項目をスキップしたり、逆に空項目を作ったりできる 

 
  ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定長） 
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   Ａ    Ｂ       Ｃ    Ｄ                  Ａ    Ｂ       Ｄ          新   CR LF 
                                                                            CR LF 
                 ・                                       ・ 
                 ・                                       ・ 
                                                                            CR LF 
  [EOF]                                     1A  [EOF] 

 
例７）項目の組み替えができる 

 
  ＩＢＭ（固定長）                          Ｗｉｎ（固定長） 
   Ａ    Ｂ       Ｃ   Ｄ                   Ａ    Ｄ          Ｂ       Ｃ   CR LF 
                                                                            CR LF 
                 ・                                       ・ 
                 ・                                       ・ 
                                                                            CR LF 
  [EOF]                                     1A  [EOF] 
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   ３．８  データファイル変換２／デリミタ形式の仕様 

 
  データファイル変換２／デリミタ形式は、おもにホストのＣＯＢＯＬデータと、市販ソフトの

入出力形式の１つである、デリミタ形式ファイルの変換に使います。 

 
Ｆ＊ＴＲＡＮは、以下のようなバリエーションのデリミタ形式ファイルをサポートしています。 

 

区切り文字 

 ・ コンマ区切り形（CSV 形式） ： 項目をコンマで区切る 

  ・ タブ区切り形式（TSV 形式） ： 項目を TAB(09)で区切る 

 ・ スペース区切り形式   ： 項目を半角スペースで区切る 

 

引用符 

 ・ なし 

 ・ 単一引用符(‘)を使う 

 ・ 二重引用符(“)を使う 

 

項目取り出し方式（例外的データへの対処） 

 ・ 旧 F*TRAN 風 

 ・ 新 F*TRAN 風 

 ・ MS-Excel 風 

 ・ MS-Access 風 

 

現在のところ、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は自由文字区切りには対応していません。また、項目内

改行にも対応していません。 
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◆参考  ----  ＣＳＶ形式（デリミタ形式）について 

 

ＣＳＶ（Ｃｏｍｍａ Ｓｅｐａｒａｔｅｄ Ｖａｌｕｅ）形式に代表される、Ｆ＊ＴＲＡＮで

いうデリミタ形式は、２次元の表のようなデータをテキスト表現するのに適した形式です。非常

に多くのソフトが、この形式での入出力をサポートしています。デリミタ形式の規約としてきっ

ちり定まったものはないのですが、ほぼ以下のルールに従ってデータを表現します。 

 

◎ すべてのデータを文字表現する 

◎ 可変長項目・可変長レコードである 

◎ （原則として）1行 1レコードとする 

◎ 項目同士は、コンマ(，)、タブ、スペース、その他特殊文字などの区切り文字で区切る 

◎ 文字列項目は、両端を引用符(“、‘)でくくることが多い 

・データとして区切り文字を含むときは必須 

・データとして同じ種類の引用符を含むときは必須 

・その際、データとしての引用符は””や’’のように、２連化する 

 

典型的な例を示します。 

 

 元の値：  AA    BBB   CCCC  亜亜亜      -123   456.78 

            ↓ 

 デリミタ形式：  AA,BBB,”CCCC”,”亜亜亜”,-123,456.78 

 

この例のように、区切り文字としてコンマを使う、ＣＳＶ形式が最も一般的です。また、引用

符としては二重引用符(“)を使うのが一般的です。 
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  以下に、データファイル変換２／デリミタ形式で可能なデータ変換機能、レコード編集機能、

ＥＯＦコードの扱いを示します。 

 
●データ変換機能 
  データファイル変換２／デリミタ形式のデータ変換機能を、下表に示します。 

 
      データ変換機能 
      ＩＢＭ側データ                Ｗｉｎ側データ                    変換方法 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ          ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ            ＡＮＫ変換 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）          〃                              〃 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）          〃                              〃 
      漢字（ＫＩ／ＫＯなし）        シフトＪＩＳ漢字のみ            漢字項目変換 
          〃                        シフトＪＩＳ漢字、ＪＩＳ８混在      〃 
      ＡＮＫ・漢字混在              ＪＩＳ８、シフトＪＩＳ漢字混在  ＡＮＫ・漢字 
                ＫＩ／ＫＯつき                                          混在変換 
      半角英数カナ                  全角英数カナ                    ＡＮＫ化・ 
                                                                       漢字化変換 
      全角英数カナ                  半角英数カナ                    ＡＮＫ化・ 
                                                                       漢字化変換 
      文字形式数値                  文字形式数値、Windows COBOL *1  ﾆｭｰﾒﾘｯｸ変換 *3 
      符号なしゾーン形式                        〃                  ゾーン変換  *4 
      符号つきゾーン形式                        〃                      〃 
      分離符号つきゾーン形式                    〃                      〃 
      符号なしパック形式                        〃                  パック変換  *5 
      符号つきパック形式                        〃                      〃 
      符号なしＢＣＤ形式                        〃                      〃 
      ２進形式数値 *2                           〃                  ２進数値変換*6 
      日付データ                    日付データ                      日付項目変換 
      特殊データ                    特殊データ                      特殊ﾃﾞｰﾀ変換 
      *1）Windows COBOLの符号(なし／つき)ゾーン形式、分離符号つきゾーン形式 
      *2）COBOLの COMP-4や COMP-5などの形式 

      *3）Numeric、DispZone、ZoneDisp変換 

      *4）ZoneDisp、DispZone、ZoneZone変換 
      *5）PackDisp、DispPack、PackZone、ZonePack変換 
      *6）BinDisp、DispBin、BinZone、ZoneBin変換 
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●レコード編集機能 
  ホストの標準的なデータ形式は、ＣＯＢＯＬのファイル形式です。一方、パソコンの標準的な

データ形式は、プリント形式もしくはこのデリミタ形式です。両者にはとても大きな隔たりがあ

ります。そのため、十分なレコード編集機能が要求されます。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の持つレコ

ード編集機能を下表に示します。 

 
      レコード編集機能 
          機    能                          説          明 
      タブ拡張          タブを連続スペースに置き換える(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      改行コード付加    無条件にレコード末尾に改行コードを付加する(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      改行コード削除    無条件にレコード末尾の改行コードを削除する(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      空行無視          Ｗｉｎ側の、改行・改頁コードのみの行を無視する・しない 
      項目別変換        項目別に分けて変換できる 
      可変長項目対応    可変長の項目でも変換できる 
      デリミタ挿入      項目を区切るデリミタを挿入できる(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      デリミタ検出      項目を区切るデリミタを検出できる(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      引用符くくり      項目を引用符（“）でくくることができる(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      引用符はずし      引用符でくくられた項目の引用符をはずす(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      不要空白削除      デリミタの前後や引用符の前の不要な空白を削除できる 
                         (ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 。削除しない指定も可能 
      項目削除          不要な項目を削除できる 
      項目長変更        項目長を変更できる 
      項目組み替え      項目の順番の組み替えができる 
      空項目挿入        空項目を作ることができる 
      定数挿入          任意の値を任意の形式で挿入することができる 
      ＫＩ／ＫＯ挿入    漢字項目の前後にＫＩ／ＫＯを挿入できる(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      改行コード挿入    レコードの途中にも、改行コードを挿入できる(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 

 
●ＥＯＦコードの扱い 
  デリミタ形式ファイルはテキストファイルの一種ですから、ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向の変換時には

ＥＯＦコード（１ＡＨ）をつけない、Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換時にはＥＯＦコード検出でも物

理ＥＯＦ検出でもＥＯＦにする、というのが省略時の動作です。 

 
      ＥＯＦコードの扱い 
          機    能                          説          明 
      ＥＯＦコード付加  ファイル末尾にＥＯＦコードを付加する・しない(ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
      ＥＯＦコード検出  ＥＯＦコード検出でＥＯＦにする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      ＥＯＦコード透過  ＥＯＦコードを一般の文字扱いする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
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例１）コンマ区切り（ＣＳＶ）形式の変換ができる 

 
               5  木星     JUPITER   ｼﾞｭﾋﾟﾀ-   317832  16 
               6  土星     SATURN    ｻﾀｰﾝ      095160  17 
               7  天王星   URANUS    ｳﾗﾇｽ      014540  15 
    ＩＢＭ     8  海王星   NEPTUNE   ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ   017150  08 

 
 
    Ｗｉｎ   " 5" , "木星" , "JUPITER" , "ｼﾞｭﾋﾟﾀ-" , 317.832 , 16 ↓ 
             " 6" , "土星" , "SATURN" , "ｻﾀｰﾝ" , 95.160 , 17 ↓ 
             " 7" , "天王星" , "URANUS" , "ｳﾗﾇｽ" , 14.540 , 15 ↓ 
             " 8" , "海王星" , "NEPTUNE" , "ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ" , 17.150 , 8 ↓ 

 
例２）タブ区切り形式の変換ができる 

 
               5  木星     JUPITER   ｼﾞｭﾋﾟﾀ-   317832  16 
               6  土星     SATURN    ｻﾀｰﾝ      095160  17 
               7  天王星   URANUS    ｳﾗﾇｽ      014540  15 
    ＩＢＭ     8  海王星   NEPTUNE   ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ   017150  08 

 
 
    Ｗｉｎ     5.....>木星...>JUPITER.>ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ.>317.832>16 ↓ 
               6.....>土星...>SATURN..>ｻﾀｰﾝ....>95.160.>17 ↓ 
               7.....>天王星.>URANUS..>ｳﾗﾇｽ....>14.540.>15 ↓ 
               8.....>海王星.>NEPTUNE.>ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ.>17.150.>8 ↓ 
                                              （便宜的に...>でタブを表しています） 
例３）スペース区切り形式の変換ができる 

 
               5  木星     JUPITER   ｼﾞｭﾋﾟﾀ-   317832  16 
               6  土星     SATURN    ｻﾀｰﾝ      095160  17 
               7  天王星   URANUS    ｳﾗﾇｽ      014540  15 
    ＩＢＭ     8  海王星   NEPTUNE   ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ   017150  08 

 
 
    Ｗｉｎ     5 木星 JUPITER ｼﾞｭﾋﾟﾀ- 317.832 16 ↓ 
               6 土星 SATURN ｻﾀｰﾝ 95.160 17 ↓ 
               7 天王星 URANUS ｳﾗﾇｽ 14.540 15 ↓ 
               8 海王星 NEPTUNE ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ 17.150 8 ↓ 
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例４）不要項目をスキップできる 

 
               5  木星     JUPITER   ｼﾞｭﾋﾟﾀ-   317832  16 
               6  土星     SATURN    ｻﾀｰﾝ      095160  17 
               7  天王星   URANUS    ｳﾗﾇｽ      014540  15 
    ＩＢＭ     8  海王星   NEPTUNE   ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ   017150  08 

 
 
    Ｗｉｎ   " 5" , "木星" , 317.832 , 16 ↓ 
             " 6" , "土星" , 95.160 , 17 ↓ 
             " 7" , "天王星" , 14.540 , 15 ↓ 
             " 8" , "海王星" , 17.150 , 8 ↓ 

 
 
             " 5" , "木星" , "JUPITER" , "ｼﾞｭﾋﾟﾀ-" , 317.832 , 16 ↓ 
             " 6" , "土星" , "SATURN" , "ｻﾀｰﾝ" , 95.160 , 17 ↓ 
             " 7" , "天王星" , "URANUS" , "ｳﾗﾇｽ" , 14.540 , 15 ↓ 
    Ｗｉｎ   " 8" , "海王星" , "NEPTUNE" , "ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ" , 17.150 , 8 ↓ 

 
 
    ＩＢＭ     5  木星     317832  16 
               6  土星     095160  17 
               7  天王星   014540  15 
               8  海王星   017150  08 

 
例５）項目の組み替えができる 

 
               5  木星     JUPITER   ｼﾞｭﾋﾟﾀ-   317832  16 
               6  土星     SATURN    ｻﾀｰﾝ      095160  17 
               7  天王星   URANUS    ｳﾗﾇｽ      014540  15 
    ＩＢＭ     8  海王星   NEPTUNE   ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ   017150  08 

 
 
    Ｗｉｎ    " 5" , "JUPITER" , "ｼﾞｭﾋﾟﾀ-" , "木星" , 317.832 , 16 ↓ 
              " 6" , "SATURN" , "ｻﾀｰﾝ" , "土星" , 95.160 , 17 ↓ 
              " 7" , "URANUS" , "ｳﾗﾇｽ" , "天王星" , 14.540 , 15 ↓ 
              " 8" , "NEPTUNE" , "ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ" , "海王星" , 17.150 , 8 ↓ 
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              ３．９  ランダムファイル変換の仕様 

 
  ランダムファイル変換では、アプリケーションで使用する、おもに固定長・固定欄のデータフ

ァイルの変換を行います。ＢＡＳＩＣのランダムファイルやＣＯＢＯＬの順ファイルなどがおも

な対象です。バイナリ変換ができるのも大きな特長です。 
  以下に、ランダムファイル変換で可能なデータ変換機能、レコード編集機能、ＥＯＦコードの

扱いを示します。 

 
●データ変換機能 
  ランダムファイル変換のデータ変換機能を下表に示します。 

 
      データ変換機能 
      ＩＢＭ側データ                Ｗｉｎ側データ                    変換方法 
      バイナリ                      バイナリ                        バイナリ変換 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ          ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ            ＡＮＫ変換 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）          〃                              〃 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）          〃                              〃 
      漢字（ＫＩ／ＫＯなし）        シフトＪＩＳ漢字のみ            漢字項目変換 
          〃                        シフトＪＩＳ漢字、ＪＩＳ８混在      〃 
      ＡＮＫ・漢字混在              ＪＩＳ８、シフトＪＩＳ漢字混在  ＡＮＫ・漢字 
                ＫＩ／ＫＯつき                                          混在変換 
      半角英数カナ                  全角英数カナ                    ＡＮＫ化・ 
                                                                       漢字化変換 
      全角英数カナ                  半角英数カナ                    ＡＮＫ化・ 
                                                                       漢字化変換 
      文字形式数値                  文字、WinCOBOL *1、２進 *2      ﾆｭｰﾒﾘｯｸ変換 *4 
      符号なしゾーン形式                        〃                  ゾーン変換  *5 
      符号つきゾーン形式                        〃                      〃 
      分離符号つきゾーン形式                    〃                      〃 
      符号なしパック形式                        〃                  パック変換  *6 
      符号つきパック形式                        〃                      〃 
      符号なしＢＣＤ形式                        〃                      〃 
      ２進形式数値 *3                           〃                  ２進数値変換*7 
      日付データ                    日付データ                      日付項目変換 
      特殊データ                    特殊データ                      特殊ﾃﾞｰﾀ変換 
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      *1）Windows COBOLの符号なしゾーン／パック形式、 
                          符号つきゾーン／パック形式、分離符号つきゾーン形式 
      *2）Windows COBOLの COMP-4や COMP-5、Visual Basicや C/C++の整数型などの形式 

      *3）COBOLの COMP-4や COMP-5などの形式 

      *4）Numeric、DispZone、ZoneDisp、DispPack、PackDisp、DispBin、BinDisp変換 

      *5）ZoneDisp、DispZone、ZoneZone、ZonePack、PackZone、ZoneBin、BinZone変換 
      *6）PackDisp、DispPack、PackZone、ZonePack、PackPack、PackBin、BinPack変換 
      *7）BinDisp、DispBin、BinZone、ZoneBin、BinPack、PackBin、BinBin変換 
 

◆注意  ----  浮動少数点には未対応 

  ＩＢＭ側もＷｉｎ側も、浮動少数点型には対応していません。 

 
 
●レコード編集機能 
  ランダムファイル変換では、Ｗｉｎ側のレコード長を明示的に指定します（指定を省略すると

ＩＢＭレコード長＝Ｗｉｎレコード長になります）。固定長という点では、ホストのデータ形式

と似ています。 
  しかし、データ内容に応じて項目長変更などのレコード編集機能が必要になります。明示的に

指定しない限り改行コードをつけないことなどは、大きな特長です。 

 
  下表にランダムファイル変換のレコード編集機能を示します。 

 
      レコード編集機能 
            機    能                            説          明 
      Ｗｉｎレコード長指定  Ｗｉｎ側のレコード長を指定できる 
      項目別変換            項目別に分けて変換できる 
      項目削除              不要な項目を削除できる 
      項目長変更            項目長を変更できる 
      項目組み替え          項目の順番の組み替えができる 
      空項目挿入            空項目を作ることができる 
      定数挿入              任意の値を任意の形式で挿入することができる 
      ＫＩ／ＫＯ挿入        漢字項目の前後にＫＩ／ＫＯを挿入できる(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 
      改行コード挿入        レコードの途中・末尾に、改行コードを挿入できる 
                             (ＩＢＭ→Ｗｉｎ) 
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●ＥＯＦコードの扱い 
  ランダムファイル変換は、基本的にデリミタや改行コードを使わず、あってもただの一般文字

扱いにします。ＥＯＦコードについても同様に一般文字扱いし、物理ＥＯＦでＥＯＦにします。

これは、バイナリ変換ができることを前提にしているためです。 

 
      ＥＯＦコードの扱い 
          機    能                          説          明 
      ＥＯＦコード透過  ＥＯＦコードを一般の文字扱いする(Ｗｉｎ→ＩＢＭ) 

 
 
例１）ホスト側とＷｉｎ側のレコード長を同じにするのがふつう 
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                  ｎ                                          ｎ 

 
                ＩＢＭ                                      Ｗｉｎ 
                  ・                                          ・ 
                  ・                                          ・ 

 
 
 
例２）バイナリ変換もできる。レコード長はあまり意味を持たない 

 
                  ｎ                                          ｎ 

 
                ＩＢＭ                                      Ｗｉｎ 
                  ・                                          ・ 
                  ・                                          ・ 
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例３）レコード長の変更（縮小、拡大）ができる 

 
               ｎ                                          ｎ＋α 

 
             ＩＢＭ                                        Ｗｉｎ 
               ・                                            ・ 
               ・                                            ・ 

 
 
 
例４）項目別の変換ができる 
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    Ａ  Ｂ   Ｃ      Ｄ    Ｅ                   Ａ  Ｂ   Ｃ      Ｄ    Ｅ 

 
             ＩＢＭ                                      Ｗｉｎ 
               ・                                          ・ 
               ・                                          ・ 

 
 
 

例５）項目長の変更（縮小、拡大）ができる 

 
    Ａ  Ｂ   Ｃ      Ｄ    Ｅ                   Ａ    Ｂ    Ｃ   Ｄ   Ｅ 
             ＩＢＭ                                      Ｗｉｎ 

 
               ・                                          ・ 
               ・                                          ・ 

 
 
 
例６）不要な項目をスキップしたり、逆に空項目を作ったりできる 

 
    Ａ  Ｂ   Ｃ      Ｄ    Ｅ                   Ａ  Ｃ      Ｄ    Ｅ       新 

 
             ＩＢＭ                                      Ｗｉｎ 
               ・                                          ・ 
               ・                                          ・ 
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例７）項目の組み替えができる 

 
    Ａ  Ｂ   Ｃ      Ｄ    Ｅ                   Ａ  Ｃ      Ｅ       Ｄ    Ｂ 

 
             ＩＢＭ                                      Ｗｉｎ 
               ・                                          ・ 
               ・                                          ・ 

 
 
 
例８）改行コードのつく、固定長のテキストファイルも扱える 

 
                                                                          CR LF 
               ＩＢＭ                                  Ｗｉｎ             CR LF 
                                                                          CR LF 
                 ・                                      ・ 
                 ・                                      ・ 
                                                                          CR LF 
   [EOF]                                        1A  [EOF] 
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                           ３．10  ＡＮＫ変換 

 
●ＡＮＫ変換（Ａｎｋ変換） 
  ＡＮＫ変換とは、１バイト系の文字、つまり半角文字の変換機能のことです。ＡＮＫ変換では、

下表に示すように、 

 
      ＩＢＭファイル側                    Ｗｉｎｄｏｗｓファイル側 

 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）            ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字） 

 
  の３とおりの変換ができます。この切り替えは、変換設定／ＡＮＫコードの選択で行います。

また、ＡＮＫ変換という名前にそぐわず、特例として 

 
      ＩＢＭファイル側                    Ｗｉｎｄｏｗｓファイル側 

 
      ＪＩＳ８＋シフトＪＩＳ漢字          ＪＩＳ８＋シフトＪＩＳ漢字 

 
  という、シフトＪＩＳ漢字を素通しにする変換もできます。 

 
●ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコード 
  ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードは、パソコンで標準的に使われているコード系です。一部のホス

トでも使われています。 
  本書ではＪＩＳ８コードとＡＳＣＩＩコードを合わせてＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードと呼ん

でいますが、本当は違うものです。ＡＳＣＩＩコードは米国標準の７ビットコード系、ＪＩＳ８

コードはそれにカタカナを加えて８ビットに拡張した日本のコード系、と思っておいて大過あり

ません。なお、国内のパソコン関係で「ＡＳＣＩＩナントカ」というときは、本当はＪＩＳ８コ

ードのことです。 

 
  つぎに示す、 

 
      スペース          ２０ 
      “０”～“９”    ３０～３９ 
      “Ａ”～“Ｚ”    ４１～５Ａ 
      “ａ”～“ｚ”    ６１～７Ａ 

 
  のコードについては暗記していると、何かと便利です。 
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●ＥＢＣＤＩＣコード 
  ＥＢＣＤＩＣコードは、汎用機を中心として、ホストで多く用いられているコード系です。事

実上の国際標準になっていますが、規格化はされていません。そのため、メーカー・システムご

とに少しずつ違いがあります。 
  また、通常ＥＢＣＤＩＣコードではカタカナと英小文字が同時に使えないことも重要なポイン

トです。カタカナと英小文字のコードが重複しているためです。たとえば、８１Ｈというコード

が表す文字は、 

 
      カタカナ版    ８１＝“ア” 
      英小文字版    ８１＝“ａ” 

 
  という具合です。なお、国内ではＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コードはあまり使われません。し

かし、国外との電文の授受がある部署ではこれがごくふつうに使われています。国際的にはカタ

カナ版はまったく通用しないことを知っておいたほうがよいでしょう。ファイル名にカタカナを

使ったりすると、国外のシステムとはファイル転送すらできないことがあります。Ｆ＊ＴＲＡＮ

２００７では、 

 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）用のＡＮＫ変換表 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）用のＡＮＫ変換表 

 
  の２つを提供し、どちらか一方に切り替えて使えるようにしています。 

 
  つぎに示す、 

 
      スペース          ４０ 
      “Ａ”～“Ｉ”    Ｃ１～Ｃ９ 
      “Ｊ”～“Ｒ”    Ｄ１～Ｄ９ 
      “Ｓ”～“Ｚ”    Ｅ２～Ｅ９ 
      “０”～“９”    Ｆ０～Ｆ９ 

 
  のコードについては暗記していると、何かと便利です。 

 
●ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードとＥＢＣＤＩＣコードの対応関係 
  ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードとＥＢＣＤＩＣコードでは、一部の特殊文字の対応がとれていま

せん。一方にあってもう一方にはない特殊文字がいくつかあるのです。そのため、両者のコード

変換規則はメーカー・システムによってバラバラなのが現状です。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、ほぼ標準的と思われるＡＮＫ変換表を提供し、必要ならそれを利

用者が簡単に変換できるようにして、この問題に対処しています。 
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◆参考  ----  ＪＩＳ７コードについて 

 
  ＡＳＣＩＩコードが使用する７ビットの部分をシフトコードでアルファベットと半角カタカ

ナで切り替えて使うＪＩＳ７コードというものもありますが、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では扱えま

せん。 
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                             ３．11  漢字変換 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の漢字変換機能には、 

 
      Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換 
      漢字項目変換 

 
  と呼ぶ、２つの変換方法があります。 

 
●Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換 
  テキストファイル変換では、ＩＢＭファイル側で、レコードごとに漢字の位置が固定していな

いタイプのファイルを変換できます。ソースプログラムがその典型です。 
  データファイル変換やランダムファイル変換では、ＩＢＭファイル側にＡＮＫ・漢字混在の項

目があるタイプのファイルを変換できます。ただし、扱いにくいのであまり使われません。 
  どちらも、ＡＮＫから漢字への切り替えをＫＩと呼ぶコードで行い、漢字からＡＮＫへの切り

替えをＫＯと呼ぶコードで行います。ＫＩ／ＫＯがついているからどの桁に漢字が現れてもよい

のです。 
  このタイプの漢字サポートをＦ＊ＴＲＡＮ２００７ではＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変

換と呼んでいます。 

 
      ABCD・・・(ANK)・・・  KI いろはに・・・(漢字)・・・  KO  XYZ ・・・ 
                                ＫＩ＝漢字イン                  ＫＯ＝漢字アウト 

 
 
●漢字項目変換 
  データファイル変換とランダムファイル変換の場合、ＩＢＭファイルからＷｉｎｄｏｗｓファ

イルへの変換のときは、ＫＩ／ＫＯがなくても変換できます。逆のＷｉｎｄｏｗｓファイルから

ＩＢＭファイルへの変換のときも、ＫＩ／ＫＯをつけないで変換することができます。 
  どちらも、ＡＮＫ何バイト、漢字何バイト・・・と指示できるからです。これを漢字項目変換

と呼んでいます。 

 
        ＡＮＫ項目    漢字項目    ＡＮＫ項目    漢字項目    他の項目・・・ 

 
  テキストファイル変換の場合は、これに相当する機能はありません。 
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●半角⇔全角変換機能（文字種変換） 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルでは、半角文字・全角文字混在の項目が、ごくふつうに使われていま

す（禁止しているソフトもあります）。 
  一方、ＩＢＭファイル側では（ホスト上では）、半角文字・全角文字混在の項目は非常に扱い

にくいものです。 

 
  そのため、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では文字種変換機能として半角⇔全角変換機能をサポートし

ています。全角文字を半角化する場合には 

 
ＡＮＫ化（ＡｎｋｉＺｅ）変換 

 
半角文字を全角化する場合には 

 
漢字化（ＫａｎｊｉＺｅ）変換 

 
にて行います。半角文字・全角文字混在の項目に対して適用すると、ＡＮＫ化変換は自動的に全

角文字を対応する半角文字に変換し、半角文字のみの項目にします。また、漢字化変換は自動的

に半角文字を対応する全角文字に変換し、全角文字のみの項目にします。 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の変換で、半角・全角混在の項目に対して漢字項目変換をすると半角文字

が全角文字になりますが、この場合、半角スペースは特別扱いです。半角スペースは２個１組で

１個の漢字スペースとして扱います。半角スペースが奇数個つづくと、最後に１個の半角スペー

スが残ることになります。それは漢字スペースに変換します。 

 
  例えば、半角から全角に変換する場合、 

 
        ﾜﾀｼ△ﾊ△△△かもめ          ワタシ△ハ△△かもめ 

 
 となります。△は半角スペース、△は漢字スペースを意味しています。漢字化変換の場合は

半角スペース１個を全角スペース１個に変換します。 

 
◆注意  ----  オーバーフローしやすい 
  この機能を使うときは、項目長やレコード長が全角化の場合は増え（最大で２倍になる）、半

角化の場合は減る（最小で半分）になることを計算に入れておかなければいけません。特に全角

化の場合はオーバーフローに注意してください。 
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           ３．12  漢字変換方式のサポートパターン 

 
  利用者が自由に以下の項目を設定し、漢字変換方式をアレンジしたり、新たに登録したりでき

ます。 

 
      名前                    漢字変換方式につける名前（８文字以内） 
      コメント                それにつけるコメント（４０文字以内） 
      ＡＮＫコード            ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
                              ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ／英小文字） 
      漢字コード              ＪＩＳ漢字 
                              ＪＩＳ漢字＋８０８０Ｈ 
                              ＪＩＳ漢字＋８０８０Ｈ（ユニシス） 
                              ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ） 
                                〃    ＪＩＰＳ（Ｊ） 
                                〃    内部コード（Ｅ） 
                                〃    内部コード（Ｊ） 
                              東芝漢字（漢字コード自体はＪＩＳ） 
                              ＩＢＭ漢字 
      漢字イン *1             ０～３バイト 
      漢字アウト *1           ０～３バイト 
      シフト節約度            弱／中／強 
      （Win→IBM ﾌｧｲﾙ変換時） 
      ホスト漢字スペース      全角／半角２個（ユニシスは全角１／全角２あり） 
      Ｗｉｎ漢字スペース      全角／半角２個 
      ホスト拡張漢字 *2       ゲタ変換／クエスチョン変換／ゼロイー変換 
      “〓”の代わり          ゲタ変換時の“〓”の代わりの全角文字 
                              半角スペース２個（２０２０Ｈ）にも設定できる 
      Ｗｉｎ拡張漢字 *3       ゲタ変換に固定 
      “〓”の代わり          “〓”の代わりの全角文字 
                              半角スペース２個（2020Hか 4040H）にも設定できる 
      漢字対応表              漢字コード変換テーブルの設定 *4 

 
       *1）漢字項目変換のときは使われない 
       *2）漢字対応表に定義されないホスト拡張漢字、外字（ユーザー定義文字）も含む 
       *3）漢字対応表に定義されないＷｉｎ拡張漢字、９４区を越える漢字 
       *4）通常は、対応づけができる拡張漢字コードを登録する 

 
  基本的に、このパターンに合えば漢字変換ができます。 
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                ３．13  ホスト漢字のレパートリー 

 
  先に述べたサポートパターンに合うものとしては、Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換の

場合、 

 
      富士通        ＪＥＦ（12 ポイント） ---- 一番ふつうのもの 
                    ＪＥＦ（９ポイント） 
                    Ｆ９４５０内部コード（ＦＣＯＮＶのＮＣ指定で変換したもの） 
      日立          ＫＥＩＳ 
      三菱          ＭＥＬＣＯＭ漢字 
      ＮＥＣ        ＪＩＰＳ（Ｅ）    ＮＥＣ標準の漢字体系(主に ACOS4 系) 
                    ＪＩＰＳ（Ｊ）    ANK も漢字も JIS を使用(主に ACOS6 系) 
                    内部コード（Ｅ）  オフコン(ITOS、AVX)で主に使われる。 
                    内部コード（Ｊ）  （めったに使われない） 
      東芝          東芝標準漢字 
      日本ユニシス  ＬＥＴＳ－Ｊ（旧日本ユニバック系） 
      カシオ        カシオ標準漢字 
      ＩＢＭ        ＩＢＭ漢字 
      新ＪＩＳ      各社ホストのユーティリティで処理したもの 
      旧ＪＩＳ          〃 

 
  などがあります。 
  漢字項目変換の場合は、ＫＩ／ＫＯを合わせる必要がないので、さらに多くのメーカー・シス

テムに適合します。 

 
  漢字変換方式は、１つのコード変換表につき１５種類まで登録できます。よく使用されるもの

は、はじめから標準提供のコード変換表に登録されています。 

 
◆注意  ----  ＩＢＭ漢字（ＩＢＭ社の内部漢字コード）もサポートしています 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、ＩＢＭ漢字コードを内部テーブル変換によって求めています。そ

のため、わざわざホスト側のユーティリティを使ってＪＩＳ漢字に直す必要はありません。 
  ＩＢＭ漢字以外の漢字コードはＪＩＳ－Ｃ６２２６／Ｘ０２０８と同一、またはそれに準拠し

ている必要があります（漢字コードを計算で求めるため）。 
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                 ３．14  漢字コード変換の仕組み 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の、漢字コード変換の仕組みはつぎのとおりです。 

 
●ホストの漢字 
  ホストの漢字は、大別するとつぎの２つになります。 

 
      １．一般漢字（ＪＩＳ第１／第２水準、多くのホストで共通の漢字） 
      ２．拡張漢字（ホストによって異なる固有の漢字、ユーザー定義文字を含む） 

 
（注）ホストによっては、一般漢字エリアの中に特殊な漢字が含まれる場合があります。 

 
●Ｗｉｎｄｏｗｓの漢字 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの漢字も、大別するとつぎの２つになります。 

 
      １．一般漢字（ＪＩＳ第１／第２水準、多くのホストと共通の漢字） 
      ２．拡張漢字（一般漢字以外で追加された漢字、ユーザー定義文字を含む） 

 
（注）一般漢字エリアの一部の漢字は、ホストの一般漢字エリアの同位置に定義されていない場

合が多くみられます。 

 
●ホストの漢字  ←→  Ｗｉｎｄｏｗｓの漢字  処理順序 
  基本的に、一般漢字と一部の拡張漢字は正当な変換が可能で、多くの拡張漢字は正当な変換が

不可能です。ただし、漢字変換表をうまく利用すれば意図した変換ができます。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、つぎの順序で漢字コードの変換を行います。 

 
 
      漢字対応表に定義されている漢字の変換 
        ふつうは、“㈱”のような対応づけができる拡張漢字を対象にしますが、 
        一般漢字エリアの中に含まれる特殊な漢字の変換を含めることもできます。 
                                    ↓ 
      一般漢字エリアの漢字変換 
        一般漢字エリアの漢字は、計算によって求められます。 
        （ＩＢＭ漢字は内部テーブル変換） 
                                    ↓ 
      漢字対応表に定義されない拡張漢字 
        ホストとＷｉｎｄｏｗｓで対応づけができない漢字を、 
        ユーザーが選択した方式で変換します。 
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                     ３．15  漢字対応表について 

 
  漢字対応表は、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の漢字コード変換に反映することができる漢字変換テー

ブルです。漢字対応表のメンテナンスは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７に標準提供されている漢字対応

表エディタによって簡単に行うことができます。ふつうは、メーカー単位で標準提供されている

漢字対応表をベースに使用します。 

 
  漢字対応表に定義された情報は、データ変換時に読み込まれ、最優先の変換になります。漢字

対応表に定義される基本パターンはつぎのとおりです。 

 
      １．Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字（またはコード）            ホストの漢字コード 
                                             （双方向） 

 
      ２．Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字（またはコード）            ホストの漢字コード 
                                             （片方向） 

 
      ３．Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字（またはコード）            ホストの漢字コード 
                                             （片方向） 

 
  詳細は、５．１８  漢字対応表エディタをご覧ください。 
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       ３．16  変換できないホストの拡張漢字の扱い 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、漢字対応表に定義されないホストの拡張漢字の変換をつぎのように

扱います。ここでいう拡張漢字とは、ふつうの拡張漢字と外字（ユーザー定義文字）の総称です。

つぎの、 

 
      ゲタ変換 
      クエスチョン変換 
      ゼロイー変換 

 
  と呼ぶ、３とおりの変換ができます。 

 
  以下、富士通ＪＥＦの「㈱」＝７８Ｄ５Ｈを例にとって、どのように変換できるかを見ていき

ます。 

 
●ゲタ変換 
  ＩＢＭファイルの拡張漢字を、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルではゲタ（〓）、あるいはその代わり

の全角文字に変換させる方式です。例外として、半角スペース２個（２０２０Ｈ）も代わりの文

字として使えます。 

 
 
        ＩＢＭファイル          Ｗｉｎｄｏｗｓファイル 

 
        XXXX                    81AC＝“〓”（あるいは、代わりの全角文字） 
        78D5＝“㈱”            81AC＝“〓”（あるいは、代わりの全角文字） 

 
 
    この方式には、  どこに拡張漢字が使われているか、ひと目でわかる 
                    “〓”以外の代わりの全角文字に設定することもできる 
                    ２バイト→２バイト変換なので、桁ずれを起こさない 

 
  などの特長があります。 

 
    その反面、      パソコンからホストへの変換には使えない 
                    ホストの元のコードを知る手掛かりがない 

 
という難点もあります。 
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  なお、出荷時設定はすべてこの「ゲタ変換」になっています。拡張漢字をそれほど使わないな

ら、この設定が無難です。 



第３章  変換の仕様                                                                   

 
●クエスチョン変換 
  ホストの拡張漢字を、パソコンでは全角“？”＋半角１６進４桁のパターンで表す方式です。 

 
 
        ＩＢＭファイル          Ｗｉｎｄｏｗｓファイル 

 
        xxxx                    “？xxxx” 
        78D5＝“㈱”            “？78D5” 

 
 
    この方式には、  どこに拡張漢字が使われているか、わかりやすい 
                    ホストのコードがひと目でわかる 
                    文字表現なので、エディタによる置き換えなどがしやすい 
                    パソコンからホストへ変換するときも、元のホストコードに戻る 

 
  などの特長があります。いろいろと、扱いやすいのです。 

 
    その反面、      ２バイト←→６バイト変換なので、桁ずれを起こす 
                    言い替えれば、オーバーフローしやすい 

 
  という難点もあります。ふつうは、先のゲタ変換か、このクエスチョン変換を使います。 

 
 
●ゼロイー変換 
  ホストの拡張漢字を、パソコンでは０ＥＨ＋１６進ホストコードのパターンで表す方式です。

富士通専用の方式で、一般には意味がないと思ってください。 

 
 
        ＩＢＭファイル          Ｗｉｎｄｏｗｓファイル 

 
        xxxx                    0Exxxx 
        78D5＝“㈱”            0E78D5 

 
 
  この方式は、富士通のホストとデータ交換するときだけ、意味を持ちます。さらに、ＪＥＦ拡

張漢字ドライバを組み込んでおかなければいけませんし、ソフトがこの方式・ドライバに対応し

ていなければいけません。この条件を満たせば、ＦＭＶシリーズでＪＥＦ拡張漢字の表示・印刷

ができます。 
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         ３．17  ホストの一般漢字と拡張漢字の区別 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が、ＩＢＭファイル側の一般漢字と拡張漢字をどのように区別している

のかを述べます。 
  「一般漢字」とは、ＪＩＳ句点コードで１区１点～９４区９４点の範囲内の漢字すべてを意味

します。「拡張漢字」とは、一般漢字以外のすべてのコード、すなわち、１区１点～９４区９４

点の範囲以外のコードを持つ漢字すべてです。 

 
  ＪＩＳタイプ、ＮＥＣ漢字、ＪＩＳ＋８０８０タイプ、ＩＢＭ漢字、に分けて説明します。 

 
●ＪＩＳタイプ 
  ＪＩＳタイプの１区１点～９４区９４点内の漢字とは、１６進コードでいい替えると、第１バ

イトが２１Ｈ～７ＥＨかつ第２バイトも２１Ｈ～７ＥＨの範囲に収まる漢字を指します。そして、

この範囲内に収まらないコードの漢字を拡張漢字と呼びます。 

 
              第  ２  バ  イ  ト 
             00  21             7E                    FF 
      第  00 
          21      KSP*                                  *）KSP＝漢字スペース 
      １            KSP*                                   ふつう２１２１を使うが、 
                                                           まれに２０２０が使われる 
      バ              ＪＩＳ                               こともある 
                    ＝一般漢字 
      イ  7E 
      ト 

 
                                         拡張漢字 

 
 
          FF 

 
  このタイプでは、一般漢字の領域内にそのメーカー・システム固有の特殊漢字を含めているこ

とが多いものです。ですが、図からわかるように、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ではそれは拡張漢字と

しては扱いません。 

 
●ＮＥＣ漢字 
  ＮＥＣ漢字の場合は単純な判定はできないので、いったんＪＩＳタイプに変換してから一般漢

字・拡張漢字の判定をします。 
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●ＪＩＳ＋８０８０タイプ 
  ＪＩＳ＋８０８０タイプの１区１点～９４区９４点内の漢字とは、１６進コードでいい替える

と、第１バイトがＡ１Ｈ～ＦＥＨかつ第２バイトもＡ１Ｈ～ＦＥＨの範囲に収まる漢字を指しま

す。そして、この範囲内に収まらないコードの漢字を拡張漢字と呼びます。ただし、ＩＢＭ側の

漢字スペースを半角２個に設定しているときは、それはこの範囲には収まりません。 
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             第  ２  バ  イ  ト 
            00     20  40         80  A1                FE 
     第  00 

 
     １  20             KSP* 
         40               KSP* 
     バ 
                        拡張漢字 
     イ  80 
         A1 
     ト                                  KSP* 

 
                                        ＪＩＳ＋８０８０ 
                                          ＝一般漢字 

 
         FE 

 
            *）KSP＝漢字スペース。２０２０、４０４０、Ａ１Ａ１がある 
              ２０２０：ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系のシステムで、まれに使われることがある 
              ４０４０：ＥＢＣＤＩＣ系のシステムで多く使われる 
              Ａ１Ａ１：ＪＩＳ＋８０８０タイプの全角スペース 

 
  このタイプの場合は、一般漢字の領域内にそのメーカー・システム固有の特殊漢字を含めるこ

とは、あまりありません。 

 
●ＩＢＭ漢字 
  ＩＢＭ漢字の場合は、１６進コードで第１バイトが４１Ｈ～７ＦＨかつ第２バイトが４１Ｈ～

ＦＥＨの範囲を漢字（ただし、漢字スペースは４０４０Ｈ）として扱い、内部テーブルによって

コード変換を行います。漢字エリアの中には、拡張漢字／ユーザー選定文字の領域も含まれてい

ます。 
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                 ３．18  ホストの拡張漢字の領域 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、拡張漢字の領域をつぎのように認識しています。 

 
●ＪＩＳ＋８０８０系 
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              第  ２  バ  イ  ト                       第  ２  バ  イ  ト 
                           A1       FE              21      7E   A1       FE 

     第                                       第 
                                                  30 
     １  41                                 １                     拡張漢字 
                                                                          １ 
     バ                     拡張漢字          バ  7E 
         A0 
     イ  A1                                 イ  A1 
                            一般漢字                     拡張漢字    一般漢字 
     ト                                       ト              ２ 
         FE                                     FE 

 
      富士通 JEF、日立 KEIS、三菱 MELCOM                 日本ユニシス LETS-J 

 
 
●ＪＩＳ系                                 ●その他 
                                             ＩＢＭ漢字の場合は、内部テーブルのなかに 
              第  ２  バ  イ  ト             拡張漢字領域を含んでいます。 
              21      7E   A1       FE 
     第 
         21 
     １        一般漢字 

 
     バ  7E 

 
     イ  A1 
                            拡張漢字 
     ト 
         FE 

 
            東芝漢字、ＮＥＣ漢字 JIPS 
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      ３．19  変換できない Windows の拡張漢字の扱い 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、漢字対応表に定義されないＷｉｎｄｏｗｓの拡張漢字をつぎのよう

に扱います。文字化けを防ぐためです。ここでいう拡張漢字とは、９４区を超える漢字コードの

ことです。 
  シフトＪＩＳのコード体系では、ＪＩＳの１区１点～９４区９４点に収まらない領域がありま

す。ＪＩＳの区点コードを拡張して表現すれば、９５区～１２０区（シフトＪＩＳではＦ０４０

～ＦＣＦＣ）の領域です。ここが拡張漢字の領域です（下図の    の部分）。Ｗｉｎｄｏｗｓ環

境では、この領域を 

 
      外字（１８８０字分）      ９５区～１１４区（Ｆ０４０～Ｆ９ＦＣ） 
      ＩＢＭ社選定拡張漢字    １１５区～１２０区（ＦＡ４０～ＦＣＦＣ） 

 
  に分けて利用しています。ＩＢＭ社選定拡張漢字は、ホストの拡張漢字の中に割り付けられて

いる漢字が多いので漢字対応表で定義することができます。しかし、それ以外の漢字はＪＩＳコ

ードに対応づけることができないので、ホストの漢字コードに変換するときＦ＊ＴＲＡＮ２００

７ではゲタ（〓）、あるいはその代わりの全角文字に置き換えます（ゲタ変換に固定）。 
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             第  ２  バ  イ  ト 
            00     20   40       7F                     FC 
     第  00 

 
     １  20 
                    KSP* 
     バ 

 
     イ 
         80 
     ト  81 
                          KSP* 
         9F 

 
         E0 
         F0 
         FA 
         FC 
            *）KSP＝漢字スペース 
              目的に応じ、２０２０と８１４０を使い分ける 
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                             ３．20  数値変換 

 
●ゾーン形式とパック形式、ＢＣＤ形式、２進形式、文字形式の変換をサポート 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、ホストで多く使われるＣＯＢＯＬ数値項目のゾーン形式とパック形

式、ＢＣＤ形式、２進形式、文字形式の数値変換をサポートしています。 

 
  ＩＢＭファイル側 

 
      ゾーン形式          符号なし          小数点なし          ＥＢＣＤＩＣ系 
      パック形式    ×                ×                  × 
      ＢＣＤ形式          符号つき          小数点あり          ＪＩＳ８系 
      ２進形式 
                  ＢＣＤ形式は符号なし固定、２進形式はＥＢＣＤＩＣ／ＪＩＳの区別なし 

 
                      または    文字形式数値 

 
 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイル側 

 
      文字形式数値    または    ゾーン形式          符号なし          小数点なし 
                                パック形式    ×                × 
                                ２進形式            符号つき          小数点あり 
                                ＢＣＤ形式 

 
 
  また、Ｗｉｎｄｏｗｓ側は、文字形式数値、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式とパッ

ク形式、ＢＣＤ形式、２進形式をサポートしています。ゾーン形式、パック形式、２進形式は、

上記のどの組み合わせでもかまいません。 

 
●ゾーン形式とは 
  ゾーン形式は、ＣＯＢＯＬ数値項目のうち最も多く使われる形式です。１バイトで１０進１桁

を表します。外部１０進数と呼ばれることもあります。文字形式数値に変換するのに都合のよい

形式になっているからです。 

 
●パック形式とは 
  パック形式は、ＣＯＢＯＬ数値項目のうち、ゾーン形式のつぎに多く使われる形式です。１バ

イトで１０進２桁を表す格納効率のよい形式です。内部１０進数と呼ばれることもあります。直

接、演算の対象にできるからです。 
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第３章  変換の仕様                                                                   

 
●ＢＣＤ形式とは 
  ＢＣＤ形式は、ＰＯＳ端末等で使われているパック形式に似ている形式です。パック形式同様

１バイトで１０進２桁を表す格納効率のよい形式ですが、符号情報を持っていません。 

 
●２進形式とは 
  ２進形式は、ＣＯＢＯＬ数値項目、Ｖｉｓｕａｌ  Ｂａｓｉｃ、Ｃ／Ｃ＋＋などで使われる形

式です。１～８バイトで表現可能な数値を表す最も格納効率のよい形式です。ただし、Ｆ＊ＴＲ

ＡＮ２００７は、アプリケーションが採用しているすべての２進形式をサポートしているわけで

はありません。 

 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がサポートしている変換 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、つぎの組み合わせで数値変換を行うことができます。 

 
    ＩＢＭ側                                            Ｗｉｎｄｏｗｓ側 
    Ｄｉｓｐ（文字形式）                                Ｄｉｓｐ（文字形式） 
    Ｚｏｎｅ（ゾーン形式）                       ⇔     Ｚｏｎｅ（ゾーン形式） 
    Ｐａｃｋ（パック形式〔ＢＣＤ形式を含む〕）           Ｐａｃｋ（パック形式） 
    Ｂｉｎ  （２進形式）                                Ｂｉｎ  （２進形式） 
     *）Ｄｉｓｐ ⇔ Ｄｉｓｐは、Ｎｕｍｅｒｉｃ変換 
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             ３．21  ゾーン形式（ＥＢＣＤＩＣ系） 

 
●ゾーン形式（ＥＢＣＤＩＣ系）の記録形式 
  たとえば、ゾーン形式７桁の数値は、下図のような形式で記録されます。 

 
          0       1       2       3       4       5       6 
          Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  ｓ  ｎ 

 
  １バイトのうち、上位４ビットをゾーン部と呼びます。図のＦとｓの部分です（Ｆは１６進の

Ｆそのものです）。そして、下位４ビットで１０進１桁を表します（図のｎの部分、ｎ＝０～９）。 
  符号つきの場合、正負の区別はふつう最後の１バイトのゾーン部に記録されます。図のｓの部

分です。便宜上、ｓの部分を符号部と呼び、Ｆの部分をゾーン部と呼び分けることにします。 
  桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアクセスするプログラムで、それらを

指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「ピクチャ」でそれらを指定します。 

 
 符号部（ｓ）の値 
  下表のように、符号の有無、正負の区別によって符号部（ｓ）のとる値が違います。 

 
        ゾーン形式の符号部（ｓ）の値（ＥＢＣＤＩＣ系） 
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                        符号部（ｓ） 
          符号なし      常にＦ 
          符号あり      ＣまたはＦなら正 
                        Ｄなら負 

 
  ゾーン形式は、各バイトを“０”～“９”の文字として扱ってもよい記録形式になっています。

ただし、符号つきゾーン形式の最後の桁は例外です。ＥＢＣＤＩＣコードでは、“０”～“９”

＝Ｆ０～Ｆ９であることを思い出してください。符号つきゾーン形式の最後の桁だけは文字扱い

できない（数字としては読めない）ことがわかります。 



第３章  変換の仕様                                                                   

 
●分離符号つきゾーン形式 
  ゾーン形式５桁の数値は、下図のような形式で記録されます。 

 
      分離符号    0       1       2       3       4       5       6 
      (前置)つき  ｌ   ｓ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ 

 
      分離符号    0       1       2       3       4       5       6 
      (後置)つき   Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  Ｆ  ｎ  ｔ  ｓ 

 
  ｌｓ、ｔｓにはＡｎｋ符号の「＋」「－」が入ります。 

 
  「＋」  ⇒  ４Ｅ 
  「－」  ⇒  ６０ 

 
がそれぞれに入ります。 

 
  例）ゾーン形式（ＥＢＣＤＩＣ系） 
        １６進表現            文字表現  
        F0 F0 F1 F2 F3   ＝   １２３        符号なし、小数部なし 
        F0 F0 F1 F2 C3   ＝   １２．３      符号つき、正、小数部あり 
        F0 F0 F1 F2 D3   ＝   －１２．３    符号つき、負、小数部あり 
        4E F0 F1 F2 F3   ＝    １２．３      符号つき、正、小数部あり 
        F0 F1 F2 F3 60  ＝    －１２．３     符号つき、負、小数部あり 
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             ３．22  パック形式（ＥＢＣＤＩＣ系） 

 
●パック形式（ＥＢＣＤＩＣ系）の記録形式 
  たとえば、パック形式７桁の数値は、つぎのような形式で記録されます。 

 
          0       1       2       3 
          ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｓ 

 
  １バイトを上位４ビット＋下位４ビットに分け、それぞれが１０進１桁を表します（図のｎの

部分、ｎ＝０～９）。ただし、最後の４ビット（図のｓの部分）だけは例外で、数値の記録はし

ません。ここには、符号なしの場合は詰めものがされ、符号つきの場合は正負の区別が記録され

ます。ここを、符号部と呼ぶことにします。 
  パック形式でもやはり、桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアクセスする

プログラムで、それらを指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「ピクチャ」

でそれらを指定します。 

 
 符号部（ｓ）の値 
  下表のように、符号の有無、正負の区別によって符号部（ｓ）のとる値が違います。 

 
        パック形式の符号部（ｓ）の値（ＥＢＣＤＩＣ系） 
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                        符号部（ｓ） 
          符号なし      常にＦ 
          符号あり      ＣまたはＦなら正 
                        Ｄなら負 

 
  例）パック形式（ＥＢＣＤＩＣ系） 
        １６進表現          文字表現  
         00 12 3F     ＝    １２３        符号なし、小数部なし 
         00 12 3C     ＝    １２．３      符号つき、正、小数部あり 
         00 12 3D     ＝    －１２．３    符号つき、負、小数部あり 



第３章  変換の仕様                                                                   

                ３．23  ゾーン形式（ＪＩＳ８系） 

 
●ゾーン形式（ＪＩＳ８系）の記録形式（符合分離なしの時） 
  たとえば、ゾーン形式７桁の数値は、下図のような形式で記録されます。 

 
          0       1       2       3       4       5       6 
          ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ｓ  ｎ 

 
  １バイトのうち、上位４ビットをゾーン部と呼びます。図の３とｓの部分です（３は１６進の

３そのものです）。そして、下位４ビットで１０進１桁を表します（図のｎの部分、ｎ＝０～９）。 
  符号つきの場合、正負の区別はふつう最後の１バイトのゾーン部に記録されます。図のｓの部

分です。便宜上、ｓの部分を符号部と呼び、３の部分をゾーン部と呼び分けることにします。 
  桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアクセスするプログラムで、それらを

指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「ピクチャ」でそれらを指定します。 

 
 符号部（ｓ）の値 
  下表のように、符号の有無、正負の区別によって符号部（ｓ）のとる値が違います。 

 
        ゾーン形式の符号部（ｓ）の値（ＪＩＳ８系） 
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                        符号部（ｓ） 
          符号なし      常に３ 
          符号あり      ０または３なら正、Ｂなら負 
                        （正確には０～７なら正、８～Ｆなら負） 

 
  ゾーン形式は、各バイトを“０”～“９”の文字として扱ってもよい記録形式になっています。

ただし、符号つきゾーン形式の最後の桁は例外です。ＪＩＳ８コードでは、“０”～“９”＝３

０～３９であることを思い出してください。符号つきゾーン形式の最後の桁だけは文字扱いでき

ない（負なら数字としては読めない）ことがわかります。 

 



第３章  変換の仕様                                                                   

 
●分離符号つきゾーン形式 
  ゾーン形式５桁の数値は、下図のような形式で記録されます。 

 
      分離符号    0       1       2       3       4       5       6 
      (前置)つき  ｌ   ｓ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ 

 
      分離符号    0       1       2       3       4       5       6 
      (後置)つき   ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ｔ  ｓ 

 
  ｌｓ、ｔｓにはＡｎｋ符号の「＋」「－」が入ります。 

 
  「＋」  ⇒  ２Ｂ 
  「－」  ⇒  ２Ｄ 

 
がそれぞれに入ります。 

 
 
  例）ゾーン形式（ＪＩＳ８系） 
        １６進表現             文字表現  
        30 30 31 32 33   ＝    １２３        符号なし、小数部なし 
        30 30 31 32 33   ＝    １２．３      符号つき、正、小数部あり 
        30 30 31 32 B3   ＝    －１２．３    符号つき、負、小数部あり 
        2B 30 31 32 33   ＝    １２．３      符号つき、正、小数部あり 
        30 31 32 33 2D  ＝    －１２．３     符号つき、負、小数部あり 
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第３章  変換の仕様                                                                   

                ３．24  パック形式（ＪＩＳ８系） 

 
●パック形式（ＪＩＳ８系）の記録形式 
  たとえば、パック形式７桁の数値は、つぎのような形式で記録されます。 

 
          0       1       2       3 
          ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｓ 

 
  １バイトを上位４ビット＋下位４ビットに分け、それぞれが１０進１桁を表します（図のｎの

部分、ｎ＝０～９）。ただし、最後の４ビット（図のｓの部分）だけは例外で、数値の記録はし

ません。ここには、符号なしの場合は詰めものがされ、符号つきの場合は正負の区別が記録され

ます。ここを、符号部と呼ぶことにします。 
  パック形式でもやはり、桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアクセスする

プログラムで、それらを指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「ピクチャ」

でそれらを指定します。 

 
 符号部（ｓ）の値 
  下表のように、符号の有無、正負の区別によって符号部（ｓ）のとる値が違います。 

 
        パック形式の符号部（ｓ）の値（ＪＩＳ８系） 

 
                        符号部（ｓ） 
          符号なし      ０または３（正確には０～Ｆのどれでもよい） 
          符号あり      ０または３なら正、Ｂなら負 
                        （正確には０～７なら正、８～Ｆなら負） 

 
  例）パック形式（ＪＩＳ８系） 
        １６進表現          文字表現  
         00 12 30     ＝    １２３        符号なし、小数部なし 
         00 12 33     ＝    １２．３      符号つき、正、小数部あり 
         00 12 3B     ＝    －１２．３    符号つき、負、小数部あり 
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第３章  変換の仕様                                                                   

        ３．25  Windows COBOL のゾーン／パック形式 

 
●ゾーン形式（Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬ）の記録形式 
  たとえば、ゾーン形式７桁の数値は、下図のような形式で記録されます。 

 
                  0       1       2       3       4       5       6 
      符号なし    ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ 

 
                  0       1       2       3       4       5       6 
      符号つき    ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ｓ  ｓ 

 
      分離符号    0       1       2       3       4       5       6 
      (前置)つき  ｌ   ｓ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ 

 
      分離符号    0       1       2       3       4       5       6 
      (後置)つき   ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ３  ｎ  ｔ  ｓ 

 
  数値は、基本的に“０”～“９”の文字が使われますが、符号つきの場合、正負の区別は最後

の１バイトに数値の情報とともに記録されます。図のｓｓの部分です。 
  桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアクセスするプログラムで、それらを

指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「ピクチャ」でそれらを指定します。 
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第３章  変換の仕様                                                                   

 
 符号つきバイト（ｓｓ）の値 
  以下の２つの表に示すように、正負の区別、数値、ベンダによって符号つき（ｓｓ）のとる値

が決まります。 

 
        ゾーン形式の符号つきバイト（ｓｓ）の値（数値が正の場合） 

 
          数値    富士通   日立/MF/Am   ＮＥＣ/Ai  Acucorp –Dca 
          ＋０  ＠（４０）  ０（３０）  ｛ （７Ｂ）  ０（３０） 
          ＋１  Ａ（４１）  １（３１）  Ａ（４１）  １（３１） 
          ＋２  Ｂ（４２）  ２（３２）  Ｂ（４２）  ２（３２） 
          ＋３  Ｃ（４３）  ３（３３）  Ｃ（４３）  ３（３３） 
          ＋４  Ｄ（４４）  ４（３４）  Ｄ（４４）  ４（３４） 
          ＋５  Ｅ（４５）  ５（３５）  Ｅ（４５）  ５（３５） 
          ＋６  Ｆ（４６）  ６（３６）  Ｆ（４６）  ６（３６） 
          ＋７  Ｇ（４７）  ７（３７）  Ｇ（４７）  ７（３７） 
          ＋８  Ｈ（４８）  ８（３８）  Ｈ（４８）  ８（３８） 
          ＋９  Ｉ（４９）  ９（３９）  Ｉ（４９）  ９（３９） 
        MF = マイクロフォーカス、Am = Acucorp –Dcm、Ai = Acucorp –Dci 

 
 
        ゾーン形式の符号つきバイト（ｓｓ）の値（数値が負の場合） 

 
          数値    富士通   日立/MF/Am   ＮＥＣ/Ai  Acucorp -Dca 
          －０  Ｐ（５０）  ｐ（７０）    ｝（７Ｄ）   ｝（７Ｄ） 
          －１  Ｑ（５１）  ｑ（７１）  Ｊ（４Ａ）  Ｊ（４Ａ） 
          －２  Ｒ（５２）  ｒ（７２）  Ｋ（４Ｂ）  Ｋ（４Ｂ） 
          －３  Ｓ（５３）  ｓ（７３）  Ｌ（４Ｃ）  Ｌ（４Ｃ） 
          －４  Ｔ（５４）  ｔ（７４）  Ｍ（４Ｄ）  Ｍ（４Ｄ） 
          －５  Ｕ（５５）  ｕ（７５）  Ｎ（４Ｅ）  Ｎ（４Ｅ） 
          －６  Ｖ（５６）  ｖ（７６）  Ｏ（４Ｆ）  Ｏ（４Ｆ） 
          －７  Ｗ（５７）  ｗ（７７）  Ｐ（５０）  Ｐ（５０） 
          －８  Ｘ（５８）  ｘ（７８）  Ｑ（５１）  Ｑ（５１） 
          －９  Ｙ（５９）  ｙ（７９）  Ｒ（５２）  Ｒ（５２） 
        MF = マイクロフォーカス、Am = Acucorp –Dcm、Ai = Acucorp –Dci 
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第３章  変換の仕様                                                                   

 
 分離符号つきバイト（ｌｓ，ｔｓ）の値 
  ｌｓ、ｔｓにはＡｎｋ符号の「＋」「－」が入ります。ＷｉｎｄｏｗｓではＡＮＫコードとし

てＪＩＳ－８が使われますので、 

 
  「＋」  ⇒  ２Ｂ 
  「－」  ⇒  ２Ｄ 

 
がそれぞれに入ります。 

 
●パック形式（Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬ）の記録形式 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式は、ＥＢＣＤＩＣ系と同じです。 
  ３．２２  パック形式（ＥＢＣＤＩＣ系）を参照してください。 



第３章  変換の仕様                                                                   

                           ３．26  ＢＣＤ形式 

 
●ＢＣＤ形式の記録形式 
  たとえば、ＢＣＤ形式８桁の数値は、つぎのような形式で記録されます。 

 
          0       1       2       3 
          ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ  ｎ 

 
  １バイトを上位４ビット＋下位４ビットに分け、それぞれが１０進１桁を表します（図のｎの

部分、ｎ＝０～９）。 
  ＢＣＤ形式はパック形式と似ていますが、符号情報を持たない形式です。 
  ＢＣＤ形式でもやはり、桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアクセスする

プログラムで、それらを指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「ピクチャ」

でそれらを指定します。 

 
  例）ＢＣＤ形式 
        １６進表現          文字表現

         00 01 23     ＝    １２３      小数部なし 
         00 01 23     ＝    １２．３    小数部あり 
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第３章  変換の仕様                                                                   

                             ３．27  ２進形式 

 
●２進形式の記録形式 
  たとえば、２進形式９桁の数値は、下図のような形式で記録されます。 

 
                  0       1       2       3 
      符号なし    ０  ７  ５  Ｂ  Ｃ  Ｄ  １  ５      値：１２３４５６７８９ 

 
                  0       1       2       3 
      符号つき    Ｆ  ８  Ａ  ４  ３  ２  Ｅ  Ｂ      値：－１２３４５６７８９ 

 
  ２進形式は、少ないバイト数で大きな数値を表現可能な最も格納効率のよい形式です。そのた

め、格納された数値を確認するには専門的な知識が必要となり、判断が難しいという側面があり

ます。一般には、アプリケーションの内部で処理されることが多い形式です。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７でサポートする２進形式は、 

 
      １～８バイトの範囲で表現できる整数／小数（負の値を含む） 

 
  です。具体的には、 

 
      ＣＯＢＯＬ の                 BINARY、COMP、COMP-4、COMP-5 

      Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ の    Integer、Long 

      Ｃ／Ｃ＋＋ の                 short、int、long 

 
  などが該当します。２進形式は、桁数や小数点を表すものは何もありません。この項目をアク

セスするプログラムで、それらを指定することになっています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では「２

進ピクチャ」でそれらを指定します。 

 
●エンディアン（格納順） 
  ２進形式の場合、気をつけなければならないのはエンディアン（格納順）がある事です。エン

ディアンの違いを図にすると、つぎのようになります。 

 
                    0       1       2       3 
    ビッグ（正順）  ０  ７  ５  Ｂ  Ｃ  Ｄ  １  ５      値：１２３４５６７８９ 

       
                    0       1       2       3 
    リトル（逆順）  １  ５  Ｃ  Ｄ  ５  Ｂ  ０  ７      値：１２３４５６７８９ 
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  一般には、ＩＢＭ側がビッグ（正順）で、Ｗｉｎ側がリトル（逆順）です。 



第３章  変換の仕様                                                                   

    ３．28  ﾊﾟｯｸ/BCD/2 進形式の桁数とバイト数の換算 

 
●パック形式の桁数とバイト数の換算 
  パック形式の数値の桁数（整数部桁数＋小数部桁数）とバイト数の換算は、下表を参考にして

ください。 

 
    パック形式の桁数とバイト数の換算表 

 
          桁  数      バイト数 
            １          １ 
          ２～３        ２ 
          ４～５        ３ 
          ６～７        ４ 
          ８～９        ５ 
        １０～１１      ６ 
        １２～１３      ７ 
        １４～１５      ８ 
        １６～１７      ９ 
           １８        １０ 

 
 
●ＢＣＤ形式の桁数とバイト数の換算 
  ＢＣＤ形式の数値の桁数（整数部桁数＋小数部桁数）とバイト数の換算は、下表を参考にして

ください。 

 
    ＢＣＤ形式の桁数とバイト数の換算表 

 
          桁  数      バイト数 
          １～２        １ 
          ３～４        ２ 
          ５～６        ３ 
          ７～８        ４ 
          ９～１０      ５ 
        １１～１２      ６ 
        １３～１４      ７ 
        １５～１６      ８ 
        １７～１８      ９ 
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第３章  変換の仕様                                                                   

 
●２進形式で表現可能な数値の範囲 
  ２進形式で表現可能な数値の範囲は、つぎのとおりです。 

 
  符号なし２進形式の場合 

 
    バイト数    値の範囲                         桁数 
      １        0～255                             ３ 
      ２        0～65,535                          ５ 
      ３        0～16,777,215                      ８ 
      ４        0～4,294,967,295                 １０ 
      ５        0～1,099,511,627,775             １３ 
      ６        0～281,474,976,710,655           １５ 
      ７        0～72,057,594,037,927,935        １７ 
      ８        0～18,446,744,073,709,551,615    １８ * 

 
 
  符号つき２進形式の場合 

 
    バイト数    値の範囲                                                 桁数 
      １        -128～127                                                  ３ 
      ２        -32,768～32,767                                            ５ 
      ３        -8,388,608～8,388,607                                      ７ 
      ４        -2,147,483,648～2,147,483,647                            １０ 
      ５        -549,755,813,888～549,755,813,887                        １２ 
      ６        -140,737,488,355,328～140,737,488,355,327                １５ 
      ７        -36,028,797,018,963,968～36,028,797,018,963,967          １７ 
      ８        -9,223,372,036,854,775,808～9,223,372,036,854,775,807    １８ * 

 
 
   *）１８桁ではオーバーフローするが、ＣＯＢＯＬ規格／Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の上限です。 
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第３章  変換の仕様                                                                   

                             ３．29  定数挿入 

 
  データファイル変換とランダムファイル変換では、項目別に分けて変換できますが、その際に

定数や変数を挿入することができます。 
  テキストファイル変換の場合は、これに相当する機能はありません。 

 
 
●ＩＢＭ→Ｗｉｎ変換時 
  指定した定数は、もともとＷｉｎｄｏｗｓ形式のデータなので、コード変換せずにそのまま  
Ｗｉｎｄｏｗｓ側に挿入・出力されます。 

 
                               ‘ＡＢＣ’… Ｗｉｎｄｏｗｓ形式のデータ 
    ＩＢＭ側 
    ＩＢＭデータ１  ＩＢＭデータ２   ＩＢＭデータ３   ・・・ 

 

 91

                                          挿入 
    Ｗｉｎデータ１  Ｗｉｎデータ２   ＡＢＣ（Ｗｉｎ形式）  Ｗｉｎデータ３  ・・・ 
    Ｗｉｎｄｏｗｓ側                              コード変換しない 

 
 
●Ｗｉｎ→ＩＢＭ変換時 
  指定した定数は、ＩＢＭ形式のデータに変換してから、ＩＢＭ側に挿入・出力されます。 

 
                               ‘ＡＢＣ’… Ｗｉｎｄｏｗｓ形式のデータ 
    Ｗｉｎｄｏｗｓ側 
    Ｗｉｎデータ１  Ｗｉｎデータ２   Ｗｉｎデータ３   ・・・ 

 
                                          挿入 
    ＩＢＭデータ１  ＩＢＭデータ２   ＡＢＣ（ＩＢＭ形式）  ＩＢＭデータ３  ・・・ 
    ＩＢＭ側                       コード変換する 



第３章  変換の仕様                                                                   

 
●列定数の種類 

 
    文字列定数 
    ‘文字列’            文字列は最大２５６文字で、半角(’)でくくる。 
                        ※ただし(’),(*),(?)は(\’),(\*),(\?)で表し、(\)自身は(\\)で表す。 
                          （例）’Ank’、’漢字’、’Ank&漢字’、’’ 

 
    １６進列定数 
    ｛Ｘ｜ｘ｝’ ｈｈ…’    ｈは０～９、Ａ～Ｆ（ａ～ｆ）、２桁で１バイト、 
                          任意のバイト境界に半角スペースを挿入できる。 
                          最大２５６バイトで、半角(’)でくくる。 
                          （例）X’1234’、x’00 FF a1a1 ff ’、x’’ 

 
    汎用定数  
    Ｓｐａｃｅ            空白文字列（半角、全角の空白からなる文字列） 
    ＬｏｗＶａｌｕｅ      ００Ｈ…の文字列、または００Ｈ…のバイナリデータ 
    ＨｉｇｈＶａｌｕｅ    ＦＦＨ…の文字列、またはＦＦＨ…のバイナリデータ 
                        ※ＡＮＫ変換表をＦＦ→ＦＦにする必要がある。 

 
●数値定数の種類 

 
    整数定数 
    ［－］ｎ              (-)はマイナス符号、ｎは最大１８桁 
                          （例）0、123、-99 

 
    小数定数 
    ［－］ｎ．ｍ          (-)はマイナス符号、ｎとｍは合わせて最大１８桁 
                          （例）0.0、1.23、-99.9 

 
    １６進定数 
    ０｛Ｘ｜ｘ｝ｈ…      ｈは０～９、Ａ～Ｆ（ａ～ｆ）で最大１６桁（８バイト） 
                          途中の空白は不可 
                          （例）0x00、0XFF、0xee、0X1、0xfff 

 
    汎用定数  
    Ｚｅｒｏ              ０または０．０ 
    Ｍｉｎ                最小値 
    Ｍａｘ                最大値 

 92
 



第３章  変換の仕様                                                                   

 
●指定できる定数 

 
      文字列変換 
                                                            Ｓｐａｃｅ  
          変換方法            文字列定数    １６進列定数    ＬｏｗＶａｌｕｅ  
                                                            ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 
      Ａｎｋ変換                  ○            ×               ○ 
      漢字変換                    ○            ×               ○ 
      Ａｎｋ・漢字混在変換        ○            ×               ○ 
      バイナリ変換                ×            ○               △ * 
      バイナリ反転変換            ×            ○               × 
      *)Ｓｐａｃｅのみ不可 

 
 
      数値変換 
                                                              Ｚｅｒｏ 
          変換方法             数値定数     システム変数      Ｍｉｎ 
                                                              Ｍａｘ 
      文字形式へ変換              ○            ○               × 
      ゾーン形式へ変換            ○            ○               ○ 
      パック形式へ変換            ○            ○               ○ 
      ２進形式へ変換              ○            ○               ○ 
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第３章  変換の仕様                                                                   

            ３．30  IBM→Win ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ変換のしくみ 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換は、文字データだけからなるＩＢＭファイルをＷｉｎｄ

ｏｗｓのテキストファイルに変換します。おもに、ソースプログラムの変換に使用します。ＩＢ

Ｍファイル側に漢字があるときは、ＫＩ／ＫＯがついていないといけません。ＫＩ／ＫＯなしの

ファイルを項目別に変換したいときは、ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換を使ってください。 

 

■解説 

 
●テキストファイル変換の考え方 
  まず、ＩＢＭファイルの１レコードを保持するｉバッファと、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１レ

コードを保持するｗバッファを考えます。ｉバッファ、ｗバッファは十分な大きさ（約３２Ｋバ

イト）があると考えてください。 
  下図のようなサイクルでファイル変換が行われます。 
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                                読み込み 
  ＩＢＭ                                                     ～ 
  ファイル                                  ｉバッファ 
                            レコード編集 

 
                                      CR LF                  ～ 
                                            ｗバッファ              Ｗｉｎｄｏｗｓ 
                                書き込み                            ファイル 
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●レコード編集 
  ＩＢＭファイルの１レコードがＷｉｎｄｏｗｓファイルの１行に対応し、レコードごとに、 

 
      コード変換する（オプション指定：ＡＮＫのみ／ＡＮＫ・漢字 (KI／KO 付) 混在） 

      レコード末尾の空白類を削除する（行末圧縮）* 

                  空白類：スペース（２０Ｈ） 

                          ＮＵＬ（００Ｈ） 

                          ＴＡＢ（０９Ｈ） 

                          ＣＲ（０ＤＨ） 

                          ＬＦ（０ＡＨ） 

      途中のＮＵＬを除去する（ＮＵＬサプレス） 

      ２個以上連続するスペースをＴＡＢに置き替える（オプション指定：タブ圧縮） 

      最後に、改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）を付加する 

 
  の順で加工・編集されます。 

 
  実際には、コード変換が最初に行われ、その後残りの作業が行われるので、ＡＮＫ変換表を修

正して制御コードや未定義コードなどを取り除くことは可能です（それらがＮＵＬに変換される

ようにします）。 

 
    ＩＢＭ（固定長）                         Ｗｉｎｄｏｗｓ（可変長） 
    HELLO                                    HELLO CR LF 
    KI はじめまして  みなさん KO             はじめまして  みなさん CR LF 
    KI 私の名前は KO F*TRAN2007               私の名前は F*TRAN2007  CR LF 
                  ・                                    ・ 
                  ・                                    ・ 
                  ・                                    ・ 
    GOOD-BYE                                 GOOD-BYE CR LF 
                                             1A  [EOF] 

 
  このように、ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換では基本的には圧縮がかかるので、レコー

ド長はふぞろい（可変長）になります。固定長のテキストファイルが必要なときは、ＩＢＭ→Ｗ

ｉｎデータファイル変換を使ってください。 
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第３章  変換の仕様                                                                   

            ３．31  IBM→Win ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ変換のしくみ 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換は、ＩＢＭ形式のデータファイル（おもにＣＯＢＯＬデー

タ）をＷｉｎｄｏｗｓ形式のデータファイル（テキスト形式）に変換します。項目別に分けて変

換できます。Ｗｉｎｄｏｗｓファイルは常に改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）つきのテキ

ストファイルになります。プリント形式への変換とデリミタ形式への変換の、２つの変換方法が

あります。 

 

■解説 

 
●データファイル変換の考え方 
  まず、ＩＢＭファイルの１レコードを保持するｉバッファと、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１レ

コードを保持するｗバッファを考えます。ｉバッファ、ｗバッファは十分な大きさ（約３２Ｋバ

イト）があると考えてください。 
  下図のようなサイクルでファイル変換が行われます。 
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                                読み込み 
  ＩＢＭ                                                     ～ 
  ファイル                                  ｉバッファ 
                            レコード編集 

 
                                                    CR LF    ～ 
                                            ｗバッファ              Ｗｉｎｄｏｗｓ 
                                書き込み                            ファイル 

 
 
●レコード編集の考え方 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、マップ設定オプションの指定を頭から順番に見ていき、それを中間

コードに翻訳して「マップバッファ」と呼ぶ領域に収めます。１件ずつのレコード編集は、この

中間コードを見ながら行われるので、高速なレコード編集ができるようになっています。 

 
  右図のように、ｉバッファの上には注目点ｉがあり、ｗバッファの上には注目点ｗがあると考

えます。レコード編集とは、１項目ずつコード変換などを行い、指定に応じて注目点を更新して

いく作業なのです。 
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            注目点ｉ 
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                                          １項目ずつ変換し、注目点を更新していく 

 
                                                               CR LF 
 
            注目点ｗ 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換は、レコード編集の最初の作業として、注目点ｉと注目点

ｗを、それぞれｉバッファ、ｗバッファの先頭に位置づけます。そして、ｗバッファをスペース

でクリアします。 
  すべての項目の変換がおわると、ｗバッファの末尾（最終項目）に改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝

０Ｄ０ＡＨ）を付加します。そして、デリミタ形式への変換で圧縮の指定があれば、さらに不要

スペースの圧縮を行います。 
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           ３．32  IBM→Win ﾗﾝﾀﾞﾑﾌｧｲﾙ変換のしくみ 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換は、ＩＢＭ形式のデータファイル（おもにＣＯＢＯＬの

データ）をＷｉｎｄｏｗｓのランダムファイル（固定長ファイル）に変換します。おもにＷｉｎ

ｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬの順ファイルやＢＡＳＩＣのランダムファイルに変換するのに使います。

項目別変換ができます。作成されるＷｉｎｄｏｗｓファイルは固定長で、改行コードもデリミタ

もないファイルになります。ただし、改行コードの挿入はできます。 
  そのほかバイナリ変換もできます。アップロードデータを作成するのにも便利で、オンライン

ファイル転送と組み合わせて利用できます。 

 

■解説 

 
●ランダムファイル変換の考え方 
  まず、ＩＢＭファイルの１レコードを保持するｉバッファと、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１レ

コードを保持するｗバッファを考えます。ｉバッファ、ｗバッファは十分な大きさ（約３２Ｋバ

イト）があると考えてください。 
  下図のようなサイクルでファイル変換が行われます。 
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                                読み込み 
  ＩＢＭ                                                     ～ 
  ファイル                                  ｉバッファ 
                            レコード編集 

 
                                                             ～ 
                                            ｗバッファ              Ｗｉｎｄｏｗｓ 
                                書き込み                            ファイル 

 
 
●レコード編集の考え方 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、マップ設定オプションの指定を頭から順番に見ていき、それを中間

コードに翻訳して「マップバッファ」と呼ぶ領域に収めます。 
  １件ずつのレコード編集は、この中間コードを見ながら行われるので、高速なレコード編集が

できるようになっています。 
  右図のように、ｉバッファの上には注目点ｉがあり、ｗバッファの上には注目点ｗがあると考

えます。レコード編集とは、１項目ずつコード変換などを行い、指定に応じて注目点を更新して

いく作業なのです。 
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            注目点ｉ 
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                                          １項目ずつ変換し、注目点を更新していく 

 
 
 
            注目点ｗ 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換は、レコード編集の最初に注目点ｉと注目点ｗをそれぞ

れｉバッファ、ｗバッファの先頭に位置づけます。そして、ｗバッファをＮＵＬ（００Ｈ）でク

リアします。 
  すべての項目の変換がおわると、それ以上の加工はせずに、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルに出力し

ます。 

 
●レコード長の参照関係 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換は、レコード長の参照関係が少し複雑です。それを、下

図に示します。 

 
              ＩＢＭファイル 
              ファイルラベル 
                                            出力レコード長 
                                              オプション 
                          マップ設定 
                          オプション 
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            ３．33  Win→IBM ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ変換のしくみ 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換は、ソースプログラムのようなＷｉｎｄｏｗｓファイル

をＩＢＭファイルに変換します。Ｗｉｎｄｏｗｓファイルはテキストファイル（改行コードつき）

でなければなりません。改行コードでレコードのおわりを検出するので、可変長でかまいません。

ＩＢＭファイルは固定長になります。 

 

■解説 

 
●テキストファイル変換の考え方 
  まず、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１レコードを保持するｗバッファと、ＩＢＭファイルの１レ

コードを保持するｉバッファを考えます。ｗバッファ、ｉバッファは十分な大きさ（約３２Ｋバ

イト）があると考えてください。 
  下図のようなサイクルでファイル変換が行われます。 
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                                読み込み 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ                         CR LF                  ～ 
  ファイル                                      ｗバッファ 
                                レコード編集 

 
                                                                ～ 
                                                ｉバッファ              ＩＢＭ 
                                    書き込み                            ファイル 

 
 
●レコード編集 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１行（ＣＲ／ＬＦまで）がＩＢＭファイルの１レコードに対応し、

レコードごとに、 

 
      行末のＣＲ、ＬＦを取る 
      ＴＡＢをタブ位置の前までのスペースに変換する（オプション指定：タブ拡張） 
      コード変換する（オプション指定：ANK のみ／ANK・漢字 (KI／KO 付) 混在） 

      ＮＵＬを除去する（ＮＵＬサプレス） 
      レコード末尾にスペースを詰める（行末パディング） 

 
  の順で加工・編集されます。 
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  実際には、コード変換が最初に行われ、その後残りの作業が行われるので、ＡＮＫ変換表を修

正して制御文字や未定義文字などを取り除くことは可能です（それらがＮＵＬに変換されるよう

にします）。 

 
    Ｗｉｎｄｏｗｓ（可変長）              ホスト（固定長） 
    HELLO CR LF                           HELLO 
    はじめまして  みなさん CR LF          KI はじめまして  みなさん KO 
    私の名前は F*TRAN2007 CR LF           KI 私の名前は KO F*TRAN2007 
              ・                                        ・ 
              ・                                        ・ 
              ・                                        ・ 
    GOOD BYE CR LF                        GOOD BYE 
    1A  [EOF] 

 
 
  このように、Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換では基本的には可変長のテキストファイル

を扱いますが、単純な固定長テキストファイルの変換に使うこともできます（Ｗｉｎ→ＩＢＭデ

ータファイル変換を使うほうが適切ですが）。 
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第３章  変換の仕様                                                                   

            ３．34  Win→IBM ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ変換のしくみ 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換は、ＷｉｎｄｏｗｓのデータファイルをＩＢＭファイルに

変換します。Ｗｉｎｄｏｗｓファイルはプリント形式のファイルかデリミタ形式のファイルでな

ければいけません。ＡＮＫデータだけの単純な変換、項目別の変換などが行えます。なお、ＩＢ

Ｍファイルは必ず固定長・固定欄になります。 

 

■解説 

 
●データファイル変換の考え方 
  まず、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１レコードを保持するｗバッファと、ＩＢＭファイルの１レ

コードを保持するｉバッファを考えます。ｗバッファ、ｉバッファは十分な大きさ（約３２Ｋバ

イト）があると考えてください。 
  下図のようなサイクルでファイル変換が行われます。 
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                                読み込み 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ                                                ～ 
  ファイル                                      ｗバッファ 
                                レコード編集 

 
                                                                ～ 
                                                ｉバッファ              ＩＢＭ 
                                    書き込み                            ファイル 

 
 
  なお、空行（改行コード／改頁コードだけの行）は変換の対象にならず、自動的に読み飛ばさ

れます。 

 
●レコード編集の考え方 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、マップ設定オプションの指定を頭から順番に見ていき、それを中間

コードに翻訳して「マップバッファ」と呼ぶ領域に収めます。１件ずつのレコード編集は、この

中間コードを見ながら行われるので、高速なレコード編集ができるようになっています。 

 
  まず、プリント形式からの変換を考えます。右図のように、ｗバッファの上には注目点ｗがあ

り、ｉバッファの上には注目点ｉがあると考えます。レコード編集とは、１項目ずつコード変換

などを行い、指定に応じて注目点を更新していく作業なのです。 
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            注目点ｗ 
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                                                               ～ 

 
                                          １項目ずつ変換し、注目点を更新していく 

 
                                                               ～ 

 
            注目点ｉ 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換は、レコード編集の最初の作業として、注目点ｗと注目点

ｉを、それぞれｗバッファ、ｉバッファの先頭に位置づけます。そして、ｉバッファをスペース

でクリアします。すべての項目の変換がおわると、ｉバッファの内容をＩＢＭファイルに書き込

みます。 

 
  デリミタ形式からの変換の場合は、ｗバッファとｉバッファの間に「項目バッファ」があると

考えるとわかりやすくなります。 

 
                                                               ～ 

 
                                          １項目ずつ取り出す 
           （注目点ｗ  ） 
                                                                ～  項目バッファ 

 
                                          １項目ずつ変換し、注目点を更新していく 

 
                                                               ～ 

 
            注目点ｉ 

 
  各項目の変換のたびに項目を項目バッファに取り込み、うしろはスペースでクリアします。そ

して、それに対して変換をかけます。注目点ｗは、あまり重要な働きはしません。一方、注目点

ｉのほうは、１項目ずつ変換するたびに更新していきます。 
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           ３．35  Win→IBM ﾗﾝﾀﾞﾑﾌｧｲﾙ変換のしくみ 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換は、Ｗｉｎｄｏｗｓのランダムファイル（固定長ファイ

ル）をＩＢＭファイルに変換します。固定長レコードの単純な変換、固定長・固定欄形式のファ

イルの項目別変換などが行えます。バイナリ変換もできます。 
  固定長・固定欄なら、改行コードのついているテキストファイルも扱えますが、その場合には

Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換のプリント形式からの変換機能を使ったほうがずっと簡単

です。 

 

■解説 

 
●ランダムファイル変換の考え方 
  まず、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１レコードを保持するｗバッファと、ＩＢＭファイルの１レ

コードを保持するｉバッファを考えます。ｗバッファ、ｉバッファは十分な大きさ（約３２Ｋバ

イト）があると考えてください。 
  下図のようなサイクルでファイル変換が行われます。 
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                                読み込み 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ                                                ～ 
  ファイル                                      ｗバッファ 
                                レコード編集 

 
 
                                                ｉバッファ              ＩＢＭ 
                                    書き込み                            ファイル 

 
 
●レコード編集の考え方 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、マップ設定オプションの指定を左から右へ見ていき、それを中間コ

ードに翻訳して「マップバッファ」と呼ぶ領域に収めます。 
  １件ずつのレコード編集は、この中間コードを見ながら行われるので、高速なレコード編集が

できるようになっています。 
  右図のように、ｗバッファの上には注目点ｗがあり、ｉバッファの上には注目点ｉがあると考

えます。レコード編集とは、１項目ずつコード変換などを行い、指定に応じて注目点を更新して

いく作業なのです。 
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            注目点ｗ 
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                                          １項目ずつ変換し、注目点を更新していく 

 
 
 
            注目点ｉ 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換は、レコード編集の最初の作業として、注目点ｗと注目

点ｉを、それぞれｗバッファ、ｉバッファの先頭に位置づけます。そして、ｉバッファをＮＵＬ

（００Ｈ）でクリアします。 
  すべての項目を変換すると、それ以上は加工しないでＩＢＭファイルに出力します。 

 
●レコード長の参照関係 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換は、レコード長の参照関係が少し複雑です。それを、以

下に示します。 

 
 
                                                ＦＤ設定 
                                                オプション 
                  入力レコード長 
                    オプション 

 
 
                                          マップ設定 
                                          オプション 
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第４章  操作の基礎                                                                   

             ４．１  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの指定 

 
●指定形式 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルはつぎの形式で指定します。 

 
    ［ｄ：］［パス名指定］［基本ファイル名［．拡張子］］ 

 
                                        ｄ：はドライブ名 

 
●ドライブ名（ｄ：） 
  ドライブ名（ｄ：）には、 

 
      Ａ：  ～  Ｚ：    実ドライブ名を指定します。 

 
  また、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７内でのみ通用するドライブ名として、 

 
      ＠：    カレントドライブのカレントディレクトリを表す 
      ？：    インストールディレクトリを表す 

 
  も指定できます。 

 
  ドライブ名は省略可能です。省略するとカレントドライブを指定したものとみなされます。 

 
●パス名指定（￥ディレクトリ名￥サブディレクトリ名￥・・・） 
  パス名指定（￥やディレクトリ名を使う指定）ができます。指定したディレクトリ配下のファ

イルを扱うことができます。 

 107



 108

第４章  操作の基礎                                                                   

 
●基本ファイル名と拡張子 
  入力側にＷｉｎｄｏｗｓファイルを指定する場合、基本ファイル名と拡張子にワイルドカード

文字（＊、？）が使用できます。 

 
  出力側にＷｉｎｄｏｗｓファイルを指定する場合、基本ファイル名にはふつうの基本ファイル

名以外に、＊も指定できます。＊は「入力側のファイル名を引き継げ」という意味です。ふつう、

入力側のＩＢＭファイル名を引き継ぐことになります。 
  ドライブ名だけ指定して、基本ファイル名と拡張子を省略すると、入力側のファイル名が引き

継がれ、拡張子なしになります。 
  ふつうは、 

 
      ｄ：＊．ｄａｔ    のように、拡張子も指定します。 

 
  こうすると、指定ドライブに 

 
      元のファイル名．拡張子    というファイルができます。 

 
  なお、できる限り適切な拡張子をつけるように心がけてください。 

 
●拡張子の省略値 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの指定ができるところでも、拡張子の省略値が、 

 
      ．ＣＣＴ    コード変換表ファイルの、省略時の拡張子 
      ．Ｐ        パラメータファイルの、省略時の拡張子 

 
  のように決まっているものもあります。 



第４章  操作の基礎                                                                   

                   ４．２  ＩＢＭファイルの指定 

 
●指定形式 
  ＩＢＭファイルはつぎの形式で指定します。 

 
            ＩＢＭファイル名 
    ｄ： 
            ディスク領域 

 
                                        ｄ：はドライブ名 

 
●Ｗｉｎｄｏｗｓファイル指定との違い 
  ＩＢＭファイルの指定方法はＷｉｎｄｏｗｓファイルの指定方法とよく似ていますが、 

 
      ドライブ名はＡ：～Ｐ：または０：～３：で指定し、省略できない 
            （０：～３：は１Ｍバイト系フロッピーディスクドライブの物理機番） 
      ＩＢＭファイル名は基本形式で８文字以内、拡張形式で１７文字以内 
            （ただし、ふつうは拡張形式でも８文字以内のファイル名にする） 
      ＩＢＭファイル名は英数字で構成し、先頭は英字。特殊文字は不可 
            （ただし、＠、＃、￥、＄の使用を許し、英数字扱いすることが多い） 
      拡張子はない 
      サブディレクトリの概念はない 

 
  などの点が違います。 

 
●ワイルトカード（＊）が使える 
  入力側にＩＢＭファイルを指定するときに、ワイルドカード文字（＊）が使用できます。 

 
  出力側にＩＢＭファイルを指定するとき、ＩＢＭファイル名を省略できます。その場合のＩＢ

Ｍファイル名の省略値は＊です。 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のときは＊を２個まで指定できます。１個目の＊はＷｉｎｄｏｗ

ｓファイルの基本ファイル名で置き替えられ、２個目の＊はＷｉｎｄｏｗｓファイルの拡張子で

置き替えられます。 

 
◆注意  ----  「？」は使えない 

  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの指定ではワイルドカードとして「？」が使えますが、ＩＢＭファイ

ルの指定では使えないのでご注意ください。 
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●ディスク領域名 
  ＩＢＭ形式のディスクはいくつかの領域に区分されています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では特別

な名前でそれぞれの領域をアクセスするのを許しています。本書ではそれをディスク領域と呼び、

アクセスするための名前をディスク領域名と呼びます。 
  ディスク領域名を使うと、対応するディスク領域はあたかもふつうのＩＢＭファイルであるか

のように扱われます。 

 
  ディスク領域 
    ディスク領域名      領    域    内    容      レコード長  ブロック長   形式 *1 
   ．ＩＮＤＥＸ       インデックスシリンダの表面    １２８      １２８     拡張 
                          エラーマップラベル                                 ＦＢ 
                          ボリュームラベル 
                          ファイルラベル 
   ．ＩＮＤＥＸ２ *1  インデックスシリンダの裏面    １２８      ２５６     拡張 
                          ファイルラベル                                     ＦＢ 
   ．ＤＡＴＡ         データシリンダ              セクタ長     セクタ長    拡張 
                          ファイルのデータ部                                 ＦＢ 
   *1）拡張：拡張形式、ＦＢ：固定長レコード・ブロック化・非スパン 
   *2）１Ｓのディスクには存在しない 
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                             ４．３  式の指定 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、オプションデータなどのパラメータを１０進数で指定できるとこ

ろで、ほとんどの場合、１０進数の代わりに値を「式」で指定することができます。計算を省い

たり、レコード長のようなその都度変わるデータに対しても同じ指定ですむようにしたり、相対

的な指定を可能にしたりするためです。 

 
●式とは 
  式といっても、複雑な数式のようなものを指定できるわけではありません。１０進数を、四則

演算子とカッコで組み合わせられるだけの単純なものです。一部のオプションではさらに特殊変

数を使うこともできます。 

 
●四則演算子 
  四則演算子はつぎの５つです。 

 
      ＋                              加算 
      －                              減算 
      ＊  または  ｘ（小文字のｘ）    乗算 
      ／／  または  ％                除算 
      ￥￥                            剰余（割算の余り） 

 
  演算子間の優先順位はありません。＊を＋－より先に計算したりしないということです。カッ

コを使って計算の順番を明示してください。カッコは何重にも入れ子にできます。 

 
●特殊変数 
  特殊変数にはつぎの６つがあります。 

 
      ＄            最大値を表す  （ふつうはレコード長を意味する） 
      ．(ﾋﾟﾘｵﾄﾞ)    現在値を表す  （ふつうはレコードの現在の桁位置を意味する） 

      ＊            残りを表す    （ふつうはレコードの残りの長さを意味する） 
      ~SysPhase     フェーズ      （ふつうはマルチレコードの指定時に使用する） 
      ~SysRecNum    レコード番号  （ふつうはマルチレコードの指定時に使用する） 

      ~SysReturn    リターン値    （ふつうはマルチレコードの指定時に使用する） 

      ~SysBreak     ブレーク値    （ふつうはマルチレコードの指定時に使用する） 

      ~SysQuit      クイット値    （ふつうはマルチレコードの指定時に使用する） 
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  式の例を示します。つぎに示すのはいずれも正しい式です。 

 
      ７                      ．                      ＄ 
      （１５）                ．－１５                ＄ｘ４ 
      ４＋（６＋８）          ．＋２                  ＄＋２ 
      ２５６＊２６            ＊                      ＄％３ 
      １０２４＊４            ＊－２                  ＄ｘ（（＄％８０）＋１） 
      ＊＊３                  ＊／／３                ＊￥￥３ 
      ~SysRecNum              ~SysRecNum\\3 

 
◆注意  ----  式に空白を入れてはならない 

  演算子やカッコなどの前後に空白を入れてはいけません。空白はパラメータ類の区切りを意味

するからです。 



第４章  操作の基礎                                                                   

                        ４．４  ピクチャの指定 

 
●ピクチャとは 
  ピクチャとは、ＣＯＢＯＬのゾーン／パック形式や、ＢＣＤ形式の数値項目を変換するとき、 

 
      符号の有無 
      数値の桁数 
      前ゼロの有無 
      小数部の有無と桁数 

 
  を指定するためのものです。これらは、データ自体には記録されていないので、外からこれら

の情報を与える必要があります。 

 
●ピクチャの指定形式 
  ピクチャはつぎの形式で指定します。 

 
  ［ｕ｜ｓ｜ｂ］［ｌｓ｜ｔｓ］［０］ｍ［．ｎ ］  （［  ］は省略可の意味） 
                                                小数部桁数（１０進数  ｎ＝１～１８） 
                                                ．ｎを省略すると整数（小数部なし） 
                                                整数部桁数（１０進数  ｍ＝１～１８） 
                                                ０をつけると、前ゼロをつけたままにする 
                                                ０を省略すると、前ゼロをつけない 
                                                ls  前置分離符号（ls:Leaded Signed)） 
                                                ts  後置分離符号（ts:Trailed Signed） 
                                                ｕ  符号なし（u:unsigned） 
                                                ｓ  符号つき（s:signed） 
                                                ｂ  符号なしＢＣＤ形式（b:BCD） 
                                                省略すると、ｕ指定（符号なし数値） 

 113



第４章  操作の基礎                                                                   

 
●ＣＯＢＯＬをまねた 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のピクチャは、ＣＯＢＯＬのピクチャ指定をまねた上で、大幅に簡略化

したものです。たとえば、 
                                              －１２．３ 

 
  という数字があって、５バイトのゾーン形式の項目に記録してあるとします。 
  ＣＯＢＯＬのピクチャなら 
                                              ＰＩＣ    Ｓ９（４）Ｖ９（１） 
  のように指定します。 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のピクチャではこれを、  ｓ４．１    と指定します。 

 
  ピクチャの指定例を示します。以下の図の左側がゾーン形式の項目、右側が文字形式数値、そ

して矢印の上がピクチャです。 

 
例１）符号なし整数 
                                     ｕ５ 
        ０  ０  １  ２  ３                        １２３ 

 
例２）符号つきの、負の整数 
                         -           ｓ５ 
        ０  ０  １  ２  ３  *                     －１２３ 
       *）数字の上の“-”は、負の符号を表す 

 
例３）符号つきの、正の整数 
                         +           ｓ５ 
        ０  ０  １  ２  ３  *                     １２３ 
       *）数字の上の“+”は、正の符号を表す 

 
例４）符号なし整数、前ゼロをつけたままにする 
                                    ｕ０５ 
        ０  ０  １  ２  ３                        ００１２３ 

 
例５）符号つき整数、前ゼロをつけたままにする 
                         -          ｓ０５ 
        ０  ０  １  ２  ３                        －００１２３ 
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例６）小数部（小数点）がある／その１ 
                                   ｕ３．２ 
        ０  ０  １  ２  ３                        １．２３ 
                  Ｖ*      *）Ｖは仮想小数点の位置を表す 

 
例７）小数部（小数点）がある／その２ 
                                   ｕ２．３ 
        ０  ０  １  ２  ３                        ０．１２３ 
              Ｖ 

 
例８）符号も小数部（小数点）もあり、前ゼロもつけたままにする 
                         -         ｓ０４．１ 
        ０  ０  １  ２  ３                        －００１２．３ 

 
例９）分離符号(前置)つき整数、前ゼロをつけたままにする 
                         -          ｓｌｓ０４ 
        －  ０  １  ２  ３                        －０１２３ 

 
例 10）分離符号(後置)つき整数、前ゼロをつけたままにする 
                         -          ｓｔｓ０４ 
        ０  １  ２  ３  －                        －０１２３ 
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                     ４．５  ２進ピクチャの指定 

 
●２進ピクチャとは 
  ２進ピクチャとは、ＣＯＢＯＬ、Ｖｉｓｕａｌ  Ｂａｓｉｃ、Ｃ／Ｃ＋＋などの２進数値項目

を変換するとき、 

 
      バイト数 
      格納順 
      符号の有無 
      数値の桁数 
      前ゼロの有無 
      小数部の有無と桁数 

 
  を指定するためのものです。これらは、データ自体には記録されていないので、外からこれら

の情報を与える必要があります。 

 
●２進ピクチャの指定形式 
  ２進ピクチャはつぎのどちらかの形式で指定します。 

 
  形式１：ｉ＜ｗ＞［ｎ｜ｘ］［ｕ｜ｓ］  （［  ］は省略可の意味） 
                                     ｕ  符号なし（u:unsigned） 
                                     ｓ  符号つき（s:signed） 
                                     省略すると、ｕ指定（符号なし数値） 
                                     ｎ  正順の格納（ビッグエンディアン：汎用機系） 
                                     ｘ  逆順の格納（リトルエンディアン：Intel系） 
                                     ｎ、ｘともに省略すると、 
                                       ホスト側の場合、変換設定のホストエンディアン 
                                       Ｗｉｎｄｏｗｓ側の場合、逆順のエンディアン 
                                     ＜ｗ＞  バイト数、１～８ 
                                     ｉ  整数・小数であることを示す 

 
  形式２：ｉ＜ｗ＞［ｎ｜ｘ］［｛ｕ｜ｓ｝［０］＜ｍ＞［．＜ｎ＞］］ （［  ］は省略可の意味） 
            ２進キャスト      ピクチャ 

 
                                      ０  前ゼロ付加 
                                      ＜ｍ＞  整数部桁数、１～１８ 
                                      ＜ｎ＞  小数部桁数、１～１８、省略すると０ 
                                      ＜ｍ＞＋＜ｎ＞が１～１８になること 
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                                      ＜ｗ＞に応じて、＜ｍ＞＋＜ｎ＞の省略値が定まる 
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●各言語の型と２進ピクチャの対応 

 
  言語            型                                  ２進ピクチャ 
  ＣＯＢＯＬ      ＢＩＮＡＲＹ                        ｉ１ｎｕ～ｉ８ｎｕ 
      （例）      ＳつきＢＩＮＡＲＹ                  ｉ１ｎｓ～ｉ８ｎｓ 
                  ＣＯＭＰ                            ｉ１ｎｕ～ｉ８ｎｕ 
                  ＳつきＣＯＭＰ                      ｉ１ｎｓ～ｉ８ｎｓ 
                  ＣＯＭＰ－４                        ｉ１ｎｕ～ｉ８ｎｕ 
                  ＳつきＣＯＭＰ－４                  ｉ１ｎｓ～ｉ８ｎｓ 
                  ＣＯＭＰ－５                        ｉ１ｘｕ～ｉ８ｘｕ 
                  ＳつきＣＯＭＰ－５                  ｉ１ｘｓ～ｉ８ｘｓ 

 
  Ｖｉｓｕａｌ    Ｂｙｔｅ                            ｉ１ｕ 
    Ｂａｓｉｃ    Ｉｎｔｅｇｅｒ                      ｉ２ｓ 
                  Ｌｏｎｇ                            ｉ４ｓ 
                  Ｃｕｒｒｅｎｃｙ                    ｉ８ｓ１４．４ 

 
  Ｃ／Ｃ＋＋      ｓｉｇｎｅｄ  ｃｈａｒ              ｉ１ｓ 
                  ｕｎｓｉｇｎｅｄ  ｃｈａｒ          ｉ１ｕ 
                  ｓｉｇｎｅｄ  ｓｈｏｒｔ            ｉ２ｓ 
                  ｕｎｓｉｇｎｅｄ  ｓｈｏｒｔ        ｉ２ｕ 
                  ｓｉｇｎｅｄ  ｉｎｔ                ｉ４ｓ 
                  ｕｎｓｉｇｎｅｄ  ｉｎｔ            ｉ４ｕ 
                  ｓｉｇｎｅｄ  ｌｏｎｇ              ｉ４ｓ 
                  ｕｎｓｉｇｎｅｄ  ｌｏｎｇ          ｉ４ｕ 
                  ｓｉｇｎｅｄ  ＿＿ｉｎｔ６４        ｉ８ｓ 
                  ｕｎｓｉｇｎｅｄ  ＿＿ｉｎｔ６４    ｉ８ｕ 
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                      ４．６  日付データの指定 

 
●日付マスク 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で使用できる日付データの編集指定はつぎのとおりです。 

 
    日 付 マ ス ク      データ例       日付マスク    データ例 
                        1998/12/31                   1998/12 
  ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ  1998-12-31   ｙｙｙｙ－ｍｍ  1998-12 
                    *1  1998.12.31               *1  1998.12 
                        98/12/31                     98/12 
  ｙｙ－ｍｍ－ｄｄ      98-12-31     ｙｙ－ｍｍ      98-12 
                        98.12.31                     98.12 
                        H10/12/31                    H10/12 
  ｎｙｙ－ｍｍ－ｄｄ    H10-12-31    ｎｙｙ－ｍｍ    H10-12 
                        H10.12.31                    H10.12 
  ｙｙｙｙｍｍｄｄ      19981231     ｙｙｙｙｍｍ    199812 
  ｙｙｍｍｄｄ          981231       ｙｙｍｍ        9812 
                        12/31/1998                   12/1998 
  ｍｍ－ｄｄ－ｙｙｙｙ  12-31-1998   ｍｍ－ｙｙｙｙ  12-1998 
                    *1  12.31.1998               *1  12.1998    ｎ＝年号 
                        12/31/98                     12/98      Ｍ（明治）1868-1911 
  ｍｍ－ｄｄ－ｙｙ      12-31-98     ｍｍ－ｙｙ      12-98      Ｔ（大正）1912-1925 
                        12.31.98                     12.98      Ｓ（昭和）1926-1988 
  ｍｍｄｄｙｙｙｙ      12311998     ｍｍｙｙｙｙ    121998     Ｈ（平成）1989- 
  ｍｍｄｄｙｙ          123198       ｍｍｙｙ        1298 
                        31/12/1998   ｙｙｙｙ    *1  1998       ｇ＝元号 
  ｄｄ－ｍｍ－ｙｙｙｙ  31-12-1998   ｙｙ            98         １（明治）1868-1911 
                    *1  31.12.1998   ｎｙｙ          H10        ２（大正）1912-1925 
                        31/12/98     ｇｙｙｍｍｄｄ  4101231    ３（昭和）1926-1988 
  ｄｄ－ｍｍ－ｙｙ      31-12-98     ｇｙｙｍｍ      41012      ４（平成）1989- 
                        31.12.98     ｇｙｙ          410 
  ｄｄｍｍｙｙｙｙ      31121998     ◆注意  ----  出力時、和暦の年号／元号の最終年 
  ｄｄｍｍｙｙ          311298                     は、次年号／元号の元年(01)になる 

 
  実際には、日付マスク分の長さが編集対象になります。たとえば“ｙｙｙｙｍｍｄｄ”と指定

すれば、８バイトのデータの編集を行います。 
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  入力側に“ｙｙ－ｍｍ－ｄｄ”のような日付区切りのある指定をした場合は、８バイトの内容

が“９８  １２，３１”であっても、“９８－１２－３１”と同等のデータとして扱います。つ

まり、数字（０～９）以外の文字を日付区切り記号とみなします。 
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●ウインドウ方式とシフト方式 
  日付データの年の２桁（ｙｙ）と４桁（ｙｙｙｙ）の変換を行う場合、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７

ではウインドウ方式とシフト方式の概念を採用しています。 

 
  ウインドウ方式とは、１９ｘｘ年（基準年）から１００年として扱う方式です。ウインドウ方

式で“３０”と指定すれば、実際のデータはつぎのようになります。 

 
          １９３０年                          ２０００年               ２０３０年 
  データ  ３０                  ９９ ００                ２９ 

 
  シフト方式とは、西暦からｎｎ引いた値の下２桁のデータを扱う方式です。一般には、ｎｎ＝

２５（昭和通年方式）、ｎｎ＝８８（平成通年方式）、ｎｎ＝２８（暦一巡方式）などがあります。

シフト方式で“３０”と指定すれば、実際のデータはつぎのようになります。 

 
          １９３０年                          ２０００年             ２０３０年 
  データ  ００                           ６９ ７０              ９９ 

 
  入力側に *1 の日付マスク指定（日付区切りがある４桁の年指定）をし、実際の日付データの

年が２桁以下であった場合は、無条件にウインドウ方式による拡張を行います。 

 
●日付区切り記号 
  日付データを出力する際に指定できる日付区切り記号はつぎのとおりです。 

 
      日付区切り記号        デ  ー  タ  例    
      ／（スラッシュ）    １９９８／１２／３１ 
      －（ハイフン）      １９９８－１２－３１ 
      ．（ピリオド）       １９９８．１２．３１ 

 
●マップ設定オプション指定 
  日付データを変換する手順はつぎのとおりです。 

 
  ①年設定（日付データ２桁の年の扱い、ウインドウ方式またはシフト方式の指定） 
  ②日付区切り設定（日付データ出力時の日付区切り記号の指定） 
  ③日付項目変換（日付データ変換時の日付マスク指定） 

 
  ①、②を省略すると、年設定はウインドウ方式で１９３０年より（入力、出力とも）、“／”で

日付区切りとなります。 
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        ４．７  セクタアドレス ～ＣＣＨＲＲ形式～ 

 
●セクタアドレスとは 
  ＩＢＭ形式のディスク・ファイルを理解し、操作するには、セクタアドレスというものを理解

しないといけません。Ｗｉｎｄｏｗｓの世界では、セクタのアドレスなどどうでもよいことなの

ですが、ＩＢＭ形式の世界では、いろいろな理由で物理的なセクタの位置を示す「セクタアドレ

ス」を頻繁に見たり、使ったりします。 

 
●ＣＣＨＲＲ形式とは 
  セクタアドレスは、シリンダ番号、面番号、セクタ番号を組み合わせて「ＣＣＨＲＲ形式」と

呼ぶ形式で表現します。ＣＣＨＲＲ形式は、一見すると、ただの５桁の大きな１０進数に見えま

すが、たとえば 

 
      ７４１２６ 

 
  というセクタアドレスは、 

 
      ７４－１－２６ 

 
  と区切って読み、 

 
      シリンダ        ７４ 
      面（ヘッド）      １ 
      セクタ          ２６ 

 
  という物理セクタの位置を表します。 

 
       Ｃ  Ｃ  Ｈ  Ｒ  Ｒ 

 
                            セクタ番号    ０１～２６ 
                            面番号          ０～  １ 
                            シリンダ番号  ００～７６ 
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  例をあげます。 

 
      ＣＣＨＲＲ    内  容                                      
      ００００１    インデックスシリンダの先頭セクタ（ＩＰＬ部） 
      ００００５    エラーマップラベル 
      ００００７    ボリュームラベル 
      ００００８    先頭のファイルラベル 
      ０００２６    表面の最終ファイルラベル 
      ００１０１    裏面の先頭ファイルラベル（１枚／２枚） 
      ００１２６    裏面の最終ファイルラベル（１枚／２枚） 
      ０１００１    データ部の先頭セクタ 
      ７４１２６    データ部の最終セクタ（２ＨＤ－２５６） 
      ７３０２６    データ部の最終セクタ（１Ｓ－１２８） 
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              ４．８  マルチボリューム処理の実際 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、マルチファイル処理機能とマルチボリューム処理機能を同時に実現

し、うまく融和させています。 

 
  マルチファイルとは、本来は単に１枚のＩＢＭディスクにＩＢＭファイルをいくつも入れられ

ることを指すのですが、本書ではいくつものＩＢＭファイルをワイルドカード文字（＊）を使っ

てまとめて扱えることを指すことにします。 
  また、シングルファイルとは、本来は単に１枚のディスクにＩＢＭファイルを１つしか入れら

れないことを指すのですが、本書では一度にＩＢＭファイルを１つだけ扱うことを指すことにし

ます。 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はマルチファイル／マルチボリューム対応のため、極めて強力なのです

が、その強力さゆえにややわかりにくいところがあります。そのため、個々のファイル変換では

マルチファイル／マルチボリューム処理機能については簡単な注意書きにとどめて、この節でま

とめて詳しく説明することにしました。操作は、やってみればごく簡単です。 

 
  マルチボリューム処理には、 

 
      ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向の連結 
      Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の分割、新規ファイルとして 
      Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の分割、既存ファイルへ 

 
  の３つのパターンがあります。そして、それぞれにシングルファイル処理の場合とマルチファ

イル処理の場合があります。どの場合でも、基本的な操作は似たようなものです。 

 
  なお、マルチボリューム処理機能が有効になるのは、ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換、Ｗｉｎ→

ＩＢＭファイル変換でマルチボリューム指定をＯＮにしたときだけです。マルチボリューム指定

をＯＦＦにすれば、意図的にマルチボリューム処理機能を殺してシングルボリューム扱いをさせ

ることができます。 
  デフォルトはマルチボリューム指定がＯＮですから、ふつうは自動的にマルチボリューム処理

機能が働くと考えておけばよいでしょう。 
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■基本操作 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換と、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換では、マルチボリューム処理に

入ると、以下のメッセージウィンドウが出ます。 

 
 ＜ＩＢＭ→Ｗｉｎの場合＞ 

 
    順序番号 nn のファイルが格納されているＩＢＭディスクに差し替えてください． 

 
 ＜Ｗｉｎ→ＩＢＭの場合＞ 

 
    順序番号 nn のファイルを格納するＩＢＭディスクに差し替えてください． 

 
                                                           nn：ボリューム順序番号 

 
  というメッセージウインドウが出ます。このメッセージウインドウに従ってつぎのＩＢＭディ

スクに差し替え、ＯＫボタンをクリックすれば変換処理を続行します。このメッセージウインド

ウが出なくなるまで差し替えをつづければよいのです。基本的にはこれだけのことです。多少の

操作ミスは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がカバーします。 

 
  場合によっては、 

 
    次のＩＢＭディスクに差し替えてください． 

 
  というメッセージが出ることもあります。これも差し替えメッセージの１つですが、 

 
      Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向、新規ファイル作成時 
      ＩＢＭファイルを作成しようとしたら、空きラベルがなかった 
      または、空き領域がなかった 

 
  という条件のときに出ます。これは、正確にはマルチボリューム処理ではなく、マルチファイ

ル処理機能の拡張です。しかし、操作自体は先に述べたマルチボリューム処理のときと同じです

から、メッセージに従ってＩＢＭディスクを差し替えて、ＯＫボタンをクリックしてください。

変換処理を続行します。 
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■ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向の連結 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換でのマルチボリューム処理機能を説明します。 

 
●準備 
  マルチボリュームになっているＩＢＭディスクを先頭から最後まで、すべて欠落なく用意して

おいてください。 
  出力先のＷｉｎｄｏｗｓディスクの残り容量を調べ、入りきることを確認しておいたほうがよ

いでしょう。パンクすると、処理中断になります。なお、同名Ｗｉｎｄｏｗｓファイルは自動的

に置き替えられるので、残り容量に加えて計算してかまいません（変換の順番にもよります）。 

 
●シングルファイル／マルチボリュームのとき 
  先頭のＩＢＭディスク、つまり、ボリューム順序番号が０１のＩＢＭファイルがあるＩＢＭデ

ィスクから変換をはじめてください。操作は「■基本操作」で説明したとおりです。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はボリューム順序番号の制御もしていますから、間違った順番で変換し

てしまうことはありません。 

 
 
       ＩＢＭ 
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      Ｎｏ．１                           ・差し替えメッセージが出るので、 
                      Ａ01／C                差し替えてＯＫボタンをクリック 

 
 
                                ・                    Ｗｉｎｄｏｗｓ 
      Ｎｏ．２ 
                      Ａ02／C 
                                                        ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 

 
                                ・ 
      Ｎｏ．３ 
                      Ａ03／L 
                       空  き 
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●マルチファイル／マルチボリュームのとき 
  １枚目のＩＢＭディスクから変換をはじめてください。操作は「■基本操作」の説明にならい

ます。ただし、完全な連続処理はできません。ＩＢＭディスク１枚ごとに変換をし、例外として

最後のＩＢＭファイルだけはマルチボリュームの先頭（０１／Ｃ）ならマルチボリューム処理の

対象にします。それ以外の、「途中にマルチボリュームのＩＢＭファイルがある」「最後のＩＢＭ

ファイルだがマルチボリュームの先頭（０１／Ｃ）ではない」の場合はマルチボリューム処理は

できないので、処理対象からはずします。具体的には、 

 
    FILE01 → FILE01.DAT(nn m) を除外しました． 

 
                                                    nn：ボリューム順序番号 
                                                    ｍ：マルチボリュームフラグ 

 
  のような除外メッセージが出て、処理からはずしたことがわかるようになっています。 
  ２枚目、３枚目とつづけて処理するには、ＩＢＭディスクを差し替えて、再度、実行してくだ

さい。最後のＩＢＭファイルがマルチボリュームになっているかいないかで少し操作が違うので

注意してください。また、２つのＩＢＭディスクがマルチボリュームのＩＢＭファイルでつなが

っていないときは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７には正しいＩＢＭディスクの順序が認識できません。

そのときは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は利用者が正しい順序でＩＢＭディスクの差し替えをしてく

れたものとして、処理を進めます。この点にも注意してください。 
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       ＩＢＭ                        ・差し替えメッセージが出るので、 
      Ｎｏ．１                           差し替えてＯＫボタンをクリック 
                      Ａ               終了したら、再度、実行 
                      Ｂ 
                      Ｃ01／C                          Ｗｉｎｄｏｗｓ 
      Ｎｏ．２                  ・ 
                      Ｃ02／L          順序に注意！ 
                      Ｄ                                  ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 
                      Ｅ 
      Ｎｏ．３                  ・ 
                      Ｆ             ・差し替えメッセージは出ないで、終了する 
                      Ｇ               差し替えて、再度、実行 
                       空  き 
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■Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の分割、新規ファイルとして 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換で、「新規」指定して、ＩＢＭファイルを新規作成しながら変換

する場合のマルチボリューム処理機能を説明します。 

 
●準備 
  「新規」指定で新規ＩＢＭファイルとして変換するときは、まず空のＩＢＭディスクを用意し

ます。すべて同じディスク種別でそろえてください。やっかいですが、データの量から判断して、

必要と思われる枚数の２倍ぐらいは用意しておきます。とくに、ソースプログラムの変換の場合

はＩＢＭファイルが思いがけないほど大きくなるので注意してください。また、ＩＢＭファイル

はスペース効率が悪いことにも注意してください。 

 
  あらかじめＩＢＭファイラの削除機能を使って、用意した全部のＩＢＭディスクの全ＩＢＭフ

ァイルを削除しておきます。「新品のディスクだから空のＩＢＭディスクだ」と思ってはいけま

せん。ＤＡＴＡという名前の全データ領域を割りつけてあるＩＢＭファイルがあることが多いの

です。これも削除しなければいけません。 

 
  ラベルには通し番号をつけておきます。変換がすんで、使わなかった分は再使用できるように、

番号を印刷したシールのようなものを貼っておくとよいでしょう。 

 
●シングルファイル／マルチボリュームのとき 
  「■基本操作」で説明したとおりの手順でマルチボリューム処理ができます。 
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                                                                   ＩＢＭ 
  「順序番号０２のＩＢＭファイルを…」                            Ｎｏ．１ 
      のメッセージが出るので、       ・         Ａ01／C 
    差し替えて、ＯＫボタンをクリック 

 
          Ｗｉｎｄｏｗｓ                  ・ 
                                                                  Ｎｏ．２ 
                                                Ａ02／C 
            ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 

 
                                          ・ 
  「順序番号０３のＩＢＭファイルを…」                            Ｎｏ．３ 
      のメッセージが出るので、       ・         Ａ03／L 
    差し替えて、ＯＫボタンをクリック 
                                                 空  き 

 
 
●マルチファイル／マルチボリュームのとき 
  これも操作は単純です。「■基本操作」の項で説明したとおりの手順でマルチボリューム処理

ができます。ときどき「次のＩＢＭディスクに……」の差し替えメッセージが出ます。 
  「順序番号 nn のＩＢＭファイルを……」のメッセージ中のボリューム順序番号（nn）は、い

ま変換中のＩＢＭファイルのものです。ＩＢＭディスクにつけた通し番号ではないので、注意し

てください。 

 
                                                                   ＩＢＭ 
  「順序番号０２のＩＢＭファイルを…」                            Ｎｏ．１ 
      のメッセージが出るので、      ・          Ａ 
    差し替えて、ＯＫボタンをクリック            Ｂ 
                                                Ｃ01／C 
      Ｗｉｎｄｏｗｓ                      ・                      Ｎｏ．２ 
                      順序に注意！              Ｃ02／L 
        ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ                               Ｄ 
                                                Ｅ 
                                          ・                      Ｎｏ．３ 
  「次のＩＢＭディスクに…」                    Ｆ 
      のメッセージが出るので、      ・          Ｇ 
    差し替えて、ＯＫボタンをクリック             空  き 
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■Ｗｉｎ→ＩＢＭ方向の分割、既存ファイルへ 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換で、「既存」指定をして、既存のマルチボリューム化されたＩＢ

Ｍファイルに出力（上書き）する場合のマルチボリューム処理機能を説明します。 

 
●準備 
  マルチボリュームになっているＩＢＭディスクを先頭から最後まで、すべて欠落なく用意して

おいてください。 

 
●シングルファイル／マルチボリュームのとき 
  操作は単純です。「■基本操作」で説明したとおりの手順でマルチボリューム処理ができます。

先頭のＩＢＭディスク、つまりボリューム順序番号が０１のＩＢＭファイルがあるＩＢＭディス

クから変換をはじめてください。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、ボリューム順序番号の制御をしてい

ますから、間違った順番で変換してしまうことはありません。 
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                                                                   ＩＢＭ 
  「順序番号０２のＩＢＭファイルを…」                            Ｎｏ．１ 
      のメッセージが出るので、       ・         Ａ01／C 
    差し替えて、ＯＫボタンをクリック 

 
          Ｗｉｎｄｏｗｓ                  ・ 
                                                                  Ｎｏ．２ 
                                                Ａ02／C 
            ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 

 
                                          ・    たとえば、ここまでデータが入る 
  「順序番号０３のＩＢＭファイルを…」                            Ｎｏ．３ 
      のメッセージが出るので、       ・         Ａ03／L 
    差し替えて、ＯＫボタンをクリック             空  き 
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●マルチファイル／マルチボリュームのとき 
  このケースは、うまく処理できないと思ってください。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がファイルを変

換する順番は、Ｗｉｎｄｏｗｓディスクから見つかった順（エントリ順）です。それは、コロコ

ロ変わるものなので、ＩＢＭディスクにいくら整然とＩＢＭファイルが入っていても役に立たな

いのです。 
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        ４．９  ＩＢＭディスクの初期化での注意事項 

 
  ＩＢＭディスクの初期化は、フロッピーディスクを初期化（イニシャライズ／フォーマット）

し、ＩＢＭ形式のディスクとして使えるようにする機能です。 
  これは取り扱い上、慎重に扱うべき機能です。ＩＢＭディスクの初期化を実行すると、元のデ

ータは完全に失われます。それを回復する方法はありません。使用にあたっては細心の注意が必

要です。運用上可能であれば新品ディスクを使い回すようにし、このＩＢＭディスクの初期化の

使用を避けるべきです。 

 

■解説 

 
●初期化とは  ――  物理フォーマットと論理フォーマット 
  ディスクの初期化は、つぎの２つのステップに分けることができます。 

 
      物理フォーマット    各トラック上のセクタを仕切り直すこと 
      論理フォーマット    インデックスシリンダに初期データ（ラベル）を書き込み、 
                          ＩＢＭディスクとして使えるようにすること 

 
  物理フォーマットを行うと、元のデータは完全に失われます。回復する方法はありません。 

 
●フォーマット済み新品ディスク利用のすすめ 
  「標準的なＩＢＭ形式のディスクが必要だ」という場合、新品ディスクの利用をお勧めします。

しかしながら、３．５インチ２ＨＤのディスクにおいても、ＩＢＭ形式でフォーマット済みのも

のは最近では希少になっています。ましてや、５インチのディスクについては店頭での入手はか

なわないでしょう。使いたいものが店頭にないときは、メーカーのサプライ品を利用するのも１

つの方法です。 

 
  標準的なＩＢＭ形式に初期化ずみのものと、それ以外のものの見分け方を説明します。標準的

なＩＢＭ形式に初期化ずみのものは、ケースやラベルに 

 
      ５インチ２ＨＤ－２５６        なら    “ＭＤ／２ＨＤ  ２５６” 
      ３．５インチ２ＨＤ－２５６    なら    “ＭＦ／２ＨＤ  ２５６” 

  
 などと書いてあるので判別できます。下線を引いた数字のところがポイントです。この数字は、 

 
      データ部のセクタ長がｎｎｎの、一般のＩＢＭ形式に初期化ずみ 

 
  という意味です。 
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第５章  操  作                                                                       

 
 
 
 
 
 

                                      第５章  

 

         操 作 



                                                          ５.１  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７  起動と終了 

          ５．１  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ 起動と終了 

■Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の起動 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をウインドウ設定方式で使う場合の起動方法について説明します。 

 
●通常、スタートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ２００７をクリックします。 
  起動を行うと、つぎのメインウインドウが開きます。 
  ①          ② ③ ④ ⑤                                                         ⑧ 

  
     ⑥      ⑦                                                 

 
①タイトルバー -------- ファイルメニューで開いたファイル名が表示されます。 
②メニューバー -------- 目的のメニューを選択して、機能を実行します。 
③ツールバー ---------- ②の中で、よく使われる機能がボタン化されています。 
④タブコントロール ---- ４通りのメイン処理部の切り替えを行います。 
⑤メイン処理部 -------- ④の切り替えによって、メイン処理部の内容が変わります。 
⑥ステータスバー ------ 操作のガイダンスやメッセージが表示されます。 
⑦設定表示バー -------- おもにコード変換に関する現在の設定が表示されています。 
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                                                          ５.１  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７  起動と終了 

 
  “設定表示バー”は、メインウインドウおよび実行ウインドウ（変換実行時のウインドウ）の

下方にあり、コード変換に関する現在の設定等をいつでも確認できるようになっています。表に

でていない情報は、切り替えボタンをクリックして見ることができます。内容はつぎのとおりで

す。 
      ＡＮＫコード              ：  EBCDIC (ｶﾀｶﾅ) 

        （「変換設定」により設定されたホストのＡＮＫコード） 
      漢字変換方式              ：  JEF 

        （「変換設定」により設定された漢字変換方式） 
      ＷｉｎＣＯＢＯＬ          ：  富士通 
        （「変換設定」により設定されたＷｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのベンダ名） 
      ブロック配置モード        ：  一般モード 
        （「変換設定」により設定されたＩＢＭファイルのブロック配置モード） 
      環境                ：  ＜ユーザデータフォルダ＞\FTRAN-FD\EnvGroup\Env\ 

        （「環境設定」により設定された環境フォルダ名） 

      コード変換表ファイル      ：  F-TRAN.CCT (標準設定) 

        （「ホスト選択」により選択されたコード変換表ファイル名とコメント） 
      インストールディレクトリ  ：  C:\Program Files\FujitsuBSC\FTRAN2007 

        （Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のインストールディレクトリ） 
      ＩＢＭディスク形式        ：  一般 
        （「変換設定」により設定されたＩＢＭディスクの形式） 

 



                                                          ５.１  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７  起動と終了 

 

■Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の終了 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をウインドウ設定方式で使う場合の終了の方法について説明します。 

 
●通常、②メニューバーのファイル（Ｆ）→終了（Ｘ）を実行します。 
  または、⑧の ｘ をクリックしても終了します。 

 
●コード変換表の保存 
  コード変換表に何らかの修正がかかった状態で、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を終了しようとすると、

修正のかかったコード変換表を保存するか否かをたずねるメッセージウインドウが開きます。 

 

 

 
      はい（Ｙ）をクリックすると、修正のかかったコード変換表を保存します。 
      いいえ（Ｎ）をクリックすると、修正のかかったコード変換表を保存しません。 
      キャンセルをクリックすると、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の終了をキャンセルします。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

    ５．２  IBM→Win ﾌｧｲﾙ変換のﾌｧｲﾙ指定と共通ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 
  ここでは、ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換の共通事項を説明します。 
          ①          ② ④      ⑥              ③    ⑤  ⑨ ⑩ 

 
     ⑦ ⑧                                                 ⑪⑫ ⑬  ⑭ 
①ＩＢＭ→Ｗｉｎのタブをクリックし、メイン処理部をＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換にします。 
②変換元のＩＢＭファイル名を指定します。 
③変換元のＩＢＭファイル名を指定する参照ウインドウを開くボタンです。 
④変換先のＷｉｎｄｏｗｓファイル名を指定します。 
⑤変換先のＷｉｎｄｏｗｓファイル名を指定する参照ウインドウを開くボタンです。 
⑥変換方法を選択するラジオボタンです。 
⑦ホストファイルのオプション設定です。⑥の選択によって、オプションの内容が変わります。 
⑧Ｗｉｎファイルのオプション設定です。⑥の選択によって、オプションの内容が変わります。 
⑨マルチボリュームオプションの選択をするチェックボックスです。 
⑩マップ設定（レコードレイアウト設定）をするオプションボタンです。 
⑪変換後に、変換先のファイルの中身を表示ウインドウに出力するチェックボックスです。 
⑫変換実行時の問い合わせ・確認ウインドウ表示の選択をするチェックボックスです。 
⑬変換先ファイルが既に存在した場合の動作を指定するコントロールです。 
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⑭変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。



                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■ＩＢＭファイル指定 

 
    ｄ：ＩＢＭファイル名 

 
                                      ｄ：はドライブ名 

 
  入力側のＩＢＭファイルを指定します。 

 
  ドライブ名はＡ：～Ｐ：、または０：～３：で指定します。省略はできません。 

 
  ＩＢＭファイル名も省略できません。ＩＢＭファイル名にはワイルドカード文字（＊）を含め

ることができます。ワイルドカード文字の使い方は、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルのときとほとんど

同じです。ワイルドカード文字を使うと、指定ドライブのＩＢＭディスクから一致するファイル

をすべて検索し、変換の対象にします。 

 
  まとめると、１本のファイルだけを指定するなら、 

 
      Ａ：ＰＬＡＮＥＴ    のような指定になり、 

 
  全ファイルを指定するなら、 

 
      Ａ：＊    のような指定になります。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
●ＩＢＭファイル参照ウインドウ 

 
  ＩＢＭファイルの参照ボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 
                 ①        ②         ④                                    ③ 

 
   ④                    ⑤                                     ⑥          ⑦ 

 
①フロッピーディスクドライブを選択します。 
②「表示」ボタンをクリックすると、フロッピーディスクへアクセスし、 
  ④へＩＢＭ形式フロッピーディスクのファイル名等の情報が表示されます。 
③表示モードを選択します。 
  詳細 ---- １行に１ファイルの形式（ロング形式）で詳しい情報の表示 
  一覧 ---- ４ファイル／１行の横並びの形式（ショート形式）でファイル名だけの表示 
④ＩＢＭ形式フロッピーディスクのファイル名等の情報が表示されます。 
  実際に変換するファイル名をクリックし、変換するファイルを確定します。 
⑤④でファイル名をクリックすると、ここにファイル名が表示されます。 
  入力することもできます。 
⑥ファイル名が正しいことを確認し、ＯＫボタンをクリックします。 
⑦ＩＢＭファイルの参照をキャンセルします。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■Ｗｉｎｄｏｗｓファイル指定 

 
      ｄ： 
    ［ｄ：］［パス名指定］＊            ［．拡張子］ 
    ［ｄ：］［パス名指定］基本ファイル名［．拡張子］ 

 
                                       ｄ：はドライブ名 

 
  出力側のＷｉｎｄｏｗｓファイルを指定します。 

 
  ドライブ名はＡ：～Ｚ：、＠：、？：のどれかで指定します。ドライブ名を指定すると、その

ドライブにファイルを作ります。 
  ドライブ名は省略可能です。ドライブ名を省略すると、カレントドライブにファイルを作りま

す。 

 
  パス名指定（￥ディレクトリ名￥サブディレクトリ名￥・・・）ができます。指定したディレ

クトリ配下にファイルを作ります。パス名指定を省略すると、カレントディレクトリにファイル

を作ります。 

 
  基本ファイル名の部分には、ふつうの基本ファイル名、または＊（省略値）を指定します。＊

を指定するとＩＢＭファイル名がＷｉｎｄｏｗｓ側の基本ファイル名になります。複数ファイル

の一括変換を行うときは、必ず＊を指定してください。 

 
  拡張子を省略すると、拡張子なしのファイルになります。しかし、拡張子をつけたほうがファ

イルの管理が容易になるので、なるべく適当な拡張子を指定してください。 

 
  以上がＷｉｎｄｏｗｓファイルの指定方法です。まとめると、ファイル名を引き継ぐときは 

 
      Ｃ：＊．ＤＡＴ    のような指定になり、 

 
  ファイル名をつけ替えるときは 

 
      Ｃ：ＮＥＷＮＡＭＥ．ＤＡＴ    のような指定になります。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
●Ｗｉｎｄｏｗｓファイル参照ウインドウ 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの参照ボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

 
  変換先のファイルを直接指定する場合は、ファイル名を選択して、ファイル選択（Ｆ）ボタン

をクリックします。 

 
  変換先の場所（どこのフォルダに変換後のファイルを作成するか）を指定する場合は、フォル

ダ選択（Ｃ）ボタンをクリックします。ファイル名にフォルダまでのフルパスが入力され、確定

します。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■その他の指定 

 
●マルチボリューム指定 

 
  マルチボリューム処理機能を有効にするか、無効にするかを指定します。 
  マルチボリュームのチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、マルチボリューム処理機能を有効にする指定 
      ＯＦＦにすると、マルチボリューム処理機能を無効にする指定    となります。 

 
  マルチボリューム指定がＯＮであれば、マルチボリューム処理機能が有効になります。ＩＢＭ

ファイルに「マルチボリュームで、先頭 ="01 C"」と表示されていれば、そのＩＢＭファイル

の変換後、ＩＢＭディスクの差し替えメッセージを出してマルチボリューム処理に入ります。こ

ちらがデフォルトです。 
  ふつう、変換後のＷｉｎｄｏｗｓファイルの容量は１Ｍバイトを超えます。ハードディスクな

どの、大容量ディスクベースで運用する必要があります。 
  マルチボリューム指定がＯＦＦであれば、マルチボリューム処理機能は抑止されます。ＩＢＭ

ファイルに「マルチボリュームで、何番目 = "nn C / nn L"」と表示されていても無視し、別々

の単一ボリュームファイルとして扱います。この機能は、 

 
      ハードディスクなどの、大容量ディスクがないとき 
      運用上、１枚ずつフロッピーディスクにバラバラに落としたいとき 
      途中だけ抜き出して変換したいとき                                 

 
  などに有効です。 

 
 
●変換結果表示指定 

 
  変換後に、変換先のＷｉｎｄｏｗｓファイルの中身を表示ウインドウに出力するかどうかを指

定します。出力する場合は、変換結果表示のチェックボックスをＯＮにします。 
  出力の形式は、変換方法によって異なりますので、それぞれの変換方法の節を参照してくださ

い。 



                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
●問合わせ・確認指定 

 
  １ファイルごとに処理を問い合わせるか否かを指定します。 
  問合わせ・確認のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、変換するか否かを問い合わせる指定 
      ＯＦＦにすると、ファイル名の確認なしで自動変換する指定    となります。 

 
  問合わせ・確認指定がＯＮであれば、ファイル名を確認しながら変換できます。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、１ファイルごとに変換を実行するか問い合わせてきます。 
  つぎのどれかで応答してください。この機能は、比較的小さいファイルが多数あって、そのう

ちいくつかを選んで変換したいときなどに、便利です。 

 
    １ファイルの変換 

 
 
      はい（Ｙ）          表示中のファイルを変換する 
      いいえ（Ｎ）        表示中のファイルは変換しない 

 
    ２ファイル以上の変換 

 

 
      はい（Ｙ）          表示中のファイルを変換する 
      すべて変換（Ａ）    全ファイル変換に切り替え、以降のファイルをすべて変換する 
      いいえ（Ｎ）        表示中のファイルは変換しない 
      キャンセル          これ以降の変換処理を中断する 

 
  問合わせ・確認指定がＯＦＦであれば、ファイル名の確認なしで、自動的に指定のファイルを

すべて変換します。こちらがデフォルトです。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
●既存の出力ファイルの置き換え指定 

 
  変換先ファイルと同名のファイルが同一フォルダ上に存在した場合の動作を以下の３通りか

ら指定します。 

 
◇「置換える」指定時（省略値） 
出力先ファイルと同名のファイルが同一フォルダ上に存在した場合は、自動で置き換えます。 

 
◇「置換えない」指定時 
出力先ファイルと同名のファイルが同一フォルダ上に存在した場合は以下のメッセージをロ

グに出力し、プログラムは正常終了します。（異常終了ではありません） 

 
・ＩＢＭ→Ｗｉｎ変換時のメッセージ 

「Ｗｉｎｄｏｗｓファイルが既に存在する為、変換できません．」 

 
◇「問合わせる」指定時 
出力先ファイルと同名のファイルが同一フォルダ上に存在した場合は、以下の問い合わせダイ

アログを表示して、ユーザの指示を待ちます。 

 
【ＩＢＭ→Ｗｉｎ変換時の問い合わせ画面】 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■変換実行時のウインドウ 

 
  変換ボタンをクリックすると、ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換が始まり、つぎの実行ウインドウ

が開きます。 

 
       ① ② ③                                            ⑤       ④ 

 
①変換中のメッセージを表示するメッセージフィールドです。 
  変換が始まると、“変換開始．”というメッセージ表示につづいて、 
  “ＩＢＭファイル名 → Ｗｉｎｄｏｗｓファイル名  ～ファイル変換．” 
  が表示され、変換が正常終了すると、“変換終了．”と表示されます。 
②変換中の進行状況（進行度％出力）を表示するフィールドです。 
③変換中のエラーメッセージを表示するフィールドです。 
④変換中は「中止（Ｑ）」と表示されています。 
  変換中にこのボタンをクリックすると、変換を途中で中止します。 
  変換が終了したら、その変換結果を確認して、“閉じる”ボタンをクリックします。 
⑤おもにコード変換に関する現在の設定が表示されています。 
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                                  ５.２  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■注意事項 

 
  同名ファイルは置換する（デフォルト） 
  すでに同じ名前のＷｉｎｄｏｗｓファイルがある場合、デフォルトでは自動的に元のファイル

を削除し、新たに変換したファイルで置き替えます。この動作は画面上からの指定により変更可

能です。詳細は「●既存の出力ファイルの置き換え指定」の説明を参照してください。 

 
  差し替えメッセージが出たら 
  ＩＢＭディスクの差し替えをうながすウインドウが出たら、変換中のＩＢＭファイルはマルチ

ボリュームになっていて、つぎのＩＢＭディスクにつづくことを意味しています。メッセージに

従ってＩＢＭディスクを差し替えて、ＯＫボタンをクリックしてください。処理を続行します。

詳しくは「マルチボリューム」の頁を参照してください。 



                                                        ５.３  ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換 

        ５．３  ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換の操作方法について説明します。 

 
        ① ③       ②            ④               ⑤           ⑥     ⑦ 

 
①変換方法のテキストファイル（Ｘ）をクリックし、 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換を選択します。 
②ＡＮＫ変換かＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換かを指定するオプションです。 
③タブ圧縮の有無を指定するオプションのチェックボックスです。 
④③でタブ圧縮のチェックをＯＮにしたとき、タブ間隔を指定できます。 
⑤Ｗｉｎファイルの詳細オプションボタンです。ＥＯＦ付加の選択ができます。 
⑥変換後に、変換先のファイルの中身を表示ウインドウに出力するチェックボックスです。 
⑦変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換の共通指定項目は、「ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換」の節ですで

に詳しく説明しました。そちらを参照してください。 
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■オプションの指定 

 
●コード設定オプション 

 
  コード変換の方法（ＡＮＫ変換かＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換か）を指定します。 

 
  Ａｎｋ指定 
  Ａｎｋ指定すると、すべてＡＮＫデータとして変換します。これがデフォルトです。以下に示

す、 

 
      ＩＢＭ側                            Ｗｉｎｄｏｗｓ側    
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）      →    ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字） 

 
  の３とおりの変換が可能です。あらかじめ、変換設定のＡＮＫコード設定でＩＢＭファイル側

のコード系を設定しておかなければいけません（ふつう、セットアップ時に１回だけ行います）。

漢字がまじっているときは、つぎのＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在指定を使ってください。 

 
  Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在指定 
  ＡＮＫ・漢字混在で、ＫＩ／ＫＯもついているとき、この指定をします。あらかじめ、変換設

定の漢字変換方式設定で適切な漢字変換方式の割り当てをする必要があります（ふつう、セット

アップ時に１回だけ行います）。 
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●タブ圧縮のオプション 

 
  タブ圧縮の有無と、タブ圧縮するときのタブ間隔を指定します。タブ圧縮とは、タブ位置の直

前までつづく２個以上の連続スペースを、ＴＡＢ（０９Ｈ）に置き替えることです。 
  タブ圧縮のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、タブ圧縮する指定 
      ＯＦＦにすると、タブ圧縮しない指定    となります。 

 
  タブ圧縮指定がＯＮであれば、タブ圧縮します。タブ間隔は、２～２５５の範囲で指定し、そ

れがレコードのおわりまで繰り返し適用されます。タブ間隔のデフォルトは標準のタブ間隔（８

桁きざみ）になります。 
  タブ圧縮は、ソースプログラムなど空白部分が多いファイルの、変換後のファイル容量を減ら

すのに効果的です。 
  なお、文字列定数中のスペースまでＴＡＢに変換してしまうことを避けるため、アポストロフ

ィ（’）か引用符（”）が見つかると、その行についてはそこでタブ圧縮を打ち切ります。 
  タブ圧縮指定がＯＦＦであれば、タブ圧縮はしません。これがデフォルトです。 

 
 
●ＥＯＦ付加指定 

 
  ＥＯＦコード（１ＡＨ）の扱いを指定します。 
  ＥＯＦ付加のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、ＥＯＦコードをつける指定 
      ＯＦＦにすると、ＥＯＦコードをつけない指定    となります。 

 
  ＥＯＦ付加指定がＯＮであれば、ＷｉｎｄｏｗｓファイルのおわりにＥＯＦコードをつけます。

現在では少なくなりましたが、テキストファイルのおわりにＥＯＦコードがついていないとエラ

ーにするソフトがあります。その場合にも対処するための機能です。 
  ＥＯＦ付加指定がＯＦＦであれば、ＥＯＦコードはつけません。これがふつうだと思ってくだ

さい。こちらがデフォルトです。 

 

■ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換の実行 

  変換ボタンをクリックすると、ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換が始まります。 
  行末の空白類の削除（行末圧縮）と改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）の付加は無条件に

行われます。 
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●ファイル内容表示ウインドウ 

 
  変換結果表示（Ｖ）のチェックボックスをＯＮにし、ＩＢＭ→Ｗｉｎテキストファイル変換を

実行すると、実行ウインドウを閉じた後につぎのファイル内容表示ウインドウが開き、変換先の

ファイルの中身を確認することができます。 

 
          ①                                                                   ⑥ 

 

   ②         ③                              ④           ⑤               ⑦ 

 
①変換先のファイル名が表示されます。 
②変換先のファイルの中身が、③で選択されている表示タイプで出力されます。 
  デフォルトは、改行コード単位のＨＥＸ＋文字表示（Ｗｉｎテキスト＆データ）です。 
③②の表示タイプをＨＥＸ＋文字表示、文字表示のどちらかに切り替えることができます。 
④フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、②の出力文字フォントを切り替えることができます。 
⑤ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、②の内容をファイルに保存できます。 
⑥桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える：デフォルト）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えることができます。 
⑦ＯＫボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。 
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■注意事項 

 
  漢字があるときはコード設定オプションをＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在にすることを忘

れずに 
  漢字が入っているときは、あらかじめ 

 
      変換設定の漢字変換方式設定で、適当な漢字変換方式を割り当てておく 

 
  のを忘れないでください。また、変換のとき、 

 
      コード設定オプションをＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在にするのを忘れがち 

 
  なので注意してください。 

 
  その他の注意事項 
  「ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換」の節を参照してください。 



                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

         ５．４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換の操作方法について説明します。 

 

  
                   ②    ①                       ③           ⑤    ⑥   ④ 

 
①変換方法のデータファイル（Ｄ）をクリックし、 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換を選択します。 
②出力ファイル形式を指定するオプションです。 
③Ｗｉｎファイルの詳細オプションボタンです。ＥＯＦ付加の選択ができます。 
④マップ設定（レコードレイアウト設定）をするオプションボタンです。 
⑤変換後に、変換先のファイルの中身を表示ウインドウに出力するチェックボックスです。 
⑥変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換の共通指定項目は、「ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換」の節ですで

に詳しく説明しました。そちらを参照してください。 
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■オプションの指定 

 
●出力形式オプション 

 
  データとしてのテキストファイルにはいくつもの形式があるので、どの形式にするかを指定し

ます。つぎの、７種類の中から選択します。 

 
      プリント ------------------------ プリント形式に変換する 

      デリミタ（コンマ  ・  圧縮） ---- デリミタ形式（コンマ）に変換、圧縮あり 

      デリミタ（タブ    ・  圧縮） ---- デリミタ形式（タブ）に変換、圧縮あり 

      デリミタ（スペース・  圧縮） ---- デリミタ形式（スペース）に変換、圧縮あり 

      デリミタ（コンマ  ・非圧縮） ---- デリミタ形式（コンマ）に変換、圧縮なし 

      デリミタ（タブ    ・非圧縮） ---- デリミタ形式（タブ）に変換、圧縮なし 

      デリミタ（スペース・非圧縮） ---- デリミタ形式（スペース）に変換、圧縮なし 

 
  プリントを指定すると、デリミタ（区切り文字）なしで変換され、プリント形式（固定長のテ

キストファイル〔ＳＤＦ形式〕）になります。これがデフォルトです。 
  デリミタを指定すると、デリミタ形式（区切り文字つき）のテキストファイルに変換されます。

デリミタの種類によってさらに細かい形式が決まります。デリミタは、 

 
      コンマ区切り形式（ＣＳＶ形式、Ｋ３形式） 
      タブ区切り形式（ＴＡＢ＝０９Ｈ） 
      スペース区切り形式（ＳＰ＝２０Ｈ）          の３つのなかから指定できます。 

 
  通常は、コンマ区切り（ＣＳＶ）形式への変換が一般的です。さらに、 

 
      変換後に圧縮をかける（可変長になる。デフォルト） 
      変換後に圧縮しない（固定長のまま）                  を指定できます。 

 
  圧縮をかけると本来不要なスペース、つまり、 

 
      レコードの先頭・末尾のスペース 
      デリミタの前後のスペース 
      引用符の前のスペース              が削除されます。 

 
  圧縮をかける機能があるのは、つぎのような理由があるためです。 

 
      変換後のＷｉｎｄｏｗｓファイルの容量を、大幅に減らすことができる 
      一部の市販ソフトでは、不要なスペースがあるとうまくデータを読み込めない 



                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
  以下は詳細ボタン押下後に表示されるメニューについての解説です。 

 

 
 
●ＥＯＦ付加指定 

 
  ＥＯＦコード（１ＡＨ）の扱いを指定します。 
  ＥＯＦ付加のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、ＥＯＦコードをつける指定 
      ＯＦＦにすると、ＥＯＦコードをつけない指定    となります。 

 
  ＥＯＦ付加指定がＯＮであれば、ＷｉｎｄｏｗｓファイルのおわりにＥＯＦコードをつけます。

現在では少なくなりましたが、テキストファイルのおわりにＥＯＦコードがついていないとエラ

ーにするソフトがあります。その場合にも対処するための機能です。 
  ＥＯＦ付加指定がＯＦＦであれば、ＥＯＦコードはつけません。これがふつうだと思ってくだ

さい。こちらがデフォルトです。 
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●引用符くくり 

 

（１）引用符の種類 

  この設定は入力形式がデリミタ形式に指定されているときのみ有効です。引用符の種類のそれ

ぞれの意味を説明します。 
 

なし        引用符でくくらずに変換内容を出力します。 

 

単一引用符  単一引用符「’（半角）」をくくる。 

 

２重引用符  ２重引用符「”（半角）」をくくる指定。 

 

  「なし」の指定の場合は、Ｍａｐ文で引用符くくりの指定がしてあっても無視します。 

 

 

◆注意  ----  Ｍａｐ文の引用符記号は、常に二重引用符「”」 
  「引用符の種類」については「単一引用符」指定時も、Ｍａｐ文において引用符くくりに使う

記号は、２重引用符「”（半角）」ですので注意してください。 

 

◆注意  ----  引用符の種類の指定は一種類のみ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルに単一引用符（’）でくくられた項目と２重引用符（”）でくくられた 
項目が混在していても、どちらか片方の引用符しかはずすことができません。 
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（２）データとしての引用符の扱い 

 

削除    項目のデータとしての引用符は削除する指定。 

 

空白化  項目のデータとしての引用符は半角スペースに変換する指定。 

 

２連化  項目のデータとしての引用符は、２連化して出力する指定。 

 

  ２連化を指定した場合、変換後データの項目長が変換前と変わりますが、それについては「２

連化時の優先処理」で指定します。 

 

 

◆注意  ----  「データとしての引用符の扱い」のデータ内引用符は「引用符の種類」に依存 
  「データとしての引用符の扱い」ではデータ内容として引用符が存在した時の扱いを指定しま

すが、その「引用符」というのは「引用符の種類｣で指定したものに限ります。 
  変換処理で使用する引用符として、２重引用符を指定した場合は、単一引用符はが空白化など

の処理の対象になることはありません。 
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（３）２連化時の優先順位 

 

  引用符の２連化によって入力データ長に対する変換後データ長が膨れ上がった場合の処理を

指定します。 

 

出力幅優先  出力幅を優先して、データの後方部分を切り捨てる指定。 

 

データ優先  変換後の長さそのままを出力する指定。 

 

  「２連化時の優先順位」は「データとしての引用符の扱い」において「２連化」を指定してい

ない場合には有効になりません。 

 

 

◆注意  ----  「２連化時の優先順位」にてデータ優先をした時の出力幅について 
  「２連化時の優先順位」で「データ優先」を指定すると、Ｍａｐ文で出力幅指定を省略した時

だけでなく 
出力幅指定をしていたとしてもそれを無視して変換します。下は変換処理時の実際の出力幅です。 

 

 出力幅指定をした場合  … Ｍａｐ文指定の出力幅＋引用符の長さ 

 

 出力幅指定を省略した場合 … Ｍａｐ文指定の入力幅＋引用符の長さ 
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●マップ設定オプション 

 
  このマップ設定オプションで、項目別の細かい変換方法を指示します。本来なら、自動的に項

目を認識して変換ができると便利です。しかし、ホストの、とくにＣＯＢＯＬのデータには、デ

ータ自身に桁数や小数点位置の判断に必要な情報が含まれていない、という特性があります。そ

のため自動変換は原理的に不可能なのです。 

 
  マップ設定のボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

  マップ設定には、 

 
      簡易設定 ---- 設定ウインドウに従って、必要な値を入力するだけで設定ができます。 

                    通常は、こちらの機能だけで間に合う場合がほとんどです。 
      詳細設定 ---- フリーフォーマットで、マップ設定を記述するエディタモードです。 

                    簡易設定だけでは設定できない特殊な設定をする場合、あるいは、 
                    既存のパラメータファイル等を流用したい場合等に使用します。 
                    マップ設定の文の書き方を覚えなくては設定できません。 

 
  の２とおりの方法があります。 

 
◆注意  ----  簡易設定と詳細設定の組み合わせ 

  簡易設定で設定した値は、詳細設定で読み込むことができるテキスト形式に直されます。よっ

て、簡易設定をした後の項目に、詳細設定で特殊設定をつけ足すこともできます。 

 
◆注意  ----  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合の制約 

  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合は、原形が変わってしまう場合があります。これは、

詳細設定で設定した項目が簡易設定で読み込まれることにより、スリム化されてしまうからです。

ただし、原形が変わってしまっても、設定内容が変わるわけではありません。 
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                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
＜マップ設定（簡易）ウインドウ＞ 

 
 ⑯⑰           ⑪              ⑩  ⑱        ⑫                     ⑭   ⑬   ⑮ 

 

 

    ①  ②     ③      ④       ⑤    ⑥    ⑦  ⑧    ⑨ 
①Ｎｏ．は、１～２０００です。ここは非入力項目で、行選択の時にクリックします。 
②項目の桁位置等を入力します。通常、項目を組み替えるとき以外は入力しません。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
③項目のデータ形式を指定します。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
④項目の入力幅を入力します。省略すると、残りのバイト数を指定したことになります。 
  データ形式がゾーン／パック／２進指定の場合、ピクチャまたは２進ピクチャで指定します。 
  Ａｎｋ／漢字／Ａｎｋ・漢字／バイナリの場合、定数を指定することもできます。 
  表示へ／ゾーンへの場合、数値定数かシステム変数を入力します。 
⑤項目の出力幅を入力します。通常、出力幅＝入力幅の場合は省略します。 
⑥デリミタ形式に変換するときに、項目を引用符でくくる指定ができます。 
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⑦デリミタ形式に変換するときに、デリミタ挿入を無効にする指定ができます。 



                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
⑧改行コードを挿入する指定です。２種類（通常、強制）の指定があります。 
  改行コード挿入を指定すると、変換後の文字列の後に改行コードを挿入します。 
⑨コメントの入力ができます。 
⑩セルポインタの入力ガイダンスメッセージが出力されるフィールドです。 
  誤入力をした場合のエラーメッセージも出力されます。 

 
⑪は編集（Ｅ）、ツール（Ｔ）のメニューの機能がボタン化されています。 
      直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容が切り取られ、カットバッファに入ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容がカットバッファに入ります。 

 
      カットバッファに入った内容を、セルポインタがある行へ貼りつけます。 
      すでに、セルポインタ以降の行に設定項目がある場合は、挿入になります。 

 
      セルポインタがある行以降が１行ずつ下がります。通常は、行挿入をする場合に 
      使用します。 

 
      選択した項目の内容が削除されます。 

 
      変換プレビュー（変換前／変換後のデータ確認）ができます。 

 
      ＩＢＭディスクエディタが起動します。 
      ＩＢＭファイルの中身を見ること（編集も可能）ができます。 

 
⑫セルポインタが選択項目にある場合に、選択肢のボタンが表示されるエリアです。 
⑬変換プレビューの時にＩＢＭレコード長が表示されます。 
⑭設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑮キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 

 
⑯マルチレコードの設定ができるＡｔｌａｓモードに切り替えるボタンです。*1 
⑰COBOL のソースファイル（Ｃｏｐｙ句）を読み込むボタンです。*1 
⑱フェーズボタンをクリックすると、フェーズを設定するウインドウが開きます。*1 

 
  *1）詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 
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◆注意  ----  マップ未設定時のデータ変換動作 

  マップ未設定の場合は、すべてをＡＮＫデータとみなしてデータ変換を行います。 

 
◆注意  ----  デリミタ挿入について 

  マップ設定（簡易）で項目を設定し、デリミタ形式に変換する場合、自動的に変換後の項目の

後にデリミタ（区切り文字）が挿入されます（ただし、最終項目は除く）。挿入される区切り文

字は指定された出力形式により、コンマ、タブ、スペースの３つのうちのいずれかになります。

なお、プリント形式への変換のときは、デリミタ挿入は行われません。 
  また、デリミタに設定したが、ある項目にはデリミタを付加したくない場合などは、「デリミ

タ」欄を「無効」にします。また、簡易設定後に詳細設定を行い、修正することができます。 
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＜マップ設定（簡易）サブウインドウ＞ 
  ポジションの欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。入出力桁位置や

入出力スキップの設定を簡便に行うことができます。 

 

 

  データ形式の欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。データ形式から

デリミタ挿入までの設定を簡便に行うことができます。 
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＜マップ設定（簡易）・変換プレビュー機能＞ 
  変換プレビューボタンをクリックすると、マップ設定（簡易）のウインドウはつぎのような状

態になり、変換前／変換後のデータを確認することができます。 

 
 ↑変換前データ表示    変換後データ表示↓    ③   ③    ①   ④  ②       ② 
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①変換前／変換後のデータ表示の切り替えを行うボタンです。④の表示が変わります。 
②前レコード／次レコード表示のためのボタンです。 
③ここには、入力レコード／出力レコードのポジション（桁）が表示されます。 
④データ表示は、変換前が１６進、変換後が文字、未定義個所が１６進になります。 
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（１）ポジション（桁位置）の指定 

 
  変換対象にするＩＢＭ側（入力）の桁位置や、変換結果を書き込むＷｉｎｄｏｗｓ側（出力）

の桁位置を、別の任意の位置に移動できます。現在、処理対象にしている桁位置を、この機能で

強制的に変更できます。この機能を利用すると、項目の組み替えなどが簡単に実現できます。 

 
  入力桁位置は、ふつう１０進数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ．    ＩＢＭ側（入力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、 

 
      ＄－８      と指定すれば、    ＩＢＭ側（入力）レコード末尾の８バイト前に位置する 
      ．－４０    と指定すれば、    現在の入力桁位置から４０バイト戻る 

 
  という意味になります。 

 
  プリント形式への変換の場合、出力桁位置を移動することもできます。ふつう、 

 
      ：１０進数    で桁位置を指定します。 

 
  １０進数の代わりに式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ．      Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
◆注意  ----  デリミタ形式の場合、出力桁位置指定はない 

  デリミタ形式への変換の場合、入力桁位置の移動だけが有効です。出力桁位置の指定は行わな

いでください。 

 
◆注意  ----  先頭を０桁目とする 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、レコードの先頭を０桁目として数えます。 
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（２）ポジション（入力スキップ）の指定 

 
  ＩＢＭ側（入力）レコードに不要な項目があるとき、それをスキップして変換できます。 

 
  スキップする幅は、    ＾バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＾３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＾３    は    ＾＾＾    と指定したのと同じです。 

 
  スキップする幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
 
（３）ポジション（出力スキップ）の指定 

 
  入力スキップとは逆に、Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）に何桁か空きを作ることもできます。プリ

ント形式への変換のとき、空項目を作るのがおもな用途です。 

 
  スキップする幅は、    ＿バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＿３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＿３    は    ＿＿＿    と指定したのと同じです。 
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（４）データ形式 

 
［Ａｎｋ（１）］ 
  ＡＮＫ項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定のＡＮＫコードの設定で

決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりにＡＮＫ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定

数はコード変換されずに、そのまま挿入されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

Ｗｉｎｄｏｗｓ側のＡＮＫ項目のおわりにスペース（２０Ｈ）が詰められます。 

 
［漢字（２）］ 
  漢字項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換方式の設定で決

まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりに漢字形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定数

はコード変換されずに、そのまま挿入されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列は漢字形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
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  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を大きくしなければならない場合があります。拡張漢字のクエスチョン変換を使ってい

て、オーバーフローの危険があるときなどです（最大で入力幅の３倍）。そのときは、出力幅を

１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式

で設定されている漢字スペース（２０２０Ｈ／８１４０Ｈ）が詰められます。 

 
［Ａｎｋ・漢字（３）］ 
  ＡＮＫ・漢字まじり項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換

方式の設定で決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。漢字の前後にＫＩ／

ＫＯがついていないと、この変換方法は適用できません。変換後にＫＩ／ＫＯが取れて、その分、

左詰めされます。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりにＡＮＫ・漢字まじり形式の定数を指定することもできます。その場合、

指定した定数はコード変換されずにそのまま挿入されます。入力値としてつぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ・漢字まじり形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を変更したい場合があります。ＫＩ／ＫＯが取れて短くなることや、逆に、拡張漢字の

クエスチョン変換を使っていてオーバーフローの危険があるときなどです（最大で入力幅の３倍

－ＫＩ・ＫＯのバイト数の合計）。そのときは、出力幅を指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ・漢字まじり項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央

で切れることはありません）。逆に、項目長を伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のＡＮＫ・漢字まじ

り項目のおわりにスペース（２０Ｈ）が詰められます。 
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［数値（４）］ 
  文字形式の数値項目どうしの変換をします。数値変換は、Ａｎｋ項目変換と後述のゾーン・表

示変換の中間的なものです。Ａｎｋ項目変換と比較すると、 

 
      文字形式数値しか通さない 
      入力幅を省略すると１５桁（バイト）とみなす 
      右詰めになる                                  などの点が異なります。 

 
  「文字形式数値しか通さない」というのは、具体的には、 

 
      ＋、－、０～９、ピリオド（．）、Ｅ、ｅ、Ｄ、ｄ 

 
  しか変換しないで、これら以外の文字は捨ててしまうということです。たとえば、通貨記号

（￥／＄）や位取りのコンマ（，）などは削除されるので、リストファイルから入力データファ

イルを作るときなどに役立ちます。 

 
［ゾーン・表示（５）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、文字形式数値項目に変換します。変換結果は右

詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきなら１、符号なしなら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。たとえば、ピクチャ＝ｓ４．１、

出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 
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［パック・表示（６）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、文字形式数値項目に変換

します。変換結果は右詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字が３バイトのＢＣＤ形式の項目

に記録されているとすれば、ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。なお、ピクチャは省略でき

ません。 
  パック形式では、整数部桁数＋小数部桁数を奇数にしておくのが通例です。 
  ＢＣＤ形式では、整数部桁数＋小数部桁数を偶数にしておくのが通例です。 
  整数部の最上位桁に意味があるのかないのかは、半々の割合です。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきパック形式なら１、符号なしパック形式・ＢＣＤ形式なら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。たとえば、パック形式でピクチャ

＝ｓ４．１、出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。ＢＣ

Ｄ形式でピクチャ＝ｂ５．１、出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味

になります。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 
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［バイナリ（７）］ 
  バイナリ変換（無変換）は、「コード変換を一切しない」という変換方法です。通常、ＩＢＭ

→Ｗｉｎデータファイル変換では使用しません。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりにバイナリ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した

定数はコード変換されずに、そのまま挿入されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      １６進列定数、汎用定数（ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ） 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなされます。入力に定数を

指定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、バイナリ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばす

と、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のバイナリ項目のおわりにスペース（２０Ｈ）が詰められます。 

 
［ユーザーＡ（８）］，［ユーザーＢ（９）］ 
  ユーザーＡ／Ｂ変換は、利用者独自のバイト単位の変換処理が必要なときに、ＡＮＫ変換表ユ

ーザー用Ａ、ユーザー用Ｂを書き替えて利用します。ユーザーＡ／Ｂ変換には、Ａｎｋ項目変換

の説明がほとんどそのまま当てはまります。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ユーザーＡ／Ｂ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を

伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のユーザーＡ／Ｂ項目のおわりにスペース（２０Ｈ）が詰められま

す。 



 170

                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
［ゾーン・ゾーン（Ａ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値

項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［パック・ゾーン（Ｄ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢ

ＯＬのゾーン形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字が３バイトのＢＣＤ形式の

項目に記録されているとすれば、入力ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 
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［年設定（Ｅ）］ 
  日付データ項目を変換する際の、年の２桁（ｙｙ）と４桁（ｙｙｙｙ）の変換方式を設定しま

す。Ｗｎｎ、または、Ｓｎｎの形式で設定します。Ｗｎｎの“Ｗ”はウインドウ方式を、Ｓｎｎ

の“Ｓ”はシフト方式を意味し、“ｎｎ”は００～９９の数字で指定します。 

 
  入力側に  Ｗ３０  と指定すれば、入力データの年を１９３０～２０２９年とみなし、 
  出力側に  Ｓ２５  と指定すれば、出力データの年下２桁を、－２５します。 

 
  また、シフト方式（“Ｓｎｎ”指定）では、つぎの特殊指定ができます。 

 
      ＳＳｈｏｗａ      は、“Ｓ２５”の指定と同じ（昭和通年方式） 
      ＳＨｅｉｓｅｉ    は、“Ｓ８８”の指定と同じ（平成通年方式） 

 
  年設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の年設定がなされている場合は、日

付項目変換の直前の年設定が有効になります。 
  年設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、入力／出力ともに  Ｗ３０  となり、入出

力データの年を１９３０～２０２９年とみなします。 

 
［区切記号（Ｆ）］ 
  日付データ項目を出力する際の日付区切り記号を、つぎの３つの中から設定します。入力に、

ＳＬＡＳＨ、または、ＨＹＰＨＥＮ、または、ＰＥＲＩＯＤと入力します。 

 
      指定文字        日付区切り記号        デ  ー  タ  例    
      ＳＬＡＳＨ      ／（スラッシュ）    １９９８／１２／３１ 
      ＨＹＰＨＥＮ    －（ハイフン）      １９９８－１２－３１ 
      ＰＥＲＩＯＤ    ．（ピリオド）       １９９８．１２．３１ 

 
  日付区切り設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の日付区切り設定がなされ

ている場合は、日付項目変換の直前の日付区切り設定が有効になります。 
  日付区切り設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、  ＳＬＡＳＨ  となり、日付区切

り記号を“／”にします。 
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［日付（Ｇ）］ 
  日付データ項目を変換します。 

 
  入力と出力は、必ず日付マスクの形式で指定し、省略はできません。日付マスクの指定方法に

ついては、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 

 
      入力側に、    ｙｙｍｍｄｄ 
      出力側に、    ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ    のように指定すると、 

 
  コード変換後に、入力側６バイトの日付データ項目を、出力側１０バイトの日付データ項目に

編集します。その際に、年設定、日付区切り設定が適用になります。 

 
［表示・ゾーン（Ｉ）］ 
  ホストの文字形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変換しま

す。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、ふつうは明示的

に桁数を指定します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  例を示すと、  入力幅＝８、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になります。 
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［２進・表示（Ｌ）］ 
  ホストの２進形式整数・小数項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目に変換します。変換

結果は右詰めになります。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、ピクチャに従って表示されます。 
  出力幅、ピクチャともに省略すると、 

 
    入力のバイト数    １   ２   ３    ４    ５    ６    ７    ８  
       出 力 幅       ３   ５   ８   １０  １３  １５  １７  １８  

 
  の要領で２進キャストから自動的に計算された値が使われます。例を示すと、入力２進キャス

ト＝ｉ４ｓ、出力幅＝省略という指定は、出力幅＝１０という指定と同じです。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 

 
［２進・ゾーン（Ｏ）］ 
  ホストの２進形式整数・小数項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変

換します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を５バイトの項目に記録するとすれば、ピクチャは  ｓ４．１  と指

定します。 
  ２進キャストにつづくピクチャも出力ピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、２進キャスト／ピク

チャ＝ｉ４ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定と

同じです。 
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［表示へ（Ｓ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、文字形式数値項目に変換してから、出力側に

挿入します。変換結果は右詰めになります。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  入力値は省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「入力した値を正確に出力するために必要な、

最小限の幅」で出力されます。たとえば、入力値＝［－１２３．４］、出力幅＝省略という指定

は出力幅＝１（符号）＋３（整数部桁数）＋１（小数点）＋１（小数部桁数）＝６を指定したの

と同じ意味になります。 

  
［ゾーンへ（Ｔ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってＷｉｎｄｏｗｓ  ＣＯ

ＢＯＬのゾーン形式数値項目に変換してから、出力側に挿入します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定し、５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録

するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません。 
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［Ａｎｋ化（Ｗ）］ 
  ＩＢＭ側（入力）文字列を、ＡＮＫ（半角）に変換します。入力データがＡＮＫ文字列の時で

あっても、漢字（全角）文字列が入力されたもの見なして変換します。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、 
Ｗｉｎｄｏｗｓ側のＡＮＫ項目のおわりにスペースが詰められます。 

 
 
［漢字化（Ｘ）］ 
  ＩＢＭ側（入力）文字列を漢字（全角）に変換します。入力データが漢字（全角）文字列の時

であっても、ＡＮＫ文字列が入力されたもの見なして変換します。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると入力幅の２倍が指定されます。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
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（５）引用符くくりの指定 

 
  デリミタ形式からの変換の場合には、項目を引用符（“ ”や‘ ’）でくくることが出来ます。 
  Ｍａｐの中での引用符の指定にはつぎの３種類があります。 

 
      両くくり    一つの項目を単独でくくる 
      左くくり    複数の項目を一つにくくるときに、引用符の始まりを表す 
      右くくり    複数の項目を一つにくくるときに、引用符の終わりを表す 

 
  また引用符に使われる文字符号に着いて、２重引用符（“ ”）および単一引用符（‘ ’）を切り

替える場合は、「メインウィンドウ―Ｗｉｎオプション―詳細」画面にて設定してください。ま

た、「メインウィンドウ―Ｗｉｎオプション―出力指定」が「プリント形式」に指定されている

時は、その他の設定に関わらず、引用符によってくくられません。 

 



 177

                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
◆注意  ----  引用符の種類の指定は一回のコマンド処理全体に対して一回のみ 
  引用符はずしで使用する引用符の種類につき、Ｍａｐ文の中で処理に応じて切り替えて指定す

ることは出来ません。 
 

◆注意  ----  Ｍａｐ文の引用符記号は、常に二重引用符「”」 
  「メインウィンドウ―Ｗｉｎオプション―詳細」画面にて、「引用符の種類」を「単一引用符」

に指定した時も、Ｍａｐ文において引用符くくりに使う記号は、２重引用符「”（半角）」ですの

で注意してください。 

 

◆注意  ----  ＭＳ－Ｅｘｃｅｌに関する一般的注意 

 
ＭＳ－ＥｘｃｅｌにＣＳＶ形式のデータを取り込むには、 

 

(１) ＊.ＣＳＶをダブルクリックして開く方法 

(２) 外部データの取り込みを利用する方法 

 

という２つの方法があります。なるべく後者を利用するようにしてください。(１)の方法には、

大きな落とし穴があります。まず(１)の方法では、引用符でくくられた項目だからといって文字

列データだとは解釈されません。あくまで中身の形式・値で評価されます。たとえば”００７”

は、文字列００７でなく、数値７と解釈されます。 

 

次のようなデータも注意が必要です。 

 

  住所 1         住所 2 

  ,”東京都港区台場”,”1-1-1”, 

   ↓ 

  東京都港区台場     | 2001/1/1  

 

住所２として番地部分を渡したつもりが、日付のパターンに合ってしまったため表示が大きく

変わってしまった例です。 

 

次のような例もあります。 

 

87e3  → 8.70E+04 

9e00  → 9.00E+00 

 

これは、１６進文字列が浮動小数点の形式に合ってしまった例です。 
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◆参考．．． 
  たとえば、デリミタ形式のうちＫ３フォーマットと呼ばれるものは、 

 
      各項目はコンマで区切る 
      数値はそのまま（位取りのコンマ不可） 
      文字列は引用符でくくる                  というルールになっています。 



 179

                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
（６）デリミタ挿入の有無の指定 

 
  デリミタ形式に変換するときに、デリミタ挿入を無効にすることができます。ただし、プリン

ト形式への変換のときは、このデリミタ有無の指定の機能は無効になります。 

 
  デリミタ挿入を無効にすると、その次の項目と合わせて１項目とみなします。たとえばつぎの

ように、ある項目（Ａｎｋ  ２０）の前に定数（Ｄａｔａ＝）を挿入するときなどに使います。 

 
                    ： 
      Ａｎｋ    ［’Ｄａｔａ＝’］  ＆ 
      Ａｎｋ     ２０ 
                    ： 

 
（７）改行コード挿入の指定 

 
  任意のところに改行コードを挿入する（改行コードで項目を区切る）こともできます。改行コ

ード挿入には、つぎの２種類があります。 

 
      通常    プリント形式変換時は、指定が無効になる 
      強制    プリント形式変換時も、指定が有効になる 

 
  １レコード変換がおわったときに、自動的にレコード末尾に改行コードが付加される機能とは

別のものですから、混同しないでください。 



                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
＜マップ設定（詳細）ウインドウ＞ 

 
        ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨          ①                       ⑩        ⑪ 

 

①マップ設定の記述をするエディットボックスです。 

 
②～⑨はファイル（Ｆ）、編集（Ｅ）のメニューの機能がボタン化されています。 
②既存のパラメータファイル等を読みます。 
③①の内容をパラメータファイルへ保存します。 
④直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 
⑤選択した文字列が切り取られ、カットバッファに入ります。 
⑥選択した文字列がカットバッファに入ります。 
⑦⑤／⑥の操作でカットバッファに入った内容を、カーソルがある位置へ貼りつけます。 
  カーソルがある位置以降に文字列があれば、挿入になります。 
⑧選択した文字列が削除されます。 
⑨①の文字列をすべて選択状態にします。 
 

⑩設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑪キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 
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◆注意  ----  マップ設定（詳細）の記述内容について 

  マップ設定（詳細）のエディットボックスの中に記述する内容は、ファイルレイアウト（／ｍ

ａｐを含まない／ｍａｐ以降）のみの記述となります。既存のパラメータファイルを読み込むと、

それ以外の記述（／ｄｅｌｉｍｉｔｅｄ～、／ｍａｐ等）は自動的にコメントになります。記述

に誤りがある状態でＯＫボタンをクリックすると、エラーとなる場合があります。修正してから

再度ＯＫボタンをクリックしてください。／ｍａｐ以降の文法については、「コマンド編」の「コ

マンド型の実行」の章を参照してください。 

 
例）マップ設定（詳細）にパラメータファイル“ＰＮＧＥＴＣＳＶ．Ｐ”を読み込む 

 
 
 
    --/delimited          --デリミタ形式への変換 
    --  by comma          --コンマ区切り 
    --  compress          --不要スペース圧縮                       コメントになる行 

 
    --/map 
        "ank   2",        --Ｎｏ．（惑星番号） 
        "kanji 8",        --和名 
        "ank   10",       --英名 
        "ank   9",        --読み 
        packd  u4.3,      --質量比 
        zoned  u2,        --衛星数（確定済）                       変換時に、 
        zoned  s2.1,      --極大等級（見かけ上の最大の明るさ）       使われる行 
        "kanji 20",       --英名の意味・由来 
        year   w30        --＜年設定：1930-2029＞ 
        dated  period     --＜日付区切り設定：9999.99.99＞ 
        date   yymmdd:yyyy-mm-dd  --ﾚﾎﾟｰﾄ提出年月日 

 
 

■ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換の実行 

  変換ボタンをクリックすると、ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換が始まります。 
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                                                          ５.４  ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換 

 
●ファイル内容表示ウインドウ 

 
  変換結果表示（Ｖ）のチェックボックスをＯＮにし、ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換を実

行すると、実行ウインドウを閉じた後につぎのファイル内容表示ウインドウが開き、変換先のフ

ァイルの中身を確認することができます。 

 
          ①                                                                   ⑥ 

 

   ②         ③                              ④           ⑤               ⑦ 

 
①変換先のファイル名が表示されます。 
②変換先のファイルの中身が、③で選択されている表示タイプで出力されます。 
  デフォルトは、改行コード単位のＨＥＸ＋文字表示（Ｗｉｎテキスト＆データ）です。 
③②の表示タイプをＨＥＸ＋文字表示、文字表示のどちらかに切り替えます。 
④フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、②の出力文字フォントを切り替えます。 
⑤ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、②の内容をファイルに保存します。 
⑥桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える：デフォルト）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えます。 
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⑦ＯＫボタンをクリックして、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。 
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■注意事項 

 
  漢字があるときの注意 
  漢字項目変換やＡｎｋ・漢字まじり項目変換を行うときは、あらかじめ 

 
      変換設定の漢字変換方式設定で、適当な漢字変換方式を割り当てておく 

 
  のを忘れないでください。また、入力幅、出力幅は漢字データについても 

 
      バイト単位で指定 

 
  します。漢字の文字数ではないことに注意してください。 

 
  その他の注意事項 
  「ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換」の節を参照してください。 
 



                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

        ５．５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換の操作方法について説明します。 

 

 
                  ②                     ①                  ④    ⑤   ③ 

 
①変換方法のランダムファイル（Ｒ）をクリックし、 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換を選択します。 
②出力レコード長を指定するオプションです。 
③マップ設定（レコードレイアウト設定）をするオプションボタンです。 
④変換後に、変換先のファイルの中身を表示ウインドウに出力するチェックボックスです。 
⑤変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換の共通指定項目は、「ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換」の節ですで

に詳しく説明しました。そちらを参照してください。 
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■オプションの指定 

 
●出力レコード長オプション 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長を指定します。Ｗｉｎｄｏｗｓレコード長は、通常、

１０進数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長    という特殊変数が使用できます。 

 
  ＩＢＭファイルのレコード長を基準にして、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルのレコード長を決めるこ

とができます。たとえば、 

 
      ＄＋２    と指定すれば、 

 
  「元のＩＢＭファイルのレコード長に＋２したものをＷｉｎｄｏｗｓ側のレコード長にせよ」

という意味になります。 
  出力レコード長オプションでＷｉｎｄｏｗｓレコード長を指定できることは、ＩＢＭ→Ｗｉｎ

ランダムファイル変換の性格をよく反映しています。 
  ゾーン形式とパック形式の変換、日付データの変換をサポートしているため、レコード長を増

減する機能がないと困るからです。また、不要な項目がいくつもあるときや、予備領域が多すぎ

るときはレコード長を縮めたいものです。 

 
◆注意  ----  Ｗｉｎｄｏｗｓ自身には「レコード長の概念がない」 

  Ｗｉｎｄｏｗｓ自体にはファイルごとに登録されたレコード長というものはありません。その

ため、かなり自由が利きます。アプリケーションがファイルを扱う論理的な単位をここではＷｉ

ｎｄｏｗｓ側のレコード長、あるいはＷｉｎｄｏｗｓレコード長と呼んでいます。 

 



                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
●マップ設定オプション 

 
  このマップ設定オプションで、項目別の細かい変換方法を指示します。本来なら、自動的に項

目を認識して変換ができると便利です。しかし、ホストの、とくにＣＯＢＯＬのデータには、デ

ータ自身に桁数や小数点位置の判断に必要な情報が含まれていない、という特性があります。そ

のため自動変換は原理的に不可能なのです。 

 
  マップ設定のボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

  マップ設定には、 

 
      簡易設定 ---- 設定ウインドウに従って、必要な値を入力するだけで設定ができます。 

                    通常は、こちらの機能だけで間に合う場合がほとんどです。 
      詳細設定 ---- フリーフォーマットで、マップ設定を記述するエディタモードです。 

                    簡易設定だけでは設定できない特殊な設定をする場合、あるいは、 
                    既存のパラメータファイル等を流用したい場合等に使用します。 
                    マップ設定の文の書き方を覚えなくては設定できません。 

 
  の２とおりの方法があります。 

 
◆注意  ----  簡易設定と詳細設定の組み合わせ 

  簡易設定で設定した値は、詳細設定で読み込むことができるテキスト形式に直されます。よっ

て、簡易設定をした後の項目に、詳細設定で特殊設定をつけ足すこともできます。 

 
◆注意  ----  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合の制約 

  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合は、原形が変わってしまう場合があります。これは、

詳細設定で設定した項目が簡易設定で読み込まれることにより、スリム化されてしまうからです。

ただし、原形が変わってしまっても、設定内容が変わるわけではありません。 
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                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
＜マップ設定（簡易）ウインドウ＞ 

 
 ⑯⑰           ⑪              ⑩  ⑱        ⑫                     ⑭   ⑬   ⑮ 

 

    ①  ②     ③      ④       ⑤     ⑥   ⑦   ⑧   ⑨ 
①Ｎｏ．は、１～２０００です。ここは非入力項目で、行選択の時にクリックします。 
②項目の桁位置等を入力します。通常、項目を組み替えるとき以外は入力しません。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
③項目のデータ形式を指定します。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
④項目の入力幅を入力します。省略すると、残りのバイト数を指定したことになります。 
  データ形式がゾーン／パック／２進指定の場合、ピクチャまたは２進ピクチャで指定します。 
  Ａｎｋ／漢字／Ａｎｋ・漢字／バイナリ／バイナリ反転の場合、定数の指定もできます。 
  表示へ／ゾーンへ／パックへ／２進への場合、数値定数かシステム変数を入力します。 
⑤項目の出力幅を入力します。出力幅＝入力幅の場合は、省略するのがふつうです。 
⑥項目を引用符でくくる指定です。 
  通常、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換では使用しません。 
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                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
⑦デリミタ挿入を無効にする指定です。 
  通常、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換では使用しません。 
⑧改行コードを挿入する指定です。 

  改行コード挿入を指定すると、変換後の文字列の後に改行コードを挿入します。通常、 

  項目長の増減がない単純な変換の最終項目に指定し、テキストファイル化するのに使います。 
⑨コメントの入力ができます。 
⑩セルポインタの入力ガイダンスメッセージが出力されるフィールドです。 
  誤入力をした場合のエラーメッセージも出力されます。 

 
⑪は編集（Ｅ）、ツール（Ｔ）のメニューの機能がボタン化されています。 
      直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容が切り取られ、カットバッファに入ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容がカットバッファに入ります。 

 
      カットバッファに入った内容を、セルポインタがある行へ貼りつけます。 
      すでに、セルポインタ以降の行に設定項目がある場合は、挿入になります。 

 
      セルポインタがある行以降が１行ずつ下がります。通常は、行挿入をする場合に 
      使用します。 

 
      選択した項目の内容が削除されます。 

 
      変換プレビュー（変換前／変換後のデータ確認）ができます。 

 
      ＩＢＭディスクエディタが起動します。 
      ＩＢＭファイルの中身を見ること（編集も可能）ができます。 

 
⑫セルポインタが選択項目にある場合に、選択肢のボタンが表示されるエリアです。 
⑬変換プレビューの時にＩＢＭレコード長が表示されます。 
⑭設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑮キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 

 188



 189

                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
⑯マルチレコードの設定ができるＡｔｌａｓモードに切り替えるボタンです。*1 
⑰COBOL のソースファイル（Ｃｏｐｙ句）を読み込むボタンです。*1 
⑱フェーズボタンをクリックすると、フェーズを設定するウインドウが開きます。*1 
  *1）詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 

 
 
◆注意  ----  マップ未設定時のデータ変換動作 

  マップ未設定の場合は、すべてをＡＮＫデータとみなしてデータ変換を行います。 



                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
＜マップ設定（簡易）サブウインドウ＞ 
  ポジションの欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。入出力桁位置や

入出力スキップの設定を簡便に行うことができます。 

 

 

 
  データ形式の欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。データ形式から

デリミタ挿入までの設定を簡便に行うことができます。 
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                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
＜マップ設定（簡易）・変換プレビュー機能＞ 
  変換プレビューボタンをクリックすると、マップ設定（簡易）のウインドウはつぎのような状

態になり、変換前／変換後のデータを確認することができます。 

 

 ↑変換前データ表示    変換後データ表示↓     ③  ③     ①   ④   ②       ② 
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                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 
①変換前／変換後のデータ表示の切り替えを行うボタンです。④の表示が変わります。 
②前レコード／次レコード表示のためのボタンです。 
③ここには、入力レコード／出力レコードのポジション（桁）が表示されます。 
④データ表示は、変換前が１６進、変換後が文字、未定義個所が１６進になります。 
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（１）ポジション（桁位置）の指定 

 
  変換対象にするＩＢＭ側（入力）の桁位置や、変換結果を書き込むＷｉｎｄｏｗｓ側（出力）

の桁位置を、別の任意の位置に移動できます。現在、処理対象にしている桁位置を、この機能で

強制的に変更できます。この機能を利用すると、項目の組み替えなどが簡単に実現できます。 

 
  入力桁位置は、ふつう１０進数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ．    ＩＢＭ側（入力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、 

 
      ＄－８      と指定すれば、    ＩＢＭ側（入力）レコード末尾の８バイト前に位置する 
      ．－４０    と指定すれば、    現在の入力桁位置から４０バイト戻る 

 
  という意味になります。 

 
  出力桁位置を移動することもできます。ふつう、 

 
      ：１０進数    で桁位置を指定します。 

 
  １０進数の代わりに式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ．    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
◆注意  ----  先頭を０桁目とする 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、先頭のレコードを０桁目として数えます。 
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（２）ポジション（入力スキップ）の指定 

 
  ＩＢＭ側（入力）レコードに不要な項目があるとき、それをスキップして変換できます。 

 
  スキップする幅は、    ＾バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＾３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＾３    は    ＾＾＾    と指定したのと同じです。 

 
  スキップする幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊      ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
 
（３）ポジション（出力スキップ）の指定 

 
  入力スキップとは逆に、Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）に何桁か空きを作ることもできます。空項

目を作るのがおもな用途です。 

 
  スキップする幅は、    ＿バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＿３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＿３    は    ＿＿＿    と指定したのと同じです。 

 
  スキップする幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊      Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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（４）データ形式 

 
［Ａｎｋ（１）］ 
  ＡＮＫ項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定のＡＮＫコードの設定で

決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます 

 
  また、入力幅の代わりにＡＮＫ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定

数はコード変換されずに、そのまま挿入されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するきは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

Ｗｉｎｄｏｗｓ側のＡＮＫ項目のおわりにスペース（２０Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［漢字（２）］ 
  漢字項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換方式の設定で決

まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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  また、入力幅の代わりに漢字形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定数

はコード変換されずに、そのまま挿入されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列は漢字形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するきは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を大きくしなければならない場合があります。拡張漢字のクエスチョン変換を使ってい

て、オーバーフローの危険があるときなどです（最大で入力幅の３倍）。そのときは、出力幅を

１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式

で設定されている漢字スペース（２０２０Ｈ／８１４０Ｈ）が詰められます。 

 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［Ａｎｋ・漢字（３）］ 
  ＡＮＫ・漢字まじり項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換

方式の設定で決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。漢字の前後にＫＩ／

ＫＯがついていないと、この変換方法は適用できません。変換後にＫＩ／ＫＯが取れて、その分、

左詰めにされます。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりにＡＮＫ・漢字まじり形式の定数を指定することもできます。その場合、

指定した定数はコード変換されずにそのまま挿入されます。入力値としてつぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ・漢字まじり形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
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  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するきは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を変更したい場合があります。ＫＩ／ＫＯが取れて短くなることや、逆に、拡張漢字の

クエスチョン変換を使っていてオーバーフローの危険があるときなどです（最大で入力幅の３倍

－ＫＩ・ＫＯのバイト数の合計）。そのときは、出力幅を指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ・漢字まじり項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央

で切れることはありません）。逆に、項目長を伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のＡＮＫ・漢字まじ

り項目のおわりにスペース（２０Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［数値（４）］ 
  文字形式の数値項目どうしの変換をします。数値変換は、Ａｎｋ項目変換と後述のゾーン・表

示変換の中間的なものです。Ａｎｋ項目変換と比較すると、 

 
      文字形式数値しか通さない 
      入力幅を省略すると１５桁（バイト）とみなす 
      右詰めになる                                  などの点が異なります。 

 
  「文字形式数値しか通さない」というのは、具体的には、 

 
      ＋、－、０～９、ピリオド（．）、Ｅ、ｅ、Ｄ、ｄ 

 
  しか変換しないで、これら以外の文字は捨ててしまうということです。たとえば、通貨記号

（￥／＄）や位取りのコンマ（，）などは削除されるので、リストファイルから入力データファ

イルを作るときなどに利用できます。 
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［ゾーン・表示（５）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、文字形式数値項目に変換します。変換結果は右

詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきなら１、符号なしなら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。たとえば、ピクチャ＝ｓ４．１、

出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 

 
［パック・表示（６）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、文字形式数値項目に変換

します。変換結果は右詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字が３バイトのＢＣＤ形式の項目

に記録されているとすれば、ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。なお、ピクチャは省略でき

ません。 
  パック形式では、整数部桁数＋小数部桁数を奇数にしておくのが通例です。 
  ＢＣＤ形式では、整数部桁数＋小数部桁数を偶数にしておくのが通例です。 
  整数部の最上位桁に意味があるのかないのかは、半々の割合です。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきパック形式なら１、符号なしパック形式・ＢＣＤ形式なら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。たとえば、パック形式でピクチャ

＝ｓ４．１、出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。ＢＣ

Ｄ形式でピクチャ＝ｂ５．１、出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味

になります。 
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  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 

 
［バイナリ（７）］ 
  バイナリ変換（無変換）は、「コード変換を一切しない」という変換方法です。バイナリ変換

には、Ａｎｋ項目変換の説明がほぼそのまま当てはまります。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりにバイナリ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した

定数はコード変換されずに、そのまま挿入されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      １６進列定数、汎用定数（ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ） 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなされます。入力に定数を

指定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するきは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、バイナリ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばす

と、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のバイナリ項目のおわりにＮＵＬ（００Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  Ａｎｋ項目変換の説明が当てはまると書きましたが、実際の運用はかなり違ったものになりま

す。とくに、レコード全体をバイナリ変換することが多いことです。このとき、レコード長が変

わらないように出力レコード長は＄を指定します。また、レコードの一部をバイナリ項目として

扱うこともあります。 
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［ユーザーＡ（８）］，［ユーザーＢ（９）］ 
  ユーザーＡ／Ｂ変換は、利用者独自のバイト単位の変換処理が必要なときに、ＡＮＫ変換表ユ

ーザー用Ａ、ユーザー用Ｂを書き替えて利用します。ユーザーＡ／Ｂ変換には、Ａｎｋ項目変換

の説明がほとんどそのまま当てはまります。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するきは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ユーザーＡ／Ｂ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を

伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のユーザーＡ／Ｂ項目のおわりにＮＵＬ（００Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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［ゾーン・ゾーン（Ａ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値

項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［パック・パック（Ｂ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢ

ＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字が３バイトのＢＣＤ形式の

項目に記録されているとすれば、入力ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 
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［ゾーン・パック（Ｃ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値

項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［パック・ゾーン（Ｄ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢ

ＯＬのゾーン形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字が３バイトのＢＣＤ形式の

項目に記録されているとすれば、入力ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 
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［年設定（Ｅ）］ 
  日付データ項目を変換する際の、年の２桁（ｙｙ）と４桁（ｙｙｙｙ）の変換方式を設定しま

す。Ｗｎｎ、または、Ｓｎｎの形式で設定します。Ｗｎｎの“Ｗ”はウインドウ方式を、Ｓｎｎ

の“Ｓ”はシフト方式を意味し、“ｎｎ”は００～９９の数字で指定します。 

 
  入力側に  Ｗ３０  と指定すれば、入力データの年を１９３０～２０２９年とみなし、 
  出力側に  Ｓ２５  と指定すれば、出力データの年下２桁を、－２５します。 

 
  また、シフト方式（“Ｓｎｎ”指定）では、つぎの特殊指定ができます。 

 
      ＳＳｈｏｗａ      は、“Ｓ２５”の指定と同じ（昭和通年方式） 
      ＳＨｅｉｓｅｉ    は、“Ｓ８８”の指定と同じ（平成通年方式） 

 
  年設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の年設定がなされている場合は、日

付項目変換の直前の年設定が有効になります。 
  年設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、入力／出力ともに  Ｗ３０  となり、入出

力データの年を１９３０～２０２９年とみなします。 

 
［区切記号（Ｆ）］ 
  日付データ項目を出力する際の日付区切り記号を、つぎの３つの中から設定します。入力に、

ＳＬＡＳＨ、または、ＨＹＰＨＥＮ、または、ＰＥＲＩＯＤと入力します。 

 
      指定文字        日付区切り記号        デ  ー  タ  例    
      ＳＬＡＳＨ      ／（スラッシュ）    １９９８／１２／３１ 
      ＨＹＰＨＥＮ    －（ハイフン）      １９９８－１２－３１ 
      ＰＥＲＩＯＤ    ．（ピリオド）       １９９８．１２．３１ 

 
  日付区切り設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の日付区切り設定がなされ

ている場合は、日付項目変換の直前の日付区切り設定が有効になります。 
  日付区切り設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、  ＳＬＡＳＨ  となり、日付区切

り記号を“／”にします。 

 
［日付（Ｇ）］ 
  日付データ項目を変換します。 

 
  入力と出力は、必ず日付マスクの形式で指定し、省略はできません。日付マスクの指定方法に

ついては、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
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      入力側に、    ｙｙｍｍｄｄ 
      出力側に、    ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ    のように指定すると、 

 
  コード変換後に、入力側６バイトの日付データ項目を、出力側１０バイトの日付データ項目に

編集します。その際に、年設定、日付区切り設定が適用になります。 

 
［表示・ゾーン（Ｉ）］ 
  ホストの文字形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変換しま

す。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、ふつうは明示的

に桁数を指定します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  例を示すと、  入力幅＝８、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になります。 

 
［表示・パック（Ｊ）］ 
  ホストの文字形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形

式数値項目に変換します。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、ふつうは明示的

に桁数を指定します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を３バイトの符号つきパック形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。なお、ピクチャは

省略できません。 
  例を示すと、  入力幅＝８、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になります。 

 
［表示・２進（Ｋ）］ 
  ホストの文字形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目に変換します。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、ふつうは明示的

に桁数を指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  例を示すと、  入力幅＝１０、２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１  のような指定になり

ます。 
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［２進・表示（Ｌ）］ 
  ホストの２進形式整数・小数項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目に変換します。変換

結果は右詰めになります。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、ピクチャに従って出力されます。 
  出力幅、ピクチャ共に省略すると、 

 
    入力のバイト数    １   ２   ３    ４    ５    ６    ７    ８  
       出 力 幅       ３   ５   ８   １０  １３  １５  １７  １８  

 
  の要領で２進キャストから自動的に計算された値が使われます。例を示すと、入力２進キャス

ト＝ｉ４ｓ、出力幅＝省略という指定は、出力幅＝１０という指定と同じです。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 

 
［ゾーン・２進（Ｍ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目に変

換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  入力ピクチャも２進キャストにつづくピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、

２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したのと

同じ意味になります。 
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［パック・２進（Ｎ）］ 
  ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目に変

換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの項目に記録するとすれば、２進キャスト／ピクチ

ャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  入力ピクチャも２進キャストにつづくピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、

２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１という指定は、 入力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 

 
［２進・ゾーン（Ｏ）］ 
  ホストの２進形式整数・小数項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変

換します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を５バイトの項目に記録するとすれば、ピクチャは  ｓ４．１  と指

定します。 
  ２進キャストにつづくピクチャも出力ピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、２進キャスト／ピク

チャ＝ｉ４ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 
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［２進・パック（Ｐ）］ 
  ホストの２進形式整数・小数項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、Ｂ

ＣＤ形式数値項目に変換します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を３バイトの項目に記録するとすれば、ピクチャは  ｓ４．１  と指

定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。 
  ２進キャストにつづくピクチャも出力ピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、２進キャスト／ピク

チャ＝ｉ４ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 

 
［２進・２進（Ｑ）］ 
  ホストの２進形式整数・小数項目を、Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目項目に変換し

ます。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目とする場合、２進キャス

ト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャは入力または出力のどちらかを省略できます。入力を省略すると「出

力と同じ」とみなされ、出力を省略すると「入力と同じ」とみなされます。なお、入力２進キャ

スト／ピクチャと出力２進キャスト／ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［バイナリ反転（Ｒ）］ 
  バイナリ反転は、「コード変換を一切せずに、幅分のデータをバイト単位で左右反転する」と

いう変換方法です。２進数値データ（整数、小数、実数）は、ホスト側が正順であるのに対して、

Ｗｉｎｄｏｗｓ側が逆順であることが多いので、２進数値データの内容をそのままバイト単位で

左右反転する場合等に使用します。２進・２進変換のような加工機能はありませんが、その分だ

け処理が高速です。 
  幅は、１０進のバイト数で指定します。たとえば４バイトの入力データが、１６進表現で、 
  ０１  ＡＢ  ＣＤ  ＥＦ  であれば、出力データは  ＥＦ  ＣＤ  ＡＢ  ０１  になります。 
  また、幅の代わりに１６進列定数を指定することもできます。その場合、指定した１６進列定

数は左右反転してからＷｉｎｄｏｗｓ側に挿入されます。 
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［表示へ（Ｓ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、文字形式数値項目に変換してから、出力側に

挿入します。変換結果は右詰めになります。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  入力値は省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「入力した値を正確に出力するために必要な、

最小限の幅」で出力されます。たとえば、入力値＝［－１２３．４］、出力幅＝省略という指定

は出力幅＝１（符号）＋３（整数部桁数）＋１（小数点）＋１（小数部桁数）＝６を指定したの

と同じ意味になります。 

 
［ゾーンへ（Ｔ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってＷｉｎｄｏｗｓ  ＣＯ

ＢＯＬのゾーン形式数値項目に変換してから、出力側に挿入します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定して、５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記

録するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません。 
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［パックへ（Ｕ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってＷｉｎｄｏｗｓ  ＣＯ

ＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換してから、出力側に挿入します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定して、３バイトの符号つきパック形式の項目に記

録するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指

定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません 

 
［２進へ（Ｖ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってＷｉｎｄｏｗｓの２進

形式整数・小数項目に変換してから、出力側に挿入します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。た

とえば、  －１２３．４  という定数を入力値として指定して、４バイトの符号つき２進形式の

項目に記録するとすれば、出力２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力２進キャスト／ピクチャともに省略できません。 
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［Ａｎｋ化（Ｗ）］ 
  ＩＢＭ側（入力）文字列をできる限りＡＮＫ（半角）に変換します。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

Ｗｉｎｄｏｗｓ側のＡＮＫ項目のおわりにスペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［漢字化（Ｘ）］ 
  ＩＢＭ側（入力）文字列を漢字（全角）に変換します。入力データが漢字（全角）文字列の時

であっても、ＡＮＫ文字列が入力されたもの見なして変換します。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（入力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅の２倍」が指定されます。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を大きくしなければならない場合があります。拡張漢字のクエスチョン変換を使ってい

て、オーバーフローの危険があるときなどです（最大で入力幅の３倍）。そのときは、出力幅を

１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式

で設定されている漢字スペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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（５）引用符くくりの指定 

 
  通常、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換では使用しません。 

 
 
（６）デリミタの有無の指定 

 
  通常、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換では使用しません。 

 
 
（７）改行コード挿入の指定 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（出力）レコードに改行コード（ＣＲ／ＬＦ＝０Ｄ０ＡＨ）を挿入します。

改行コード挿入には  通常、強制  の２種類がありますが、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変

換では違いはありません。 

 
  ふつう、項目長の増減がない単純な変換のときマップ項目の最後に指定し、テキストファイル

化するのに使います。そのときは、改行コードの２バイト分Ｗｉｎｄｏｗｓレコード長が増える

ので、出力レコード長オプションでその分を＄＋２と指定して調整するのを忘れないでください。 

 
  変換結果のテキストファイル化には、本来はＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換のプリント形

式への変換機能を使うべきです。これなら、変換後のレコード長をほとんど意識する必要があり

ません。 
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＜マップ設定（詳細）ウインドウ＞ 

 
       ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨                ①                      ⑩        ⑪ 

 

①マップ設定の記述をするエディットボックスです。 

 
②～⑨はファイル（Ｆ）、編集（Ｅ）のメニューの機能がボタン化されています。 
②既存のパラメータファイル等を読みます。 
③①の内容をパラメータファイルへ保存します。 
④直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 
⑤選択した文字列が切り取られ、カットバッファに入ります。 
⑥選択した文字列がカットバッファに入ります。 
⑦⑤／⑥の操作でカットバッファに入った内容を、カーソルがある位置へ貼りつけます。 
  カーソルがある位置以降に文字列があれば、挿入になります。 
⑧選択した文字列が削除されます。 
⑨①の文字列をすべて選択状態にします。 

 
⑩設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑪キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 
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◆注意  ----  マップ設定（詳細）の記述内容について 

  マップ設定（詳細）のエディットボックスの中に記述する内容は、ファイルレイアウト（／ｍ

ａｐを含まない／ｍａｐ以降）のみの記述となります。既存のパラメータファイルを読み込むと、

それ以外の記述（／ｄｅｌｉｍｉｔｅｄ～、／ｍａｐ等）は自動的にコメントになります。記述

に誤りがある状態でＯＫボタンをクリックすると、エラーとなる場合があります。修正してから

再度ＯＫボタンをクリックしてください。／ｍａｐ以降の文法については、「コマンド編」の「コ

マンド型の実行」の章を参照してください。 

 
例）マップ設定（詳細）にパラメータファイル“ＰＮＧＥＴＲＮＤ．Ｐ”を読み込む 

 
 
 
    --/size 74           --Ｗｉｎｄｏｗｓレコード長＝７４バイト 
                                                                   コメントになる行 
    --/map 
        ank   2          --Ｎｏ．（惑星番号） 
        kanji 8          --和名 
        ank   10         --英名 
        ank   9          --読み 
        packd u4.3       --質量比 
        zoned u2         --衛星数（確定済）                        変換時に、 
        zoned s2.1       --極大等級（見かけ上の最大の明るさ）        使われる行 
        kanji 20         --英名の意味・由来 
        year  w30        --＜年設定：1930-2029＞ 
        dated period     --＜日付区切り設定：9999.99.99＞ 
        date  yymmdd:yyyy-mm-dd  --ﾚﾎﾟｰﾄ提出年月日 

 

 213



                                                        ５.５  ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換 

 

■ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換の実行 

  変換ボタンをクリックすると、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換が始まります。 

 
●ファイル内容表示ウインドウ 

 
  変換結果表示（Ｖ）のチェックボックスをＯＮにし、ＩＢＭ→Ｗｉｎランダムファイル変換を

実行すると、実行ウインドウを閉じた後につぎのファイル内容表示ウインドウが開き、変換先の

ファイルの中身を確認することができます。 

 
          ①                                                           ②      ⑦ 

 

   ③         ④                              ⑤           ⑥               ⑧ 
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①変換先のファイル名が表示されます。 
②変換先のファイルのレコード長が表示されます。 
③変換先のファイルの中身が、④で選択されている表示タイプで出力されます。 
  デフォルトは、レコード長単位のＨＥＸ＋文字表示（Ｗｉｎランダム）です。 
④③の表示タイプをＨＥＸ＋文字表示、文字表示のどちらかに切り替えます。 
⑤フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、③の出力文字フォントを切り替えます。 
⑥ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、③の内容をファイルに保存します。 
⑦桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える：デフォルト）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えます。 
⑧ＯＫボタンをクリックして、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。 

■注意事項 

 
  漢字があるときの注意 
  漢字項目変換やＡｎｋ・漢字まじり項目変換を行うときは、あらかじめ 

 
      変換設定の漢字変換方式設定で、適当な漢字変換方式を割り当てておく 

 
  のを忘れないでください。また、入力幅、出力幅は漢字データについても 

 
      バイト単位で指定 

 
  します。漢字の文字数ではないことに注意してください。 

 
  その他の注意事項 
  「ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換」の節を参照してください。 



                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

    ５．６  Win→IBM ﾌｧｲﾙ変換のﾌｧｲﾙ指定と共通ｵﾌﾟｼｮﾝ 

  ここでは、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換の共通事項を説明します。 
                   ② ④ ①   ⑥                 ③     ⑤  ⑨⑩       ⑪ 

 
     ⑦ ⑧                                                  ⑫⑬   ⑭ 
①Ｗｉｎ→ＩＢＭのタブをクリックし、メイン処理部をＷｉｎ→ＩＢＭファイル変換にします。 
②変換元のＷｉｎｄｏｗｓファイル名を指定します。 
③変換元のＷｉｎｄｏｗｓファイル名を決定する参照ウインドウを開くボタンです。 
④変換先のＩＢＭファイル名を指定します。 
⑤変換先のＩＢＭファイル名を決定する参照ウインドウを開くボタンです。 
⑥変換方法を選択するラジオボタンです。 
⑦Ｗｉｎファイルのオプション項目です。⑥の選択によって、オプションの内容が変わります。 
⑧ホストファイルのオプション項目です。⑥の選択によって、オプションの内容が変わります。 
⑨マルチボリュームオプションの選択をするチェックボックスです。 
⑩マップ設定（レコードレイアウト設定）をするオプションボタンです。 
⑪ＩＢＭファイルのＦＤ設定オプションのボタンです。 
⑫変換後に、変換先のファイルの中身を表示ウインドウに出力するチェックボックスです。 
⑬変換実行時の問い合わせ・確認ウインドウ表示の選択をするチェックボックスです。 
⑭変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 
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■Ｗｉｎｄｏｗｓファイル指定 

 
    ［ｄ：］［パス名指定］基本ファイル名［．拡張子］ 

 
                                       ｄ：はドライブ名 

 
  入力側のＷｉｎｄｏｗｓファイルを指定します。 

 
  ドライブ名は、Ａ：～Ｚ：、＠：、？：のどれかで指定します。ドライブ名を指定すると、そ

のドライブを検索します。 
  ドライブ名は省略可能です。ドライブ名を省略すると、カレントドライブを検索します。 

 
  パス名指定（￥ディレクトリ名￥サブディレクトリ名￥・・・）ができます。指定したディレ

クトリ配下のファイルを検索します。パス名指定を省略すると、カレントディレクトリを検索し

ます。 

 
  基本ファイル名と拡張子には、ワイルドカード文字（＊と？）を使うことができます。ワイル

ドカード文字を使うと、一致するファイルをすべて検索し変換の対象にします。 

 
  まとめると、カレントディレクトリのファイルをすべて変換したいなら、 

 
      Ｃ：＊．＊    のように指定し、 

 
  拡張子が .ＤＡＴのファイルをすべて変換したいなら、 

 
      Ｃ：＊．ＤＡＴ    のような指定になります。 
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●Ｗｉｎｄｏｗｓファイル参照ウインドウ 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの参照ボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

 
  変換元のファイルを直接指定する場合は、ファイル名を選択して、ファイル選択（Ｆ）ボタン

をクリックします。 

 
  変換元の場所（どこのフォルダのファイルを変換の対象にするか）を指定する場合は、フォル

ダ選択（Ｃ）ボタンをクリックします。ファイル名にフォルダまでのフルパスが入力され、確定

します。 
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■ＩＢＭファイル指定 

 
    ｄ：    ＩＢＭファイル名 
                  ＊ 

 
                                      ｄ：はドライブ名 

 
  出力側のＩＢＭファイルを指定します。 

 
  ドライブ名はＡ：～Ｐ：、または０：～３：で指定します。省略はできません。 

 
  ＩＢＭファイル名を省略すると＊を指定したものとみなし、Ｗｉｎｄｏｗｓ側の基本ファイル

名がＩＢＭファイル名になります。ふつうはＩＢＭファイル名を省略し、自動的に同じ名前にな

るようにします。 
  ＩＢＭファイル名には＊を２個まで含めることができます。１つめの＊はＷｉｎｄｏｗｓ側の

基本ファイル名で、２つめの＊はＷｉｎｄｏｗｓ側の拡張子で自動的に置き替えられます。 

 
  まとめると、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの基本ファイル名を引き継ぐときは、 

 
      Ａ：    のようにドライブ名だけの指定ですみ、 

 
  新しいファイル名をつけるときは、 

 
      Ａ：ＮＥＷＦＩＬＥ    のような指定になります。 

 
  また、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの拡張子もＩＢＭファイル名に含ませたいときは、 

 
      Ａ：＊＃＊    のように指定します。 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルが    ＢＡＳＥＮＡＭ．ＥＸＴ    であれば、 
  ＩＢＭファイルは    ＢＡＳＥＮＡＭ＃ＥＸＴ    になります。 
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●ＩＢＭファイル参照ウインドウ 

 
  ＩＢＭファイルの参照ボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 
                 ①        ②         ④                                    ③ 

 
   ④                    ⑤                                     ⑥          ⑦ 

 
①フロッピーディスクドライブを選択します。 
②「表示」ボタンをクリックすると、フロッピーディスクへアクセスし、 
  ④へＩＢＭ形式フロッピーディスクのファイル名等の情報が表示されます。 
③表示モードを選択します。 
  詳細 ---- １行に１ファイルの形式（ロング形式）で詳しい情報の表示 
  一覧 ---- ４ファイル／１行の横並びの形式（ショート形式）でファイル名だけの表示 
④ＩＢＭ形式フロッピーディスクのファイル名等の情報が表示されます。 
  実際に変換するファイル名をクリックし、変換するファイルを確定します。 
⑤④でファイル名をクリックすると、ここにファイル名が表示されます。 
  入力することもできます。 
⑥ファイル名が正しいことを確認し、ＯＫボタンをクリックします。 
⑦ＩＢＭファイルの参照をキャンセルします。 

 220



 221

                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■その他の指定 

 
●マルチボリューム指定 

 
  マルチボリューム処理機能を有効にするか、無効にするかを指定します。 
  マルチボリュームのチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、マルチボリューム処理機能を有効にする指定 
      ＯＦＦにすると、マルチボリューム処理機能を無効にする指定    となります。 

 
  マルチボリューム指定がＯＮであれば、マルチボリューム処理機能が有効になります。ＩＢＭ

ディスクがいっぱいになったところで、ＩＢＭディスクの差し替えメッセージを出してマルチボ

リューム処理に入ります。こちらがデフォルトです。 
  マルチボリューム指定がＯＦＦであれば、マルチボリューム処理機能は抑止されます。ＩＢＭ

ディスクがいっぱいになったら、変換がエラー終了します。 
  なお、このオプションで、ファイルラベルのボリューム順序番号の欄をどうするか制御するこ

ともできます。 
  マルチボリュームオプションをＯＮにすると、ファイルラベルのその欄にボリューム順序番号

２桁を書き込みます。マルチボリュームオプションをＯＦＦにすると、ファイルラベルのその欄

を空白にします。ただし、マルチボリュームオプションをＯＮにしたときでも、結果的にＩＢＭ

ファイルがシングルボリュームになったときは、その欄を空白にします。 
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●問合わせ・確認指定 

 
  １ファイルごとに処理を問い合わせるか否かを指定します。 
  問合わせ・確認のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、変換するか否かを問い合わせる指定 
      ＯＦＦにすると、ファイル名の確認なしで自動変換する指定    となります。 

 
  問合わせ・確認指定がＯＮであれば、ファイル名を確認しながら変換できます。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、１ファイルごとに変換を実行するか問い合わせてきます。 
  つぎのどれかで応答してください。この機能は、比較的小さいファイルが多数あって、そのう

ちいくつかを選んで変換したいときなどに、便利です。 

 
    １ファイルの変換

 
 
      はい（Ｙ）        表示中のファイルを変換する 
      いいえ（Ｎ）      表示中のファイルは変換しない 

 
    ２ファイル以上の変換 

 

 
      はい（Ｙ）        表示中のファイルを変換する 
      すべて変換（Ａ）  全ファイル変換に切り替え、以降のファイルをすべて変換する 
      いいえ（Ｎ）      表示中のファイルは変換しない 
      キャンセル          これ以降の変換処理を中断する 

 
  問合わせ・確認指定がＯＦＦであれば、ファイル名の確認なしで、自動的に指定のファイルを

すべて変換します。こちらがデフォルトです。 
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●ＩＢＭファイルのＦＤ設定オプション 

 

 
 
（１）新規／既存 ---- ＩＢＭファイルの作成モードを指定します。 

 
  「新規」を指定すると、 
        ＩＢＭファイルを新規作成します。同じ名前のファイルがすでにあるときは、 
        後述の置き換え指定と組み合わせて使います。こちらがデフォルトです。 
  「既存」を指定すると、 
        すでに作成、またはアロケートずみのＩＢＭファイルへの出力（上書き）を指示します。 
        「既存」を指定したときは、後述の 
            置き換え、ファイル形式、予備レコード、ＢＯＥ境界、ＥＯＥ境界 
        は、指定できません。 
        これらのオプションは、ＩＢＭファイルを新規作成するときに必要な機能だからです。 
        「既存」を指定すると、ＥＯＥ（領域終了アドレス）を超える書き込みはできません。 
        あらかじめ、十分な大きさのＩＢＭファイルをアロケートしておく必要があります。 
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（２）置き換え ---- 新規作成するＩＢＭファイルと同名のＩＢＭファイルが 

                    すでに存在する場合の処置を指定します。 

 
  「する」を指定すると、 
        既存の同じ名前のＩＢＭファイルをいったん削除してから変換処理に入ります。 
  「しない」を指定すると、 
        同じ名前のＩＢＭファイルがあった場合、変換処理を中断します。 
        こちらがデフォルトです。 

 
◆注意  ----  複数ファイルの置換は避けること 

  複数ファイルに対してワイルドカード文字を使い、置き換え指定を「する」にして置換しては

いけません。そうすると、空き領域がしだいに繰り上がっていくからです。 
  そして、いずれはＩＢＭディスクがパンクします。その様子をつぎの図に示します。 
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         Ａ          Ａ          Ａ          Ａ          Ａ 
         Ｂ          Ｂ          Ｂ          Ｂ          Ｂ 
        空き        Ａ２        Ａ２        Ａ２        Ａ２        パンク 
                    空き        Ｂ２        Ｂ２        Ｂ２ 
                                空き        Ａ３        Ａ３ 
                                            空き        Ｂ３ 

 
  このように複数ファイルの置換をしたいときは、面倒でもあらかじめＩＢＭファイラの削除機

能を使い、置換したいファイルを削除しておく必要があります。 



                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
（３）ファイル形式 ---- ＩＢＭファイルの形式を決める、非常に重要な指定です。 

                        「拡張」、「半拡張」、「基本」のどれにするのかを指定します。 
                        これらの指定と一緒に、レコード長やブロック長、 
                        ブロック化の有無などの指定をします。その指定の方法には、 
                        ３つとも少しずつ違いがあります。デフォルトは、「拡張」です。 

 
  ①拡張 ---------------- 新規作成するＩＢＭファイルの形式を拡張形式に指定します。 
                          拡張形式では論理レコード長、ブロック長、レコード形式、 
                          およびブロック長切り詰めを指定します。 

 
    ・論理レコード長      論理レコード長を１～８１９２の範囲の１０進数で指定します。 
                          デフォルトは、つぎのとおりです。 

 
                          Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換      ８０バイト 
                          Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換      １２８バイト 
                          Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換    ２５６バイト 

 
    ・ブロック長          ブロック長は以下に示すように、 
                          必要に応じていろいろな指定ができます。 

 
      「自動」            論理レコード長やレコード形式に応じて、 
                          適当なブロック長を自動的に割り当てる。これがデフォルトです。 
      「最大値」          規約上の最大値（＝トラック容量）を割り当てる。 
      「サイズ」          ブロック長のバイト数を指定する。 
      「レコード」        ブロック内のレコード数（ブロック化係数）を指定する。 

 
    ・レコード形式        つぎの４種類のどれかを指定します。 

 
                          「固定長、非ブロック化・非スパン」 
                          「固定長、ブロック化  ・非スパン」 
                          「固定長、非ブロック化・スパン」 
                          「固定長、ブロック化  ・スパン」 

 
      デフォルトは、「固定長、ブロック化  ・非スパン」です。 
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                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
    ・ブロック長切り詰め  レコード形式が非スパン指定のとき、 
                          ブロック長切り詰め処理をするかどうかを指定します。 

 
      「する」を指定すると、レコード形式が、 

 
        「固定長、非ブロック化・非スパン」指定なら、 
            ブロック長を論理レコード長と同じ長さにする。 
        「固定長、ブロック化  ・非スパン」指定なら、 
            ブロック長を論理レコード長の整数倍に切り詰める。 

 
      という処理をします。こちらがデフォルトです。 

 
      「しない」を指定すると、ブロック長切り詰め処理はしません。 
            指定したブロック長がそのまま有効になります。 

 
      ふつうは「する」指定で使います。「しない」指定を使うのは、特別な場合に限ります。 

 
      ◆注意  ----  ふつうは論理レコード長やブロック長だけ指定すれば十分 

        拡張形式の指定、レコード形式、ブロック長切り詰めの指定は、通常、デフォルト値 
      を使います。論理レコード長やブロック長だけ指定すれば十分です。 

 
 
  ②半拡張 -------------- 新規作成するＩＢＭファイルの形式を半拡張形式に指定します。 

                          半拡張形式では論理レコード長、ブロック長、レコード形式、 
                          およびブロック長切り詰めを指定します。 

 
    ・論理レコード長      論理レコード長を１～８１９２の範囲の１０進数で指定します。 
                          デフォルトは、つぎのとおりです。 

 
                          Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換      ８０バイト 
                          Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換      １２８バイト 
                          Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換    ２５６バイト 
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                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
    ・ブロック長          ブロック長は以下に示すように、 
                          必要に応じていろいろな指定ができます。 

 
      「自動」            論理レコード長やレコード形式に応じて、 
                          適当なブロック長を自動的に割り当てる。これがデフォルトです。 
      「最大値」          規約上の最大値（＝トラック容量）を割り当てる。 
      「サイズ」          ブロック長のバイト数を指定する。 
      「レコード」        ブロック内のレコード数（ブロック化係数）を指定する。 

 
    ・レコード形式        つぎのどちらかを指定します。 

 
                          「固定長、非ブロック化・非スパン」 
                          「固定長、ブロック化  ・非スパン」 

 
      デフォルトは、「固定長、ブロック化  ・非スパン」です。 

 
    ・ブロック長切り詰め  レコード形式が非スパン指定のとき、 
                          ブロック長切り詰め処理をするかどうかを指定します。 

 
      「する」を指定すると、レコード形式が、 

 
        「固定長、非ブロック化・非スパン」指定なら、 
            ブロック長を論理レコード長と同じ長さにする。 
        「固定長、ブロック化  ・非スパン」指定なら、 
            ブロック長を論理レコード長の整数倍に切り詰める。 

 
      という処理をします。こちらがデフォルトです。 

 
      「しない」を指定すると、ブロック長切り詰め処理はしません。 
            指定したブロック長がそのまま有効になります。 

 
      ふつうは「する」指定で使います。「しない」指定を使うのは、特別な場合に限ります。 

 
      ◆注意  ----  ふつうは論理レコード長やブロック長だけ指定すれば十分 

        半拡張形式の指定、レコード形式、ブロック長切り詰めの指定は、通常、デフォルト値 
      を使います。論理レコード長やブロック長だけ指定すれば十分です。 
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                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
  ③基本 ---------------- 新規作成するＩＢＭファイルの形式を基本形式に指定します。 
                          基本形式では“論理レコード”の概念がないので、ブロック長の 
                          指定だけが有効です（ブロック＝レコードと考えてください）。 

 
    ・ブロック長          ブロック長は以下に示すように、 
                          必要に応じていろいろな指定ができます。 

 
      「自動」            セクタ長を割り当てる。結局、「最大値」指定と同じになる。 
                          これがデフォルトです。 
      「最大値」          規約上の最大値（＝トラック容量）を割り当てる。 
      「サイズ」          ブロック長のバイト数を指定する。 

 
 
（４）予備レコード ---- 新規作成するＩＢＭファイルの予備領域の大きさをレコード数で 

                        指定します。 

 
  ＩＢＭファイルを新規作成するとき、この予備レコード指定を使って予備領域をとっておくこ

とができます。デフォルトは０、すなわち“予備領域はとらない”です。 

 
  レコード件数はふつう１０進数で指定しますが、式による指定もできます。式のなかにはつぎ

の特殊変数、 

 
      ＄    変換ずみのレコード数    が使えます。 

 
  “全体で２０００件のスペースになるように変換したい”という場合は、 

 
      ２０００－＄    などの指定ができます。 

 
  なお、この予備レコード指定を使えば、ＩＢＭファイルのアロケート（領域確保と形式設定）

もできます。 

 
      Ｗｉｎファイル名を、ＮＵＬにし、 
      ＦＤ設定のファイル形式でレコード長を指定し、 
      ＦＤ設定の予備レコード指定でレコード件数を指定し、変換を実行します。 

 
  デバイスファイルＮＵＬを０件ファイルとして利用するのです。 
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                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
（５）ＢＯＥ境界 ---- ＩＢＭファイルを新規作成するとき、どんな境界に配置するか 

                      （ＢＯＥをどの境界に置くか）を指定します。 

 
  ３つの境界が指定でき、それぞれ、 

 
      「セクタ」      前のＩＢＭファイルと隙間を置かず、セクタ境界で配置する。 
      「トラック」    トラック境界で配置する。 
      「シリンダ」    シリンダ境界で配置する。 

 
  という意味になります。デフォルトは「トラック」です。なお、ＢＯＥとは“領域開始アドレ

ス(Beginning Of Extent)”のことです。 

 
  言葉ではわかりにくいので、図にしてみます。下図の   の部分まで、直前のＩＢＭファイル

で使っているものとします。↑が、それぞれの指定によるＩＢＭファイルの配置される位置です。 

 
  シリンダ             表（０面）                           裏（１面） 
    ｎ 
                         ↑セクタ指定          ↑トラック指定 

 
   ｎ+1 
         ↑シリンダ指定 

 
  「セクタ」指定ならスペース効率がよくなるという利点があります。一方、「トラック」指定

と「シリンダ」指定は、切りのよい所でファイルがはじまるのでスペースを無駄にしますが、管

理しやすい利点があります。また、“ファイルは常にセクタ０１からはじまること”としている

システムもかなりありますが、「トラック」指定か「シリンダ」指定でこの要求に対応できます。 

 
  なお、日立のシステムではセクタ境界で出力したＩＢＭファイルを扱えません。 
  そこで、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を日立モードで動かす場合は、「セクタ」指定しても、自動的

に「トラック」指定に切り替えられます（エラーにはなりません）。 
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                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
（６）ＥＯＥ境界 ---- ＩＢＭファイルを新規作成するとき、どんな境界でＩＢＭファイル 

                      をおわらせるのか（ＥＯＥをどの境界に置くか）を指定します。 

 
  ５つの境界が指定でき、それぞれ、 

 
      「セクタ」          データの書き込みがおわったセクタでＥＯＥにする。 
      「トラック」        ＥＯＥをトラック境界に切り上げる。 
      「シリンダ」        ＥＯＥをシリンダ境界に切り上げる。 
      「ボリューム」      ＥＯＥをディスクのおわりに置く。 
      「＝ＢＯＥ境界」    ＢＯＥ境界指定を引き継ぐ。 

 
  という意味になります。デフォルトは、「＝ＢＯＥ境界」指定で、ＢＯＥ境界指定を引き継ぎ

ます。なお、ＥＯＥとは“領域終了アドレス(End Of Extent)”のことです。 

 
  言葉ではわかりにくいので、図にしてみます。下図の   の部分で、最終ブロックの書き込み

がおわっているものとします。↑が、それぞれの指定によるＩＢＭファイルのＥＯＥを置く位置

です。 

 
  シリンダ             表（０面）                           裏（１面） 
    ｎ 
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                      ↑セクタ指定      ↑トラック指定              シリンダ指定↑ 

 
   最終 
   ｼﾘﾝﾀﾞ                                                        ボリューム指定↑ 

 
  「セクタ」指定なら、つづくＩＢＭファイルもセクタ境界に配置するとスペース効率がよくな

るという利点があります。一方、「トラック」指定や「シリンダ」指定は無駄なスペースが発生

しますが、管理しやすい意味があります。「ボリューム」指定は要するに、“ＩＢＭディスクの残

りの全領域確保”ということです。 
  一部に、“ファイルは常にトラック境界でおわること”としているシステムもあります。「トラ

ック」指定か「シリンダ」指定で、この要求に対応できます。 

 
 
（６）シングルボリューム時 ---- シングルボリューム変換時のファイルラベルのボリューム順 

                                 序番号２桁を空白にするかどうかを指定。 

 
  シングルボリューム変換時のファイルラベルのボリューム順序番号２桁を空白にするかどう

かを指定します。 



                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■変換実行時のウインドウ 

 
  変換ボタンをクリックすると、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換が始まり、つぎの実行ウインドウ

が開きます。 

 

  
    ① ② ③                                               ⑤         ④ 

 
①変換中のメッセージを表示するメッセージフィールドです。 
  変換が始まると、“変換開始．”というメッセージ表示につづいて、 
   “Ｗｉｎｄｏｗｓファイル名 → ＩＢＭファイル名  ～ファイル変換．” 
  が表示され、変換が正常終了すると、“変換終了．”と表示されます。 
②変換中の進行状況（進行度％出力）を表示するフィールドです。 
③変換中のエラーメッセージを表示するフィールドです。 
④変換中は「中止（Ｑ）」と表示されています。 
  変換中にこのボタンをクリックすると、変換を途中で中止します。 
  変換が終了したら、その変換結果を確認して、“閉じる”ボタンをクリックします。 
⑤おもにコード変換に関する現在の設定が表示されています。 
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                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

 
●ファイル内容表示ウインドウ 

 
  変換結果表示（Ｖ）のチェックボックスをＯＮにし、Ｗｉｎ→ホストファイル変換を実行する

と、実行ウインドウを閉じた後につぎのファイル内容表示ウインドウが開き、変換先のファイル

の中身を確認することができます。 

 
          ①                                                             ②    ⑦ 

 

   ③         ④                              ⑤           ⑥               ⑧ 
①変換先のファイル名が表示されます。 
②変換先のファイルのレコード長が表示されます。 
③変換先のファイルの中身が、 
  レコード長単位のＨＥＸ＋文字表示（ホスト）形式で出力されます。 
④③の表示タイプは、ＨＥＸ＋文字表示（ホスト）固定です。 
⑤フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、③の出力文字フォントを切り替えることができます。 
⑥ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、③の内容をファイルに保存できます。 
⑦桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える：デフォルト）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えることができます。 
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⑧ＯＫボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。



                                  ５.６  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のファイル指定と共通オプション 

■注意事項 

 
  差し替えメッセージが出たら 
  ＩＢＭディスクの差し替えをうながすウインドウが出たら、今のＩＢＭディスクにはこれ以上

書き込めないことを意味しています。メッセージに従ってつぎのＩＢＭディスクに差し替えて、

ＯＫボタンをクリックしてください。処理を続行します。詳しくは「マルチボリューム」の頁を

参照してください。 

 
  ＩＢＭファイル名の重複を避けるには 
  ワイルドカード文字を使って複数ファイルを変換するときは、ＩＢＭファイル側にドライブ名

だけを指定すると、同じ名前のＩＢＭファイルがいくつも生成されることがあります。 

 
      ＨＡＮＢＡＩ．ＣＢＬ  →  ＨＡＮＢＡＩ 
      ＨＡＮＢＡＩ．ＤＡＴ  →  ＨＡＮＢＡＩ    重複する 
      ＨＡＮＢＡＩ．ＣＰＹ  →  ＨＡＮＢＡＩ 

 
  こんなときは、ＩＢＭファイル側をｄ：＊＊やｄ：＊＃＊のような形式で指定してください。

そうすれば、拡張子もＩＢＭファイル名に含まれるようになるので、ＩＢＭファイル名が重複す

ることはほとんどなくなります。 

 
      ＨＡＮＢＡＩ．ＣＢＬ  →  ＨＡＮＢＡＩＣＢＬ 
      ＨＡＮＢＡＩ．ＤＡＴ  →  ＨＡＮＢＡＩＤＡＴ    重複しない 
      ＨＡＮＢＡＩ．ＣＰＹ  →  ＨＡＮＢＡＩＣＰＹ 

 
      ＳＩＧ．ＭＡＣ        →  ＳＩＧ＃ＭＡＣ    重複しない 
      ＳＩＧＭＡ．Ｃ        →  ＳＩＧＭＡ＃Ｃ 
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                                                        ５.７  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換 

        ５．７  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換の操作方法について説明します。 

 

 
        ① ②         ⑤         ③               ④                  ⑥ 

 
①変換方法のテキストファイル（Ｘ）をクリックし、 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換を選択します。 
②タブ拡張の有無を指定するオプションのチェックボックスです。 
③②でタブ拡張のチェックをＯＮにしたとき、タブ間隔を指定できます。 
④Ｗｉｎファイルの詳細オプションボタンです。ＥＯＦ検査の選択ができます。 
⑤ＡＮＫ変換かＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換かを指定するオプションです。 
⑥変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換の共通指定項目は、「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換」の節ですで

に詳しく説明しました。そちらを参照してください。 
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                                                        ５.７  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換 

■オプションの指定 

 
●タブ拡張のオプション 

 
  タブ拡張の有無と、タブ拡張するときのタブ間隔を指定します。タブ拡張とは、ＴＡＢ（０９

Ｈ）をつぎのタブ位置の直前までの連続スペースに展開することです。 
  タブ拡張のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、タブ拡張する指定 
      ＯＦＦにすると、タブ拡張しない指定    となります。 

 
  タブ拡張指定がＯＮであれば、タブ拡張します。タブ間隔は、２～２５５の範囲で指定し、そ

れがレコードのおわりまで繰り返し適用されます。タブ間隔のデフォルトは標準のタブ間隔（８

桁きざみ）になります。これがデフォルトです。 
  タブ拡張指定がＯＦＦであれば、タブ拡張はしません。 

 
 
●ＥＯＦ検査指定 

 
  ＥＯＦコード（１ＡＨ）を検査するか否かを指定します。 
  ＥＯＦ検査のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、ＥＯＦコードを検査する指定 
      ＯＦＦにすると、ＥＯＦコードを検査しない指定    となります。 

 
  ＥＯＦ検査指定がＯＮであれば、ＥＯＦコードを検査し、ＥＯＦコードが現れたら変換を終了

します。こちらがデフォルトです。 
  ＥＯＦ検査指定がＯＦＦであれば、ＥＯＦコードを検査しません。単なるデータとして扱いま

す。 



                                                        ５.７  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換 

 
●コード設定オプション 

 
  ＩＢＭファイル側のコード系（ＡＮＫ変換かＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換か）を指

定します。 

 
  Ａｎｋ指定 
  Ａｎｋ指定すると、すべてＡＮＫデータとして変換します。これがデフォルトです。 

 
      Ｗｉｎｄｏｗｓ側                ＩＢＭ側                
                                      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ    →      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ） 
                                      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字） 

 
  の３とおりの変換が可能です。あらかじめ、変換設定のＡＮＫコード設定でＩＢＭファイル側

のコード系を設定しておかなければいけません（ふつう、セットアップ時に１回だけ行います）。

漢字がまじっているときは、つぎのＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在指定を使ってください。 

 
  Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在指定 
  ＡＮＫ・漢字混在で、ＫＩ／ＫＯつきに変換するとき、この指定をします。あらかじめ、変換

設定の漢字変換方式設定で適切な漢字変換方式の割り当てをしておかなければいけません（ふつ

う、セットアップ時に１回だけ行います）。 

 
 

■Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換の実行 

  変換ボタンをクリックすると、Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換が始まります。 
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                                                        ５.７  Ｗｉｎ→ＩＢＭテキストファイル変換 

■注意事項 

 
  漢字があるときはコード設定オプションをＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在にすることを忘

れずに 
  漢字が入っているときは、あらかじめデータ交換の相手のシステムに合わせて、 

 
      変換設定の漢字変換方式設定で、適当な漢字変換方式を割り当てておく 

 
  のを忘れないでください。また、変換のとき、 

 
      コード設定オプションをＡｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在にするのを忘れがち 

 
  なので注意してください。 

 
  タブ拡張について 
  ふつう、タブ拡張は必須です。多くの場合、ＩＢＭファイルを受けとるシステムのほうでタブ

をサポートしていないか、サポートしていてもタブ間隔の設定が異なっています。 

 
  あふれた分は捨てられる 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの１行が、変換後ＩＢＭファイルの１レコードに入り切れないときは、

あふれた分が切り捨てられます。そのときはもっと大きなレコード長を指定して再変換してくだ

さい。とくに、Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換をしたとき、ＫＩ／ＫＯが挿入されて、

変換後１行の長さが増えることに注意してください。 

 
  改行コードがないと、１件だけの変換になる 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの各レコードの末尾に改行コードがついていないと、先頭の１件だけ

変換されます。この場合は、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換を使うべきです。 

 
  その他の注意事項 
  「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換」の節を参照してください。 
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         ５．８  Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換の操作方法について説明します。 

 

 
                   ②     ①                      ③               ④ ⑤ 

 
①変換方法のデータファイル（Ｄ）をクリックし、 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換を選択します。 
②入力ファイル形式を指定するオプションです。 
③Ｗｉｎファイルの詳細オプションボタンです。ＥＯＦ検査、タブ拡張、空行無視の選択ができ 
  ます。 
④マップ設定（レコードレイアウト設定）をするオプションボタンです。 
⑤変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換の共通指定項目は、「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換」の節ですで

に詳しく説明しました。そちらを参照してください。 
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■オプションの指定 

 
●入力形式オプション 

 
  変換するＷｉｎｄｏｗｓファイルがプリント形式かデリミタ形式か、デリミタ形式ならコンマ

区切り・タブ区切り・スペース区切りのどれなのかを指定します。 

 
      プリント ---------------- プリント形式を変換する 

      デリミタ（コンマ） ------ デリミタ形式（コンマ）を変換 

      デリミタ（タブ） -------- デリミタ形式（タブ）を変換 

      デリミタ（スペース） ---- デリミタ形式（スペース）を変換 

 
  プリントを指定すると、デリミタ（区切り文字）なしのプリント形式のファイル（固定長テキ

ストファイル〔ＳＤＦ形式〕。ただし、最終項目だけ可変長でもよい）を変換できます。 
  デリミタを指定すると、デリミタ形式（区切り文字つき）のテキストファイルを変換できます。

区切り文字の種類によって、さらに細かい形式が決まります。デリミタは、 

 
      コンマ区切り形式（ＣＳＶ形式、Ｋ３形式） 
      タブ区切り形式（ＴＡＢ＝０９Ｈ） 
      スペース区切り形式（ＳＰ＝２０Ｈ）          の３つのなかから指定できます。 

 
  後述のマップ設定オプションで、デリミタ検出＝コンマ（，）を指定したところに、上記の区

切り文字があるとみなされます。 
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  以下は詳細ボタン押下後に表示されるメニューについての解説です。 

 

 

 
●ＥＯＦ検査指定 

 
  ＥＯＦコード（１ＡＨ）を検査するか否かを指定します。 
  ＥＯＦ検査のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、ＥＯＦコードを検査する指定 
      ＯＦＦにすると、ＥＯＦコードを検査しない指定    となります。 

 
  ＥＯＦ検査指定がＯＮであれば、ＥＯＦコードを検査し、ＥＯＦコードが現れたら変換を終了

します。こちらがデフォルトです。 
  ＥＯＦ検査指定がＯＦＦであれば、ＥＯＦコードを検査しません。単なるデータとして扱いま

す。 
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●タブ拡張のオプション 

 
  タブ拡張の有無と、タブ拡張するときのタブ間隔を指定します。タブ拡張とは、ＴＡＢ（０９

Ｈ）をつぎのタブ位置の直前までの連続スペースに展開することです。 
  タブ拡張のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、タブ拡張する指定 
      ＯＦＦにすると、タブ拡張しない指定    となります。 

 
  タブ拡張指定がＯＮであれば、タブ拡張します。タブ間隔は、２～２５５の範囲で指定し、そ

れがレコードのおわりまで繰り返し適用されます。タブ間隔のデフォルトは標準のタブ間隔（８

桁きざみ）になります。 
  タブ拡張指定がＯＦＦであれば、タブ拡張はしません。これがデフォルトです。 

 
 
●空行無視のオプション 
  空行を無視するかどうかを指定します。 

 
      ＯＮにすると、空行を無視する指定 
      ＯＦＦにすると、空行を無視しない指定    となります。 
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●引用符はずし 

  変換するＷｉｎｄｏｗｓファイルがデリミタ形式の場合には、項目が引用符でくくられている

ことがあります。その引用符の種類や扱い方を指定します。なお、この設定はデリミタ形式から

の変換の場合のみ有効です。 

 

（１）引用符の種類 

  変換元のＷｉｎｄｏｗｓファイルで使われている引用符の種類を指定します。 
 

なし         引用符が使われていない時の指定。（もしくは引用符をはずさない指定） 

 

単一引用符   単一引用符「’（半角）」をはずす指定。 

 

２重引用符   ２重引用符「”（半角）」をはずす指定。 

 

  もし、ファイル内に引用符が存在しても、これらを全て文字データとして扱い、はずさずにそ

のまま出力する） 

 

◆注意  ----  引用符の種類の指定は一種類のみ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルに単一引用符（’）でくくられた項目と２重引用符（”）でくくられた 
項目が混在していても、どちらか片方の引用符しかはずすことができません。 
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（２）引用符項目の取得方法 

 

データの中に引用符を含むのに全体が引用符でくくられていない 

 

 ,3.5”FDD, 

 

のような例外的な形式のデータの扱いは、ソフトによって解釈がまちまちです。そこで、F*TRAN

では項目取り出し方式を複数用意しておくことで例外的データに対処しています。 

 

 

旧Ｆ＊ＴＲＡＮ風 

 

  ・ 引用符は必ず対にして使う 

  ・ 引用符対は、項目内のどこに何回現れてもよい 

  ・ 一対の引用符の中には区切り文字が使われてもよい 

  ・ 対の外では、区切り文字をデータとして使えない 

  ・ 引用符が２連化してあってもデータとしては認識しない 

  ・ 結果的に、すべての引用符が消える 

 

 例）,AAA”B,B”CCC””DDD,  → AAAB,BCCCDDD   

 

 

新Ｆ＊ＴＲＡＮ風 

 

  ・ 基本的には旧 F*TRAN 風と同様である 

  ・ ただし、２連化した引用符をデータとしての引用符として認識する 

 

 例）,AAA”B,B”CCC””DDD,  → AAAB,BCCC”DDD   
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ＭＳ－Ｅｘｃｅｌ風 

 

 ◎ 引用符で始まる項目 

  ・ 対になる引用符までは、区切り文字が使われてもよい 

  ・ 対になる引用符までは、２連化した引用符をデータとして扱う 

・ 対になる引用符以降は、区切り文字が現れるまで引用符もデータとして扱う 

  ・ 項目内改行はサポートしない 

 ◎ 普通の文字で始まる項目 

  ・ ２文字目以降の引用符は、単なるデータとして扱う 

  ・ 区切り文字をデータとして使うことはできない 

 

 例）,3.5”FDD, →  3.5”FDD   

 

 

ＭＳ－Ａｃｃｅｓｓ風 

 

 引用符で始まる項目 

  対になる引用符までは、区切り文字が使われてもよい 

  対になる引用符までは、２連化した引用符をデータとして扱う 

  対になる引用符以降は、区切り文字が現れるまで削除する 

  項目内改行はサポートしない 

 普通の文字で始まる項目 

  区切り文字をデータとして使うことはできない 

  2 文字目以降に引用符が現れると、それ以降区切り文字までを削除する 

 

 例）,3.5”FDD, →  3.5     
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◆注意  ----  ＭＳ－Ｅｘｃｅｌ風とＭＳ－Ａｃｃｅｓｓ風について 

  ＭＳ－Ｅｘｃｅｌ風とＭＳ－Ａｃｃｅｓｓ風では、引用符は項目先頭と項目の終わりで各 1

つずつ存在するのを正常系とし、それ以外については例外系として扱う方式です。両者の違いは、

例外系データの扱い方に限られます。入力側データが正常系でありさえすれば、両者に違いは生

じないわけです。本マニュアルでのサンプルの例はあくまで例外系のものと認識してください。 

 

◆注意  ----  「引用符項目の取得方法」の存在について 
  「引用符の項目の取得方法」はＷｉｎ→ＩＢＭ変換のオプション指定です。従って、ホストか

らのデータをＥｘｃｅｌやＡｃｃｅｓｓで取り込む際には関わって来ません。 

  例えば、アプリケーションによりＡｃｃｅｓｓに読み込ませるために書き出したＣＳＶファイ

ルを、なんらかの理由によりホストに持っていこうとした場合に、この「引用符項目の取得方法」

が使われます。 
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●マップ設定オプション 

 
  このマップ設定オプションで、項目別の細かい変換方法を指示します。本来なら、自動的に項

目を認識して変換ができると便利です。しかし、ホストの、とくにＣＯＢＯＬのデータには、デ

ータ自身に桁数や小数点位置の判断に必要な情報が含まれていない、という特性があります。そ

のため自動変換は原理的に不可能なのです。 

 
  マップ設定のボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

  マップ設定には、 

 
      簡易設定 ---- 設定ウインドウに従って、必要な値を入力するだけで設定ができます。 

                    通常は、こちらの機能だけで間に合う場合がほとんどです。 
      詳細設定 ---- フリーフォーマットで、マップ設定を記述するエディタモードです。 

                    簡易設定だけでは設定できない特殊な設定をする場合、あるいは、 
                    既存のパラメータファイル等を流用したい場合等に使用します。 
                    マップ設定の文の書き方を覚えなくては設定できません。 

 
  の２とおりの方法があります。 

 
◆注意  ----  簡易設定と詳細設定の組み合わせ 

  簡易設定で設定した値は、詳細設定で読み込むことができるテキスト形式に直されます。よっ

て、簡易設定をした後の項目に、詳細設定で特殊設定をつけ足すこともできます。 

 
◆注意  ----  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合の制約 

  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合は、原形が変わってしまう場合があります。これは、

詳細設定で設定した項目が簡易設定で読み込まれることにより、スリム化されてしまうからです。

ただし、原形が変わってしまっても、設定内容が変わるわけではありません。 
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＜マップ設定（簡易）ウインドウ＞ 

 
 ⑯ ⑰          ⑪           ⑩     ⑱       ⑫                     ⑭   ⑬   ⑮ 
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    ①  ②     ③      ④       ⑤    ⑥    ⑦     ⑧       ⑨ 

 
①Ｎｏ．は、１～２０００です。ここは非入力項目で、行選択の時にクリックします。 
②項目の桁位置等を入力します。通常、項目を組み替えるとき以外は入力しません。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
③項目のデータ形式を指定します。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
④項目の入力幅を入力します。通常、デリミタ形式ファイルを変換する場合は省略します。 
  Ａｎｋ／漢字／Ａｎｋ・漢字／バイナリの場合、定数を指定することもできます。 
  表示へ／ゾーンへ／パックへ／２進への場合、数値定数かシステム変数を入力します。 
⑤項目の出力幅を入力します。プリント形式ファイルで、出力幅＝入力幅の場合は省略します。 
  データ形式がゾーン／パック／２進指定の場合、ピクチャまたは２進ピクチャで指定します。 
⑥デリミタ形式から変換するときに、項目の引用符をはずす指定ができます。 
⑦デリミタ形式から変換するときに、デリミタ検出を無効にする指定ができます。 
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⑧項目の前後に漢字イン／アウトを挿入する指定です。 
⑨コメントの入力ができます。 
⑩セルポインタの入力ガイダンスメッセージが出力されるフィールドです。 
  誤入力をした場合のエラーメッセージも出力されます。 

 
⑪は編集（Ｅ）、ツール（Ｔ）のメニューの機能がボタン化されています。 
      直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容が切り取られ、カットバッファに入ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容がカットバッファに入ります。 

 
      カットバッファに入った内容を、セルポインタがある行へ貼りつけます。 
      すでに、セルポインタ以降の行に設定項目がある場合は、挿入になります。 

 
      セルポインタがある行以降が１行ずつ下がります。通常は、行挿入をする場合に 
      使用します。 

 
      選択した項目の内容が削除されます。 

 
      変換プレビュー（変換前／変換後のデータ確認）ができます。 

 
      Ｗｉｎファイルエディタが起動します。 
      Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの中身を見ること（編集も可能）ができます。 

 
⑫セルポインタが選択項目にある場合に、選択肢のボタンが表示されるエリアです。 
⑬入力形式オプションの指定（プリント、デリミタ３種類）を変更できます。 
⑭設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑮キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 

 
⑯マルチレコードの設定ができるＡｔｌａｓモードに切り替えるボタンです。*1 
⑰COBOL のソースファイル（Ｃｏｐｙ句）を読み込むボタンです。*1 
⑱フェーズボタンをクリックすると、フェーズを設定するウインドウが開きます。*1 

 
  *1）詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 
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◆注意  ----  デリミタ検出について 

  デリミタ形式のファイルを変換するときは、なんらかの方法で項目分けをしなければいけませ

ん。コンマを使うと行頭からデリミタ、デリミタからデリミタ、デリミタから行末までを項目と

して認識します。なお、引用符でくくられた項目は、そのなかにデリミタがあっても単なる文字

データとして扱われます。 
  マップ設定（簡易）で項目を設定し、デリミタ形式のファイルを変換する場合、変換元ファイ

ルの項目の後にデリミタ（区切り文字）があることを前提に変換します（最終項目は除く）。検

出される区切り文字は指定された入力形式により、コンマ、タブ、スペースの３つのどれかにな

ります。なお、プリント形式への変換のときは、デリミタ検出の指定は無効になります。また、

デリミタ検出に設定したが、ある項目についてはデリミタ検出をしたくない場合などは、「デリ

ミタ」欄を「無効」と設定します。また、簡易設定後に、詳細設定で修正することができます。 

 
◆注意  ----  マップ未設定時のデータ変換動作 

  マップ未設定の場合は、すべてをＡＮＫデータとみなしてデータ変換を行います。 
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＜マップ設定（簡易）サブウインドウ＞ 
  ポジションの欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。入出力桁位置や

入出力スキップの設定を簡便に行うことができます。 

 

 
 

  データ形式の欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。データ形式から

デリミタ検出（漢字項目は漢字イン／アウト）までの設定を簡便に行うことができます。 
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＜マップ設定（簡易）・変換プレビュー機能＞ 
  変換プレビューボタンをクリックすると、マップ設定（簡易）のウインドウはつぎのような状

態になり、変換前／変換後のデータを確認することができます。 

 

 
 ↑変換前データ表示    変換後データ表示↓    ③   ③     ①    ④   ②      ② 
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①変換前／変換後のデータ表示の切り替えを行うボタンです。④の表示が変わります。 
②前レコード／次レコード表示のためのボタンです。 
③ここには、入力レコード／出力レコードのポジション（桁）が表示されます。 
④データ表示は、変換前が文字、変換後が１６進、未定義個所が文字になります。 
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  プリント形式とデリミタ形式では指定の方法と考え方がかなり違うので、この２つを必要に応

じて分けて説明することにします。 
  デリミタ形式の場合には、Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力項目）が可変長で、ＩＢＭ側（出力項目）

が固定長だという点に留意して読み進めてください。 

 
（１）ポジション（桁位置）の指定 

 
  プリント形式の場合 
  変換対象にするＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）の桁位置や、変換結果を書き込むＩＢＭ側（出力）

の桁位置を、別の任意の位置に移動できます。現在、処理対象にしている桁位置を、この機能で

強制的に変更できます。この機能を利用すると、項目の組み替えなどが簡単に実現できます。 
  入力桁位置は、ふつう１０進数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ．    Ｗｉｎｄｏｗｓ（入力）側の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、    ．－４０    と指定すれば、 
      今の入力桁位置から４０バイト戻る    という意味になります。 

 
  出力桁位置を移動することもできます。ふつう、    ：１０進数    で桁位置を指定します。

１０進数の代わりに式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）の末尾 
      ．    ＩＢＭ側（出力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  変換結果を書き込むＩＢＭ側（出力）の桁位置を、別の任意の位置に移動できます。現在、処

理対象にしている桁位置を、この機能で強制的に変更できます。この機能を利用すると、項目の

組み替えなどが簡単に実現できます。 
  デリミタ形式からの変換の場合、出力桁位置の移動だけが有効です。入力桁位置の指定はでき

ません。出力桁位置は、    ：１０進数    で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）の末尾 
      ．    ＩＢＭ側（出力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、    ：＄－８    と指定すれば、 
      ＩＢＭレコード末尾の８バイト前に出力先を移動する    という意味になります。 

 
◆注意  ----  先頭を０桁目とする 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、レコードの先頭を０桁目として数えます。 
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（２）ポジション（デリミタ位置）の指定 

 
  変換対象にするＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）データのデリミタ形式の項目位置を、別の任意の項

目位置に移動できます。現在、処理対象にしている項目位置を、この機能で強制的に変更できま

す。この機能を利用すると、デリミタ形式の項目の組み替えなどが簡単に実現できます。 

 
  デリミタ位置は、    ＠＠入力項目番号    で指定します。式による指定もでき、そのなかで

は、 

 
      ．    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の現在の項目位置 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の入力全体の項目数 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りの項目数        という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、 

 
      ＠＠．－２    と指定すれば、    今の入力項目から２項目戻る 
      ＠＠＄－２    と指定すれば、    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコード末尾から 
                                        ２項目に位置する 

 
  という意味になります。 

 
◆注意  ----  先頭を０項目目とする 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、レコードの先頭項目を０項目目として数えます。 
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（３）ポジション（入力スキップ）の指定 

 
  プリント形式の場合 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードに不要な項目があるとき、それをスキップして変換できま

す。 

 
  スキップする幅は、    ＾バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＾３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＾３    は    ＾＾＾    と指定したのと同じです。 

 
  スキップする幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  デリミタ形式の場合には、出力幅に０を指定すると項目スキップできます。 

 
 
（４）ポジション（出力スキップ）の指定 

 
  入力スキップ（プリント形式）とは逆に、ＩＢＭ側（出力）に何桁かスペースを作ることもで

きます。空項目を作るのがおもな用途です。 

 
  スキップする幅は、    ＿バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＿３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＿３    は    ＿＿＿    と指定したのと同じです。 
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（５）データ形式 

 
［Ａｎｋ（１）］ 
  ＡＮＫ項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定のＡＮＫコードの設定で

決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

ＩＢＭ側のＡＮＫ項目のおわりにスペース（２０Ｈ／４０Ｈ）が詰められます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  ふつう、入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指

定もでき、そのなかでは 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  プリント形式・デリミタ形式共通

  入力幅の代わりに、ＡＮＫ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定数は

Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後コード変換されます。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「正確な出力に必要な最小限の幅」とみなしま

す。出力幅の指定は、プリント形式の場合、デリミタ形式の場合を参照してください。 
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［漢字（２）］ 
  漢字項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換方式の設定で決

まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、ＩＢＭ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式に設定さ

れている漢字スペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  ふつう入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指定

もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  プリント形式・デリミタ形式共通

  入力幅の代わりに、漢字形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定数はＷ

ｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後コード変換されます。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列は漢字形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「正確な出力に必要な最小限の幅」とみなしま

す。出力幅の指定は、プリント形式の場合、デリミタ形式の場合を参照してください。 
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［Ａｎｋ・漢字（３）］ 
  ＡＮＫ・漢字まじり項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換

方式の設定で決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。変換後、漢字文字列

の前後にはＫＩ／ＫＯが挿入されます。この、ＫＩ／ＫＯ挿入のタイミングも漢字変換方式の設

定で決まります。そのため、オーバーフローの危険性があるので、出力幅の指定には注意しなけ

ればいけません。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  ふつうは、ＫＩ／ＫＯが挿入されてデータ長が長くなる分を加算した出力幅を指定します。オ

ーバーフローすると、ＡＮＫ・漢字まじり項目のおわりのほうが切り捨てられます。ただし、漢

字モードのままおわることはありません。また、ＫＯが途中で切れることもありません。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  ふつう、入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指

定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  プリント形式・デリミタ形式共通

  入力幅の代わりに、ＡＮＫ・漢字まじり形式の定数を指定することもできます。その場合、指

定した定数はＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後コード変

換されます。入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ・漢字まじり形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「正確な出力に必要な最小限の幅」とみなしま

す。出力幅の指定は、プリント形式の場合、デリミタ形式の場合を参照してください。 
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［数値（４）］ 
  文字形式の数値項目どうしの変換をします。数値変換は、Ａｎｋ項目変換と後述の表示・ゾー

ン変換の中間的なものです。Ａｎｋ項目変換と比較すると、 

 
      文字形式数値しか通さない 
      入力幅を省略すると１５桁（バイト）とみなす 
      右詰めになる                                  などの点が異なります。 

 
  「文字形式数値しか通さない」というのは、具体的には、 

 
      ＋、－、０～９、ピリオド（．）、Ｅ、ｅ、Ｄ、ｄ 

 
  しか変換しないで、これら以外の文字は捨ててしまうということです。たとえば、通貨記号

（￥／＄）や位取りのコンマ（，）などは削除されるので、リストファイルから入力データファ

イルを作るときなどに役立ちます。 

 
［表示・ゾーン（５）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変換しま

す。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、プリント形式か

らの変換の場合は、ふつうは明示的に桁数を指定します。デリミタ形式からの変換の場合は、数

値項目が１５バイトを超えることは少ないので、省略するほうがふつうです。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  まとめると、プリント形式からの変換の場合は、 
    入力幅＝８、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になり、 
  デリミタ形式からの変換の場合は、 
    入力幅＝省略、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になるのがふつうです。 
  ただし、入力幅が１５バイトを超えるときは、 
    入力幅＝２０、ピクチャ＝ｕ１５．２  のように、ダミーの入力幅を指定してください。 
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［表示・パック（６）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形

式数値項目に変換します。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、プリント形式か

らの変換の場合は、ふつうは明示的に桁数を指定します。デリミタ形式からの変換の場合は、数

値項目が１５バイトを超えることは少ないので、省略するほうがふつうです。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を３バイトの符号つきパック形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字を３バイトのＢＣＤ形式の項目に記録

するとすれば、ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  まとめると、プリント形式からの変換の場合は、 
    入力幅＝８、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になり、 
  デリミタ形式からの変換の場合は、 
    入力幅＝省略、ピクチャ＝ｓ４．１  のような指定になるのがふつうです。 
  ただし、入力幅が１５バイトを超えるときは、 
    入力幅＝２０、ピクチャ＝ｕ１５．２  のように、ダミーの入力幅を指定してください。 

 
［バイナリ（７）］ 
  バイナリ変換（無変換）は、「コード変換を一切しない」という変換方法です。通常、Ｗｉｎ

→ＩＢＭデータファイル変換では使用しません。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  出力幅は式による指定もでき、式のなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  項目長を縮めると、バイナリ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばす

と、ＩＢＭ側のバイナリ項目のおわりにＮＵＬ（００Ｈ）が詰められます。 
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  デリミタ形式の場合 
  ふつう、入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指

定もでき、式のなかでは 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  プリント形式・デリミタ形式共通

  入力幅の代わりに、バイナリ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定数

はＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、コード変換されずにそのま

ま出力されます。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      １６進列定数、汎用定数（ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ） 

 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「正確な出力に必要な最小限の幅」とみなしま

す。出力幅の指定は、プリント形式の場合、デリミタ形式の場合を参照してください。 

 
［ユーザーＡ（８）］，［ユーザーＢ（９）］ 
  ユーザーＡ／Ｂ変換は、利用者独自のバイト単位の変換処理が必要なときに、ＡＮＫ変換表ユ

ーザー用Ａ、ユーザー用Ｂを書き替えて利用します。ユーザーＡ／Ｂ変換には、Ａｎｋ項目変換

の説明がほとんどそのまま当てはまります。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ユーザーＡ／Ｂ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を

伸ばすと、Ｗｉｎｄｏｗｓ側のユーザーＡ／Ｂ項目のおわりにスペース（２０Ｈ／４０Ｈ）が詰

められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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  デリミタ形式の場合 
  ふつう、入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指

定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［ゾーン・ゾーン（Ａ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値

項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［ゾーン・パック（Ｃ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値

項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら、  ｂ４．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 
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［年設定（Ｅ）］ 
  日付データ項目を変換する際の、年の２桁（ｙｙ）と４桁（ｙｙｙｙ）の変換方式を設定しま

す。Ｗｎｎ、または、Ｓｎｎの形式で設定します。Ｗｎｎの“Ｗ”はウインドウ方式を、Ｓｎｎ

の“Ｓ”はシフト方式を意味し、“ｎｎ”は００～９９の数字で指定します。 

 
  入力側に  Ｗ３０  と指定すれば、入力データの年を１９３０～２０２９年とみなし、 
  出力側に  Ｓ２５  と指定すれば、出力データの年下２桁を、－２５します。 

 
  また、シフト方式（“Ｓｎｎ”指定）では、つぎの特殊指定ができます。 

 
      ＳＳｈｏｗａ      は、“Ｓ２５”の指定と同じ（昭和通年方式） 
      ＳＨｅｉｓｅｉ    は、“Ｓ８８”の指定と同じ（平成通年方式） 

 
  年設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の年設定がなされている場合は、日

付項目変換の直前の年設定が有効になります。 
  年設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、入力／出力ともに  Ｗ３０  となり、入出

力データの年を１９３０～２０２９年とみなします。 

 
［区切記号（Ｆ）］ 
  日付データ項目を出力する際の日付区切り記号を、つぎの３つの中から設定します。入力に、

ＳＬＡＳＨ、または、ＨＹＰＨＥＮ、または、ＰＥＲＩＯＤと入力します。 

 
      指定文字        日付区切り記号        デ  ー  タ  例    
      ＳＬＡＳＨ      ／（スラッシュ）    １９９８／１２／３１ 
      ＨＹＰＨＥＮ    －（ハイフン）      １９９８－１２－３１ 
      ＰＥＲＩＯＤ    ．（ピリオド）       １９９８．１２．３１ 

 
  日付区切り設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の日付区切り設定がなされ

ている場合は、日付項目変換の直前の日付区切り設定が有効になります。 
  日付区切り設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、   ＳＬＡＳＨ   となり、日付区

切り記号を“／”にします。 

 
［日付（Ｇ）］ 
  日付データ項目を変換します。 

 
  入力と出力は、必ず日付マスクの形式で指定し、省略はできません。日付マスクの指定方法に

ついては、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
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      入力側に、    ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ 
      出力側に、    ｙｙｍｍｄｄ             のように指定すると、 

 
  コード変換後に、入力側１０バイトの日付データ項目を、出力側６バイトの日付データ項目に

編集します。その際に、年設定、日付区切り設定が適用になります。 

 
［ゾーン・表示（Ｉ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストの文字形式数値項目に変換しま

す。変換結果は右詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきなら１、符号なしなら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。たとえば、ピクチャ＝ｓ４．１、

出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 
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［表示・２進（Ｋ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目を、ホストの２進形式整数・小数項目に変換します。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、プリント形式か

らの変換の場合は、ふつうは明示的に桁数を指定します。デリミタ形式からの変換の場合は、数

値項目が１５バイトを超えることは少ないので、省略するほうがふつうです。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  まとめると、プリント形式からの変換の場合は 
      入力幅＝１０、２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１  のような指定になり、 
  デリミタ形式からの変換の場合は 
      入力幅＝省略、２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１  のような指定になるのがふつう

です。ただし、入力幅が１５バイトを超えるときは、 
      入力幅＝２０、２進キャスト／ピクチャ＝ｉ８ｕ１５．２  のように、ダミーの入力幅を

指定します。 

 
［ゾーン・２進（Ｍ）］ 
  ＷｉｎｄｏｗｓのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストの２進形式整数・小数項目に変

換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  入力ピクチャも２進キャストにつづくピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、

２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１という指定は、 入力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 
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［表示へ（Ｓ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、ホストの文字形式数値項目に変換します。変

換結果は右詰めになります。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  入力値は省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「入力した値を正確に出力するために必要な、

最小限の幅」で出力されます。たとえば、入力値＝［－１２３．４］、出力幅＝省略という指定

は出力幅＝１（符号）＋３（整数部桁数）＋１（小数点）＋１（小数部桁数）＝６を指定したの

と同じ意味になります。 

  
［ゾーンへ（Ｔ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってホストのＣＯＢＯＬの

ゾーン形式数値項目に変換します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定し、５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録

するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません。 
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［パックへ（Ｕ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってホストのＣＯＢＯＬの

パック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定し、３バイトの符号つきパック形式の項目に記録

するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません 

 
［２進へ（Ｖ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってホストの２進形式整

数・小数項目に変換します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。た

とえば、  －１２３．４  という定数を入力値として指定し、４バイトの符号つき２進形式の項

目に記録するとすれば、出力２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力２進キャスト／ピクチャともに省略できません。 
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［Ａｎｋ化（Ｗ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）文字列をできる限りＡＮＫ（半角）に変換します。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  出力幅は式による指定もでき、式のなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

ＩＢＭ側のＡＮＫ項目のおわりにスペースが詰められます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  ふつう、入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指

定もでき、式のなかでは 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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［漢字化（Ｘ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）文字列をできる限り漢字（全角）に変換します。 

 
  プリント形式の場合 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると入力幅の２倍が指定されます。 
  項目長を変更したいときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、ＩＢＭ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式に設定さ

れている漢字スペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  デリミタ形式の場合 
  ふつう入力幅は省略し、出力幅だけを１０進のバイト数で指定します。出力幅は式による指定

もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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（６）引用符はずしの指定 

 
  デリミタ形式からの変換の場合には、項目が引用符（“ や‘）でくくられていることがありま

す。その引用符は文字データとしては扱われず、変換後にはずされます。また、引用符でくくっ

たなかにデリミタがあっても、ただの文字データとして扱います。引用符はずしは明示的に指定

しなくても、自動で行われます。 

 
  引用符の種類や引用符項目の取得方法は、「メインウィンドウ―Ｗｉｎオプション―詳細」画

面にて設定してください。 
 

◆注意  ----  引用符の種類の指定は一種類のみ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルに単一引用符（’）でくくられた項目と２重引用符（”）でくくられた 
項目が混在していても、どちらか片方の引用符しかはずすことができません。 
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（７）デリミタ検出の有無の指定 

 
  デリミタ形式からの変換のときに、デリミタ検出を無効にします。 
  デリミタ検出を無効にすると、その次の項目と合わせて１項目とみなします。たとえばつぎの

ように、ある項目（Ａｎｋ  ：２０）の前に定数（Ｄａｔａ＝）を挿入するときなどに使います。 

 
                    ： 
      Ａｎｋ    ［’Ｄａｔａ＝’］  ＆ 
      Ａｎｋ     ：２０ 
                    ： 

 
 
（８）漢字イン／アウトの指定 

 
  項目の前後に、漢字イン（ＫＩ）・漢字アウト（ＫＯ）を挿入することができます。 

 
  これは、漢字項目に漢字イン（ＫＩ）・漢字アウト（ＫＯ）を指定するのが、ふつうの使い方

です。この指定とＡｎｋ・漢字まじり項目変換は、似ているところもありますが別物ですので、

ご注意ください。 
  １：漢字イン、３：漢字イン＋アウトを指定した場合、さらに１０進数数値（０～２５５の範

囲）を入力することもできます。東芝方式のＡＮＫ・漢字項目化するために「長さバイト」を付

加する場合に指定します。 
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＜マップ設定（詳細）ウインドウ＞ 

 
       ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨             ①                        ⑩        ⑪ 

 

 
①マップ設定の記述をするエディットボックスです。 

 
②～⑨はファイル（Ｆ）、編集（Ｅ）のメニューの機能がボタン化されています。 
②既存のパラメータファイル等を読みます。 
③①の内容をパラメータファイルへ保存します。 
④直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 
⑤選択した文字列が切り取られ、カットバッファに入ります。 
⑥選択した文字列がカットバッファに入ります。 
⑦⑤／⑥の操作でカットバッファに入った内容を、カーソルがある位置へ貼りつけます。 
  カーソルがある位置以降に文字列があれば、挿入になります。 
⑧選択した文字列が削除されます。 
⑨①の文字列をすべて選択状態にします。 

 
⑩設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑪キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 
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◆注意  ----  マップ設定（詳細）の記述内容について 

  マップ設定（詳細）のエディットボックスの中に記述する内容は、ファイルレイアウト（／ｍ

ａｐを含まない／ｍａｐ以降）のみの記述となります。既存のパラメータファイルを読み込むと、

それ以外の記述（／ｄｅｌｉｍｉｔｅｄ～、／ｍａｐ等）は自動的にコメントになります。記述

に誤りがある状態でＯＫボタンをクリックすると、エラーとなる場合があります。修正してから

再度ＯＫボタンをクリックしてください。／ｍａｐ以降の文法については、「コマンド編」の「コ

マンド型の実行」の章を参照してください。 

 
例）マップ設定（詳細）にパラメータファイル“ＰＮＰＵＴＣＳＶ．Ｐ”を読み込む 

 
 
 
    --/form 64            --ＩＢＭレコード長＝６４バイト 
    --  auto fb           --適当にブロッキング 

 
    --/replace            --同名ファイルは置換する 
                                                                  コメントになる行 
    --/delimited          --デリミタ形式からの変換 
    --  by comma          --コンマ区切り 

 
    --/map 
        "ank   :2",       --Ｎｏ．（惑星番号） 
        "kanji :8",       --和名 
        "ank   :10",      --英名 
        "ank   :9",       --読み 
         dpack :u4.3,     --質量比                                変換時に、 
         dzone :u2,       --衛星数（確定済）                        使われる行 
         dzone :s2.1,     --極大等級（見かけ上の最大の明るさ） 
        "kanji :20",      --英名の意味・由来 
         date  yyyy-mm-dd:yymmdd  --ﾚﾎﾟｰﾄ提出年月日 

 
 

■Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換の実行 

  変換ボタンをクリックすると、Ｗｉｎ→ＩＢＭデータファイル変換が始まります。 
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■注意事項 

 
  漢字があるときの注意 
  漢字項目変換やＡｎｋ・漢字まじり項目変換を行うときは、あらかじめ 

 
      変換設定の漢字変換方式設定で、適当な漢字変換方式を割り当てておく 

 
  のを忘れないでください。また、桁位置や幅は漢字データについても 

 
      バイト単位で指定 

 
  します。漢字の文字数ではないことに注意してください。 

 
  改行コードがないと、１件だけの変換になる 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの各レコードの末尾に改行コードがついていないと、先頭の１件だけ

変換されます。この場合は、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換を使うべきです。 

 
  その他の注意事項 
  「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換」の節を参照してください。 
 



                                                        ５.９  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 

        ５．９  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換の操作方法について説明します。 

 

 
                   ②                      ①                      ③ ④ 

 
①変換方法のランダムファイル（Ｒ）をクリックし、 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換を選択します。 
②入力レコード長を指定するオプションです。 
③マップ設定（レコードレイアウト設定）をするオプションボタンです。 
④変換を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、変換が始まります。 

 
  Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換の共通指定項目は、「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換」の節ですで

に詳しく説明しました。そちらを参照してください。 
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■オプションの指定 

 
●入力レコード長オプション 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長を指定します。Ｗｉｎｄｏｗｓレコード長は、通常、

１０進数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長    という特殊変数が使用できます。 

 
  ＩＢＭファイルのレコード長を基準にして、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルのレコード長を決めるこ

とができます。たとえば、 

 
      ＄＋２    と指定すれば、 

 
  「ＩＢＭファイルのレコード長に＋２したものをＷｉｎｄｏｗｓ側のレコード長にせよ」とい

う意味になります。 
  入力レコード長オプションでＷｉｎｄｏｗｓレコード長を指定できることは、Ｗｉｎ→ＩＢＭ

ランダムファイル変換の性格をよく反映しています。 
  ゾーン形式とパック形式の変換、日付データの変換をサポートしているため、レコード長を増

減する機能がないと困るからです。また、不要な項目がいくつもあるときや、予備領域が多すぎ

るときはレコード長を縮めたいものです。 

 
◆注意  ----  Ｗｉｎｄｏｗｓシステムでは、ＯＳ自身に「レコード長」の概念がない 

  Ｗｉｎｄｏｗｓでは、ＯＳ自体がファイルごとのレコード長を管理しません。しかしながら、

便宜上、アプリケーションがファイルを扱う論理的な単位をＷｉｎｄｏｗｓ側のレコード長、あ

るいはＷｉｎｄｏｗｓレコード長と呼んでいます。 



                                                        ５.９  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 

 
●マップ設定オプション 

 
  このマップ設定オプションで、項目別の細かい変換方法を指示します。本来なら、自動的に項

目を認識して変換ができると便利です。しかし、ホストの、とくにＣＯＢＯＬのデータには、デ

ータ自身に桁数や小数点位置の判断に必要な情報が含まれていない、という特性があります。そ

のため自動変換は原理的に不可能なのです。 

 
  マップ設定のボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

  マップ設定には、 

 
      簡易設定 ---- 設定ウインドウに従って、必要な値を入力するだけで設定ができます。 

                    通常は、こちらの機能だけで間に合う場合がほとんどです。 
      詳細設定 ---- フリーフォーマットで、マップ設定を記述するエディタモードです。 

                    簡易設定だけでは設定できない特殊な設定をする場合、あるいは、 
                    既存のパラメータファイル等を流用したい場合等に使用します。 
                    マップ設定の文の書き方を覚えなくては設定できません。 

 
  の２とおりの方法があります。 

 
◆注意  ----  簡易設定と詳細設定の組み合わせ 

  簡易設定で設定した値は、詳細設定で読み込むことができるテキスト形式に直されます。よっ

て、簡易設定をした後の項目に、詳細設定で特殊設定をつけ足すこともできます。 

 
◆注意  ----  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合の制約 

  詳細設定→簡易設定の順で設定した場合は、原形が変わってしまう場合があります。これは、

詳細設定で設定した項目が簡易設定で読み込まれることにより、スリム化されてしまうからです。

ただし、原形が変わってしまっても、設定内容が変わるわけではありません。 
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＜マップ設定（簡易）ウインドウ＞ 

 
 ⑯ ⑰          ⑪           ⑩     ⑱       ⑫                     ⑭   ⑬   ⑮ 

 
    ①  ②     ③      ④       ⑤    ⑥    ⑦    ⑧     ⑨ 

 
①Ｎｏ．は、１～２０００です。ここは非入力項目で、行選択の時にクリックします。 
②項目の桁位置等を入力します。通常、項目を組み替えるとき以外は入力しません。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
③項目のデータ形式を指定します。 
  ダブルクリックすると、入力サブウインドウが開きます。 
④項目の入力幅を入力します。 
  Ａｎｋ／漢字／Ａｎｋ・漢字／バイナリ／バイナリ反転の場合、定数の指定もできます。 
  表示へ／ゾーンへ／パックへ／２進への場合、数値定数かシステム変数を入力します。 
⑤項目の出力幅を入力します。出力幅＝入力幅の場合は省略します。 
  データ形式がゾーン／パック／２進指定の場合、ピクチャまたは２進ピクチャで指定します。 
⑥項目の引用符はずしの指定です。 
  通常、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換では使用しません。
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⑦デリミタ検出を無効にする指定です。 
  通常、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換では使用しません。 
⑧項目の前後に漢字イン／アウトを挿入する指定です。 
⑨コメントの入力ができます。 
⑩セルポインタの入力ガイダンスメッセージが出力されるフィールドです。 
  誤入力をした場合のエラーメッセージも出力されます。 

 
⑪は編集（Ｅ）、ツール（Ｔ）のメニューの機能がボタン化されています。 
      直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容が切り取られ、カットバッファに入ります。 

 
      １行または複数行を選択（①の操作）をした後に、このボタンをクリックすると、 
      選択した項目の内容がカットバッファに入ります。 

 
      カットバッファに入った内容を、セルポインタがある行へ貼りつけます。 
      すでに、セルポインタ以降の行に設定項目がある場合は、挿入になります。 

 
      セルポインタがある行以降が１行ずつ下がります。通常は、行挿入をする場合に 
      使用します。 

 
      選択した項目の内容が削除されます。 

 
      変換プレビュー（変換前／変換後のデータ確認）ができます。 

 
      Ｗｉｎファイルエディタが起動します。 
      Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの中身を見ること（編集も可能）ができます。 

 
⑫セルポインタが選択項目にある場合に、選択肢のボタンが表示されるエリアです。 
⑬入力レコード長オプションの指定を変更できます。 
⑭設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑮キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 

 
⑯マルチレコードの設定ができるＡｔｌａｓモードに切り替えるボタンです。*1 
⑰COBOL のソースファイル（Ｃｏｐｙ句）を読み込むボタンです。*1 
⑱フェーズボタンをクリックすると、フェーズを設定するウインドウが開きます。*1 

 

 279
  *1）詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 
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◆注意  ----  マップ未設定時のデータ変換動作 

  マップ未設定の場合は、すべてをＡＮＫデータとみなしてデータ変換を行います。 

 
 
＜マップ設定（簡易）サブウインドウ＞ 
  ポジションの欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。入出力桁位置や

入出力スキップの設定を簡便に行うことができます。 

 

 
 
  データ形式の欄をダブルクリックすると、つぎのサブウインドウが開きます。データ形式から

デリミタ検出（漢字項目は漢字イン／アウト）までの設定を簡便に行うことができます。 
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＜マップ設定（簡易）・変換プレビュー機能＞ 
  変換プレビューボタンをクリックすると、マップ設定（簡易）のウインドウはつぎのような状

態になり、変換前／変換後のデータを確認することができます。 

 
 ↑変換前データ表示    変換後データ表示↓   ③   ③     ①   ④   ②       ② 

 
①変換前／変換後のデータ表示の切り替えを行うボタンです。④の表示が変わります。 
②前レコード／次レコード表示のためのボタンです。 
③ここには、入力レコード／出力レコードのポジション（桁）が表示されます。 
④データ表示は、変換前が文字、変換後が１６進、未定義個所が文字になります。 
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（１）ポジション（桁位置）の指定 

 
  変換対象にするＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）の桁位置や、変換結果を書き込むＩＢＭ側（出力）

の桁位置を、別の任意の位置に移動できます。現在、処理対象にしている桁位置を、この機能で

強制的に変更できます。この機能を利用すると、項目の組み替えなどが簡単に実現できます。 

 
  入力桁位置は、ふつう１０進数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ．    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、 

 
      ．－４０    と指定すれば、    今の入力桁位置から４０バイト戻る 

 
  という意味になります。 

 
  出力桁位置を移動することもできます。ふつう、 

 
      ：１０進数    で桁位置を指定します。 

 
  １０進数の代わりに式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ．    ＩＢＭ側（出力）の現在の桁位置    という特殊変数が使えます。 

 
  たとえば、 

 
      ：．－４０    と指定すれば、    現在の出力桁位置から４０バイトバックせよ 

 
  という意味になります。 

 
◆注意  ----  先頭を０桁目とする 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では、レコードの先頭を０桁目として数えます。 

 
 



 283

                                                        ５.９  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 

 
（２）ポジション（入力スキップ）の指定 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードに不要な項目があるとき、それをスキップして変換できま

す。 

 
  スキップする幅は、    ＾バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＾３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＾３    は    ＾＾＾    と指定したのと同じです。 

 
  スキップする幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊      Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
 
（３）ポジション（出力スキップ）の指定 

 
  入力スキップとは逆に、ＩＢＭ側（出力）に何桁か空きを作ることもできます。 

 
  スキップする幅は、    ＿バイト数    で指定します。 

 
  たとえば、３バイト分スキップしたいなら、    ＿３    と指定します。 

 
  バイト数は省略でき、省略すると１バイトとみされるので、 

 
      ＿３    は    ＿＿＿    と指定したのと同じです。 

 
  スキップする幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
 



 284

                                                        ５.９  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 

 
（４）データ形式 

 
［Ａｎｋ（１）］ 
  ＡＮＫ項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定のＡＮＫコードの設定で

決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりに、ＡＮＫ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した

定数はＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後コード変換され

ます。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

ＩＢＭ側のＡＮＫ項目のおわりにスペース（２０Ｈ／４０Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［漢字（２）］ 
  漢字項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換方式の設定で決

まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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  また、入力幅の代わりに、漢字形式の定数を指定することもできます。その場合、指定した定

数はＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後コード変換されま

す。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列は漢字形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、ＩＢＭ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式に設定さ

れている漢字スペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［Ａｎｋ・漢字（３）］ 
  ＡＮＫ・漢字まじり項目を変換します。どのコード変換が行われるかは、変換設定の漢字変換

方式の設定で決まります（ふつう、セットアップ時に一回だけ行います）。変換後、漢字文字列

の前後にはＫＩ／ＫＯが挿入されます。この、ＫＩ／ＫＯ挿入のタイミングも漢字変換方式の設

定で決まります。そのため、オーバーフローの危険性があるので、出力幅の指定には注意しなけ

ればいけません。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりに、ＡＮＫ・漢字まじり形式の定数を指定することもできます。その場

合、指定した定数はＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後コ

ード変換されます。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      文字列定数      文字列はＡＮＫ・漢字まじり形式 
      汎用定数        Ｓｐａｃｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ 
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  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。入力に定数を指

定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  ふつうは、ＫＩ／ＫＯが挿入されてデータ長が長くなる分を加算した出力幅を指定します。オ

ーバーフローすると、ＡＮＫ・漢字まじり項目のおわりのほうが切り捨てられます。ただし、漢

字モードのままおわることはありません。また、ＫＯが途中で切れることもありません。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［数値（４）］ 
  文字形式の数値項目どうしの変換をします。数値変換は、Ａｎｋ項目変換と後述の表示・ゾー

ン変換の中間的なものです。Ａｎｋ項目変換と比較すると、 

 
      文字形式数値しか通さない 
      入力幅を省略すると１５桁（バイト）とみなす 
      右詰めになる                                  などの点が異なります。 

 
  「文字形式数値しか通さない」というのは、具体的には、 

 
      ＋、－、０～９、ピリオド（．）、Ｅ、ｅ、Ｄ、ｄ 

 
  しか変換しないで、これら以外の文字は捨ててしまうということです。たとえば、通貨記号

（￥／＄）や位取りのコンマ（，）などは削除されるので、リストファイルから入力データファ

イルを作るときなどに役立ちます。 
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［表示・ゾーン（５）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変換しま

す。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなすので、ふつうは明示的にバ

イト数を指定します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 

 
［表示・パック（６）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形

式数値項目に変換します。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなすので、ふつうは明示的にバ

イト数を指定します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を３バイトの符号つきパック形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。１２３．４  という数字を３バイトのＢＣＤ形式の項目に記録

するとすれば、ピクチャは  ｂ５．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 

 
［バイナリ（７）］ 
  バイナリ変換（無変換）は、「コード変換を一切しない」という変換方法です。ダウンロード

データをＩＢＭ形式に変換するときに多く用いられます。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  また、入力幅の代わりに、バイナリ形式の定数を指定することもできます。その場合、指定し

た定数はＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、コード変換されずに

そのまま出力されます。 
  入力値として、つぎの定数が使えます。 

 
      １６進列定数、汎用定数（ＬｏｗＶａｌｕｅ、ＨｉｇｈＶａｌｕｅ） 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
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  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなされます。入力幅に定数

を指定した場合は、出力幅の省略値は「正確な出力に必要な最小限の幅」になります。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、バイナリ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばす

と、ＩＢＭ側のバイナリ項目のおわりにＮＵＬ（００Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［ユーザーＡ（８）］，［ユーザーＢ（９）］ 
  ユーザーＡ／Ｂ変換は、利用者独自のバイト単位の変換処理が必要なときに、ＡＮＫ変換表ユ

ーザー用Ａ、ユーザー用Ｂを書き替えて利用します。ユーザーＡ／Ｂ変換には、Ａｎｋ項目変換

の説明がほとんどそのまま当てはまります。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ユーザーＡ／Ｂ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を

伸ばすと、ＩＢＭ側のユーザーＡ／Ｂ項目のおわりにＮＵＬ（００Ｈ）が詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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［ゾーン・ゾーン（Ａ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値

項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［パック・パック（Ｂ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、ホストのＣＯＢ

ＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 
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［ゾーン・パック（Ｃ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値

項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［パック・ゾーン（Ｄ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値項目を、ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値

項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。 
  入力ピクチャは省略できます。入力ピクチャを省略すると、「出力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、出力ピクチャ＝ｓ４．１という指定は、入力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  出力ピクチャも省略できます。出力ピクチャを省略すると、「入力ピクチャ」と同じとみなさ

れます。たとえば、入力ピクチャ＝ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ

＝ｓ４．１を指定したのと同じ意味になります。 
  なお、入力ピクチャと出力ピクチャを同時に省略することはできません。 
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［年設定（Ｅ）］ 
  日付データ項目を変換する際の、年の２桁（ｙｙ）と４桁（ｙｙｙｙ）の変換方式を設定しま

す。Ｗｎｎ、または、Ｓｎｎの形式で設定します。Ｗｎｎの“Ｗ”はウインドウ方式を、Ｓｎｎ

の“Ｓ”はシフト方式を意味し、“ｎｎ”は００～９９の数字で指定します。 

 
  入力側に  Ｗ３０  と指定すれば、入力データの年を１９３０～２０２９年とみなし、 
  出力側に  Ｓ２５  と指定すれば、出力データの年下２桁を、－２５します。 

 
  また、シフト方式（“Ｓｎｎ”指定）では、つぎの特殊指定ができます。 

 
      ＳＳｈｏｗａ      は、“Ｓ２５”の指定と同じ（昭和通年方式） 
      ＳＨｅｉｓｅｉ    は、“Ｓ８８”の指定と同じ（平成通年方式） 

 
  年設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の年設定がなされている場合は、日

付項目変換の直前の年設定が有効になります。 
  年設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、入力／出力ともに  Ｗ３０  となり、入出

力データの年を１９３０～２０２９年とみなします。 

 
［区切記号（Ｆ）］ 
  日付データ項目を出力する際の日付区切り記号を、つぎの３つの中から設定します。入力に、

ＳＬＡＳＨ、または、ＨＹＰＨＥＮ、または、ＰＥＲＩＯＤと入力します。 

 
      指定文字        日付区切り記号        デ  ー  タ  例    
      ＳＬＡＳＨ      ／（スラッシュ）    １９９８／１２／３１ 
      ＨＹＰＨＥＮ    －（ハイフン）      １９９８－１２－３１ 
      ＰＥＲＩＯＤ    ．（ピリオド）       １９９８．１２．３１ 

 
  日付区切り設定は日付項目変換が実行された時に適用になり、複数の日付区切り設定がなされ

ている場合は、日付項目変換の直前の日付区切り設定が有効になります。 
  日付区切り設定がない場合の日付項目変換のデフォルトは、  ＳＬＡＳＨ  となり、日付区切

り記号を“／”にします。 
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［日付（Ｇ）］ 
  日付データ項目を変換します。 

 
  入力と出力は、必ず日付マスクの形式で指定し、省略はできません。日付マスクの指定方法に

ついては、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 

 
      入力側に、    ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ 
      出力側に、    ｙｙｍｍｄｄ              のように指定すると、 

 
  コード変換後に、入力側１０バイトの日付データ項目を、出力側６バイトの日付データ項目に

編集します。その際に、年設定、日付区切り設定が適用になります。 

 
［ゾーン・表示（Ｉ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストの文字形式数値項目に変換しま

す。変換結果は右詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。なお、ピクチャは省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきなら１、符号なしなら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。たとえば、ピクチャ＝ｓ４．１、

出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 
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［パック・表示（Ｊ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、ホストの文字形

式数値項目に変換します。変換結果は右詰めになります。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。なお、ピク

チャは省略できません。 
  パック形式では、整数部桁数＋小数部桁数を奇数にしておくのが通例です。整数部の最上位桁

に意味があるのかないのかは、半々の割合です。出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、 

 
      符号つきなら１、符号なしなら０とする 
      ＋整数部桁数 
      ＋１＋小数部桁数（小数部があれば） 

 
  の要領でピクチャから自動的に計算された値が使われます。例を示すと、ピクチャ＝ｓ４．１、

出力幅＝省略という指定は、出力幅に７を指定したのと同じ意味になります。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 

 
［表示・２進（Ｋ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの文字形式数値項目を、ホストの２進形式整数・小数項目に変換します。 
  入力幅は、バイト数で指定します。省略すると１５バイトとみなされるので、ふつうは明示的

に桁数を指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
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［２進・表示（Ｌ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目を、ホストの文字形式数値項目に変換します。変換

結果は右詰めになります。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、ピクチャに従って出力されます。 
  出力幅、ピクチャ共に省略すると、 

 
    入力のバイト数    １   ２   ３    ４    ５    ６    ７    ８  
       出 力 幅       ３   ５   ８   １０  １３  １５  １７  １８  

 
  の要領で２進キャストから自動的に計算された値が使われます。例を示すと、入力２進キャス

ト＝ｉ４ｓ、出力幅＝省略という指定は、出力幅＝１０という指定と同じです。 
  出力幅を明示的に指定するときは、オーバーフローに注意しながら１０進のバイト数で指定し

ます。オーバーフローすると、符号や上位桁が切り捨てられるので、注意してください。 
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［ゾーン・２進（Ｍ）］ 
  ＷｉｎｄｏｗｓのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目を、ホストの２進形式整数・小数項目に変

換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  入力ピクチャも２進キャストにつづくピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、

２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１という指定は、 入力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 

 
［パック・２進（Ｎ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのパック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目を、ホストの２進形

式整数・小数項目に変換します。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字が３バイトの符号つきパック形式の項目に記録されているとすれば、

入力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。ＢＣＤ形式なら  ｂ５．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目に記録するとすれば、２

進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略できません。 
  入力ピクチャも２進キャストにつづくピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、入力ピクチャ＝省略、

２進キャスト／ピクチャ＝ｉ４ｓ４．１という指定は、 入力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 
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［２進・ゾーン（Ｏ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目を、ホストのＣＯＢＯＬのゾーン形式数値項目に変

換します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という数字を５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録するとすれば、ピクチ

ャは  ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャストにつづくピクチャも出力ピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、２進キャスト／ピク

チャ＝ｉ４ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 

 
［２進・パック（Ｐ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目を、ホストのＣＯＢＯＬのパック形式数値項目に変

換します。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字が４バイトの符号つき２進形式の項目に記録されているとすれ

ば、２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。なお、２進キャストは省略でき

ません。 
  ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
  －１２３．４  という数字を３バイトの符号つきパック形式の項目に記録するとすれば、ピク

チャは  ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャストにつづくピクチャも出力ピクチャも省略できますが、両方同時には省略できませ

ん。一方を省略すると、指定した方の値で補って実行されます。たとえば、２進キャスト／ピク

チャ＝ｉ４ｓ４．１、出力ピクチャ＝省略という指定は、出力ピクチャ＝ｓ４．１を指定したの

と同じ意味になります。 
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［２進・２進（Ｑ）］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓの２進形式整数・小数項目を、ホストの２進形式整数・小数項目項目に変換し

ます。 
  ２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえ

ば、  －１２３．４  という数字を４バイトの符号つき２進形式の項目とする場合、２進キャス

ト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。 
  ２進キャスト／ピクチャは入力または出力のどちらかを省略できます。入力を省略すると「出

力と同じ」とみなされ、出力を省略すると「入力と同じ」とみなされます。なお、入力２進キャ

スト／ピクチャと出力２進キャスト／ピクチャを同時に省略することはできません。 

 
［バイナリ反転（Ｒ）］ 
  バイナリ反転は、「コード変換を一切せずに、幅分のデータをバイト単位で左右反転する」と

いう変換方法です。２進数値データ（整数、小数、実数）は、ホスト側が正順であるのに対して、

Ｗｉｎｄｏｗｓ側が逆順であることが多いので、２進数値データの内容をそのままバイト単位で

左右反転する場合等に使用します。２進・２進変換のような加工機能はありませんが、その分だ

け処理が高速です。 
  幅は、１０進のバイト数で指定します。たとえば４バイトの入力データが、１６進表現で、 
  ０１  ＡＢ  ＣＤ  ＥＦ  であれば、出力データは  ＥＦ  ＣＤ  ＡＢ  ０１  になります。 
  また、幅の代わりに１６進列定数を指定することもできます。その場合、指定した１６進列定

数がＷｉｎｄｏｗｓ側（入力）レコードにあったかのようにみなされ、その後左右反転して出力

されます。 
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［表示へ（Ｓ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、ホストの文字形式数値項目に変換します。変

換結果は右詰めになります。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  入力値は省略できません。 
  出力幅は省略できます。出力幅を省略すると、「入力した値を正確に出力するために必要な、

最小限の幅」で出力されます。たとえば、入力値＝［－１２３．４］、出力幅＝省略という指定

は出力幅＝１（符号）＋３（整数部桁数）＋１（小数点）＋１（小数部桁数）＝６を指定したの

と同じ意味になります。 

  
［ゾーンへ（Ｔ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってホストのＣＯＢＯＬの

ゾーン形式数値項目に変換します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定し、５バイトの符号つきゾーン形式の項目に記録

するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません。 
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［パックへ（Ｕ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってホストのＣＯＢＯＬの

パック形式数値項目、ＢＣＤ形式数値項目に変換します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。たとえば、 
－１２３．４  という定数を入力値として指定し、３バイトの符号つきパック形式の項目に記録

するとすれば、出力ピクチャは  ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力ピクチャともに省略できません 

 
［２進へ（Ｖ）］ 
  入力した数値定数、またはシステム変数の値を、出力ピクチャに従ってホストの２進形式整

数・小数項目に変換します。 
  入力値として、つぎの数値定数、システム変数が使えます。 

 
  数値定数        整数定数、小数定数、１６進定数、汎用定数（Ｚｅｒｏ、Ｍｉｎ、Ｍａｘ） 
  システム変数    SysPhase、SysRecNum、SysBreak、SysReturn、SysQuit 

 
  出力２進キャスト／ピクチャの指定方法については、「操作の基礎」の章で説明しました。た

とえば、  －１２３．４  という定数を入力値として指定し、４バイトの符号つき２進形式の項

目に記録するとすれば、出力２進キャスト／ピクチャは  ｉ４ｓ４．１  と指定します。 
  入力値、出力２進キャスト／ピクチャともに省略できません。 
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［Ａｎｋ化］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）文字列をできる限りＡＮＫ（半角）に変換します。  入力幅は、１

０進のバイト数で指定します。式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると「入力幅と同じ」とみなします。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、ＡＮＫ項目のおわりのほうが切り捨てられます。逆に、項目長を伸ばすと、

ＩＢＭ側のＡＮＫ項目のおわりにスペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
［漢字化］ 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）文字列をできる限り漢字（全角）に変換します。 
  入力幅は、１０進のバイト数で指定します（漢字の文字数ではありません）。式による指定も

でき、そのなかでは、 

 
      ＄    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）のレコード長 
      ＊    Ｗｉｎｄｏｗｓ側（入力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 

 
  入力幅を省略すると＊を指定したとみなします。 
  出力幅も省略できます。出力幅を省略すると入力幅の２倍が指定されます。 
  項目長を変更するときは、出力幅を１０進のバイト数で指定します。 
  項目長を縮めると、漢字項目のおわりのほうが切り捨てられます（漢字の中央で切れることは

ありません）。逆に、項目長を伸ばすと、ＩＢＭ側の漢字項目のおわりに漢字変換方式に設定さ

れている漢字スペースが詰められます。 
  出力幅は式による指定もでき、そのなかでは、 

 
      ＄    ＩＢＭ側（出力）のレコード長 
      ＊    ＩＢＭ側（出力）の残りバイト数    という特殊変数が使えます。 
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（５）引用符はずしの指定 

 
  通常、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換では使用しません。 

 
 
（６）デリミタ検出の有無の指定 

 
  通常、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換では使用しません。 

 
 
（７）漢字イン／アウトの指定 

 
  項目の前後に、漢字イン（ＫＩ）・漢字アウト（ＫＯ）を挿入することができます。 

 
  これは、漢字項目に漢字イン（ＫＩ）・漢字アウト（ＫＯ）を指定するのが、ふつうの使い方

です。この指定とＡｎｋ・漢字まじり項目変換は、似ているところもありますが別物ですので、

ご注意ください。 
  １：漢字イン、３：漢字イン＋アウトを指定した場合、さらに１０進数数値（０～２５５の範

囲）を入力することもできます。東芝方式のＡＮＫ・漢字項目化するために「長さバイト」を付

加する場合に指定します。 
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＜マップ設定（詳細）ウインドウ＞ 

 
       ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨         ①                        ⑩        ⑪ 

 

①マップ設定の記述をするエディットボックスです。 

 
②～⑨はファイル（Ｆ）、編集（Ｅ）のメニューの機能がボタン化されています。 
②既存のパラメータファイル等を読みます。 
③①の内容をパラメータファイルへ保存します。 
④直前の編集作業が無効になり、元に戻ります。 
⑤選択した文字列が切り取られ、カットバッファに入ります。 
⑥選択した文字列がカットバッファに入ります。 
⑦⑤／⑥の操作でカットバッファに入った内容を、カーソルがある位置へ貼りつけます。 
  カーソルがある位置以降に文字列があれば、挿入になります。 
⑧選択した文字列が削除されます。 
⑨①の文字列をすべて選択状態にします。 

 
⑩設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
⑪キャンセルボタンをクリックすると、すべての入力／編集作業が無効になります。 
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◆注意  ----  マップ設定（詳細）の記述内容について 

  マップ設定（詳細）のエディットボックスの中に記述する内容は、ファイルレイアウト（／ｍ

ａｐを含まない／ｍａｐ以降）のみの記述となります。既存のパラメータファイルを読み込むと、

それ以外の記述（／ｄｅｌｉｍｉｔｅｄ～、／ｍａｐ等）は自動的にコメントになります。記述

に誤りがある状態でＯＫボタンをクリックすると、エラーとなる場合があります。修正してから

再度ＯＫボタンをクリックしてください。／ｍａｐ以降の文法については、「コマンド編」の「コ

マンド型の実行」の章を参照してください。 

 
例）マップ設定（詳細）にパラメータファイル“ＰＮＰＵＴＲＮＤ．Ｐ”を読み込む 

 
 
 
    --/size 74           --Ｗｉｎｄｏｗｓレコード長＝７４バイト 

 
    --/form 74           --ＩＢＭレコード長＝７４バイト 
    --  auto fb          --適当にブロッキング                       コメント 
                                                                      になる行 
    --/replace           --同名ファイルは置換する 

 
    --/map 
        ank   2          --Ｎｏ．（惑星番号） 
        kanji 8          --和名 
        ank   10         --英名 
        ank   9          --読み 
        dpack 8:u4.3     --質量比                                   変換時に、 
        dzone 2:u2       --衛星数（確定済）                           使われる行 
        dzone 5:s2.1     --極大等級（見かけ上の最大の明るさ） 
        kanji 20         --英名の意味・由来 
        date  yyyy-mm-dd:yymmdd  --ﾚﾎﾟｰﾄ提出年月日 

 
 

■Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換の実行 

  変換ボタンをクリックすると、Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換が始まります。 
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                                                        ５.９  Ｗｉｎ→ＩＢＭランダムファイル変換 

■注意事項 

 
  漢字があるときの注意 
  漢字項目変換やＡｎｋ・漢字まじり項目変換を行うときは、あらかじめ 

 
      変換設定の漢字変換方式設定で、適当な漢字変換方式を割り当てておく 

 
  のを忘れないでください。また、入力幅、出力幅は漢字データについても 

 
      バイト単位で指定 

 
  します。漢字の文字数ではないことに注意してください。 

 
  その他の注意事項 
  「Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換」の節を参照してください。 



                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

                  ５．10  ＩＢＭディスクの初期化 

 
  ＩＢＭディスクの初期化の操作方法について説明します。 

 
        ⑨    ⑩     ② ③ ④ ⑤ ⑥          ①                ⑦     ⑧ 

 
①ＩＢＭディスク初期化をクリックし、メイン処理部をＩＢＭディスク初期化にします。 
②初期化するディスクを挿入するドライブを指定します。 
③一般のＩＢＭ形式、東芝形式、三菱形式を選択します。 
④媒体種別を選択します。 
⑤ボリュームＩＤを指定します。 
⑥所有者名を指定します。 
⑦初期化実行時の問合わせ・確認ウインドウ表示の選択をするチェックボックスです。 
⑧初期化を実行するボタンです。このボタンをクリックすると、初期化が始まります。 
⑨ベリファイを行うかどうかを指定します。 
⑩クイックフォーマットを行うかどうかを指定します。 
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                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

 
●ドライブの指定 

 
  初期化するディスクを挿入するドライブを選択します。 

 
 
●タイプの指定 

 
  一般のＩＢＭ形式、東芝形式、三菱形式のどれにするかを指定します。つぎに示す、 

 
      一般のＩＢＭ形式にする（1.2MB ﾌｫｰﾏｯﾄ､EBCDIC ﾗﾍﾞﾙ） 

      東芝形式にする（1.2MB ﾌｫｰﾏｯﾄ､JIS8/ASCII ﾗﾍﾞﾙ） 

      三菱形式にする（1.44MB ﾌｫｰﾏｯﾄ､EBCDIC ﾗﾍﾞﾙ）          の指定ができます。 

 
  「一般」は一般のＩＢＭ形式にする指定です。 
  「東芝」は東芝形式にする指定です。 
  「三菱」は三菱形式にする指定です。 

 
 
＜一般のＩＢＭ形式、東芝形式、三菱形式＞ 
  一般に、ＩＢＭ形式といえばラベル類をＥＢＣＤＩＣコードで記録することになっています。

しかし、東芝のシステムでは、ラベル類をＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードで記録するのが標準です

（実際はシステムによって少しずつ事情が違います）。また、三菱のシステムの３．５インチデ

ィスクは、ラベル類はＥＢＣＤＩＣコードで記録しますが、１．４４ＭＢフォーマットになって

います（通常は、１．２ＭＢフォーマット）。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は３タイプとも扱うことができるので、区別する必要がないときはまと

めて「ＩＢＭ形式」と呼びます。区別する必要があるときは、それぞれ「一般のＩＢＭ形式」、

「東芝形式」、「三菱形式」と呼び分けます。 
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                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

 
●メディアの指定 

 
  ９種類の物理フォーマットのうち、どれにするかを指定します。つぎに示す、 

 
      ２ＨＤ－２５６ 
      ２ＨＤ－５１２ 
      ２ＨＤ－１０２４ 
      ２Ｓ－１２８ 
      ２Ｓ－２５６ 
      ２Ｓ－５１２ 
      １Ｓ－１２８ 
      １Ｓ－２５６ 
      １Ｓ－５１２            のどれかで指定します。 

 
  初期化可能なディスク・フォーマットは、 
      ３．５および５インチ ２ＨＤ－２５６／５１２／１０２４ 

 
  です。また、８インチディスクフォーマットの互換モード*1として、 
      ８インチ １Ｓ－１２８／２５６／５１２ 
      ８インチ ２Ｓ－１２８／２５６／５１２ 

 
  が使えます。なお“－”のあとの数字は、セクタ長を意味しています。 

 
 
◆参考  ----  ８インチ互換モードについて 

 
  ８インチディスク互換モードとは３．５インチおよび５インチのディスクを８インチの１Ｓや

２Ｓと同じ形式でアクセスする機能です。初期化時に８インチディスク互換モード形式で初期化

を行った場合、変換処理のアクセスもこのモードで行われます。 
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                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

 
●ボリュームＩＤの指定 

 
  ボリュームＩＤ（ボリューム通番）を指定します。ボリュームＩＤは省略可能です。 

 
＜ボリュームＩＤ＞ 
  ボリュームＩＤとは、ＩＢＭディスクにつける識別名です。というよりは、識別コードのよう

なものと思ってください。つぎの規則に従ってつけます。 

 
      英大文字（Ａ～Ｚ）と数字（０～９）を組み合わせ、６文字以内で指定する 
      英小文字で指定してもよいが、英大文字に変換される 
      数字ではじまってもよい（たとえば“００７”のような指定も許される） 
      途中に空白を置いてはいけない 
      特殊文字、半角カタカナ、漢字などは使えない 
      ただし、特殊文字のうち  ＠、＃、￥、＄  は使えるシステムが多い 

 
  ボリュームＩＤは適当につけてもよいし、つけなくてもよいことが多いのですが、相手システ

ムの事情にもよります。データ交換の当事者間の合意による、指定された特定のボリュームＩＤ

をつけなければならないこともあります。 

 
 
●所有者名の指定 

 
  所有者名を指定します。所有者名は省略可能です。 

 
＜所有者名＞ 
  所有者名とはＩＢＭディスクに補助的に「だれのものか」を書き込んでおくもの、と思ってく

ださい。つけるときは、ふつう担当者の名前や会社名にします。 
  所有者名は制御には使用されません。ですから、省略してもまったく悪影響はありません。つ

けるならつぎの規則に従ってください。 

 
      英大文字（Ａ～Ｚ）と数字（０～９）で構成し、途中に空白を入れてもよい 
      英小文字で指定しても英大文字に変換される 
      １４文字以内で指定し、先頭は英字に限る 
      特殊文字、半角カタカナ、漢字などは使えない 
      ただし、特殊文字のうち  ＠、＃、￥、＄  は使えるシステムが多い 

 



                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

 
●ベリファイの指定 

 
  チェックを入れることで、フォーマットが正常に行われたかどうかをフォーマット終了時にチ

ェックするようになります。なお、ベリファイとクイックフォーマットは同時には指定できませ

ん。 

 
●クイックフォーマットの指定 

 
  チェックを入れることでフォーマットを通常よりも早く行えるクイックフォーマットとして

行うどうかを指定します。クイックフォーマットを指定することで、通常行われる物理フォーマ

ットの部分を省略して論理フォーマットのみを行います。なお、ベリファイとクイックフォーマ

ットは同時には指定できません。 

 
 クイックフォーマットを行うフロッピーとは異なるタイプとメディアは指定できません。 
クイックフォーマットをチェックすると以下のメッセージウィンドウが表示されます。 

 

 
 
 ＯＫをクリックすると、挿入されているフロッピーからタイプとメディアの情報を読み込んで

画面上に設定します。キャンセルをクリックすると、情報は読み込みません。その場合、タイプ

とメディアが、挿入されているフロッピーとは異なる値を指定するとエラーとなり初期化できま

せんのでご注意下さい。 
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                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

 
●問合わせ・確認指定 

 
  ＩＢＭディスクの初期化を実行する前に、確認ウインドウを出すかどうかを指定します。 

 
  問合わせ・確認のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、確認ウインドウで初期化するか否かを問い合わせる指定 
      ＯＦＦにすると、確認なしで初期化する指定                            となります。 

 
  問合わせ・確認指定がＯＮであれば、確認してから初期化できます。こちらがデフォルトです。 

 

 

  つぎの、 

 
      はい（Ｙ）      ＩＢＭディスクの初期化を始める 
      いいえ（Ｎ）    ＩＢＭディスクの初期化を中止する 

 
  のどちらかで応答してください。 

 
  問合わせ・確認指定がＯＦＦであれば、確認なしでＩＢＭディスクの初期化を実行します。 
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                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

■初期化実行時のウインドウ 

 
  初期化ボタンをクリックすると、ＩＢＭディスクの初期化が始まり、つぎのウインドウが開き

ます。 

  
       ① ② ③                                               ⑤         ④ 

 
①初期化中のメッセージを表示するメッセージフィールドです。 
  初期化が始まると、“初期化開始．”と表示されます。 
  初期化が正常終了すると、“初期化終了．”と表示されます。 
②初期化中の進行状況を表示するフィールドです。 
  “ n シリンダ / n 面を初期化中です．”と表示されます。 
③初期化中のエラーメッセージを表示するフィールドです。 
④初期化中はこのボタンをクリックできません（初期化の中断はできません）。 
  初期化が終了したら、その結果を確認して、“閉じる”ボタンをクリックします。 
⑤おもにコード変換に関する現在の設定が表示されています。 
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                                                                  ５.１０  ＩＢＭディスクの初期化 

■注意事項 

 
  媒体種別（ディスクの種別）に注意 
  媒体種別の指定には十分に注意してください。誤った指定をすると、 

 
      規約はずれの形式になる 
      異常終了する 
      ハングアップする 

 
  のどれかになります。 

 
  空ファイルＤＡＴＡは作らない 
  一部の規約では、初期化したディスクにはＤＡＴＡという名前の、データ領域全体を割りつけ

た空ファイルを作ることになっています。しかし、ＩＢＭディスクの初期化ではこのファイルを

作りません。その理由は、このファイルがあると通常の使用方法では使用前にこのファイルＤＡ

ＴＡを削除するという余計な処理が必要になるからです。 

 
  不良ドライブは使わないで 
  入出力エラーを起こしやすい、動作不良または調整の狂ったドライブは、初期化には絶対に使

わないでください。不良ドライブで初期化をすると、初期化自体は大体正常終了しますが、使い

はじめてから入出力エラーが多発します。 

 
  不良ディスクは使わないで 
  指紋やキズなどによる不良箇所のあることがわかっているディスクは使わないでください。不

良箇所があっても、初期化自体は正常終了することが多く、使いはじめてから入出力エラーに悩

まされます。なお、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７からは、ＩＢＭディスクの初期化においてベリファイ

（試し読みして、不良ディスクの検査をすること）を行うことが出来るようになっています。 

 



                                                                    ５.１１  ＩＢＭディスクの複写 

                   ５．11  ＩＢＭディスクの複写 

 
  ＩＢＭディスクコピーの操作方法について説明します。 

 
             ④⑤    ⑥       ⑦    ③ ②                  ①  ⑧     ⑨ 
①ＩＢＭディスクコピーをクリックし、メイン処理部をＩＢＭディスクコピーにします。 
②コピー元のディスクを挿入するドライブを指定します。 
③コピー先のディスクを挿入するドライブを指定します。 
④最小コピーモードオプションの選択をするチェックボックスです。 
⑤コピー先初期化オプションの選択をするチェックボックスです。 
⑥コピー先のディスクの初期化を行う場合の、 
  問合わせ・確認ウインドウ表示の選択をするチェックボックスです。 
⑦コピー先のディスクの初期化を行う場合の、 
  初期化タイプ（コピー元と同じ、１．２ＭＢ、１．４４ＭＢ）を指定します。 
⑧ＩＢＭディスクコピー実行時の、 
  問合わせ・確認ウインドウ表示の選択をするチェックボックスです。 
⑨ＩＢＭディスクコピーを実行するボタンです。 
  このボタンをクリックすると、ＩＢＭディスクコピーが始まります。 
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                                                                    ５.１１  ＩＢＭディスクの複写 

 
●コピー元ドライブの指定 

 
  コピー元のディスクを挿入するドライブを選択します。 

 
 
●コピー先ドライブの指定 

 
  コピー先のディスクを挿入するドライブを選択します。 

 
 
◆注意  ----  コピー元ドライブとコピー先ドライブについて 

  コピー元ドライブとコピー先ドライブが同じでも、ＩＢＭディスクコピーを行うことができま

す。フロッピードライブが１基しかない場合は、必然的にそうなります。 
  フロッピードライブが２基以上ある場合は、コピー元ドライブとコピー先ドライブの指定を変

えることにより、実行時にフロッピーディスクを抜き差しする操作が省けます。 

 
 
●最小コピーモードの指定 

 
  ＩＢＭディスクコピーを行う場合の、コピーモードを指定します。 

 
  最小コピーモードのチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、最小コピーモードで処理する指定 
      ＯＦＦにすると、完全コピーモードで処理する指定    となります。 

 
  最小コピーモードは、ＩＢＭファイルの有効セクタ（ＢＯＥ～ＥＯＤ－１）のみをコピーしま

す。少量のデータしかないときには、コピー時間を大幅に節約することができます。こちらが、

デフォルトです。 

 
  完全コピーモードは、データ部の全セクタをコピーします。 

 
  どちらのモードでも、インデックスシリンダの内容は完全にコピーされます。 
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                                                                    ５.１１  ＩＢＭディスクの複写 

 
●コピー先初期化の指定 

 
  コピー先のディスクへの書き込み時に、コピー先のディスクを初期化するかどうかを指定しま

す。 

 
  コピー先初期化のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、コピー先のディスクを初期化して処理する指定 
      ＯＦＦにすると、コピー先のディスクを初期化済みとして処理する指定    となります。 

 
  “コピー先初期化”を選択すると、初期化オプションの“問合わせ・確認”が選択できる状態

になります。ただし、コピー元ドライブとコピー先ドライブが同じ場合は、ＯＦＦにできません。 

 
  問合わせ・確認のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、コピー先のディスクを初期化直前に確認ウインドウを開く指定 
      ＯＦＦにすると、コピー先のディスクを初期化直前に確認ウインドウを開かない指定 

 
  となります。 

 
  “コピー先初期化”を選択すると、初期化オプションの“初期化タイプ”が選択できる状態に

なります。“初期化タイプ”で、コピー先のディスク初期化時の形式を指定することができます。 

 
      コピー元と同じ 
      一般／東芝（１．２ＭＢ） 
      三菱（１．４４ＭＢ）        のどれかで指定します。 



                                                                    ５.１１  ＩＢＭディスクの複写 

 
●問合わせ・確認指定 

 
  ＩＢＭディスクコピーを実行中に、確認ウインドウを出すかどうかを指定します。 

 
  問合わせ・確認のチェックボックスを、 

 
      ＯＮにすると、確認ウインドウの指示に従ってＩＢＭディスクコピーをする指定 
      ＯＦＦにすると、確認なしでＩＢＭディスクコピーをする指定 

 
  となります。ただし、コピー元ドライブとコピー先ドライブが同じ場合は、ＯＦＦにできませ

ん。 

 
  問合わせ・確認指定をＯＮにして実行すると、つぎのウインドウが開きます。 

 
  ①コピー元のディスク挿入の確認ウインドウ 

 

  ②コピー先のディスク挿入の確認ウインドウ 

 
  ＜初期化指定なしの場合＞ 

 
  ＜初期化指定ありの場合＞ 

 

  それぞれのウインドウの指示に従って、ＩＢＭディスクコピーを行ってください。 

 
  問合わせ・確認指定がＯＦＦであれば、確認なしでＩＢＭディスクコピーを実行します。 
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                                                                    ５.１１  ＩＢＭディスクの複写 

■コピー実行時のウインドウ 

 
  コピーボタンをクリックすると、ＩＢＭディスクコピーが始まり、つぎのウインドウが開きま

す。 

 
       ① ② ③                                               ⑤         ④ 

 
①コピー中のメッセージを表示するメッセージフィールドです。 
  コピー元ディスクの読み取りが始まると、“読み取り開始．”と表示されます。 
  コピー元ディスクの読み取りが正常終了すると、“読み取り終了．”と表示されます。 
  コピー先ディスクの初期化が始まると、“初期化開始．”と表示されます。 
  コピー先ディスクの初期化が正常終了すると、“初期化終了．”と表示されます。 
  コピー先ディスクの書き込みが始まると、“書き込み開始．”と表示されます。 
  コピー先ディスクの書き込みが正常終了すると、“書き込み終了．”と表示されます。 
②コピー中の進行状況を表示するフィールドです。 
  コピー元ディスクの読み込み中は、 
  “d: の n シリンダ / n 面を読み取りました．”と表示されます。 
  コピー先ディスクの初期化中は、 
  “s: の n シリンダ / n 面を初期化中です．”と表示されます。 
  コピー先ディスクの書き込み中は、 
  “s: の n シリンダ / n 面を書き込みました．”と表示されます。 
③コピー中のエラーメッセージを表示するフィールドです。 
④ディスクの読み取り／書き込み中はこのボタンをクリックできません。 
  コピーが終了したら、その結果を確認して、“閉じる”ボタンをクリックします。 
⑤おもにコード変換に関する現在の設定が表示されています。 
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                                                                    ５.１１  ＩＢＭディスクの複写 

■注意事項 

 
  コピー元ディスクを書き込み禁止状態にしてから、ディスクコピーを実行する 
  ＩＢＭディスクコピーを行う前に、コピー元のディスクを書き込み禁止状態にすることをお勧

めします。特に、即時モードで実行した場合のオペレーションミスを防止することができます。 

 
  欠陥があるＩＢＭディスクはディスクコピーできない 
  コピー元のＩＢＭディスク読み込み時に、欠陥（欠陥シリンダ、欠陥セクタ）が検出されたら、

ディスクコピー処理を中断します。 

 
  削除セクタは削除セクタとしてコピーする 
  コピー元のＩＢＭディスク読み込み時に、削除セクタが検出されたら、コピー先のＩＢＭディ

スクに、削除セクタとして書き込みを行います。 

 



                                                                ５.１２  ＩＢＭファイルアロケート 

                ５．12  ＩＢＭファイルアロケート 

 
  ＩＢＭファイルアロケートではＩＢＭディスク内の領域をアロケートすることが出来ます。 

 

 
                 ②  ⑦ ③  ⑤ ④ ⑥       ⑧          ①        ⑨ 
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                                                                ５.１２  ＩＢＭファイルアロケート 

 
①ＩＢＭファイルアロケートタブをクリックして、表示を上の画面に切り替えます。 
②アロケート対象のドライブ名とアロケート領域につけたいファイル名を、コロンで区切って入 
力します。 

③アロケートしたい領域の容量の指定方法を選びます。 
④③の指定で「ディスク単位」を選んだ時に表示されます。ボリューム順序番号の範囲を指定し 
ます。 

⑤③の指定で「ディスク単位」を選んだ時に表示されます。④の右側のボックスで指定したボ 
リュームより後のボリュームに、今後、続きの領域をアロケートする可能性があるという時は 
「Ｃｏｎｔｉｎｕｅ」、そのボリューム以降にアロケート領域を拡張する可能性が無い時、若 
しくはシングルボリュームを指定したい場合は「Ｌａｓｔ」を選択します。 

⑥③の指定で「総レコード件数」を選んだ時に表示されます。アロケート領域をレコード数で指 
定します。 

⑦アロケートする領域を特定のビットパターンで埋めるかどうかを指定します。 
⑧Ｐｕｔ変換時の「ＦＤ設定」とほぼ同じ内容を設定する画面が開きます。（ファイル書き込み 
の際の新規／既存指定および予備レコード数が設定できない以外は「ＦＤ設定」と全く同じ） 

 
 
●容量の指定方法 

 
  アロケート領域をどのような単位で指定するかを選択します。 

 
ディスク単位 

 アロケート領域がまたがるディスクの枚数を指定します。「ボリューム順序番号の範囲」で指

定された枚数分のディスクについて、書き込まれたり削除されたりしていない部分(ファイルの

谷間の削除領域を除く)全てをアロケートします。今後、続きの領域をアロケートする可能性が

あるという時は、「Ｃｏｎｔｉｎｕｅ」、そのボリューム以降にアロケート領域を拡張する可能性

が無い時、若しくはシングルボリュームを指定したい場合は「Ｌａｓｔ」を入選択します。 

 
総レコード件数 

 指定したレコード数にファイル固有のレコード長(バイト)を掛け合わせたものが、アロケート

領域のバイト数になります。指定したレコード件数が一つのボリュームに収まらない時は、別の

ディスクへの入れ替えが必要となります。 
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                                                                ５.１２  ＩＢＭファイルアロケート 

 
●初期データ 

 
 初期データに埋めるバイナリ列を 16 進数で指定します。１バイト若しくは２バイト単位で指

定できます。 

 
●ファイル形式 

 
 「Ｗｉｎ→ＩＢＭ変換」における「ＦＤ設定」と同じ、ほぼ同じ内容の画面が開きます。ファ

イル書き込みの際の新規／既存指定および予備レコード数が設定できない以外は「ＦＤ設定」と

全く同じですので、本マニュアルの「Ｗｉｎ→ＩＢＭ変換」の部分を参照ください。 

 
◆注意  ----  ディスクの断片化とアロケートについて 

  論理的に削除されたファイルの領域が、削除されていないファイルの間に存在している場合は、

その部分のアロケートは出来ません。 



                                                                      ５.１３  スクリプトファイル 

                     ５．13  スクリプトファイル 

 
  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換、ＩＢＭディスク初期化、ＩＢＭ

ディスクコピー、ＩＢＭファイルアロケートの５つのメイン処理部で設定した項目は、Ｆ＊ＴＲ

ＡＮ２００７のスクリプトファイルとして保存することができます。 
  作成されたスクリプトファイルは、エクスプローラからクリックするだけで実行できます。ス

クリプトファイルの実行については、解説で説明します。 

 
            ① 

         
② 

 
①読み込まれたスクリプトファイル名。 
②選択されているメイン処理部が、保存の対象となる。 

 322



                                                                      ５.１３  スクリプトファイル 

［新規にスクリプトファイルに保存する場合］ 

 
  ②のタブコントロールをクリックし、処理（ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換、Ｗｉｎ→ＩＢＭフ

ァイル変換、ＩＢＭディスク初期化、ＩＢＭディスクコピー、ＩＢＭファイルアロケートのいず

れか）を選択します。必要な項目を設定し、実行が可能なら、実際に処理を行い結果を確認しま

す。 
  この状態の設定を保存するなら、メニューバーのファイル（Ｆ）→名前を付けて保存（Ａ）を

実行します。ここで、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

 
  これは、保存されたスクリプトファイルを編集および実行する時の設定をするウインドウです。 

 
  スクリクプトファイルのダブルクリック時の動作 
     スクリプトファイルのダブルクリックおよび、コンテクストメニューの「開く」を行った 

     場合の動作について制御します。 

     デフォルト値に合わせる ････ 環境設定で指定したものに合わせます。 

     即実行                 ････ 実行をします。 

     編集                   ････ スクリプトファイルが読み込まれた状態でＦ＊ＴＲＡＮ 

 323
２００７の画面が表示されます。 



 324

                                                                      ５.１３  スクリプトファイル 

 
  実行ウインドウ表示 
     「スクリプトファイルのダブルクリックで即時実行」にチェックがあるときのみ、選択で 
      きます。スクリプト実行時に実行ウィンドウを表示します。 

 
  実行ウインドウ自動クローズ 
     「実行ウインドウを表示」にチェックがあるときのみ選択できます。スクリプト実行後、 
      自動的に実行ウインドウを閉じて終了します。 

 
  実行ウインドウ等のタイトルを変更する場合は、タイトルのエディットボックスに出力する文

字列を入力します。 
  ローカル環境化のチェックボックスにチェックを入れ、環境名を入力することで、現在のコー

ド変換表ファイルや漢字変換表ファイルの設定内容を環境(名)として保存できます。スクリプト

ファイルの出力に併せて環境の保存も行うことにより、スクリプトファイルの実行の際に保存し

た環境を使用しての変換が行えるようになります。 

 
 エラーログ出力先、変換漏れログ出力先、エラーログファイル名、変換漏れログファイル名を

それぞれ指定します。指定されなかった場合は、エラーログは“FT.ERR”、変換漏れログは変換

方向別に、Ｗｉｎ→ＩＢＭ変換では“Ftplog.txt”、ＩＢＭ→Ｗｉｎ変換では“Ftglog.txt”と

いう名前でインストールモード別に以下の場所に出力されます。 

 

標準インストールモードの場合：\＜ユーザデータフォルダ＞\Log\ 

２００６互換インストールモードの場合：インストールディレクトリ 

 
 指定されたパスが存在しなかったり、存在してもディレクトリではない場合も上記場所に出力

されます。 

 
 エラーログ出力先に指定されたパス名を変換漏れログの出力先としても使用する場合は「変換

漏れログ出力先としても使用(S)」をチェックします。 

 
もし、スクリプトファイルをダブルクリックなどで直接実行する必要がない場合は、保存設定画

面での入力は必要ありません。設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックします。 

 



                                                                      ５.１３  スクリプトファイル 

 

 

 
  つぎに、“名前を付けて保存”のウインドウが開いたら、ファイル名を入力し、保存（Ｓ）ボ

タンをクリックして、スクリプトファイルへの保存がなされます。もし、保存設定画面にて「ロ

ーカル環境化」の設定を行っていた場合は、この時点で入力した名前のフォルダが環境群フォル

ダ直下に作成され、コード変換表ファイル及び漢字変換表ファイルが画面編集時の内容にて保存

されます。また、次回Ｆ＊ＴＲＡＮを起動した時の環境設定についても、今回保存したものが選

択されている状態になります。 
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                                                                      ５.１３  スクリプトファイル 

 
［保存したスクリプトファイルを読み込む場合］ 

 
  メニューバーのファイル（Ｆ）→開く（Ｏ）を実行します。“ファイルを開く”のウインドウ

が開いたら、ファイル名を選択し、開く（Ｏ）ボタンをクリックします。 
  スクリプトファイルが読み込まれると、②のタブコントロールが切り替わり、メイン処理部の

内容が保存した時の状態になります。①のタイトルバーにスクリプトファイル名が表示されます。 

 
［変更した設定をスクリプトファイルに書き込む場合］ 

 
  スクリプトファイルを読み込みます。変更する項目があれば、修正します。 
  メニューバーのファイル（Ｆ）→上書き保存（Ｓ）を実行します。 
  “名前を付けて保存”のところで説明した保存設定のウインドウが開きます。必要があれば変

更してＯＫボタンをクリックすると、スクリプトファイルへの上書き保存がなされます。 

 
［今までの設定を無効にし、新規に設定をはじめる場合］ 

 
  メニューバーのファイル（Ｆ）→新規作成（Ｎ）を実行します。実行すると、“新規に作成し

ますか？”と確認ウインドウが開きます。はい（Ｙ）ボタンをクリックすれば、メイン処理部の

設定が起動時の状態になります。いいえ（Ｎ）ボタンをクリックすれば、新規作成を中止できま

す。 

 
  以上が、ファイル・メニューの基本的な操作です。 

 
 
◆注意  ----  スクリプトファイルの互換性 
  スクリプトファイルは、作成したＦ＊ＴＲＡＮより前のバージョンのＦ＊ＴＲＡＮでは使用す

ることができません。これは、バージョンアップにより追加された機能がそれより前のバージョ

ンのＦ＊ＴＲＡＮでは使用できないことによります。 
  ただし、以前のバージョンで作成したスクリプトファイルは、インストールディレクトリの修

正や使用されている環境の移行などの作業が必要になる場合もありますが、それよりも新しいバ

ージョンのＦ＊ＴＲＡＮで使用することができます。 

 
◆注意  ----  インストールモードの違いによるスクリプトファイルの互換性 
  標準インストールモードで作成されたスクリプトファイルは、指定されている環境の移行など

の作業を行えば２００６互換インストールモードでも使用可能ですが、逆に２００６互換インス

トールモードで作成されたスクリプトファイルはそのままでは標準インストールモードでは使

用できない場合があります。ただし、修正を可能とする為に、環境をデフォルトとして読み込む

事は可能です。その後、改めてスクリプトファイルを標準インストールモードで保存してくださ

い。



                                                                      ５.１３  スクリプトファイル 

■解説  －  スクリプトファイルの実行 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のファイルメニューの機能を使って作成（保存）されたファイル（拡張

子が“．ＦＴ５”のファイル）は、つぎの方法で実行することができます。 

 
①コマンドプロンプトから下記の書式を入力し、実行する。 
  （または、バッチファイルの中に記述し、実行する） 

 
    [START /W[AIT]] FT FT5 ﾌｧｲﾙ名.FT5 [-I IBM ﾌｧｲﾙ名] [-W Win ﾌｧｲﾙ名] 

 
  通常は、 

 
    Ｃ：￥＞ｆｔ  ｓｈｏｒｉ１．ｆｔ５ ↓

 
  のように入力し、実行します。 
  バッチファイルの中で組み合わせて使用する場合は、ＳＴＡＲＴ／Ｗ  を頭に付けます。 

 
②エクスプローラ等からＦＴ５ファイルをダブルクリックし、実行する。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を正常にインストールしてある環境では、エクスプローラ等からＦＴ５ 
ファイルをダブルクリックするだけで、実行することができます。 

 
◆注意  ----  ＦＴ５ファイルが実行できる範囲 

  ＦＴ５ファイルが実行できる範囲はつぎのとおりです。 

 
      ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換 
      ＩＢＭディスク初期化、ＩＢＭディスクコピー、ＩＢＭファイルアロケート 

 
  のいずれか１処理です（組み合わせ等はできません）。 
  また、下記の条件のＦＴ５ファイルを実行しようとすると、正常な実行ができないので、Ｆ＊

ＴＲＡＮ２００７のメインウインドウが起動し、ＦＴ５ファイルを開いた状態になります。不足

している項目を確定させてから実行してください。 

 
      ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換    →    ＩＢＭファイル名が指定されていない 
      Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換    →    Ｗｉｎファイル名が指定されていない 
      Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換    →    ＩＢＭファイル名が指定されていない 
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  －Ｉや－Ｗを使ってファイル名を指定する場合は、ＦＴ５ファイル作成時にファイル名の欄を

省略してください。ＦＴ５ファイルにファイル名が指定されている場合は、そちらが優先されま

す。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

                        ５．14  ＩＢＭファイラ 

 
  ＩＢＭファイラは、ＩＢＭ形式のディスク・ファイルを管理するためのつぎの機能を持ってい

ます。 

 
      １．ＩＢＭファイル名・属性一覧表示／編集 
      ２．ＩＢＭファイルの削除 
      ３．ＩＢＭディスクエディタ 

 
  メニューバーのツール（Ｔ）→ＩＢＭファイラ（Ｉ）を実行すると、つぎのウインドウが開き

ます。 

 
             ①         ②          ④                        ③ 

    

⑤     ⑥      ⑦     ⑧      ⑨          ⑩      ⑪        ⑫             ⑬       

 
①アクセスするフロッピーディスクのドライブを選択します。 
②①を選択した後、表示（Ｖ）ボタンをクリックし、ディスク・アクセスを開始します。 
  アクセスが正常に行われると、④⑤にＩＢＭファイル名・属性一覧が表示されます。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
③通常は「ファイル」を選択しますが、「ラベル部表面」、「ラベル部裏面」、「データ部全体」 
  を選択し、⑫の編集ボタンをクリックすると、ＩＢＭ形式のディスク領域の編集ができます。 
④②の表示ボタンをクリックすると、つぎの情報が表示されます。 
    タイプ：一般(360rpm)    一般のＩＢＭ形式（1.2MB ﾌｫｰﾏｯﾄ､EBCDIC ﾗﾍﾞﾙ） 

            東芝(360rpm)    東芝形式（1.2MB ﾌｫｰﾏｯﾄ､JIS8/ASCII ﾗﾍﾞﾙ） 

            三菱(300rpm)    三菱形式（1.44MB ﾌｫｰﾏｯﾄ､EBCDIC ﾗﾍﾞﾙ） 

    媒体種別：              ＩＢＭディスクの種別（2HD-256～1024） 

    ボリュームＩＤ：        ボリュームの識別コード（ボリューム通番） 
    所有者名：              所有者の名前（つけないことが多い） 
⑤②の表示ボタンをクリックすると、つぎの情報が表示されます。 
    ＩＢＭファイル名        ＩＢＭファイルの名前 
    順番                    ボリューム順序番号、マルチボリュームフラグ 
    レコード長              論理レコード長 
    ブロック長              ブロック長 
    形式                    データ交換形式とレコード形式 
    フラグ                  各種の管理用フラグ 
    ＢＯＥ                  領域開始アドレス（ＣＣＨＲＲ形式） 
    ＥＯＥ                  領域終了アドレス（ＣＣＨＲＲ形式） 
    ＥＯＤ                  データ終了アドレス（ＣＣＨＲＲ形式） 
    作成日                  ファイル作成日付（西暦ＹＹＭＭＤＤ形式） 
    レコード件数            ファイルのレコード件数 
    満了日                  ファイル満了日付（西暦ＹＹＭＭＤＤ形式） 
  ここで、処理するファイル名を選択します。 
⑥名前変更（Ｎ）ボタンをクリックすると、名前を変更するウインドウを開くことができます。 
⑦ボリュームＩＤ変更（Ｃ）ボタンをクリックすると、ボリュームＩＤ、所有者名の変更をする 
ウインドウを開くことができます。 

⑧ファイル属性変更（Ｆ）をクリックすると、ファイル属性を変更するウインドウを開くことが 
できます。 

⑨ボリューム属性変更（Ｌ）をクリックすると、ボリューム属性を変更するウインドウを開くこ 
とができます。 

⑩⑤でファイル名を選択し、削除（Ｙ）ボタンをクリックすると、選択したファイルを削除しま 
す。 

⑪全削除（Ａ）ボタンをクリックすると、⑤に表示されたファイルをすべて削除します。 
⑫⑤でファイル名を選択するか、③で「ラベル部表面」、「ラベル部裏面」、「データ部全体」 
  を選択し、編集（Ｅ）ボタンをクリックすると、ＩＢＭディスクエディタが開きます。 
⑬閉じるボタンをクリックすると、ＩＢＭファイラを終了します。 

 
  ＩＢＭファイルについての詳細は、「コマンド編」を参照してください。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
●ＩＢＭディスクエディタ（ＩＢＭディスク編集） 

 
  ＩＢＭディスク編集は、ＩＢＭファイルまたはディスク領域を表示・調査・修正する、ディス

クエディタです。なお、この機能はファイルの「書き込み禁止」も「満了日付」も無視します。

編集の対象となるのは下記のファイルとディスク領域です。 

 
    ファイル                  ＩＢＭファイルのデータ領域 
                                （ＢＯＥから、ＥＯＤの直前まで） 
    ラベル部表面（.INDEX）    インデックスシリンダの表面 

                              ＩＰＬ／リザーブ              （00001～04） *1 
                              エラーマップラベル            （00005） 

                              リザーブ                      （00006） 

                              ボリュームラベル              （00007） 

                              ファイルラベル  １～１９枚目  （00008～26） 

    ラベル部裏面（.INDEX2）   インデックスシリンダの裏面 *2 
                              ファイルラベル  ２０枚目以降  （00101～26） 

    データ部全体（.DATA）     データシリンダ 

                              データ部全体                  （01001～  ） 

 
    *1）カッコ内はセクタアドレス（ＣＣＨＲＲ形式）。以下同様 
    *2）１Ｓのディスクにラベル部裏面（．ＩＮＤＥＸ２）はない 
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  ＩＢＭファイラの編集ボタンをクリックすると、つぎのＩＢＭディスクエディタが開きます。 

 
         ② ①                    ③                    ④ ⑤ ⑥ ⑦         ⑭ 

 
  ⑧  ⑰ ⑨  ⑩  ⑱         ⑮          ⑯       ⑪                 ⑫    ⑲  ⑬ 

 
①編集中のＩＢＭファイル名またはディスク領域名を表示します。 
②ここには、つぎの情報が表示されます。 
    ＢＯＥ      領域開始アドレス（ＣＣＨＲＲ形式） 
    ＥＯＥ      領域終了アドレス（ＣＣＨＲＲ形式） 
    ＥＯＤ      データ終了アドレス（ＣＣＨＲＲ形式） 
③ここには、つぎの情報が表示されます。 
    サイズ      論理レコード、ブロック、セクタのサイズ 
    件数        論理レコード、ブロック、セクタの総件数 
    位置        論理レコード、ブロック、セクタの現在の位置（先頭は０または１） 
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④ここには、つぎの情報が表示されます。 
    データ交換形式、レコード形式 
      基本形式        基本形式 
      拡張Ｆ          拡張形式、固定長レコード・非ブロック化・非スパン 
      拡張ＦＢ        拡張形式、固定長レコード・ブロック化・非スパン 
      拡張ＦＳ        拡張形式、固定長レコード・非ブロック化・スパン 
      拡張ＦＢＳ      拡張形式、固定長レコード・ブロック化・スパン 
      半拡張Ｆ        半拡張形式、固定長レコード・非ブロック化 
      半拡張ＦＢ      半拡張形式、固定長レコード・ブロック化 
⑤ここには、レコード内の桁位置（先頭は０〔１起点にもできる〕）が表示されます。 
⑥桁位置、論理レコード位置、ブロック位置、セクタ位置を数える起点を、 
  ０起点（先頭が０）、１起点（先頭が１）のどちらかに切り替えができます。 
⑦ＩＢＭディスクエディタは、１６進ダンプイメージで編集ウインドウを表示します。 
  そのとき、右側にＡＮＫとみなした文字表示を行います。 
  それをＥＢＣＤＩＣコードとみなして表示するか、ＪＩＳ８コードとみなすかの指定します。 
  つぎの３つの中から選択します。 
    ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ版） 
    ＥＢＣＤＩＣ（英小文字版） 
  デフォルトは、変換設定のＡｎｋコードの設定になります。 
⑧セクタアドレス（ＣＣＨＲＲ形式）を表示するエリアです。 
⑨セクタ内オフセット（１６進）を表示するエリアです。 
⑩ブロック境界の印を表示するエリアです。 
    ／      ブロック境界 
    ×      ブロック外 
⑪１６進表示部のエリアです。データを１６進数で表示します。 
  １バイトごとにレコード境界に関する印がついています。 
    ／××      レコードの先頭データ（レコード境界） 
      ××      それ以降のデータ 
    ．××      レコード外のデータ 
  カーソルが１６進表示側のときは、１６進キー（０～９、Ａ～Ｆ）でデータの修正ができます。 
  文字表示も同期して、再表示されます。 
⑫文字表示部のエリアです。各コード系に対応する図形文字を表示します。 
  未定義文字や制御文字はピリオドで表示します。なお、漢字は表示しません。 
  カーソルが文字表示側のときは、一般の文字キーでデータの修正ができます。 
  制御文字や漢字は入力できません。１６進表示も同期して、再表示されます。 
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⑬ここにある６つのボタンは上から順につぎの機能を持っています。 
  先頭        ボタンをクリックすると、先頭のセクタの表示になります。 
  前ブロック  ボタンをクリックすると、前ブロックの表示になります。 
  前画面      ボタンをクリックすると、前画面の表示になります。 
  次画面      ボタンをクリックすると、次画面の表示になります。 
  次ブロック  ボタンをクリックすると、次ブロックの表示になります。 
  末尾        ボタンをクリックすると、末尾のセクタの表示になります。 
  いずれも、画面内のオフセットは不変です。 
⑭ジャンプ先のセクタをＣＣＨＲＲ形式で入力し、ジャンプ（Ｊ）ボタンをクリックすると、 
  指定したセクタの表示になります。 
⑮ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックすると、表示されている画面からのデータ内容を、 
  ファイルに出力するウインドウが開きます。出力する画面数とファイル名を指定して、 
  保存（Ｓ）ボタンをクリックすると、ファイルに出力されます。 
⑯内容表示（Ｖ）ボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウが開き、 
  ＩＢＭファイルの中身をレコード単位（漢字表示あり）で確認することができます。 
⑰読み込み（Ｒ）ボタンをクリックすると、データをディスクから読み直します。 
  修正ミスの取り消しなどに有効です。 
⑱書き込み（Ｗ）ボタンをクリックすると、表示されているデータをディスクに書き戻します。 
⑲閉じるボタンをクリックすると、ＩＢＭディスクエディタを終了します。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
●ファイル内容表示ウインドウ 
  ＩＢＭファイラの内容表示（Ｖ）ボタンをクリックすると、つぎのファイル内容表示ウインド

ウが開き、ＩＢＭファイルの中身をレコード単位（漢字表示あり）で確認することができます。 

 

 
   ③      ①   ④                              ⑤           ⑥        ②    ⑧ ⑦ 

 
①ＩＢＭファイル名が表示されます。 
②ＩＢＭファイルのレコード長が表示されます。 
③ＩＢＭファイルの中身が、レコード長単位のＨＥＸ＋文字表示（ホスト）形式で出力されます。 
④③の表示タイプは、ＨＥＸ＋文字表示（ホスト）固定です。 
⑤フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、③の出力文字フォントを切り替えることができます。 
⑥ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、③の内容をファイルに保存できます。 
⑦桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える：デフォルト）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えることができます。 
⑧ＯＫボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。 
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●ファイル属性変更ウインドウ 
  ＩＢＭファイラのファイル属性変更（Ｆ）ボタンをクリックすると、ファイル属性変更ウイン

ドウが開きます。ボタンをクリックしてモードを切り替えることで画面のテキストボックスなど

の表示が変わります。 

 
 
安全モード 

 

 
自由モード 
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危険モード 

 

 
 「ＯＫ」ボタンをクリックすると、設定された内容でファイルの属性が変更されます。「キャ

ンセル」ボタンをクリックすると、設定された内容は破棄され、属性は変更されません。「初期

状態に戻す（Ｚ）」ボタンをクリックすると、画面の各項目をファイル属性変更画面を開いた時

の設定内容に戻します。 

 
設定可能な各設定項目について説明します。 

 
 
データ交換タイプ 

 

データ交換タイプを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。。 

 

 空白（基本形式（標準）） 

 H（基本形式（H型）） 

 E（拡張形式（E型）） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードでは変更できません。 

自由モードでは、空白/H/E が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の文字の英数字が設定できます。 
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ブロック長 

 

ブロック長を表示・設定する入力ボックスです。1～32767 の範囲のブロック長を指定します。 

「加工せず右詰で設定」をチェックすると指定されたブロック長を、そのまま加工せずに右詰

で設定します。チェックを外すと指定されたブロック長に前ゼロをつけて設定します。 

 

この項目は、安全モードでは変更できません。 

自由モードでは、10 進数が設定できます。 

危険モードではさらに任意の英数文字列が設定でき、加工の有無は無視されます。 

 

 

レコード長 

 

レコード長を表示・設定する入力ボックスです。1～9999 の範囲のレコード長を指定します。

なお、空白（“－”を入力）すると、ブロック長と等しいという意味になります。 

「加工せず右詰で設定」をチェックすると指定されたレコード長を、そのまま加工せずに右詰

で設定します。チェックを外すと指定されたレコード長に前ゼロをつけて設定します。 

 

この項目は、安全モードでは変更できません。 

自由モードでは、空白/10 進数が設定できます。 

危険モードではさらに任意の 4桁の英数文字列が設定でき、加工の有無は無視されます。 

 

 

レコード/ブロック形式 

 

レコード/ブロックの形式を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白(固定長) 

 F(固定長) 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードでは変更できません。 

自由モードでは、空白/F が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 
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レコード属性 

 

ブロック化とスパン化の有無を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（非ブロック化・非スパン、F） 

 B（ブロック化・非スパン、FB） 

 S（非ブロック化・スパン、FS） 

 R（ブロック化・スパン、FBS） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードでは変更できません。 

自由モードでは、空白/B/S/R が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

 

ボリューム順序番号 

 

ボリューム順序番号を表示・設定する入力ボックスです。空白（“－”）または 01～99 の範囲

のボリューム順序番号を指定します。 

この項目は、すべてのモードで有効です。 

 

 

マルチボリュームフラグ 

 

マルチボリュームフラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白(シングルボリューム) 

 C（マルチボリュームの途中のボリューム） 

 L（マルチボリュームの最終ボリューム） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/C/L が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 



 339

                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 

領域開始アドレス 

 

BOE（領域開始アドレス）を表示・設定する入力ボックスです。CCHRR 形式の領域開始アドレ

スを指定します。 

 

この項目は、安全モードでは設定できません。 

自由モードでは、cchrr が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の 5桁の英数文字列が設定できます。 

 

 

領域終了アドレス 

 

EOE（領域終了アドレス）を表示・設定する入力ボックスです。CCHRR 形式の領域終了アドレ

スを指定します。 

 

この項目は、安全モードでは設定できません。 

自由モードでは、cchrr が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の 5桁の英数文字列が設定できます。 

 

 

データ終了アドレス 

 

EOD（データ終了アドレス）を表示・設定する入力ボックスです。CCHRR 形式のデータ終了ア

ドレスを指定します。 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは、cchrr が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の 5桁の英数文字列が設定できます。 

 

 

オフセット 

 

オフセット（最終ブロック内残り長）を表示・設定する入力ボックスです。空白（“－”）また

は 1～32767 の範囲でオフセットを指定します。 

「加工せず右詰で設定」をチェックすると指定されたオフセットを、そのまま加工せずに右詰

で設定します。チェックを外すと指定されたオフセットに前ゼロをつけて設定します。 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/10 進数が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数文字列が設定できます、加工の有無は無視される。 
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作成日付 

 

作成日付を表示・設定する入力ボックスです。西暦 YYMMDD 形式の作成日付を指定します。 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/yymmdd が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の 6桁の英数文字列が設定できます。 

 

 

満了日付 

 

満了日付を設定する入力ボックスです。西暦 YYMMDD 形式の満了日付を指定します。 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/yymmdd が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の 6桁の英数文字列が設定できます。 

 

◆注意  ----  満了日付とＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がファイルに対して行う変換などの処理は、ファイルの満了日付は無視

して行われます。また、満了日になる前のファイルをＦ＊ＴＲＡＮによって改変させないように

設定することも出来ません。 

 

 

バイパスフラグ 

 

バイパスフラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（処理対象） 

 B（処理対象外） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/B が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  バイパスフラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がファイルに対して行う変換などの処理は、バイパスフラグの内容を無

視して行われます。
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書込禁止フラグ 

 

書込禁止フラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（書込を禁止しない） 

 P（書込禁止） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/P が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

 

ベリファイ/コピーフラグ 

 

ベリファイ/コピーフラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（ファイル作成時のまま） 

 V（ベリファイ済み） 

 C（コピー済み） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/V/C が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  ベリファイ／コピーフラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がファイルに対して行う変換などの処理は、ベリファイ／コピーフラグ

の内容は無視して行われます。 
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ファイル編成 

 

ファイル編成を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（順編成、逐次再配置可） 

 S（順編成、逐次再配置可） 

 D（逐次再配置不可） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードと自由モードでは空白/S/D が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  ファイル編成とＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がファイルに対して行う変換などの処理は、ファイル編成設定の内容は

無視して行われます。 

 

 

セクタ長 

 

セクタ長を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（128 バイト） 

 1（256 バイト） 

 2（512 バイト） 

 3（1024 バイト） 

 任意の文字 

 

この項目は、安全モードでは設定できません。 

自由モードでは、空白/1/2/3 が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
●ボリューム属性変更ウインドウ 
  ＩＢＭファイラのボリューム属性表示（Ｌ）ボタンをクリックすると、つぎのボリューム属性

変更ウインドウが表示されます。各ボタンをクリックすることでモードが切り替わりそれぞれの

表示がされます。 

 
安全モード 

 
 
自由モード 
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危険モード 

 
 
 「ＯＫ」ボタンをクリックすると、設定された内容でボリュームの属性が変更されます。「キ

ャンセル」ボタンをクリックすると、設定された内容は破棄され、属性は変更されません。「初

期状態に戻す（Ｚ）」ボタンをクリックすると、画面の各項目をボリューム属性変更画面を開い

た時の設定内容に戻します。 

 
設定可能な各設定項目について説明します。 

 
 
ボリュームＩＤ 

 

ボリュームＩＤを表示・設定する入力ボックスです。指定可能な文字などはＩＢＭディスク初

期化と同じです。 

 

すべてのモードでこの項目が設定できます。 

 

 

所有者名 

 

所有者名を表示・設定する入力ボックスです。指定可能な文字などはＩＢＭディスク初期化と

同じです。 

 

すべてのモードでこの項目が設定できます。 
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セクタ順番 

 

物理セクタの並び順を示す係数を表示・設定する入力ボックスです。空白（“－”）または 01

～13 の範囲でセクタ順番を指定します。 

「加工せず右詰で設定」をチェックすると指定されたセクタ順番を、そのまま加工せずに右詰

で設定します。チェックを外すと指定されたセクタ順番に前ゼロをつけて設定します。 

 

安全モードと自由モードでは、１０進数が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の２桁の英数文字列が設定できます。 

 

◆注意  ----  セクタ順番とＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、変換処理等において、セクタ順番情報は参照致しません。 

 

 

ボリューム面認識 

 

１Ｓ、２Ｓ、２ＨＤの区別を示すボリューム面認識を表示・設定するプルダウンリストで、以

下の選択が可能です。 

 

 空白（１Ｓ：片面単密度） 

 ２（２Ｓ：両面単密度） 

 Ｍ（２ＨＤ：両面高密度） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／２／Ｍが設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 
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セクタ長 

 

セクタ長を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（１２８バイト） 

 １（２５６バイト） 

 ２（５１２バイト） 

 ３（１０２４バイト） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／１／２／３が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

 

ラベル拡張フラグ 

 

ラベル拡張フラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（ラベル拡張なし） 

 １（１シリンダ拡張） 

  ： 

 ９（９シリンダ拡張） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／０～９が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  ラベル拡張フラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の変換処理等では、ラベル拡張フラグを参照致しません。 
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領域配置フラグ 

 

領域配置フラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（領域配置に制約なし） 

 Ｐ（領域配置に特殊制約あり） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／Ｐが設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  領域配置フラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の変換処理等においては、領域配置フラグは参照致しません。 

 

 

特殊要求フラグ 

 

特殊要求フラグを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（特殊な要求なし） 

 Ｒ（順編成でないファイルがある） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／Ｒが設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  特殊要求フラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮにおける変換処理等では、特殊要求フラグによって処理を変えるような制御は出

来ません。 
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ラベル標準化水準 

 

ラベル標準化水準を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 Ｗ（標準に合致） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、Ｗが表示・設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

 

欠陥シリンダフラグ１ 

 

欠陥シリンダ１が使用されているか否かを表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が

可能です。 

 

 空白（欠陥シリンダなし） 

 ０（欠陥シリンダあり） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／０が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  欠陥シリンダフラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、欠陥シリンダフラグ情報をもとに欠陥シリンダを避けて読み書きを行

うことが出来ません。ホストとのデータ交換にはエラーセクタの無いディスクをお使いください。 
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欠陥シリンダ番号１ 

 

低位の欠陥シリンダの番号を設定する入力ボックスです。空白（“－”）または 1～76 の範囲で

欠陥シリンダ番号１を指定します。 

「加工せず右詰で設定」をチェックすると指定された欠陥シリンダ番号１を、そのまま加工せ

ずに右詰で設定します。チェックを外すと指定された欠陥シリンダ番号１に前ゼロをつけて設定

します。 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／１０進数が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の２桁の英数文字列が設定できます。 

 

◆注意  ----  欠陥シリンダ番号とＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、欠陥シリンダ番号情報をもとに欠陥シリンダを避けて読み書きを行

うことが出来ません。ホストとのデータ交換にはエラーセクタの無いディスクをお使いください。 

 

 

欠陥シリンダフラグ２ 

 

欠陥シリンダ２の有無を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（欠陥シリンダ１個以下） 

 ０（欠陥シリンダが２個） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／０が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  欠陥シリンダフラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、欠陥シリンダフラグ情報をもとに欠陥シリンダを避けて読み書きを

行うことが出来ません。ホストとのデータ交換にはエラーセクタの無いディスクをお使いくださ

い。 
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欠陥シリンダ番号２ 

 

高位の欠陥シリンダの番号を表示・設定する入力ボックスです。空白（“－”）または 2～76

の範囲で欠陥シリンダ番号２を指定します。 

「加工せず右詰で設定」をチェックすると指定された欠陥シリンダ番号２を、そのまま加工せ

ずに右詰で設定します。チェックを外すと指定された欠陥シリンダ番号２に前ゼロをつけて設定

します。 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／１０進数が設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の２桁の英数文字列が設定できます。 

 

◆注意  ----  欠陥シリンダ番号とＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、欠陥シリンダ番号情報をもとに欠陥シリンダを避けて読み書きを行

うことが出来ません。ホストとのデータ交換にはエラーセクタの無いディスクをお使いください。 

 

 

欠陥セクタフラグ 

 

欠陥セクタの存在を表示・設定するプルダウンリストで、以下の選択が可能です。 

 

 空白（欠陥セクタなし） 

 Ｄ（欠陥セクタあり） 

 任意の文字 

 

安全モードでは、この項目は設定できません。 

自由モードでは、空白／Ｄが設定できます。 

危険モードでは、さらに任意の英数字が設定できます。 

 

◆注意  ----  欠陥セクタフラグとＦ＊ＴＲＡＮの変換処理の関係について 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、欠陥セクタフラグ情報をもとに欠陥セクタを避けて読み書きを行う

ことが出来ますが、あくまで欠陥セクタを含むブロックを避けての読み書きとなります。また、

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７には、欠陥セクタがタディスク内のどのアドレスにあるのかを検出する機

能がありません。また、欠陥セクタのアドレスを登録することもボリューム属性変更からは出来

ません。 

 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

■データ部の調べ方（ＥＢＣＤＩＣ系） 

 
●さまざまな形式のデータが混在するときの画面表示 
  ファイルＰＬＡＮＥＴのデータ部の内容を調べます。レコードレイアウトを示します。ＡＮＫ

コードはＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）、漢字コードはＪＩＳ＋８０８０タイプとします。 

 
  ＰＬＡＮＥＴのレコードレイアウト 
   項番  項    目           桁   幅   デ  ー  タ  形  式          内  容  例 
    １   Ｎｏ．              0    2   ＡＮＫ                      1 
    ２   和名                2    8   漢字                        水星 
    ３   英名               10   10   ＡＮＫ                      MERCURY 
    ４   読み               20    9   ＡＮＫ                      ﾏｰｷｭﾘｰ 
    ５   質量比             29    4   符号なしパック形式          0.055 
                                        整数部４桁、小数部３桁 
    ６   衛星数（確定済）   33    2   符号なしゾーン形式          0 
                                        整数部２桁 
    ７   極大等級           35    3   符号つきゾーン形式          -2.4 
                                        整数部２桁、小数部１桁 
    ８   英名の意味・由来   38   20   漢字                        口神）神の使者 
    --   フィラー           58    6    --                         -- 

 
  これが実際の画面ではどんなふうに表示されるか、右図に示します。見比べてください。画面

右側の文字表示部を見ると、半角文字は正常に表示されています。でも、漢字やパック形式など

は文字化けしているのがわかります。 
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●調べ方を知る必要性 
  ＩＢＭ形式のファイルをＷｉｎｄｏｗｓのファイルに項目別に分けて変換をするときは、あら

かじめホストデータの管理者やＳＥに正確なレコードレイアウトを提供してもらうのが一番で

す。しかし、現実には自分で手探りで項目分けせざるを得ないことも多いものです。もらったレ

コードレイアウトが、実際のファイルと一致していないこともあります。 
  このＩＢＭディスクエディタでアタリをつけ、ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換でデータ変換して

みて、結果を業務内容に詳しい人に見てもらい、確認しながら項目分けしていく。手探りの項目

分けにはこれがよい方法です。 
  なお常識ですが、以後頻繁に出てくる４０ＨはＥＢＣＤＩＣスペースのコードです。 
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●項目タイプと調べ方 

 
  ＡＮＫ 
  これは完全に表示されるので、調べるのは簡単です。大抵のＡＮＫデータは左詰めで、うしろ

に４０Ｈが詰まって入っていますから、項目の切れ目を探すのも簡単です。 
  でも、符号なしゾーン形式のデータと見分けがつかないことがあります。また、ホストで符号

なしゾーン形式と定義していても、ＡＮＫ扱いにすべきことも多いものです。 

 
  それから、ＥＢＣＤＩＣコードでは半角カタカナと英小文字は両立しないことを頭に入れてお

いてください。ふつう、ホストでは半角カタカナを優先し、英小文字は英大文字で代用していま

す。 

 
  なお、ＡＮＫ項目のあとに空欄のＡＮＫ項目か、空欄の漢字項目がつづくと、切れ目がわから

ないことがあります。漢字スペースに４０４０Ｈを使っていることが多いからです。 

 
  漢字（ＪＩＳ＋８０８０タイプ） 
  多くのホストで採用されているＪＩＳ＋８０８０タイプの漢字なら、文字表示側を見れば文字

化けしていますが、１６進表示側を見ればＡ１Ａ１Ｈ～ＦＥＦＥＨ（拡張漢字等を除く）に収ま

っています。 
  また、漢字データもＡＮＫデータ同様ふつうは左詰めで、残りは漢字スペースで埋められてい

ます（なお、Ａ１Ａ１Ｈ～ＦＥＦＥＨという表現は、正確には漢字の第１バイトがＡ１Ｈ～ＦＥ

Ｈの範囲、かつ第２バイトがＡ１Ｈ～ＦＥＨの範囲という意味です）。 

 
  ＪＩＳ＋８０８０タイプの漢字スペースにはＡ１Ａ１Ｈと４０４０Ｈ（まれに２０２０Ｈ）の

２つがあります。どちらが使われているかで、調べ方が少し違ってきます。 

 
  あまり使われませんが、漢字スペースとしてＡ１Ａ１Ｈが使われていればほかのタイプの項目

との切れ目は簡単にわかります。しかし、空欄の漢字項目がつづくとＡ１Ａ１Ｈが詰まるので切

れ目がよくわからなくなります。 

 
  漢字スペースとして４０４０Ｈを使うほうが一般的です。この場合、空欄の漢字項目か空欄の

ＡＮＫ項目がつづくと４０Ｈが詰まるので、切れ目がよくわからなくなります。 
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  漢字（ＪＩＳ） 
  ＥＢＣＤＩＣ系でも、漢字はＪＩＳ漢字のまま使っているシステムも多くあります。そのとき

も、漢字は文字化けしたように表示されます（化け方はまったく違いますが）。 

 
  ＪＩＳ漢字なら、１６進表示側を見れば２１２１Ｈ～７Ｅ７ＥＨの範囲に収まっています。そ

して、漢字スペースとしては常に２１２１Ｈが使われます。 
  ４０４０Ｈが使われない理由は簡単です。４０４０Ｈは「選手宣誓」の「誓」の字だからです。 
  漢字スペースとして２１２１Ｈしか使えないので、切れ目を調べるのは簡単です。ただし、空

欄の漢字項目がつづくと２１２１Ｈが詰まるので、切れ目がよくわからなくなります。 

 
  漢字（ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ）） 
  ＮＥＣのシステム（とくに大型のシステム）では、ＪＩＰＳ（Ｅ）コードが多く使われていま

す。ＪＩＰＳ（Ｅ）では漢字スペースとして４Ｆ４ＦＨ（“｜｜”または“！！”）を使います。

４０４０Ｈを使うことはめったにありません。 
  漢字項目らしきところの文字表示側を見ると、図形文字の羅列になっています。そして、漢字

スペース“｜｜”または“！！”が多く現れます。未定義コードは現れません。 
  このような性質を持つため、空欄の漢字項目がつづかない限り漢字項目の切れ目の判定は容易

です。 
  なお、ＮＥＣ漢字が使われていそうなときは、コード変換表Ｎ．ＣＣＴを使うようにしてくだ

さい（あるいは、ＮＡ．ＣＣＴを使用）。下記のＮＥＣ内部コード（Ｅ）でも同様です。 

 
  漢字（ＮＥＣ内部コード（Ｅ）） 
  ＮＥＣの比較的小型のシステムでは、内部コード（Ｅ）が多く使われているようです。内部コ

ード（Ｅ）では漢字スペースとして７９４ＦＨ（“｀！”）を使います。４０４０Ｈを使うことは

ほとんどないようです。 
  漢字項目らしきところの文字表示側を見ると、図形文字（一部未定義文字）の羅列になってい

ます。そして、漢字スペース（“｀！”）が多く現れます。 

 
  このような性質を持つため、空欄の漢字項目がつづかない限り漢字項目の切れ目の判定は容易

です。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  符号なしゾーン形式 
  符号なしゾーン形式の項目は、各桁が“０”～“９”（Ｆ０Ｈ～Ｆ９Ｈ）の範囲に限られ、前

ゼロがついたままの数字のように見えます。計算に使われない項目（コード番号など）なら、Ａ

ＮＫ項目扱いしたほうがよいことが多いので注意してください。 

 
  ふつうのファイルでは、これがいくつも並んで記録されていることが多く、切れ目がよくわか

りません。そのファイルを使う業務内容にかなり通じていないと、項目分けはできません。業務

内容に詳しい人の応援が必要です。 
  小数点についても注意が必要です。ゾーン形式の項目を見ただけでは、小数点があるのかない

のか、あるならどこなのかまったくわかりません。小数点はデータ自体には記録されていないの

です。小数点を含んでいそうなデータを扱うときは、業務内容に詳しい人の応援が必要です。 

 
  符号つきゾーン形式 
  符号つきゾーン形式の項目は、最後の桁以外は“０”～“９”（Ｆ０Ｈ～Ｆ９Ｈ）の範囲に限

られていて、ふつうの文字としての数字に見えます。そして、最後の桁は文字化けを起こしてい

るように見えます。というのは、最後の桁に数値としての０～９と、正負の符号が重ね合わせて

記録されているからです。具体的には、つぎの表のとおりです。 

 
    符号   １６  進  表  示             文  字  表  示（ＥＢＣＤＩＣ） 
     正    Ｃ０～Ｃ９。Ｃが正を表す *   Ｃ０、Ｃ１～Ｃ９＝“｛”、“Ａ”～“Ｉ” 
     負    Ｄ０～Ｄ９。Ｄが負を表す     Ｄ０、Ｄ１～Ｄ９＝“｝”、“Ｊ”～“Ｒ” 
   *）システムによっては、「Ｆ０～Ｆ９（“０”～“９”）でもよい」としている 

 
  たとえば、－１２３（５桁）は、F0 F0 F1 F2 D3＝“００１２Ｌ”となります。このことを知

っていれば、その数値項目の切れ目は簡単にわかります。なお、小数点についての注意は符号な

しゾーン形式と同じです。 

 
  符号なしパック形式 
  符号なしパック形式の項目では、１バイトに２個の１０進数が４ビット＋４ビットに分けて記

録されます。各４ビットがそれぞれ０～９の値をとります。しかし、最後の４ビットだけは数値

ではなく、Ｆになっています。１６進表示側を見れば、どんな数字が記録されているのか一目瞭

然です。 

 
  たとえば、１２３（５桁／３バイト）という数値は、 00 12 3F と記録されています。最後の

４ビットがｘＦとなっているので、切れ目がはっきりわかります。なお、小数点についての注意

は、ゾーン形式のときと同じです。 

 355



 356

                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  符号つきパック形式 
  符号つきパック形式の項目では、符号なしと比較すると、最後の４ビットだけがＣかＤになっ

ています。Ｃなら正の数、Ｄならば負の数です。１６進表示側を見れば、どんな数字が記録され

ているのか一目瞭然です。 

 
  たとえば、１２３（５桁／３バイト）という数値は、 00 12 3C と記録され、－１２３（５桁

／３バイト）という数値は、 00 12 3D と記録されます。最後の４ビットがｘＣかｘＤになって

いるので、切れ目がはっきりわかります。なお、小数点についての注意は、ゾーン形式のときと

同じです。 

 
  ＢＣＤ形式（符号なし） 
  ＢＣＤ形式の項目では、１バイトに２個の１０進数が４ビット＋４ビットに分けて記録されま

す。各４ビットがそれぞれ０～９の値をとります。符号情報は持っていません。 
  １６進表示側を見れば、どんな数字が記録されているのか一目瞭然です。 

 
  たとえば、１２３（６桁／３バイト）という数値は、 00 01 23 と記録されています。なお、

小数点についての注意は、ゾーン形式のときと同じです。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

■データ部の調べ方（ＪＩＳ８系） 

 
  ホストではＥＢＣＤＩＣコードを使うシステムが圧倒的に多いのですが、ＪＩＳ８コードを採

用しているシステムもあります。東芝のシステムがその代表です。以下の説明は、おもに東芝の

システムに当てはまる記述だと思って読んでください。 

 
●さまざまな形式のデータが混在するときの画面表示 
  ＥＢＣＤＩＣの例題ファイルＰＬＡＮＥＴのレコードレイアウトを再録しておきます。 

 
  ＰＬＡＮＥＴのレコードレイアウト 
   項番  項    目           桁   幅   デ  ー  タ  形  式          内  容  例 
    １   Ｎｏ．              0    2   ＡＮＫ                      1 
    ２   和名                2    8   漢字                        水星 
    ３   英名               10   10   ＡＮＫ                      MERCURY 
    ４   読み               20    9   ＡＮＫ                      ﾏｰｷｭﾘｰ 
    ５   質量比             29    4   符号なしパック形式          0.055 
                                        整数部４桁、小数部３桁 
    ６   衛星数（確定済）   33    2   符号なしゾーン形式          0 
                                        整数部２桁 
    ７   極大等級           35    3   符号つきゾーン形式          -2.4 
                                        整数部２桁、小数部１桁 
    ８   英名の意味・由来   38   20   漢字                        口神）神の使者 
    --   フィラー           58    6    --                         -- 

 
  ＪＩＳ８系ではこれが実際の画面ではどんなふうに表示されるか、右図に示します。見比べて

ください。画面右側の文字表示部を見ると半角文字は正常に表示されています。でも、漢字やパ

ック形式などは変な文字や文字化けになっています。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 

 

 
●調べ方を知る必要性 
  ＩＢＭ形式のファイルをＷｉｎｄｏｗｓのファイルに項目別に分けて変換をするときは、あら

かじめホストデータの管理者やＳＥに正確なレコードレイアウトを提供してもらうのが一番で

す。しかし、現実には自分で手探りで項目分けせざるを得ないことも多いものです。もらったレ

コードレイアウトが実際のファイルと一致していないこともあります。 
  このＩＢＭディスクエディタでアタリをつけ、ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換で変換して

みて、結果を業務内容に詳しい人に見てもらい、確認しながら項目分けしていく。手探りの項目

分けにはこれがよい方法です。 
  なお常識ですが、以後頻繁に出てくる２０ＨはＪＩＳ８スペースのコードです。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
●項目タイプと調べ方 

 
  ＡＮＫ 
  ＡＮＫ項目は完全に表示されるので、調べるのは簡単です。大抵のＡＮＫデータは左詰めで、

残りに２０Ｈが詰まって入っていますから、項目の切れ目を探すのも簡単です。 
  でも、符号なしゾーン形式のデータと見分けがつかないことがあります。漢字と見分けがつか

ないことすらあります。３ｎ３ｘＨ（ｎ＝０～９、ｘ＝０～Ｆ）というパターンのデータのとき

です。 
  それから、ホストではＪＩＳ８コードを採用していて英小文字が使えても、それを使うのを避

ける傾向があります。 

 
  漢字（ＪＩＳ） 
  漢字は、ＪＩＳ漢字そのままで使うのがふつうです。コードは２１２１Ｈ～７Ｅ７ＥＨの範囲

です。漢字スペースは２０Ｈでも２０２０Ｈでもよさそうなものですが、実際には２１２１Ｈが

もっぱら使われているようです。このため、切れ目を調べるのは簡単です。 
  ただし、空欄の漢字項目がつづくと２１２１Ｈが詰まるので、切れ目がよくわからなくなりま

す。 

 
  ３ｎ３ｘＨ（ｎ＝０～９、ｘ＝０～Ｆ）というパターンのデータがあったら、要注意です。こ

れはＪＩＳ第一水準の漢字の一部であるだけでなく、ＡＮＫとも、ゾーン形式とも、さらにはパ

ック形式ともとれます。これはＡＮＫだ、数字だ、と文字表示側だけ見て決めつけない用心が必

要です。 

 
  漢字（ＮＥＣ内部コード（Ｊ）） 
  このコードはめったに使われません。漢字スペースが６０２１Ｈ（“｀！”）であることだけ知

っていれば十分でしょう。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  符号なしゾーン形式 
  符号なしゾーン形式の項目は、各桁が“０”～“９”（３０Ｈ～３９Ｈ）の範囲に限られ、前

ゼロがついたままの数字のように見えます。計算に使われない項目（コード番号など）なら、Ａ

ＮＫ項目扱いしたほうがよいことが多いので注意してください。 

 
  ふつうのファイルでは、これがいくつも並んで記録されていることが多く、切れ目がよくわか

りません。そのファイルを使う業務内容にかなり通じていないと、項目分けはできません。業務

内容に詳しい人の応援が必要です。 
  小数点についても注意が必要です。ゾーン形式の項目を見ただけでは、小数点があるのかない

のか、あるならどこなのかまったくわかりません。小数点はデータ自体には記録されていないの

です。小数点を含んでいそうなデータを扱うときは、業務内容に詳しい人の応援が必要です。 

 
  符号つきゾーン形式 
  符号つきゾーン形式の項目は、最後の桁以外は“０”～“９”（３０Ｈ～３９Ｈ）の範囲に限

られていて、ふつうの文字としての数字に見えます。 
  そして、負の数の場合、最後の桁は文字化けを起こしているように見えます。というのは、最

後の桁に数値としての０～９と、正負の符号が重ね合わせて記録されているからです。具体的に

は、つぎの表のとおりです。 

 
    符号   １６  進  表  示             文字表示（ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ） 
     正    ３０～３９。３が正を表す *1  ３０～３９＝“０”～“９” 
     負    Ｂ０～Ｂ９。Ｂが負を表す *2  Ｂ０、Ｂ１～Ｂ９＝“ー”、“ア”～“ケ” 
   *1）正確には、前の４ビットが０～７なら正と判定しなければならない 
       正の数の場合、符号なしと区別がつかない 
   *2）正確には、前の４ビットが８～Ｆなら負と判定しなければならない 

 
  たとえば、－１２３（５桁）は、30 30 31 32 B3＝“００１２ウ”となります。このことを知

っていれば、負の数の場合に限りその数値項目の切れ目は簡単にわかります。しかし、一般には、

業務内容に詳しい人の応援が必要と思ってください。なお、小数点についての注意は符号なしゾ

ーン形式と同じです。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  符号なしパック形式 
  符号なしパック形式の項目では、１バイトに２個の１０進数が４ビット＋４ビットに分けて記

録されます。各４ビットがそれぞれ０～９の値をとります。しかし、最後の４ビットだけは不定

です。０か３にすることが多いようです。 
  ふつうのファイルでは、パック形式（符号つき／符号なし）がいくつも並んで記録されている

ことが多く、切れ目がよくわかりません。１６進表示側を見れば、大体どんな数字が記録されて

いるのかわかるのですが、やはり、業務内容に詳しい人の応援が必要です。なお、小数点につい

ての注意は、ゾーン形式のときと同じです。 

 
  符号つきパック形式 
  符号つきパック形式の項目では、符号なしと比較すると、最後の４ビットだけが３かＢになっ

ています。３なら正の数、Ｂならば負の数です（正確には、最後の４ビットの先頭ビットが０な

ら正、１なら負です。いい替えれば、０～７は正、８～Ｆは負です）。 

 
  １６進表示側を見れば、大体どんな数字が記録されているのかわかりますが、一般にはパック

形式（符号なし／符号つき）の項目が何個も連なって記録されているのがふつうです。その切れ

目はよくわかりません。 
  たとえば、ふつう１２３（５桁／３バイト）という数値は、 00 12 33 と記録され、－１２３

（５桁／３バイト）という数値は、 00 12 3B と記録されます。最後の４ビットがｘ３かｘＢに

なっているので、負の数なら切れ目がはっきりわかります。しかし、ふつう正の数のほうが圧倒

的に多く現れるので、一般には、業務内容に詳しい人の応援が必要と思ってください。なお、小

数点についての注意は、ゾーン形式のときと同じです。 

 
  ＢＣＤ形式（符号なし） 
  ＢＣＤ形式の項目では、１バイトに２個の１０進数が４ビット＋４ビットに分けて記録されま

す。各４ビットがそれぞれ０～９の値をとります。符号情報は持っていません。 
  １６進表示側を見れば、どんな数字が記録されているのか一目瞭然です。 

 
  たとえば、１２３（６桁／３バイト）という数値は、 00 01 23 と記録されています。なお、

小数点についての注意は、ゾーン形式のときと同じです。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

■ラベルの調べ方 

 
●エラーマップラベル 
  セクタ００００５に置かれるエラーマップラベルの説明は、割愛させていただきます。 

 
●ボリュームラベルとファイルラベル 
  ＩＢＭ形式のディスクのボリュームラベル部を表示してみます。まず、ＩＢＭファイラのウイ

ンドウで、ディスク領域の項目をラベル部表面にしてから、編集ボタンをクリックします。こう

してインデックスシリンダの表面を開きます。 
  ＩＢＭディスク編集のウインドウが出たら、次画面ボタンを３回クリックし、３画面進めます。

すると、下図のようになります。これがボリュームラベルと先頭のファイルラベルです。 
  一般のＩＢＭ形式ディスクの場合、ＥＢＣＤＩＣ表示になっていることを確認します。ＪＩＳ

８／ＡＳＣＩＩ表示になっている場合は、ＥＢＣＤＩＣ表示に変更します。 
  東芝形式のディスクの場合、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ表示になっていることを確認します。ＥＢ

ＣＤＩＣ表示になっている場合は、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ表示に変更します。 

 
                                                                     ［確認］ 

 

 362



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
●ボリュームラベルの見方 
  ボリュームラベルはセクタ００００７に置かれ、そのディスク全体に関する情報が記録されて

います。下図にその文字表示部を拡大して示します。 
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  下線がつながっている範囲が１つのまとまった欄です。つぎのページに、各欄の詳細を示しま

す。ただし、大事なものだけにしぼっていますから、その点ご注意ください。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  ボリュームラベルの仕様                                                  （０起点） 
           欄                          意  味  ・  内  容                   重要度 
   桁位置  幅    名  称 
   0～3     4  ラベルＩＤ   これがボリュームラベルであることを示す。         必須 
               ・番号         VOL1    固定値 
   4～9     6  ボリューム   ディスクにつける名前／コード。英数字６桁以内      中 
               ＩＤ         で左詰め。先頭が数字でもよい。@､#､\､$ も 
                            英字扱いすることが多い。省略も可。 
   37～50  14  所有者名     所有者の名前。英数字 14桁以内で左詰め。先頭は     小 
                            英字のみ。途中に空白を入れてもよい。@､#､\､$ 
                            も英字扱いすることが多い。省略も可。 
   71       1  ボリューム   これとセクタ長を合わせて媒体種別が決まる。       必須 
               面認識         空白    1S（片面単密度) 
                              2       2S（両面単密度） 
                              M       2HD（両面高密度） 
   75       1  セクタ長     データ部のセクタ長。                             必須 
                              空白     128バイト   (XX-128) 
                              1        256バイト   (XX-256) 
                              2        512バイト   (XX-512) 
                              3       1024バイト   (XX-1024) 
   76～77   2  セクタ順番   データ部セクタインタリーブ係数。データ部の読み    中 
                            書きの高速化のため、インタリーブ（≒スキュー） 
                            をかけることがある。その係数。 
                              空白    インタリーブなし 
                              01            〃        →26 でラップ 
                              02～13  係数値。01→14→02→15のように 
                                      物理的次セクタにこれを加え、 
                                      論理セクタ番号とする。 
                            ※データ交換用にはインタリーブをかけない。 
                            ※F*TRAN2007では、インタリーブがかかっている 
                              と逆に性能が落ちる。 
   79       1  ラベル標準   ラベルが標準に合致することを示す。               必須 
               化水準         W     現在はこれに固定 
   80～127 48  パディング   残り 48バイトに詰めるコード。                    ---- 
                              00      データ部が単密度 
                              空白    データ部が倍密度／高密度 
                            ※東芝形式では、常に 00のようである。 
                            ※ここを勝手に使ってはいけない。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
●ファイルラベルの見方 
  ファイルラベルはセクタ００００８以降に置かれ、各ファイルに関する情報が記録されていま

す。２ＨＤのディスクは、インデックスシリンダの裏面は２５６バイトなので、１２８＋１２８

と２枚に分けて記録されます。下図にその文字表示部を拡大して示します。 

 

 365

   ｵﾌｾｯﾄ   +0  +1  +2  +3  +4  +5  +6  +7  +8  +9  +A  +B  +C  +D  +E  +F 
            0   1   2   3   4   5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15 
   00/80   Ｈ  Ｄ  Ｒ  １      Ｐ  Ｌ  Ａ  Ｎ  Ｅ  Ｔ

 
           16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30  31 
   10/90                             ０  ０  ２  ５  ６  Ｂ  ０  １  ０  ０ 

 
           32  33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43  44  45  46  47 
   20/A0   １  １  ０  １  ０  ２  ６                   Ｅ  Ｌ  ０  ２  ０ 

 
           48  49  50  51  52  53  54  55  56  57  58  59  60  61  62  63 
   30/B0   ５  １  ２  ０  ５  ０  １  ２  ８  ０  ０  １  ２  ８

 
           64  65  66  67  68  69  70  71  72  73  74  75  76  77  78  79 
   40/C0                                              ０  １  ０  ０  ４

 
           80 
   50/D0 

 
 
   60/E0 

 
                                                                            127 
   70/F0 

 
 
  下線がつながっている範囲が１つのまとまった欄です。つぎのページ以降に、各欄の詳細を示

します。ただし、大事なものだけにしぼっていますから、その点ご注意ください。 



                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  ファイルラベルの仕様（１／４）           （０起点、基本＝基本形式、拡張＝拡張形式） 
            欄                    意  味  ・  内  容                       重要度 
   桁位置   幅    名  称                                                 基本  拡張 
   0～3      4  ラベルＩＤ  ファイルラベルであることを示す。             必須  必須 
                ・番号        HDR1    使用中のファイルラベル 
                              Dxxx    削除／空きファイルラベル 
                            ※削除／空きの場合、79桁目まで内容不問。 
   5～21    17  ファイル名  ファイルの名前。左詰め、英数字のみで、先頭   必須  必須 
                            は英字に限る。@､#､\､$ も英字扱いすることが 
                            多い。 
                              ファイル名の長さは、 
                              基本形式：  １～８文字。残り空白 
                              拡張形式：  １～17文字。ただし、通常は 
                                          ８文字以内に留める 
                            ※後半９桁を何らかの管理情報の記録に使用 
                              しているシステムもある。 
                            ※特殊文字の使用を許すシステムもある。 
   22～26    5  ブロック長  １ブロックの長さ。                           必須  必須 
                              基本形式：  １～セクタ長以内 
                              拡張形式：  １～トラック容量以内 
                                      （セクタ長×１トラックのセクタ数） 
                            ※前ゼロをつけておいたほうがよい。 
                            ※4096バイト以内など、ブロック長に制限を 
                              設けているシステム／ソフトが多い。 
   27        1  レコード属  レコードの格納形式。いい替えれば、ブロック   ----  必須 
                性          とレコードの配置関係。 
                              空白    非スパン形式・非ブロック化 
                              B       非スパン形式・ブロック化 
                            ※ブロック化しているのに“B” 表示しない 
                              システム、ソフトもある。その場合、 
                              F*TRAN2007では、半拡張形式として扱う。 
                              S       スパン形式・非ブロック化 
                              R       スパン形式・ブロック化 
                            ※スパン形式をサポートしているシステムは 
                              非常に少なく、本来のデータ交換の規約に 
                              も含まれていないので、使用すべきでない。 
                                                                            つづく 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  ファイルラベルの仕様（２／４）           （０起点、基本＝基本形式、拡張＝拡張形式） 
            欄                    意  味  ・  内  容                       重要度 
   桁位置   幅    名  称                                                 基本  拡張 
   28～32    5  ＢＯＥ      領域開始アドレス（CCHRR形式）。               必須  必須 
                            このセクタから EOEセクタまでの連続領域が、 
                            ファイル領域。他のファイルのファイル領域と 
                            重なってはいけない。 
   33        1  セクタ長    データ部のセクタ長。                         必須  必須 
                              空白     128バイト 
                              1        256バイト 
                              2        512バイト 
                              3       1024バイト 
                            ※ボリュームラベルに記録されているセクタ長 
                              と一致する。 
   34～38    5  ＥＯＥ      領域終了アドレス（CCHRR形式）。               必須  必須 
                            ※このセクタ自身もファイル領域に含む。 
   39        1  レコード／  固定長レコード／ブロックであることを示す。   必須  必須 
                ブロック形    空白    固定長ブロック／レコード 
                式            F                 〃 
   42        1  書込禁止フ  書き込み／削除を許すか否か。                  大    大 
                ラグ          空白    書き込み／削除可能 
                              P       書き込み／削除禁止 
                            ※IBM ﾃﾞｨｽｸｴﾃﾞｨﾀはこれを無視する。 
   43        1  データ交換  どのデータ交換形式に基づくかの表示。          大    大 
                タイプ        空白    基本形式（標準/BDE）               必須  ---- 
                                        1S-128、2S-128のみに適用可 
                              H       基本形式（H型/BDE）                必須  ---- 
                                        2HD-256のみに適用可 
                              E       拡張形式（E型/EBDE）               ----  必須 
                                        すべての媒体種別に適用可 
                            ※セクタ長を超えるブロックを作ったり、 
                              ブロッキングしたり、1S-128、2S-128、 
                              2HD-256以外を使ったりしても“E” 表示 
                              をしないシステムがかなりある。その場合、 
                              F*TRAN2007では、半拡張形式として扱う。 
                                                                            つづく 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  ファイルラベルの仕様（３／４）           （０起点、基本＝基本形式、拡張＝拡張形式） 
            欄                    意  味  ・  内  容                       重要度 
   桁位置   幅    名  称                                                 基本  拡張 
   44        1  マルチボリ  シングルボリュームか、マルチボリュームかを    大    大 
                ュームフラ  示す。 
                グ              空白    シングルボリュームファイル 
                                C       マルチボリュームファイルで、 
                                        つぎのボリュームにつづく 
                                L       マルチボリュームファイルで、 
                                        最終ボリュームである 
                            ※マルチボリュームをサポートしていない 
                              システム／ソフトも多い。 
   45～46    2  ボリューム  マルチボリュームファイルのボリュームの順番。  大    大 
                順序番号      シングルボリューム： 
                                空白  または  01 
                              マルチボリューム： 
                                空白      順番チェックしない 
                                01～99    順番チェックする 
                            ※99番までサポートしないシステム／ソフトも 
                              ある。 
   47～52    6  作成日付    ファイルを作成／更新した日。西暦 YYMMDD形式。 中    中 
                            ※YY部に和暦を使っているシステム／ソフトも 
                              あるが、望ましくない。 
   53～56    4  レコード長  １論理レコードの長さ。                       ----   大 
                            基本形式：  空白に固定                       ----  ---- 
                            ※基本形式であるのに、ここに、レコード長を 
                              設定するシステム／ソフトもある。その場合、 
                              F*TRAN2007では、半拡張形式として扱う。 
                            拡張形式：  空白ならブロック長と等しい。     ----  必須 
                              一般には、非スパン形式で、１～ブロック長 
                              の範囲の値をとる。通常、非ブロック化時は、 
                              空白、または、ブロック長と同じ値にする。 
                              ブロック化時は、ブロック長をレコード長で 
                              割り切れる値にする。 
                              スパン形式では、1～9999の値が許されるが、 
                              ふつうスパン形式は使わない。 
                            ※前ゼロはつけたほうがよい。 
                                                                            つづく 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

 
  ファイルラベルの仕様（４／４）           （０起点、基本＝基本形式、拡張＝拡張形式） 
            欄                    意  味  ・  内  容                       重要度 
   桁位置   幅    名  称                                                基本  拡張 
   57～61    5  オフセット  最終ブロックの残りの長さ。                   ----   大 
                            基本形式：  空白に固定                       ----  ---- 
                            拡張形式：  空白、または、１～ブロック長     ----   大 
                            の範囲の値をとる。空白は、オフセットを使わ 
                            ない、または、オフセット=0バイトという意味 
                            である。 
                            ※前ゼロはつけたほうがよい。 
                            ※オフセット=0バイトの意味で 0、または、 
                              00000と設定するのは避けたほうがよい。 
                              空白にすべきである。 
   66～71    6  満了日付    ファイルを保護すべき最終日付。                中    中 
                            西暦 YYMMDD形式。 
                              空白      満了日付を使わない。または、 
                                        すでに満了しており、更新／削除 
                                        してもよい。 
                              YYMMDD    この日（含む）まで、ファイルを 
                                        更新／削除できない。 
                              999999    永久に満了しない。 
                            ※満了日付を有効に利用しているシステム／ 
                              ソフトは少ない。F*TRAN2007では無視する。 
                            ※YY部に和暦を使っているシステム／ソフト 
                              もあるが、望ましくない。 
                            ※西暦 2000年になったらどう処置すべきかに 
                              ついて、何も決まっていない。 
   74～78    5  ＥＯＤ      データ終了アドレス。CCHRR形式。              必須  必須 
                            データが書き込んである最終ブロックの、 
                            つぎのセクタのアドレス。 
                            ※EOE=EOD-1になり得る。 
   80～127  48  パディング  残り 48バイトに詰めるコード。                ----  ---- 
                              00      データ部が単密度 
                              空白    データ部が倍密度／高密度 
                            ※東芝形式では、常に 00のようである。 
                            ※ここを勝手に使ってはいけない。 
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                                                                          ５.１４  ＩＢＭファイラ 

■使用例 

 
例）削除したファイルを復活させる 
  ドライブＡ：のＩＢＭファイルＬＯＧＤＡＴＡをうっかり削除してしまいました。これを復活

させます。削除した直後です。 
  先頭のセクタが表示されたらジャンプボタンをクリックし、ジャンプ・ウインドウを開きます。

ジャンプ先を００００８と入力し、ＯＫボタンをクリックします。 
  そこから文字表示部に“ＤＤＲ１  ＬＯＧＤＡＴＡ”と表示されているセクタを探していきま

す。見つかったらその“ＤＤＲ１”を“ＨＤＲ１”に書き替えます。そして、書き込みボタンを

クリックし、ディスクに書き戻します。 

 



                                                                    ５.１５  Ｗｉｎファイラ 

                        ５．15  Ｗｉｎファイラ 

 
  Ｗｉｎファイラは、Ｗｉｎｄｏｗｓファイルを管理する機能を持っています。メニューバーの

ツール（Ｔ）→Ｗｉｎファイラ（Ｗ）を実行すると、つぎのウインドウが開きます。 

 
           ①            ②  ③            ④        ⑤         ⑥ 

 
   ⑦                                       ⑧    ⑨       ⑩    ⑪ 
①全ドライブのフォルダ情報が表示されるエリアです。 
②開いているフォルダ名が表示されます。 
③開いているフォルダ内のフォルダ名とファイル名が表示されます。 
④開いているフォルダ内のフォルダとファイルのサイズが表示されます。 
⑤開いているフォルダ内のフォルダとファイルの種類が表示されます。 
⑥開いているフォルダ内のフォルダとファイルの更新日時が表示されます。 
⑦開いているフォルダ内のオブジェクトの個数が表示されます。 
⑧開いているフォルダ内のオブジェクトの総容量と空きディスク容量が表示されます。 
⑨③のフォルダまたはファイルを選択し、削除（Ｙ）ボタンをクリックすると、 
  選択したフォルダまたはファイルを削除することができます。 
⑩③のファイルを選択し、編集（Ｅ）ボタンをクリックすると、 
  Ｗｉｎファイルエディタが開きます。 
⑪閉じるボタンをクリックすると、Ｗｉｎファイラを終了します。 
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                                                                    ５.１５  Ｗｉｎファイラ 

 
●Ｗｉｎファイルエディタ（Ｗｉｎファイル編集） 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイル（ホストファイルを含む）の中身を１６進で表示し、編集できます。 

 
           ①                       ⑥              ②       ⑦ ③     ④  ⑤ 

 

          ⑩    ⑧    ⑪         ⑫    ⑨    ⑬                         ⑭ 
①ファイル名が表示されます。 
②ファイルサイズが表示されます。 
③データのレコード番号／全体のレコード件数が表示されます。 
④レコード内の桁位置（先頭は０または１）が表示されます。 
⑤桁位置を数える起点を、０起点、１起点のどちらかに切り替えることができます。 
⑥ファイルの中身を１６進表現で表示するエリアです。０～Ｆを入力できます。 
⑦ファイルの中身を文字表現で表示するエリアです。文字を入力できます。 
⑧レコード長を１～３２７６７で指定できます。デフォルトは２５６です。 
⑨文字表示エリアの表示モードをＷｉｎ（標準、ASCII (漢字表現なし)）、 
  ホスト（JIS8/ASCII、EBCDIC (ｶﾀｶﾅ)、EBCDIC (英小文字)）の５つの中から選択します。 
⑩読み込み（Ｒ）ボタンをクリックすると、データをディスクから読み直します。 
⑪書き込み（Ｗ）ボタンをクリックすると、データをディスクに書き戻します。 
⑫ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックすると、表示されている画面からのデータ内容を、 
  ファイルに出力するウインドウが開きます。出力するレコード数とファイル名を指定して、 
  保存（Ｓ）ボタンをクリックすると、ファイルに出力されます。 
⑬内容表示（Ｖ）ボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウが開きます。 
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⑭閉じるボタンをクリックすると、Ｗｉｎファイルエディタを終了します。 



                                                                    ５.１５  Ｗｉｎファイラ 

 
●ファイル内容表示ウインドウ 

 
  Ｗｉｎファイルエディタの表示モード（Ｄ）がＷｉｎ（Ａ）の状態で、内容表示（Ｖ）ボタン

をクリックすると、つぎのファイル内容表示ウインドウが開きます。 

 

 
   ②      ①    ③                             ④           ⑤              ⑦ ⑥ 

 
①Ｗｉｎｄｏｗｓファイル名が表示されます。 
②Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの中身が、③で選択されている表示タイプで出力されます。 
  デフォルトは、改行コード単位のＨＥＸ＋文字表示（Ｗｉｎテキスト＆データ）です。 
③②の表示タイプを４種類の中から切り替えることができます。 
④フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、②の出力文字フォントを切り替えることができます。 
⑤ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、②の内容をファイルに保存できます。 
⑥桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えることができます。 
⑦ＯＫボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。 
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                                                                    ５.１５  Ｗｉｎファイラ 

 
  ↑＜ＨＥＸ＋文字表示（Ｗｉｎランダム）＞                ＜文字表示（Ｗｉｎ）＞↓ 
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                                                                    ５.１５  Ｗｉｎファイラ 

 
  Ｗｉｎファイルエディタの表示モード（Ｄ）がホスト（Ｂ）の状態で、内容表示（Ｖ）ボタン

をクリックすると、つぎのファイル内容表示ウインドウが開きます。 

 

   ③      ①    ④                             ⑤           ⑥        ②    ⑧ ⑦ 

 
①ホストファイル名が表示されます。 
②ホストファイルのレコード長が表示されます。 
③ホストファイルの中身が、レコード長単位のＨＥＸ＋文字表示（ホスト）形式で出力されます。 
④③の表示タイプを４種類の中から切り替えることができます。 
⑤フォント（Ｆ）ボタンをクリックして、③の出力文字フォントを切り替えることができます。 
⑥ファイル出力（Ｐ）ボタンをクリックして、③の内容をファイルに保存できます。 
⑦桁位置のガイド表示を、０起点（先頭を０として数える）、 
  １起点（先頭を１として数える）のどちらかに切り替えることができます。 
⑧ＯＫボタンをクリックすると、ファイル内容表示ウインドウを閉じます。 
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                                                                                ５.１６  環境設定 

                             ５．16  環境設定 

 
Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の動作に必要な設定ファイルには以下のものがあります。 

 
   動作環境情報ファイル（ＥＮＶ．ＩＮＩ、ファイル名固定） 
   主設定ファイル（ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩ、ファイル名固定） 
   コード変換表ファイル（拡張子が．ＣＣＴ） 
   漢字対応表ファイル（拡張子が．ＫＫＴ） 

 
この中で動作環境情報ファイルは、以下の場所にあるファイルを使用しています。 

 
標準インストールモード：%USERPROFILE%\Application Data\FTRAN-FD\ 

（WindowsVista 以降では「%USERPROFILE%\AppData\Roaming\FTRAN-FD\」） 

２００６互換インストールモード：インストールディレクトリ 

 
それ以外のファイルは初期状態として以下の場所にあるファイルを使用しています。 

 
標準インストールモード：＜ユーザデータフォルダ＞\FTRAN-FD\EnvGroup\Env\ 

２００６互換インストールモード：インストールディレクトリ 

 
これらの動作環境ファイル以外の設定ファイルが集まったフォルダを「環境」と呼び、Ｆ＊Ｔ

ＲＡＮ２００７ではこの環境を任意に切り替えて実行することが可能となっています。 
複数の環境が集まったフォルダを「環境群フォルダ」と呼びます。 
環境設定では、環境の作成・切り替え、環境群フォルダの設定などが可能です。 
まず、環境群フォルダを選び、その中から使用する環境を選ぶという順番で環境を指定します。 

 環境群フォルダ、および環境の省略値はインストールモード別に以下のようになっています。 

 
【標準インストールモード】 

   環境群フォルダ   ：＜ユーザデータフォルダ＞\FTRAN-FD\EnvGroup\ 

   環境        ：Env 

【２００６互換インストールモード】 

   環境群フォルダ   ：Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のインストールディレクトリ 

   環境        ：指定なし（Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のインストールディレクトリ） 

 
◆注意  ----  標準インストールモードでは環境の指定は必須 
標準インストールモードでは環境にかならず任意のフォルダを指定する必要があります。２００

６互換インストールモード、およびＦ＊ＴＲＡＮ２００６で可能だった環境群フォルダ直下を環

境としては使用できません。 
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                                                                                ５.１６  環境設定 

 
この中で動作環境情報ファイルは必ずインストールディレクトリ配下にあり、それを使用しま

す。それ以外のファイルは初期状態としてインストールディレクトリ配下にあるファイルが使用

されますが、別のフォルダにあるファイルを使用する事も可能です。動作環境ファイル以外の設

定ファイルが集まったフォルダを「環境」と呼びます。複数の環境が集まったフォルダを「環境

群フォルダ」と呼びます。 
環境設定では、環境の作成・切り替え、環境群フォルダの設定などが可能です。 

 

■環境設定 

  メニューバーの設定（Ｓ）→環境設定（Ｋ）を実行すると、つぎのウインドウが開きます。 

 

 

                  ⑧①②④                 ⑤             ③ ⑥ 

 
①使用する環境を選択します。 
②現在指定されている環境群フォルダが表示されます。 
③環境群フォルダを変更するボタンです。フォルダの選択画面が表示されます。 
④現在選択されている環境を複写します。環境複写画面が表示されます。 
⑤環境群フォルダを初期値（インストールディレクトリ）にします。環境は未選択状態に 

なります。 
⑥ＯＫボタンをクリックすると、修正した内容が有効になります。 
⑦キャンセルボタンをクリックすると、修正した環境設定を無効にし、環境設定のウインドウ 
  を閉じます。なお、主設定の変更画面でＯＫボタンを押してもここでキャンセルを選ぶと全て 
の修正が無効になります。複写した環境はそのまま残ります。 

⑧スクリプトファイルのダブルクリック時に即実行をするのか編集するのかを決めます。 
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                                                                                ５.１６  環境設定 

 
●現在の環境を複写 
 環境設定画面で『現在の環境を複写（Ｓ）』ボタンを押すと以下の画面が表示されます。 

 

 
 
  複写先環境名を入力して複写ボタンを押すと、現在選択されている環境が複写されます。ここ

では環境を複写するだけです。複写した環境は環境設定の環境選択（Ｎ）プルダウンに追加され

ていますので切り替えて使用できます。 
 

●スクリプトファイルのダブルクリック時に即実行 
  スクリプトファイルのダブルクリックおよび、コンテクストメニューの「開く」を行った場合

の動作について制御します。チェックが入っている時は実行し、入っていない時は編集画面を開

きます。これについては、個々のスクリプトファイル毎にも設定でき、スクリプトファイル毎の

設定の方が優先されます。 

 

 

 



                                                                          ５.１７  変換設定 

                             ５．17  変換設定 

 
  変換設定には、コード変換等に関するさまざまな設定項目があります。この設定項目は、メモ

リ上のコード変換表の中身です。変更した設定は即座に変換処理の動作に反映されます。 
  通常、ホスト選択で指定したコード変換表に対して、その中身を設定し、自分の運用に適した

設定に変更していきます。通常、その作業はインストールの直後に１回だけ行います。しかし、

運用に入ってからでも随時、設定の変更ができます。 
  データ交換の相手システムが複数あるときは、コード変換表の名前と設定を変えて、相手シス

テムごとに切り替えて使うと便利です。 

 

■ホスト選択 

 
  メニューバーの変換設定（Ｓ）→ホスト選択（Ｈ）を実行すると、つぎのウインドウが開きま

す。ここでは、基準となるホストを選択します。 

 

 

                ③  ①                     ②     ④         ⑤ 

 
①選択できるホストのタイプが表示されるエリアです。 
  使用しているホストのタイプをクリックして選択します。 
②実際に設定されているコード変換表ファイル名が表示されるエリアです。 
③選択したホストの情報を保存するためのチェックボックスです。 
  次回にＦ＊ＴＲＡＮ２００７を起動した時に、選択したホストを基準にする場合は、ＯＮにし 
  ます。一時的にホストを変更する場合は、ＯＦＦにします。デフォルトは、ＯＮです。 
④①③の選択が完了した状態でＯＫボタンをクリックすると、基準となるホストが確定します。 
⑤キャンセルボタンをクリックすると、ホスト選択を中止します。 
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                                                                          ５.１７  変換設定 

■変換設定 

 
  メニューバーの変換設定（Ｓ）→変換設定（Ｓ）を実行すると、つぎのウインドウが開きます。 

 
                      ⑥         ①  ②    ⑤    ③     ④  ⑦ 

 

                  ⑧ ⑨⑩ ⑪ ⑫  ⑯   ⑰   ⑬⑭ ⑮  ⑱         ⑲ 

①読み込まれているコード変換表のファイル名が表示されています。 
②コメントの変更ができます。 
  コード変換表は、漢字２０文字（半角４０文字）以内のコメントをつけることができます。 
③漢字変換方式の選択項目です。どの漢字変換方式を使うかを割り当てます。 
④漢字変換方式の設定変更ボタンです。漢字変換方式の設定内容を細かに変更できます。 
⑤漢字変換時に使われる漢字対応表を選択することができます。 
⑥選択されている漢字対応表を有効にするチェックボックスです。 
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⑦漢字対応表エディタを起動するボタンです。漢字対応表の修正ができます。 



 381
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⑧Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのベンダを選択します。 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式データを変換する時に重要になります。 
⑨ＩＢＭディスクの形式（一般、三菱）を選択します。 
  一般と三菱の両方を扱う場合、優先順位をつけてアクセスさせる指定もできます。 
⑩ホストエンディアン（ホストの２進項目のデータ格納順）を選択します。 
⑪ブロック配置モードの選択項目です。日立形式（ＩＢＭ形式の日立版）に対応するために、 
  ブロックの配置方法を切り替えることができます。 
⑫ＡＮＫコードの選択項目です。ホスト系が、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系か、ＥＢＣＤＩＣ系か 
  を設定します。ＥＢＣＤＩＣ系の場合、カタカナ版か英小文字版の選択をします。 
⑬ホスト種別を選択します。ＩＢＭのオフコン「eServer i5」「eServer iSeries」「AS/400」のど 
  れかであるか、その他の一般的なホストであるかを設定します。 
⑭マップ解析の機能をＯＮ／ＯＦＦするチェックボックスです。デフォルトは、ＯＦＦです。 
  詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 
⑮ＣＯＢＯＬのＣｏｐｙ句を読み込むときの設定を行うウインドウが開きます。 
詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 

⑯６つのＡＮＫ変換表（１バイト単位のコード変換表）の表示・修正ができます。 
⑰コード変換表の書き込み（保存）を行い、変換設定のウインドウを閉じます。 
  修正したコード変換表を元のファイルに書き戻したり、 
  別の名前のコード変換表としてディスクに書き込んだりします。 
コード編のマニュアルを参照してください。 

⑱ＯＫボタンをクリックすると、修正した変換設定が有効になります。 
  ただし、あくまでメモリ上の変更であり、 
  コード変換表ファイルに書き込まれるわけではありません。 
⑲キャンセルボタンをクリックすると、修正した変換設定を無効にし、 
  変換設定のウインドウを閉じます。 

 
●コメント／ホストのタイプの設定 
  コード変換表ごとにつけるコメントを設定できます。漢字２０文字（半角４０文字）以内で、

通常、ホストのタイプを設定します。 



                                                                          ５.１７  変換設定 

 
●漢字変換方式の設定 
  変換処理時に使う漢字変換方式を選択します。選択後に、詳細設定（Ｓ）のボタンをクリック

すると、漢字変換方式設定のウインドウが開き、細かな設定内容を変更することができます。新

規に作成する場合は、「新規作成」を選んでから詳細設定のボタンをクリックします。ただし、

登録できるのは合計で１５種類までです。 

 
                                       ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ 

 
                ⑬  ⑭    ⑮    ⑯ ⑩ ⑦ ⑧ ⑨ ⑰         ⑱ ⑫ ⑪ 

 
①この漢字変換方式につける名前です。英数字８文字以内で設定できます。 
②設定内容をわかりやすくするためのコメントです。 
  漢字２０文字（半角４０文字）以内で設定できます。 
③ＡＮＫコードがＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系か、ＥＢＣＤＩＣ系かを設定します。 
  この設定は、Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換のＡＮＫ部の変換に使われたり、 

  漢字スペースのコードを決めるために使われたりします。ＥＢＣＤＩＣを指定したときは、 

  カタカナ版、英小文字版のどちらになるかは、変換設定のＡＮＫコードの設定で決まります。 
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④漢字コードのタイプを設定します。以下の中から選択します。 
    ＪＩＳ、ＪＩＳ＋８０８０、ＪＩＳ＋８０８０（ユニシス）、東芝（漢字コード自体は 
    ＪＩＳ漢字）、ＮＥＣ－ＪＩＰＳ、ＮＥＣ－内部コード、ＩＢＭ 
  ＪＩＳ漢字の定義域は２１２１Ｈ～７Ｅ７ＥＨです。ＪＩＳ＋８０８０は、 
  ＪＩＳに８０８０Ｈを加えて定義域をＡ１Ａ１Ｈ～ＦＥＦＥＨにずらしています。 
  多くのホストシステムがＪＩＳ＋８０８０を採用しています。その理由の１つは、 
  ＪＩＳ漢字との相互変換が極めて簡単であることです。２つ目の理由は、 
  ＡＮＫコードとしてＥＢＣＤＩＣコードを採用していることが多いため、 
  ＪＩＳ漢字をそのまま採用すると、ＥＢＣＤＩＣコードの制御文字のうち、 
  ２１Ｈ～３ＦＨがＪＩＳ漢字の一部とぶつかってしまうからです。 
  以上の２タイプと比較すると、ＮＥＣ漢字はかなり特殊です。ＮＥＣ漢字には、 
    ＪＩＰＳ（Ｅ）、ＪＩＰＳ（Ｊ）、内部コード（Ｅ）、内部コード（Ｊ） 
  の４とおりのコード系があります。ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系かＥＢＣＤＩＣ系かは、 
  ③のＡＮＫコードの設定で間接的に決められます。 
  （  ）内のＥは、ＥＢＣＤＩＣ系、Ｊは、ＪＩＳ８系を意味しています。 
  ＩＢＭ漢字は、ＩＢＭ漢字←→シフトＪＩＳ漢字用の内部テーブルを持って対応しています。 
⑤漢字インのシーケンスを１６進で６桁（３バイト）以内で指定します。 
⑥漢字アウトのシーケンスを１６進で６桁（３バイト）以内で指定します。 
⑦Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換時に、Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換するときの、 
  シフト節約度を設定します。弱、中、強の３とおりの設定ができます。 

 
  ［弱］  半角スペース（２０Ｈ）はあくまでＡＮＫ、全角スペース（８１４０Ｈ）はあくまで

漢字、として完全に区別して扱います。この設定にすると、頻繁にＫＩ／ＫＯが入る傾向があり、

レコード長や項目長のオーバーフローを起こすことが多くなります。ただし、Ｗｉｎｄｏｗｓフ

ァイル側で半角スペースと全角スペースを完全に使い分けているときは、この設定が一番よいこ

ともあります。 

 
  ［中］  半角スペース２個（２０２０Ｈ）と全角スペース（８１４０Ｈ）を同一視し、なるべ

くＡＮＫモード、漢字モードが長く続くようにします。いい替えれば、ＡＮＫ文字に続く半角ス

ペースはＡＮＫとして、漢字に続く半角スペースは２個１組で漢字スペースとして扱うというこ

とです。ただし、漢字モード中で奇数個の半角スペースが続くと、最後の１個だけはＡＮＫとし

て扱います。この設定が、いろいろな意味で無難です。 
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  ［強］  半角スペース２個（２０２０Ｈ）と全角スペース（８１４０Ｈ）を同一視し、なるべ

くＡＮＫモード、漢字モードが長く続くようにします。また、ＩＢＭファイル側の漢字モード中

に奇数個の半角スペースが現れてもよしとします。この設定のデータを受け付けることのできる

システムやソフトは少ないので、注意してください。なお、ＡＮＫがＥＢＣＤＩＣ、漢字がＪＩ

Ｓ漢字の組み合わせのときは、この設定にしてはいけません。スペースが４０××Ｈというコー

ドの漢字に化けてしまいます。 



                                                                          ５.１７  変換設定 

 
  例をあげます。△はＡＮＫスペース、△は漢字スペースです。弱→中→強の順にＫＩ／ＫＯ

の節約になり、オーバーフローしにくくなるのがわかると思います。 

 
      データ ---- ＥＡＲＴＨ△△△水の惑星△△△地球△△ 
                  （Ｗｉｎ→ホスト方向、Ａｎｋ・漢字（ＫＩ／ＫＯ付）混在変換） 

 
          弱 ---- ＥＡＲＴＨ△△<KI>△水の惑星<KO>△△△<KI>地球<KO>△△ 
          中 ---- ＥＡＲＴＨ△△△△<KI>水の惑星△<KO>△<KI>地球△<KO> 
          強 ---- ＥＡＲＴＨ△△△△<KI>水の惑星△△地球△<KO> 

 
⑧Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換時に、漢字スペースを全角のコードにするか、 
  半角×２個のコードにするかを設定します。具体的なコードは、 
  ＡＮＫコードと漢字コードの組み合わせによって、つぎの表のように決まります。 

 
      漢字スペースのコード（Ｗｉｎ→ＩＢＭ変換時） 
                                      漢字スペース    全    角     半角 × ２ 
      ＡＮＫコード＆漢字コード 
                            ＪＩＳ                  ２１２１Ｈ     ２０２０Ｈ 
                            ＪＩＳ＋８０８０        Ａ１Ａ１Ｈ *1  ２０２０Ｈ 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ  ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｊ）  ２１２１Ｈ     ２０２０Ｈ 
                            ＮＥＣ内部コード（Ｊ）  ６０２１Ｈ     ２０２０Ｈ 
                            ＩＢＭ漢字              ４０４０Ｈ     ２０２０Ｈ 
                            ＪＩＳ                  ２１２１Ｈ     禁止 *2 
                            ＪＩＳ＋８０８０        Ａ１Ａ１Ｈ *1  ４０４０Ｈ 
          ＥＢＣＤＩＣ      ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ）  ４Ｆ４ＦＨ     ４０４０Ｈ 
                            ＮＥＣ内部コード（Ｅ）  ７９４ＦＨ     ４０４０Ｈ 
                            ＩＢＭ漢字              ４０４０Ｈ     ４０４０Ｈ 
     *1）ＪＩＳ＋８０８０（ユニシス）の場合は、２０２０Ｈにも設定可能 
     *2）もし半角×２の設定にすると、漢字スペースが「誓」の字に化ける 

 
⑨ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換時に、Ｗｉｎｄｏｗｓファイル側の漢字スペースを、 
  全角＝８１４０Ｈのコードにするか、半角×２＝２０２０Ｈのコードにするかを設定します。 
  ふつうは、半角×２の設定のほうがよいのですが、パソコンのソフトによっては、 
  全角の漢字スペースしか受けつけないものがあります。 
⑩ＩＢＭファイル側の漢字対応表に定義されないホスト拡張漢字（ユーザー定義文字を含める） 
  の扱い方を設定します。 
  ゲタ変換、クエスチョン変換、ゼロイー変換と呼ぶ３とおりの設定ができます。 
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    ［“〓”変換（ゲタ変換）］ 
      ホスト漢字を“〓（ゲタ）”に置き換える。 
      “〓”以外の全角文字にも変換可能。 
      ＩＢＭ→Ｗｉｎ方向の変換時に有効。元のコードには戻せない。 
      桁ずれは起こさない。 
    ［“？xxxx”変換（クエスチョン変換）］ 

      ？は全角。xxxxは半角４桁の１６進数でホストコードを表す。 
      ＩＢＭ←→Ｗｉｎ双方向で有効。 
      エディタで処理するのに都合がよく、扱いやすい。 
      ただし、２バイト←→６バイトの変換なので、桁ずれを起こすことに注意。 
    ［0Exxxx 変換（ゼロイー変換）］ 

      0E（ＳＯ）で、つぎにホストコード xxxx が続くことを表す。xxxx はバイナリ２バイト。 
      ＩＢＭ←→Ｗｉｎ双方向で有効。 
      この変換方法では、ホストが富士通機でパソコンがＦＭＶシリーズ、かつパソコン側の 
      ソフトがＪＥＦ拡張漢字ドライバに対応しているときに限って、ＪＥＦ拡張漢字の画面 
      表示やプリントができる。２バイト←→３バイトの変換なので、桁ずれを起こすことに 
      注意。 

 
  変換の対象になるのは、句点コードでいえば１区１点～９４区９４点以外の漢字コードです。 
  ＪＩＳ漢字なら２１２１Ｈ～７Ｅ７ＥＨ以外の漢字コード、 
  ＪＩＳ＋８０８０タイプならＡ１Ａ１Ｈ～ＦＥＦＥＨ以外の漢字コードです。 
⑪ゲタ変換のとき、“〓”に代わる別の全角文字を設定できます。 
  また、半角スペース２個の設定にもできます。 
  代わりの文字の設定を解除して“〓”に戻したいときは、半角の“=”を入力します。 
⑫Ｗｉｎｄｏｗｓの拡張漢字（９５区以上の漢字）に対しては、ゲタ変換固定です。 
  “〓”に代わる別の全角文字を設定できます。また、半角スペース２個の設定にもできます。 
  代わりの文字の設定を解除して“〓”に戻したいときは、半角の“=”を入力します。 
⑬入力ガイダンス・メッセージが表示されるフィールドです。 
⑭参照（Ｒ）ボタンは、既存の漢字変換方式設定の中から１つを選択して、 
  ①～⑫の項目を基準値にする機能です。 
  おもに、既存値をベースに「新規作成」を行う場合に重宝します。 
⑮⑭の参照ボタンをクリックすると、既存の漢字変換方式設定の参照ダイアログが開きます。 
⑯削除（Ｄ）ボタンをクリックすると、表示されている漢字変換方式設定を削除し、 
  設定ウインドウを閉じます 
⑰ＯＫボタンをクリックすると、ウインドウ上の漢字変換方式設定が有効になります。 
⑱キャンセルボタンをクリックすると、ウインドウ上の漢字変換方式設定を無効にし、 
  設定のウインドウを閉じます。 
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●漢字対応表の設定 
  漢字変換時に使われる漢字対応表を設定します。漢字体系に合った漢字対応表を選択し、有効

のチェックボックスをＯＮにします。対応表設定（Ｓ）のボタンをクリックすると、漢字対応表

エディタが起動し、設定内容の変更ができます。漢字対応表（Ｔ）が“（新規作成）”の場合は、

ファイル名の入力をした後に、漢字対応表エディタが起動します。 
  詳細は、５．１８  漢字対応表エディタをご覧ください。 

 

 

 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬベンダの設定 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式データを変換する場合は、この設定が重要になりま

す。つぎの７種類から選択できます。選択しないこともできます。 
      富士通            Ｐｏｗｅｒ  ＣＯＢＯＬ９７（８５） 
      日立              ＣＯＢＯＬ８５ 
      ＮＥＣ            ＣＯＢＯＬ８５ 
      ﾏｲｸﾛﾌｫｰｶｽ         Ｎｅｔ  Ｅｘｐｒｅｓｓ  （ＭＩＣＲＯ  ＦＯＣＵＳ  ＣＯＢＯＬ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ    ＡｃｕＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃａ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ    ＡｃｕＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｉ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ    ＡｃｕＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｍ） 

 
●ホストエンディアンの設定 
  ２進形式データを変換する場合は、この設定が重要になります。ホスト２進形式のエンディア

ン（格納順）をつぎのどちらかに設定します。 
      ビッグ（正順） 
      リトル（逆順） 
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●ＩＢＭディスク形式の設定 
  ＩＢＭディスクへのアクセス方法を、つぎの４つの中から選択できます。 

 
    一般のＩＢＭディスク 
         一般のＩＢＭディスクとしてアクセスする。失敗してもアクセス方法を変えて 

         再びアクセスしない。 

 

    一般のＩＢＭディスク、三菱のＩＢＭディスクの順でアクセス 
         まず、一般のＩＢＭディスクとしてアクセスする。失敗した場合には、 

         三菱のＩＢＭディスクとして再アクセスする。 

 
    三菱のＩＢＭディスク、一般のＩＢＭディスクの順でアクセス 
         まず、三菱のＩＢＭディスクとしてアクセスする。失敗した場合には、 

         一般のＩＢＭディスクとして再アクセスする。 

 
    三菱のＩＢＭディスク 
         三菱のＩＢＭディスクとしてアクセスする。失敗してもアクセス方法を変えて 

         再びアクセスしない。 

 
●ＡＮＫコードの設定 
  ホストシステムには、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系のシステムと、ＥＢＣＤＩＣ系のシステムがあ

ります。さらに、ＥＢＣＤＩＣコードには、カタカナ版と英小文字版があります。それらのどれ

に合わせるかを設定します。この設定はとても重要です。というのは、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系

にするかＥＢＣＤＩＣ系にするかで、単純なＡＮＫ変換にとどまらず、バッファをクリアするコ

ードや、ゾーン形式、パック形式の変換などにも影響を及ぼすからです。 

 
●漢字対応表の設定 
  漢字変換時に使われる漢字対応表を設定します。漢字体系に合った漢字対応表を選択し、有効

のチェックボックスをＯＮにします。通常は、ホスト選択をした時点で、そのホストに対応した

漢字対応表が設定されていますので、変更する必要はありません。 
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●ブロック配置モードの設定 
  ＩＢＭファイル／ブロックの配置方法には「一般のＩＢＭ形式」のモードと「日立のＩＢＭ形

式」のモードがあります。どちらのモードで動作させるかを指定します。 
      ［一般モード］    ブロックはトラック境界をまたぐ、空きセクタはできない 
      ［日立モード］    ブロックはトラック境界をまたがない、空きセクタができる 
  日立のＩＢＭ形式では、ＩＢＭファイル、ブロックの配置に関して、 
      ①ＢＯＥ（領域開始のアドレス）は常にトラック境界（セクタ０１）にする 
      ②ブロックが、２つのトラックにまたがらないようにする 
  という条件を課しています。①の条件はよく見られるもので日立のシステムに限らないもので

すが、②の条件によってブロック長によっては（とくに、大きなブロック長のとき）「トラック

末尾に１ブロック書き込めるだけのセクタがない」という状況が生じます。 
  このとき日立のＩＢＭ形式では、つぎのトラックにまたがるような書き込みをしないで、トラ

ック末尾を強制的に「空きセクタ」にします。そして、そのブロックはつぎのトラックの先頭セ

クタから書き込みます。一般のＩＢＭ形式では、このようなことをせずに、ブロックが２つのト

ラックにまたがることを許しています。ですから、空きセクタはできません。 
  図にしてみましょう。①は２ＨＤ－２５６、２６セクタ／トラックのフロッピーディスクを使

用、②はブロック長は２０４８バイト、とします。□は１セクタを表します｡ 

 
  一般モード                              トラック 
              ＃０  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□ 
                      ブロック１        ブロック２        ブロック３        ブ 
              ＃１  □□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□ 
                    ロック４        ブロック５        ブロック６        ブロック７ 
  日立モード                              トラック 
              ＃０  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□

                      ブロック１        ブロック２        ブロック３      空き 
              ＃１  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□

                      ブロック４        ブロック５        ブロック６      空き 
  なお、日立のシステムではさらに、 
      ③ＥＯＥ（領域終了アドレス）もトラック境界にする 
  という条件を課すこともあります。これらの条件を考慮し、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換のＦ

Ｄ設定のＢＯＥ境界オプションにセクタ指定しても、トラック指定に切り替えられるようにして

あります（セクタ指定してもエラーにはなりません）。 
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●ＡＮＫ変換表 
  ６種類のＡＮＫ変換表があります。 

 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）→ＪＩＳ８変換表 
      ＪＩＳ８→ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）変換表 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）→ＡＳＣＩＩ変換表 
      ＡＳＣＩＩ→ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）変換表 
      ユーザー用（Ａ）変換表 
      ユーザー用（Ｂ）変換表 

 
  このうち、ユーザー用（Ａ）変換表、ユーザー用（Ｂ）変換表はふつうは使わない特別なもの

です。 

 
＜ＡＮＫ変換表について＞ 

 
  ＡＮＫ変換表はつぎの３組に分けられます。 

 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ版）←→ＪＩＳ８ 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字版）←→ＡＳＣＩＩ 
      ユーザー用（Ａ／Ｂ） 

 
  前の２組が基本的なＥＢＣＤＩＣ系←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系ＡＮＫ変換表です。ふつう、 

 
      ＥＢＣＤＩＣコードではカタカナと英小文字のコードが重複していて、 
      両方同時には使えない 

 
  ため、カタカナ版と英小文字版の２組に分けてあります。 

 
  この２組のＡＮＫ変換表は、あらかじめかなり一般的だと思われる設定にしてあります。しか

し、 
      ＥＢＣＤＩＣ系とＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系では、 
      いくつかの特殊文字が対応していない 
      ＥＢＣＤＩＣコード自体もシステムによって若干の差異がある 

 
  などの理由で、メーカー・システムによって、バラバラなコード変換規則を採用しているのが

現状です。そのため、使用目的によっては不都合な変換が行われることがあります。この問題に

対処するため、ＡＮＫ変換表を簡単に修正できるようにしています。 
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  ユーザー用（Ａ／Ｂ）変換表は、利用者独自の特別な１バイト単位の変換処理が必要なときに

使用します。ただし、この２枚はふつうのＡＮＫ変換に使うものではありません。 

 
  ＡＮＫ変換表はそれぞれがつぎのようにリンクし合っていて、相互に呼び出せます。 

 
                                                                          前表 
                                                逆変換表 
                                                                          次表 
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      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）→ＪＩＳ８        ＪＩＳ８→ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ） 

 
 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）→ＡＳＣＩＩ      ＡＳＣＩＩ→ＥＢＣＤＩＣ（英小文字） 

 
 
                ユーザー用Ａ                              ユーザー用Ｂ 

 
 
  この仕組みによって、ＡＮＫ変換表どうしの比較や、正しく逆変換表になっているかの確認の

ための突き合わせなどが簡単にできます。 
  なお、ユーザー用Ａとユーザー用Ｂは、本当は互いに逆変換表になっているわけではありませ

ん。それぞれ独立した変換表です。 

 
  ＡＮＫ変換表編集（Ｅ）のボタンをクリックすると、下のウインドウが開きます。編集するＡ

ＮＫ変換表を選択して、ＯＫボタンをクリックします。 
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  ＯＫボタンがクリックされると、下のウインドウが開き、編集モードに入ります。 
                   ①            ②                              ③ 

 
                   ④        ⑤          ⑥     ⑦      ⑧        ⑨   ⑩ 

 
①編集するＡＮＫ変換表名が表示されます。 
②変換表の内容が１６進表示されるエリアです。変更入力することができます。 
③変換表の内容が文字表示されるエリアです。 
④変換元の１６進コードと文字、変換後の 1６進コードと文字が表示されます。 
  カーソル移動にとともに表示内容が変わります。 
  １６進表示側のＣ０の列、＋１の行のコードは、“４１”と表示されています。 
  図形文字表示側のＣの列、＋１の行の文字は、“Ａ”と表示されています。 
  これは、ＥＢＣＤＩＣコードのＣ１Ｈ（“Ａ”）が、 
  ＪＩＳ８コードの４１Ｈ（“Ａ”）に変換されることを表しています。 
  ここにカーソルを合わせると、００ ． → ００ ．と表示されていたところが、 
  Ｃ１ A → ４１ A という表示に変わったはずです。 
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⑤変換表を変更入力する場合の入力モード（カーソルの動き）を指定するラジオボタンです。 

 
  入力モードとカーソルの動き 
  入力モードによるカーソルの動きの違いを示します。 

 
    垂直入力モード（Ｖ）      水平入力モード（Ｈ）      ジグザグ入力モード（Ｚ） 

 
      ００  ００  ００          ００  ００  ００          ００  ００  ００ 
      ００  ００  ００          ００  ００  ００          ００  ００  ００ 
      ００  ００  ００          ００  ００  ００          ００  ００  ００ 

 
⑥前表に移るためのボタンです。カーソル位置は変わりません。 
⑦次表に移るためのボタンです。カーソル位置は変わりません。 
⑧逆変換表に移るためのボタンです。 
  カーソル位置の内容が逆変換表のカーソルの位置になります。 
⑨ＯＫボタンをクリックすると、修正したＡＮＫ変換表が有効になります。ただし、 
  あくまでメモリ上の変更であり、コード変換表ファイルに書き込まれるわけではありません。 
⑩キャンセルボタンをクリックすると、修正したＡＮＫ変換表を無効にし、 
  ＡＮＫ変換表のウインドウを閉じます。 

 
＜ユーザー用（Ａ／Ｂ）変換表について＞ 
  ユーザー用（Ａ／Ｂ）は、特別な変換処理を行う変換表です。バイト単位の変換ができます。

利用者独自の処理が必要になったときに書き替えて使います。 

 
  使用目的  通常のＥＢＣＤＩＣ←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ変換を使うべきでない、特殊な１

バイト単位の変換が必要になるときがあります。たとえば、  ＥＵＣ漢字←→ＪＩＳ漢字変換  
などが挙げられます。 

 
  利用できる所  ユーザー用（Ａ／Ｂ）変換表は、マップ設定オプションのユーザーＡ変換、

ユーザーＢ変換で利用できます。 
  出荷時設定  ユーザー用（Ａ／Ｂ）変換表の出荷時の設定は、何もしない変換表、つまりバ

イナリ変換と同様になっています。 
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●ホスト種別の設定 
  ＩＢＭのオフコン「eServer i5」「eServer iSeries」「AS/400」の場合、搭載ＣＯＢＯＬ言語の

のパック形式の正符号の仕様が、他の一般のホストＣＯＢＯＬ言語と異なっています。ここでは

ご利用のホストに合わせた選択をします。 

 
●コード変換表の書き込み（保存） 
  コード変換表の書き込み（保存）は、現在のメモリ上のコード変換表を元のコード変換表ファ

イルに保存、または別のコード変換表ファイルとしてディスクに書き込みます。 

 
  保存して閉じる（Ｓ）ボタンをクリックすると、“ファイル名を付けて保存”ウインドウが開

きます。保存するファイルを選択して、保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 

 



                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

                     ５．18  漢字対応表エディタ 

 
  漢字対応表エディタは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の漢字コード変換で使用する漢字変換テーブル

のメンテナンスを行う機能を持っています。 
  通常は、変換設定の対応表設定（Ｓ）のボタンをクリックして起動します。 

 
●新規作成の場合 
  漢字対応表を新規に作成する場合は、つぎのウインドウが開き、どのメーカーの日本語体系で

作成するのかを選択します。 

 

 
 
  選択肢は、つぎのとおりです。 

 
      各社（ＪＩＳ） 
      富士通（ＪＥＦ） 
      日立（ＫＥＩＳ） 
      三菱（ＭＥＬＣＯＭ） 
      日本ユニシス（ＬＥＴＳ－Ｊ） 
      ＮＥＣ（ＪＩＰＳ） 
      日本ＩＢＭ（ＩＢＭ） 
      東芝（ＪＩＳ） 

 
  日本語体系（Ｎ）を選択し、ＯＫボタンをクリックすると、編集ウインドウが開きます。 

 
●既存の漢字対応表を修正する場合 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７には、各メーカーの日本語体系に沿った漢字対応表が標準提供されてい

ます。通常は、提供されている漢字対応表をベースに変更して使用します。 
  変換設定で漢字対応表を選択して対応表設定（Ｓ）のボタンをクリックすると、編集ウインド

ウが開き、選択された漢字対応表の内容が読み込まれます。 
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  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７には、つぎの７つの漢字対応表が標準添付されています。 

 
      Ｆ．ＫＫＴ ---- 富士通・ＪＥＦ用 

      Ｈ．ＫＫＴ ---- 日立・ＫＥＩＳ用 

      Ｉ．ＫＫＴ ---- 日本ＩＢＭ・ＩＢＭ漢字用 

      Ｍ．ＫＫＴ ---- 三菱・ＭＥＬＣＯＭ漢字用 

      Ｎ．ＫＫＴ ---- ＮＥＣ・ＪＩＰＳ用 

      Ｔ．ＫＫＴ ---- 東芝・東芝漢字用 

      Ｕ．ＫＫＴ ---- 日本ユニシス・ＬＥＴＳ－Ｊ用 
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●編集ウインドウ 

 
   ①  ② ③          ④        ⑤                            ⑥ ⑦ 

 
   ⑮   ⑧  ⑨    ⑩       ⑪        ⑫        ⑬      ⑭ 

 
①編集する漢字対応表のファイル名が表示されています。 
②目的のメニューを選択して、機能を実行します。 
③②の中で、よく使われる機能がボタン化されています。 
④編集する漢字対応表の日本語体系が表示されています。 
⑤編集する漢字対応表のコメントが表示されています。 
  新規に作成する場合は、漢字２０文字（半角４０文字）以内で設定します。変更もできます。 
⑥Ｗｉｎコードのコード表記法を３種類の中から選択します。 
⑦ホストコードのコード表記法を選択肢の中から選択します。 
⑧Ｎｏ．１からＮｏ．４０００まであります。ここをクリックして、行選択を行います。 
⑨行の内容を消去せずに無効にする場合に、無効“－”の印を付ける欄です。 
⑩Ｗｉｎ側の漢字を入力します。ダブルクリックで、漢字入力サブウインドウが開きます。 
⑪Ｗｉｎコードを入力します。⑩と⑪は連動し、どちらかを入力すれば表示が変わります。 
⑫変換する方向を３種類（⇔、→、←）の中から選択し、入力します。 
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⑬ホストコードを入力します。 
⑭ファイルの読み／書き、“検査”を実行した時のエラーメッセージが表示されます。 
⑮操作のガイダンスやメッセージが表示されます。 

 
 
●コメント（Ｋ） 
  漢字対応表のコメント欄です。通常は、漢字対応表の内容を意味するタイトルを入力します。

漢字２０文字（半角４０文字）以内で設定します。 

 
 
●Ｗｉｎコード（Ｗ） 
  Ｗｉｎコード（Ｗｉｎｄｏｗｓの漢字コード）の表示・入力をどのコード表記法に従って行う

かを指定します。つぎの３種類の中から選択します。 

 
      拡張ＪＩＳコード（基準値） 
      拡張句点コード 
      シフトＪＩＳコード 

 
  立ち上げ時／ファイル読み込み時には、常に拡張ＪＩＳコード（基準値）になります。 
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●ホストコード（Ｈ） 
  選択されている日本語体系ごとにホストコードの表記法が異なります。つぎの中から選択しま

す。 

 
      日本語体系                    ホストコード            基準値  系列 
      各社（ＪＩＳ）                ＪＩＳコード              ○    基本 
                                    句点コード                      基本 
      富士通（ＪＥＦ）              ＪＩＳコード                    基本 
                                    句点コード                      基本 
                                    ＪＥＦコード              ○    拡張 
      日立（ＫＥＩＳ）              ＪＩＳコード                    基本 
                                    句点コード                      基本 
                                    ＫＥＩＳコード            ○    拡張 
      三菱（ＭＥＬＣＯＭ）          ＪＩＳコード                    基本 
                                    句点コード                      基本 
                                    ＭＥＬＣＯＭコード        ○    拡張 
      日本ユニシス（ＬＥＴＳ－Ｊ）  ＪＩＳコード                    基本 
                                    句点コード                      基本 
                                    ＬＥＴＳ－Ｊコード        ○    拡張 
      ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）            ＪＩＳコード                    基本 
                                    句点コード                      基本 
                                    ＪＩＰＳコード            ○    拡張 
                                    ＪＩＰＳ（Ｅ）コード            拡張 
                                    内部コード（Ｊ）                拡張 
                                    内部コード（Ｅ）                拡張 
      日本ＩＢＭ（ＩＢＭ）          ＩＢＭ漢字コード          ○    基本 
      東芝（ＪＩＳ）                ＪＩＳコード              ○    拡張 
                                    句点コード                      基本 

 
  立ち上げ時／ファイル読み込み時には、常に基準値になります。 
  系列が“拡張”の場合のみ、拡張漢字領域のコード入力ができます。 

 
  ホストコードは基本系と拡張系に大別できます。ホストコードの選択を拡張系から基本系に変

更すると、拡張コードが表現できなくなり、拡張コードを持つ入力データの一時無効化が起こり

ます。効力欄が“(－)”になり、ホストコード欄が“****”になります。逆に、基本系から拡張

系に変更すると、一時無効になっていた入力データが解除されて通常の表示に戻ります。実際に

は、つぎの図のようになります。 
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        拡張系      ＪＥＦコード、ＫＥＩＳコード、ＭＥＬＣＯＭコード 
                    ＬＥＴＳ－Ｊコード、ＪＩＰＳコード、ＪＩＰＳ（Ｅ）コード 
                    内部コード（Ｊ）、内部コード（Ｅ）、東芝・ＪＩＳコード 

 
                          一時無効化              一時無効化の解除 

 
        基本系      ＪＩＳコード、句点コード 

 
 
    例）ＪＥＦコード  効力  漢字  Ｗｉｎコード  方向  ホストコード 
                            ∈    ２２３Ａ       ⇔   ７ＦＤ０ 

 
        ＪＩＳコード  効力  漢字  Ｗｉｎコード  方向  ホストコード 
                      (－)  ∈    ２２３Ａ       ⇔   ＊＊＊＊ 

 
 
●入力基本パターン 
  漢字対応表に定義される基本パターンはつぎのとおりです。 

 
  １．Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字（またはコード）            ホストの漢字コード 
                                         （双方向） 

 
  ２．Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字（またはコード）            ホストの漢字コード 
                                         （片方向） 

 
  ３．Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字（またはコード）            ホストの漢字コード 
                                         （片方向） 

 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字またはＷｉｎｄｏｗｓの漢字コード、変換する方向、ホストの漢字コード

の３要素を入力します。Ｗｉｎｄｏｗｓの漢字コードおよびホストの漢字コードは、正しいコー

ドの入力のみ受け付けます。句点コードを入力する場合は、１２－３４のように“－”で区切っ

て入力します。 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
●漢字入力サブウインドウ 
  漢字欄をダブルクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

 
                ①                            ② 

 
                    ⑤            ③                ④    ⑥    ⑦ 

 
①選択されているＷｉｎコードの表記法（拡張ＪＩＳコード、拡張句点コード、 
  シフトＪＩＳコード）に従って、コードが表示されます。 
②漢字の一覧が表示されます。入力する場合は、漢字をダブルクリックします。 
③②で選択されている漢字のコードが表示されます。 
④②で選択されている漢字が表示されます。 
⑤このエディットボックスの中で文字列を入力し、目的の漢字を左端に置くことで、 
  選択することもできます。 
⑥漢字選択／入力後に、ＯＫボタンをクリックして確定させます。 
⑦キャンセルボタンをクリックすると、漢字入力サブウインドウが閉じます。 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
●ファイル（Ｆ）メニュー 
  ファイルメニューの各機能について説明します。 

 
  新規作成（Ｎ） ---------- “新規に作成しますか？”と確認ウインドウが開きます。 
                            はい（Ｙ）ボタンをクリックし、日本語体系を選択して、 
                            ＯＫボタンをクリックすると、 
                            新規に漢字対応表を作成する状態になります。 
  開く（Ｏ） -------------- “ファイルを開く”のウインドウが開きます。 
                            ファイル名を選択し、開く（Ｏ）ボタンをクリックすると、 
                            選択された漢字対応表が読み込まれます。 
  上書き保存（Ｓ） -------- タイトルバーに表示されている漢字対応表ファイルに、 
                            現在の内容を保存します。 
                            保存する前に内容を検査し、エラーがあれば、 
                            “エラーデータがありますが、このまま保存を続行しますか？” 
                            と確認ウインドウで聞いてきます。 
  名前を付けて保存（Ａ） -- 実行すると、内容を検査します。エラーがあれば、 
                            “エラーデータがありますが、このまま保存を続行しますか？” 
                            と確認ウインドウで聞いてきます。 
                            “名前を付けて保存”のウインドウが開いたら、 
                            ファイル名を入力し、 
                            保存（Ｓ）ボタンをクリックして保存します。 
  ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ出力（Ｔ） ------ “テキストファイル出力”のウインドウが開きます。 
                            ファイル名を入力し、保存（Ｓ）ボタンをクリックすると、 
                            設定内容をテキスト形式ファイルへ出力します。 

 
                              ＜テキストファイル出力例＞ 
                                ｺﾒﾝﾄ  ： Windows vs 富士通 JEF 
                                Win ｺｰﾄﾞ  ： 拡張 JIS ｺｰﾄﾞ 
                                日本語体系  ： 富士通（JEF） 
                                ﾎｽﾄｺｰﾄﾞ  ： JEF ｺｰﾄﾞ 

 
                                No.  効力  漢字  Win ｺｰﾄﾞ  方向  ﾎｽﾄｺｰﾄﾞ  ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 
                                  1         ∈    223A      ⇔   7FD0 

 
 
 
  漢字対応表の終了（Ｘ） -- 漢字対応表エディタを終了します。 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
●編集（Ｅ）メニュー 
  編集メニューの各機能について説明します。 

 
  元に戻す（Ｕ） ---- 直前の編集作業を無効にし、元に戻します。 
  切り取り（Ｔ） ---- 選択されている行の内容が切り取られ、カットバッファに入ります。 
  コピー（Ｃ） ------ 選択されている行の内容がカットバッファに入ります。 
  貼り付け（Ｐ） ---- カットバッファの内容を、セルポインタがある行へ貼り付けます。 
                      貼り付けた行以降に既存の設定項目があれば、挿入になります。 
  削除（Ｄ） -------- 選択されている項目の内容が削除されます。 
  すべて選択（Ｌ） -- すべての設定項目欄が選択された状態になります。 
  一行下げる（Ｉ） -- セルポインタがある行以降が１行ずつ下がります。 
                      通常は、行挿入をする場合に使用します。 
  整列（Ｓ） -------- Ｗｉｎコード、ホストコードを基準として、 
                      設定値の並べ替えができます。 
                      行選択をしてから実行すると、その範囲が対象になります。 
                      つぎの４つのパターンがあります。 
                        →Ｗｉｎコード順（Ｗ）→昇順（Ｕ） 
                        →Ｗｉｎコード順（Ｗ）→降順（Ｄ） 
                        →ホストコード順（Ｈ）→昇順（Ｕ） 
                        →ホストコード順（Ｈ）→降順（Ｄ） 
  検索（Ｆ） -------- 漢字やコードで設定項目を検索することができます。 
                      漢字（または、コード）と、検索する方向を指定して実行します。 
                      漢字（Ｗｉｎコード）、ホストコードの両方が指定された場合は、 
                      どちらかが一致する項目を検索します。 
                      漢字（Ｃ）の入力欄の横にあるボタンをクリックすると、 
                      漢字入力サブウインドウが開きます。 

 

 

 
                      ツールバーには、上方向検索ボタン／下方向検索ボタンがあり、 
                      指定値で再検索することができます。 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
●表示（Ｖ）メニュー 
  表示メニューの各機能について説明します。 

 
  ツールバー（Ｔ） ------ ツールバー表示のＯＮ／ＯＦＦができます。 
  ステータスバー（Ｓ） -- ステータスバー表示のＯＮ／ＯＦＦができます。 
  漢字部のﾌｫﾝﾄ（Ｆ） ---- 漢字欄の表示フォントを、つぎのウインドウで設定できます。 

 

 

 
●効力（Ａ）メニュー 
  効力メニューの各機能について説明します。 

 
  有効化（Ｅ） -- 選択されている行の内容を有効にし、効力欄の印“－”を消します。 
                  ただし、一時無効の印“(－)”は消えません。 
  無効化（Ｄ） -- 選択されている行の内容を消去せずに無効にし、 
                  効力欄に印“－”を表示します。 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
●ツール（Ｔ）メニュー 
  ツールメニューの各機能について説明します。 

 
  検査（Ｒ） -------- 設定されている内容に誤りがあるかどうかを検査します。 
                      行選択をしてから実行すると、その範囲が対象になります。 
                      エラーの種類はつぎのとおりです。 
                        不完全 ---- Ｗｉｎコード、方向、ホストコードの３要素が 
                                    そろわない 
                        迷子 ------ Ｗｉｎコード→ホストコード→別のＷｉｎコード 
                                    のように、コード変換が収束しない 
                        １対Ｎ ---- Ｗｉｎコード→ホストコード、 
                                    Ｗｉｎコード→別のホストコードのように、 
                                    １つのコードが２つ以上のコードに設定されている 
                        ２重定義 -- 同一の内容が重複して設定されている 
  前のエラー（Ｐ） -- 現在のセルポインタから１つ前のエラーがある行へ 
                      セルポインタを移動します。 
  次のエラー（Ｎ） -- 現在のセルポインタから次のエラーがある行へ 
                      セルポインタを移動します。 
  ＣＳＶ形式（Ｃ） -- 漢字対応表をＣＳＶ形式で活用するために使用します。 
                      ＣＳＶ形式ファイルの読み込み（Ｌ）／書き込み（Ｓ）を行います。 
                      ＣＳＶ形式ファイルのフォーマットはつぎのとおりです。 

 
    ａｖ，ｋａｎ，ｗｃｆ；ｗｃｄ，ｄｉｒ，ｈｃｆ；ｈｃｄ，ｅｒｒ，  ・・・  ↓ 

 
                                                          エラー番号（出力：別表Ｂ） 
                                                  ホスト漢字コード 
                                          ホスト漢字コード表記（別表Ａ） 
                                  方向                                    １：→ 
                          Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字コード                        ２：← 
                  Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字コード表記    １：拡張ＪＩＳコード    ３：⇔ 
          Ｗｉｎｄｏｗｓ漢字                      ２：拡張句点コード 
    有効性    ０：有効                            ３：シフトＪＩＳコード 
              １：一時無効（出力のみ） 
              ２：無効 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
［別表Ａ：ホスト漢字コード表記］ 
    １１：各社（ＪＩＳ）・ＪＩＳコード 
    １２：各社（ＪＩＳ）・句点コード 
    ２１：富士通（ＪＥＦ）・ＪＩＳコード 
    ２２：富士通（ＪＥＦ）・句点コード 
    ２３：富士通（ＪＥＦ）・ＪＥＦコード 
    ３１：日立（ＫＥＩＳ）・ＪＩＳコード 
    ３２：日立（ＫＥＩＳ）・句点コード 
    ３３：日立（ＫＥＩＳ）・ＫＥＩＳコード 
    ４１：三菱（ＭＥＬＣＯＭ）・ＪＩＳコード 
    ４２：三菱（ＭＥＬＣＯＭ）・句点コード 
    ４３：三菱（ＭＥＬＣＯＭ）・ＭＥＬＣＯＭコード 
    ５１：日本ユニシス（ＬＥＴＳ－Ｊ）・ＪＩＳコード 
    ５２：日本ユニシス（ＬＥＴＳ－Ｊ）・句点コード 
    ５３：日本ユニシス（ＬＥＴＳ－Ｊ）・ＬＥＴＳ－Ｊコード 
    ６１：ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）・ＪＩＳコード 
    ６２：ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）・句点コード 
    ６３：ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）・ＪＩＰＳコード 
    ６４：ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）・ＪＩＰＳ（Ｅ）コード 
    ６５：ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）・内部コード（Ｊ） 
    ６６：ＮＥＣ（ＪＩＰＳ）・内部コード（Ｅ） 
    ７１：日本ＩＢＭ（ＩＢＭ）・ＩＢＭ漢字コード 
    ８１：東芝（ＪＩＳ）・ＪＩＳコード 
    ８２：東芝（ＪＩＳ）・句点コード 

 
［別表Ｂ：エラーコード番号］ 
      ０：正常 
      １：不完全 
      ２：迷子 
      ４：１対Ｎ 
      ８：２重定義 

 
  ２つ以上のエラーがある場合は、組み合わせになります。 
  たとえば、エラー番号＝１２は、１対Ｎ／２重定義エラーになります。 

 
（読み込みデータの例）  拡張ＪＩＳコード：２２３Ａ  ⇔  富士通ＪＥＦ：７ＦＤ０ 

 
                        ０，  ，１；２２３Ａ，３，２３；７ＦＤ０ ↓ 
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                                                            ５.１８  漢字対応表エディタ変換 

 
●ヘルプ（Ｈ）メニュー 
  ヘルプメニューの各機能について説明します。 

 
  バージョン情報（Ａ） -- バージョン情報のウインドウが開きます。 
                          漢字対応表エディタのバージョン情報を知ることができます。 

 

 
 
●漢字対応表エディタの単独起動 
  漢字対応表エディタをＦ＊ＴＲＡＮ２００７からではなく、エクスプローラ等から単独で起動

することもできます。起動するとつぎのウインドウが開きますので、新規または既存の漢字対応

表の選択から始めます。既存の漢字対応表を選択した場合は、ファイル選択を行います。以下の

手順は、いままで説明したとおりです。 

 

 
 
  また、エクスプローラ等から漢字対応表ファイル（拡張子が“．ＫＫＴ”のファイル）をダブ

ルクリックし、直接、漢字対応表エディタを立ち上げ、メンテナンスすることもできます。 

 406



                                                                     ５.１９ 変換時ログ表示 

                        ５．19  変換時ログ表示 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換／Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換実行時

に、変換できない漢字をログファイルに出力しています。その変換時のログをウインドウ上に表

示させて見ることができます。 

 
 
●変換時ログ表示（ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換） 

 
  メニューバーの変換時ログ表示（Ｕ）のＩＢＭ→Ｗｉｎ（Ｇ）を実行すると、ＩＢＭ→Ｗｉｎ

ファイル変換のログを見ることができます。通常は、ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換を実行した直

後に確認します。 

 

 

 
  ここに出力されるホスト漢字は、変換設定／漢字変換方式の設定／ホスト拡張漢字の指定

（“〓”変換、“？xxxx”変換、0Exxxx変換）の対象になった漢字コードです。 
  ログの中に“〓”等の変換対象にしたくないホスト漢字があった場合は、ログに出力されたホ

スト漢字コードを漢字対応表に登録してから、再度、変換を行ってください。 
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                                                                     ５.１９ 変換時ログ表示 

 
●変換時ログ表示（Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換） 

 
  メニューバーの変換時ログ表示（Ｕ）のＷｉｎ→ＩＢＭ（Ｐ）を実行すると、Ｗｉｎ→ＩＢＭ

ファイル変換のログを見ることができます。通常は、Ｗｉｎ→ＩＢＭファイル変換を実行した直

後に確認します。 

 

 
 

  ここに出力されるＷｉｎ漢字は、変換設定／漢字変換方式の設定／Ｗｉｎ拡張漢字の指定

（“〓”変換固定）の対象になった漢字コードです。 
  ログの中に“〓”等の変換対象にしたくないＷｉｎ漢字があった場合は、ログに出力されたＷ

ｉｎ漢字コードを漢字対応表に登録してから、再度、変換を行ってください。 
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                                                                            ５.２０  ヘルプ 

                               ５．20  ヘルプ 

 
  ヘルプ・メニューには、オンラインマニュアルの表示、バージョン情報の２つの機能がありま

す。 
 
●オンラインマニュアルの表示 
 
  メニューバーのヘルプ（Ｈ）→マニュアル（導入編／コマンド編／解説編／マルチレコード編

／プログラム応用編）を選択すると、オンラインマニュアルが表示されます。 
  オンラインマニュアルはすべて、「Ａｃｒｏｂａｔ Ｒｅａｄｅｒ」などで表示してください。 
 
●バージョン情報 
 
  メニューバーのヘルプ（Ｈ）→バージョン情報（Ａ）を実行すると、バージョン情報のウイン

ドウが開きます。 
  現在、立ち上がっているＦ＊ＴＲＡＮ２００７のバージョン情報を知ることができます。 
 
 
  ここには、サポートサービスを受ける場合に必要となる情報が入っています。 
 

 



 
 

                                         付 録 

 
 
 
 
 
 

                                               エラーメッセージ 

                                                              （共通） 
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●起動時（ＦＴ．ＳＹＳ、ＥＮＶ．ＩＮＩ、ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩ読み込み）のエラーメッセージ 

 

システムファイルが開けません． 

  動作環境設定ファイル“ＥＮＶ．ＩＮＩ”ファイルがオープンできませんでした。大抵はＥＮ

Ｖ．ＩＮＩがない事が原因です。 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の再インストールを行ってください。 

 

システムファイル中の[XXXX]セクションの記述に誤りがあります． 

  ＥＮＶ．ＩＮＩファイル中の[XXXX]項目の記述に誤りがあります。ＥＮＶ．ＩＮＩファイルを

メモ帳などで開いて記述が正しいか確認してください。良く分からない場合は、購入元、または

販売元にお問合せください。（“[XXXX]”には任意の名前が入ります） 

 

 

ローカル環境ファイルが開けません． 

  主設定ファイル“ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩ”ファイルがオープンできませんでした。ＥＮＶ．ＩＮ

Ｉファイルで指定している環境フォルダにＦＴＲＡＮ．ＩＮＩファイルがあるか確認してくださ

い。または、ＥＮＶ．ＩＮＩファイルの環境指定を正しく修正してください。 

 

ローカル環境ファイル中のＸＸＸＸに誤りがあります． 

  ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩファイル中のＸＸＸＸ項目に誤りがあります。ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩファイ

ルをメモ帳などで開いて記述が正しいか確認してください。良く分からない場合は、購入元、ま

たは販売元にお問合せください。（“ＸＸＸＸ”には任意の名前が入ります） 
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●起動・終了時のエラーメッセージ 

 
起動中断．動作できない環境です． 
  正しい手順を踏まずにＦ＊ＴＲＡＮ２００７を終了させてしまった場合（強制終了など）、次

回の起動時にこのメッセージが出ることがあります。いったん再起動し、やり直してみてくださ

い。 

 
オープンできません． 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の起動時に、コード変換表ファイルがオープンできませんでした。大抵

はコード変換表のファイル名のつづりミスです。 
  ／Ｃｏｄｅオプションを省略したときは？：デフォルト．ＣＣＴを探します。 
  必要なら／Ｃｏｄｅオプションを指定してください。／Ｃｏｄｅオプションを指定したのにこ

のメッセージが出るときは、／Ｃｏｄｅオプションの指定の誤りです。修正して再起動してくだ

さい。 

 
読み込みでエラーになりました． 
  何らかの入出力エラーが発生し、コード変換表ファイルを読み込めませんでした。このエラー

は、めったに発生しません。 

 
コード変換表ではありません． 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の起動時に、／Ｃｏｄｅオプションで指定したコード変換表ファイルは

実際にはコード変換表ではありませんでした。正しいコード変換表ファイルを指定してください。 

 
書き込みが失敗しました． 
  何らかの入出力エラーが発生し、コード変換表ファイルの書き込み（保存）ができませんでし

た。 
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●共通のエラーメッセージ 

 
メモリが足りません． 
  作業に必要なメモリの空き容量が足りません。他のアプリケーションを終了させるなどメモリ

不足を解消してください。 

 
コマンドがありません． 
  指定されたコマンドは、ありません。正しいコマンドを指定してください。 

 
オプションはありません． 
  該当するオプションがありません。たぶん他のオプションのつづり誤りでしょう。間違って別

のコマンドを呼び出していたということもあります。 

 
オプションに誤りがあります． 
  オプションの指定に何らかの誤りがあります。修正して再実行してください。 

 
パラメータが余分です． 
  パラメータの指定に誤りがあるため、うしろの部分が余分だとみなされました。修正して再実

行してください。 

 
エラーが発生しました．内部エラーの可能性があります． 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７自身のエラーが発生しました。購入元または発売元に通報してください。 
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●パラメータファイルに関するエラーメッセージ 

 
＋＋の後にパラメータファイルを指定してください． 
  パラメータファイル参照の開始マーク ＋＋ があるのに、そのあとにファイルが指定されてい

ませんでした。＋＋のあとに空白を置いた場合も同様です。空白を置いてはいけません。 

 
オープンできません． 
  指定されたパラメータファイルがオープンできませんでした。大抵はファイル名のつづり誤り

です。 

 
読み込みでエラーになりました． 
  指定されたパラメータファイルの読み込み時に入出力エラーが発生しました。このエラーは、

めったに発生しません。 

 
パラメータバッファがいっぱいです． 
  パラメータファイルを展開した結果、内部パラメータバッファがいっぱいになってしまいまし

た。パラメータファイル内の記述を単純化する必要があります。 
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●Ｗｉｎｄｏｗｓファイルに関するエラーメッセージ 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの指定に誤りがあります． 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの指定に構文的な誤りがあります。指定し直してください。 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイル名が必要です． 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ側のファイル名が必要なところです。指定してください。 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルがありません． 
  指定されたＷｉｎｄｏｗｓファイルはありません。 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルを作成できません． 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルを作成できません。つぎのような原因が考えられます。 

 
      ファイル名や拡張子に使えない文字を含んでいた 
      Ｗｉｎｄｏｗｓファイルが書き込み禁止になっていた 
      目的のディレクトリがなかった 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルをオープンできません． 
  指定されたＷｉｎｄｏｗｓファイルをオープンできません。そのＷｉｎｄｏｗｓファイルがな

い場合が大部分です。 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルをクローズできません． 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルをクローズできません。ディスクの容量不足などが考えられます。 
  ディスクへ出力時にこのメッセージが出たときは、そのディスクが壊れた可能性があります。

すぐに、一般のユーティリティ・プログラム等で検査・修復してください。 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの書き込みでエラーになりました． 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの書き込みでエラーになりました。ほとんどの場合、ディスクがいっ

ぱいになってそれ以上書き込めなくなったことを意味しています。 

 
Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの読み込みでエラーになりました． 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルの読み込みでエラーになりました。通常は発生しないエラーです。 
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●ＩＢＭディスク・ファイルに関するエラーメッセージ 

 
ＩＢＭ側に使用できないドライブです． 
  ＩＢＭ側に指定できないドライブを指定しました。接続されていないドライブを指定したとき、

８インチ、５インチ２ＨＤ、あるいは３．５インチ２ＨＤ以外のドライブを指定したときなどが

これにあたります。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の使用機種を間違えたときも、このエラーになります。 

 
ＩＢＭ側ドライブの準備ができていません． 
  ドライブの準備ができていない（ノットレディ）状態です。つぎのような原因が考えられます。 

 
      ドライブ名を間違えている 
      ディスクを裏返しに挿入している 
      ケーブルが正しく接続されていない 

 
ＩＢＭディスク入出力エラー．セクタが見つかりません． 
  ＩＢＭディスクを読もう（あるいは書き出そう）としたら「そのようなセクタは見つからない」

というエラーになりました。 
  よくあるのは、単純なディスクの入れ違い、ドライブ名の指定誤りなどで、ＩＢＭディスクの

つもりでＷｉｎｄｏｗｓのディスクをアクセスしてしまった結果です。正しいディスクをアクセ

スしてください。 
  あきらかにデータ部を処理中だとわかるときにこのメッセージが出て処理が中断されるよう

なら、つぎの原因が考えられます。 

 
      ドライブの不良 
      ディスク自体のキズ、指紋、ホコリの付着など 
      ディスク自体の不良フォーマット 

 
  別のドライブに代えてみる、新品のディスクに代えてみるなどして、原因を絞ってください。 
  次に考えられるのが、３モードフロッピードライバが正常に機能していない環境である場合で

す。ＩＢＭディスクを読み書きするには、３モードフロッピードライバが必要です。ご使用の機

種に適した３モードフロッピードライバをインストールしてから実行してください。 
  また、インストール時に機種選択を誤ると、このエラーになる場合があります。導入編を読み

直し、再度、インストールを行う必要があるかもしれません。 
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ＩＢＭディスク入出力エラー．データエラー（ＣＲＣエラー）です． 
  ＩＢＭディスクを読もうとしたら「データエラー（ＣＲＣエラー）」と通知されました。この

エラーは、セクタの中身を正しく読み取れなかった、という意味です。つぎの原因が考えられま

す。 

 
      ドライブの不良 
      ディスク自体のキズ、指紋、ホコリの付着など 
      ディスク自体の不良フォーマット 

 
  別のドライブに代えてみる、新品のディスクに代えてみるなどして、原因を絞ってください。 
 また、汎用機・オフコンで書き込んだフロッピーをＦ＊ＴＲＡＮで読み込もうとしたときにこ

のエラーが発生した場合は、汎用機・オフコンの書き込み能力不足が原因の場合があります。 

 
ＩＢＭディスク入出力エラー．オーバーランです． 
                            タイムオーバーです． 
                            ロストデータです． 
                            装置不良です． 
                            要求が拒否されました． 
  ＩＢＭディスク側で、メッセージのような入出力エラーが発生しました。重大なエラーです。

この場合も、 

 
      ドライブの不良 
      ディスク自体のキズ、指紋、ホコリの付着など 
      ディスク自体の不良フォーマット 

 
  などの原因が考えられます。別のドライブに代えてみる、新品のディスクに代えてみるなどし

て、原因を絞ってください。 

 
ＩＢＭディスク入出力エラーが発生しました． 
  先に示したエラー以外の重大なＩＢＭディスク入出力エラーが発生しました。もう少し現象を

絞り込む必要があります。別のドライブに代えてみる、新品のディスクに代えてみるなどして、

より詳しい情報を集めてください。 

 
ＩＢＭディスクが書き込み禁止です． 
  ディスクが書き込み禁止になっていて書き込みできませんでした。書き込みしてもよいディス

クであることを確認してから書き込み禁止を解除してください。 
  ＩＢＭファイルを削除しようとしたときも、このメッセージが出ることがあります。目的のＩ

ＢＭファイルを削除してもよいか、もう一度確認してください。 
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ＩＢＭ形式ではありません． 
  処理しようとしたディスクはＩＢＭ形式（一般、東芝、三菱）ではありませんでした。つぎの

場合が考えられます。 

 
      新品なのに、ラベル類の書き込まれていないディスクだった 
      Ｗｉｎｄｏｗｓのディスクなど、別システム用だった 

 
エラーマップラベルに誤りがあります．このディスクは扱えません． 
  エラーマップラベルは識別できましたが、その記録内容に誤りがあります。Ｆ＊ＴＲＡＮ２０

０７では、このディスクは扱えません。 

 
交替シリンダが使用されています．このＩＢＭディスクは扱えません． 
  エラーマップラベルに交替シリンダを使用していると記録されています。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００

７では交替シリンダの使用をサポートしていないので、このディスクは扱えません。欠陥のない

ディスクをご使用ください。 

 
エラーディレクトリが使用されています．このＩＢＭディスクは扱えません． 
  エラーマップラベルに欠陥セクタの代替えを指示するエラーディレクトリが使用されていま

す。このディスクは扱えません。欠陥のないディスクをご使用ください。 

 
ボリュームラベルに誤りがあります．このＩＢＭディスクは扱えません． 
  ボリュームラベルの記録内容に何らかの誤りがあります。このディスクは扱えません。 

 
ファイルラベルに誤りがあります． 
  ファイルラベルに何らかの誤りがあります。そのファイルはオープンできません。 

 
ＩＢＭファイルを指定してください． 
  ＩＢＭファイル指定を省略できないところです。 

 
ＩＢＭファイルの指定に誤りがあります． 
  ＩＢＭファイル指定に何らかの誤りがあります。正しく指定し直してください。 

 
ＩＢＭドライブ名は省略できません． 
  ＩＢＭファイル指定のうち、ドライブ名は必須です。省略できません。 

 
ＩＢＭファイル名が必要です． 
  ＩＢＭファイル指定のうち、ＩＢＭファイル名を省略できないところです。指定し直してくだ

さい。 

 
 



 10

 
ＩＢＭファイルがありません． 
  指定したＩＢＭファイルがありません。または、ワイルドカード文字を使ったとき、マッチす

るＩＢＭファイルが１つもありません。 

 
ＩＢＭファイルがオープンできません． 
  ファイルラベルに何らかの誤りがあり、このファイルはオープンできません。 

 
ＩＢＭファイルがクローズできません． 
  通常はこのようなことは発生しません。 

 
ＩＢＭファイルが削除できません． 
  指定のＩＢＭファイルが削除できません。通常はＩＢＭファイルかディスクの書き込み禁止で

す。 

 
ＩＢＭファイルが作成できません． 
  指定のＩＢＭファイルが新規作成できません。 

 
すでに同名のＩＢＭファイルが存在します． 
  同名のＩＢＭファイルがある場合、新規作成はできません。 

 
      あらかじめ削除しておく 
      別の名前を与える 
      置き換えオプションを指定する 

 
  のどれかで対処してください。 
  マルチボリューム処理のときに、うっかり変換ずみのディスクをもう一度使おうとしたときも、

よくこのエラーになります。同様に、あらかじめマルチボリュームになるディスクの、元のＩＢ

Ｍファイルを全部（とは限りませんが）削除しておくのを忘れたときも、このエラーになります。 

 
ＩＢＭファイルが書き込み禁止です． 
  指定のＩＢＭファイルは書き込み禁止になっています。上書きも削除もできません。 

 
ＩＢＭディスクに空き領域が残っていません． 
  ＩＢＭファイルを新規作成しようとしたところ、空き領域がなくて失敗しました。最後の位置

に配置されているＩＢＭファイルよりもあとの領域が、新規ＩＢＭファイルを割りつけることが

できる空き領域です。別のディスクを用意して再変換してください。 
  新品のディスクにＤＡＴＡという名前の空のファイルがあるときもこのエラーになります。そ

れは削除して使ってください。 
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ＩＢＭファイル領域を使い切りました． 
  既存ＩＢＭファイルに上書きしたところ、そのＩＢＭファイルの全領域（ＢＯＥから、ＥＯＥ

まで）を使い切りました。 

 
ＩＢＭディスクに空きラベルがありません． 
  ＩＢＭファイルを新規作成しようとしたところ、空いているファイルラベルがなく失敗しまし

た。別のディスクを用意し変換し直してください。 

 
ボリューム順序番号が違います． 
  マルチボリューム処理のときに、ディスクを差し替える順番を間違えました。 

 
スパン形式のＩＢＭファイルはマルチボリューム処理できません． 
  スパン形式のＩＢＭファイルはマルチボリューム処理できません。両方向ともです。もともと、

スパン形式はデータ交換用には使っていけません。ただし、１枚目だけは変換します。 

 
この種別のＩＢＭディスクでは基本形式は使えません（拡張形式のみ）． 
  基本形式が使えるディスクの種別は、 

 
      １Ｓ－１２８ 
      ２Ｓ－１２８ 
      ２ＨＤ－２５６ 

 
  に限ります。 

 
データ交換形式が不明です． 
  このＩＢＭファイルは基本形式でも拡張形式でも、半拡張形式でもありません。規約外です。

このＩＢＭファイルは変換できません。 

 
固定長ブロック／レコードでありません． 
  このＩＢＭファイルは固定長ブロック・固定長レコードではありません。規約外です。このＩ

ＢＭファイルは変換できません。 

 
レコード形式が不明です． 
  規約外のレコード形式です。このＩＢＭファイルは変換できません。 

 
ＩＢＭファイル名がついていません． 
  ファイルラベルにＩＢＭファイル名が記録されていません。このＩＢＭファイルは扱えません。 
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領域開始、終了アドレス（ＢＯＥ，ＥＯＥ）が不正です． 
  領域開始アドレス（ＢＯＥ）、領域終了アドレス（ＥＯＥ）のどちらかの値が異常です。また

は、両者の関係が異常です。このＩＢＭファイルは扱えません。 

 
ほかのＩＢＭファイルと領域が重なっています． 
  ２つのＩＢＭファイルの間で、領域が重なっている部分があります。どちらかを削除しない限

りどちらのＩＢＭファイルも変換できません。 

 
データ終了アドレス（ＥＯＤ）が不正です． 
  データ終了アドレス（ＥＯＤ）の値が不正です。このＩＢＭファイルは変換できません。 

 
オフセットがブロック長以上です． 
  オフセットとは、最終ブロックの未使用部分のバイト数のことです。それがブロック長以上の

値になっていました。異常です。このＩＢＭファイルは変換できません。 

 
ＩＢＭファイル名が長すぎます． 
  基本形式のＩＢＭファイルなのに、ファイル名が８文字を超えています。規約外です。規約を

無視して、ＩＢＭファイル名の後半を管理情報の記録に使っているシステムもあります。そのと

きも、このエラーになります。このＩＢＭファイルは変換できません。 

 
ブロック長が小さすぎます． 
  拡張形式で非スパン形式のとき、論理レコード長がブロック長を超えています。規約外です。 

 
ブロック長がセクタ長を超えています． 
  基本形式のＩＢＭファイルで、ブロック長がセクタ長を超えています。規約外です。 

 
ブロック長がトラック容量を超えています． 
  拡張形式のＩＢＭファイルで、ブロック長がトラック容量を超えています。規約外です。 

 
レコード長がブロック長を超えています． 
  拡張形式で非スパン形式のとき、つまり、ふつうは論理レコード長がブロック長を超えること

はできません。 

 
レコード長が大きすぎます． 
  論理レコード長が大きすぎます。拡張形式で非スパン形式のときは、ブロック長を超えること

はできません。スパン形式でも、９９９９バイトを超えることはできません。 
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領域開始アドレス（ＢＯＥ）が不正です． 
日立形式のＩＢＭファイルではないようです． 
  現在、日立モードになっています。その場合ファイルはトラック境界ではじまらなければいけ

ません。しかし、アクセスしたファイルはトラック境界ではじまっていません。日立形式ではな

いようです。 

 
データ終了アドレス（ＥＯＤ）が不正です． 
日立形式のＩＢＭファイルではないようです． 
  現在、日立モードになっています。その前提でデータ終了アドレス（ＥＯＤ）検査すると、そ

れがブロック境界にありません。矛盾しています。したがって、日立形式ではないようです。 

 
ＩＢＭディスク側でエラーが発生しました． 
  ＩＢＭディスク側で、これまでに述べた以外のエラーが発生しました。 
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●ＧｅｔＤａｔａ(ｇｄ)コマンドのエラーメッセージ 

 
ＭＡＰバッファがいっぱいです． 
  変換する項目数が多すぎて、ＭＡＰバッファがいっぱいになりました。項目数を減らせないか

どうか検討してください。 

 
●ＧｅｔＲａｎｄ(ｇｒ)コマンドのエラーメッセージ 

 
ＭＡＰバッファがいっぱいです． 
  変換する項目数が多すぎて、ＭＡＰバッファがいっぱいになりました。項目数を減らせないか

どうか検討してください。 

 
●ＰｕｔＤａｔａ(ｐｄ)コマンドのエラーメッセージ 

 
／ＭＡＰオプションの各項目をコンマ（，）で区切ってください． 
  ／Ｄｅｌｉｍｉｔｅｄオプションを指定したのに、／ＭＡＰオプションでコンマ（，）を１つ

も指定していませんでした。 

 
ＭＡＰバッファがいっぱいです． 
  変換する項目数が多すぎて、ＭＡＰバッファがいっぱいになりました。項目数を減らせないか

どうか検討してください。 

 
●ＰｕｔＲａｎｄ(ｐｒ)コマンドのエラーメッセージ 

 
ＭＡＰバッファがいっぱいです． 
  変換する項目数が多すぎて、ＭＡＰバッファがいっぱいになりました。項目数を減らせないか

どうか検討してください。 

 
●ＶｉｒＤｒｉｖｅ(ｖｄ)コマンドのエラーメッセージ 

 
ドライブ名が正しくありません． 
  第１パラメータとして指定したドライブ名が正しくありません。使えるのは、Ａ：～Ｚ：、

＠：、？：だけです。 

 
第１パラメータはドライブ名だけです． 
  第１パラメータとして、仮想ドライブ名でないものを指定しようとしました。誤りです。 

 
パス名が長すぎます． 
  第２パラメータとして指定した実ドライブ・ディレクトリを表すパス名が６３文字を超えまし

た。長すぎます。 
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●ｉＦｏｒｍａｔ(ｉｆｏ)コマンドのエラーメッセージ 

 
エラーで初期化を中断しました． 
  初期化の作業中にエラーが発生して処理を中断しました。 
  ドライブの準備ができていないときにもこのメッセージが出ます。このときは、 

 
      ドライブ名を確認してください。 
      ディスクを裏返しに挿入していないか確認してください。 
      増設ドライブのときは、ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 
      増設ドライブのときは、本体の電源を入れる前に増設ドライブの電源を入れておかなけ 
      ればいけません。確認してください。 

 
  ディスクが書き込み禁止になっているときにも、このエラーになります。このときは、初期化

してしまってもよいディスクであることを確認してから、書き込み禁止を解除して初期化をして

ください。 
  なお、これらが原因のときは、「初期化中です．」のメッセージが出ていても何も処理はしてい

ません。 
  あきらかに初期化を実行中だとわかるときにこのメッセージが出たら重大なエラーです。たと

えば、８インチ１Ｓディスクを８インチ２Ｄ－２５６として初期化しようとした場合などです。

すべての条件が正しいのにこのメッセージが出るようなら、そのドライブ自体に異常があると考

えられます。なお、ディスクが不良でもその検出はほとんどできません。 
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●Ａｎｋ(ａｎ)コマンドのエラーメッセージ 

 
指定に誤りがあります． 
  指定したキーワードが、 

 
      Ｊｉｓ 
      Ａｓｃｉｉ 
      Ｅｂｃｄｉｃ 
      ＥｂｃｄｉｃＫａｎａ 
      ＥｂｃｄｉｃＳｍａｌｌ 

 
  の、どれでもありませんでした。正しく指定し直してください。 

 
●Ｋａｎｊｉ(ｋａｎ)コマンドのエラーメッセージ 

 
指定された漢字変換方式名はありません． 
  Ｋａｎｊｉ（ｋａｎ）コマンドのパラメータとして指定した漢字変換方式が、コード変換表に

登録されていません。パラメータをつけずにＫａｎｊｉ（ｋａｎ）コマンドを呼び出して漢字変

換方式の一覧を表示し、そのなかに目的の漢字変換方式があるかどうか調べてください。単純な

つづりミスでないかどうかも調べてください。 

 
●ＢｌｏｃｋＭａｐ(ｂｍ)コマンドのエラーメッセージ 

 
指定に誤りがあります． 
  指定したモードが、 

 
      Ｇｅｎｅｒａｌ 
      Ｈｉｔａｃｈｉ 

 
  のどちらでもありませんでした。正しく指定し直してください。 

 
●Ｃｏｍｍｅｎｔ(ｃｏｍ)コマンドのエラーメッセージ 

 
コメントが長すぎます． 
  コード変換表につけるコメント文字列が４０文字（漢字２０文字）を超えました。もう少し短

いコメントにしてください。 
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●ｃＬｏａｄ(ｃｌ)コマンドのエラーメッセージ 

 
コード変換表ではありません． 
  ｃＬｏａｄ（ｃｌ）コマンドで指定したコード変換表ファイルは、実際にはコード変換表ファ

イルではありませんでした。正しいコード変換表ファイルを指定してください。 

 
オープンできません． 
  ｃＬｏａｄ（ｃｌ）コマンドで読み込もうとしたコード変換表ファイルが、オープンできませ

んでした。コード変換表のファイル名のつづりを間違えた場合が大部分です。ドライブ名、ファ

イル名、拡張子をチェックしてください。 

 
読み込みでエラーになりました． 
  なんらかの入出力エラーが発生し、コード変換表ファイルを読み込めませんでした。このエラ

ーは、めったに発生しません。 

 
●ｃＳａｖｅ(ｃｓ)コマンドのエラーメッセージ 

 
書き込みが失敗しました． 
  コード変換表の書き込み（保存）に失敗しました。つぎのような原因が考えられます。 

 
      目的のディレクトリが見つからなかった 
      ファイルが書き込み禁止だった 
      ディスクの残り容量不足だった 

 
  別のドライブや名前を指定して、再実行してください。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０     操作説明書／解説編 
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